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    　　序　サロメティック・ルナティック


    



    「ねぇ。子し宮きゆうの大きさって、どのくらいか知ってる？」


    　消灯時刻を過ぎて間もなく、今宵こよいも梨り理りのベッドに潜り込んでくるなり、ミシカは突拍子もない質問を放った。ミシカはいつもそうだ。とても同級生とは思えない博識ぶりを以もつて、夜な夜な梨理を翻ほん弄ろうする。艶つややかに濡ぬれた唇くちびるに、愉悦の笑えみを刻みつつ。


    　夜の帳とばりが降りるとともに、ミシカはその本性を月明かりに曝さらけ出す。


    　夜空の寒かん月げつと、寝床の梨理だけが、ミシカの本性を知っている。


    　学校ではもちろんのこと、三十余名の児童が起居を共にする養護施設「埋もれ木の家」においても、ミシカは物静かで、どことなく超然として、暇ひまさえあれば小難しい書物を読んでいる。その柳りゆう眉びは濃く、眦まなじりは切れ上がり、おとがいは綺き麗れいな逆三角形を描いている。


    　美と知を同時に賦ふ与よされたミシカは、当然のように、大人達からも一目置かれていた。担任の教師だろうと、親代わりの職員だろうと、ミシカには厚い信頼を寄せている。ミシカは決して、大人達に不安の種を蒔まくことはない。どうすれば大人達を操作できるのか、その術すべを誰だれよりも心得ている。もしかしたら、大人以上に大人を理解しているのかもしれない。きっと暢のん気きな大人達は、とっくに忘れているのだろう。小お椋ぐらミシカとて、まだ小学五年生に過ぎないのだという、その事実を。


    　梨理は不思議に思う。不条理だとさえ思う。これがミシカの本性なのか。


    　あるいは、煌こう々こうと冴さえ渡る月こそが、ミシカに影響を及ぼすのか。


    　月の女神、その名はLunaルナ。ところが、これがLunaticルナテイツクに転ずると、まったく違う意味を帯びてしまうのだ。梨理はそのことを知っている。ミシカが教えてくれたから。


    　そして、今宵。ミシカは梨理に子宮の大きさを教えようとしている。もちろん、梨理は一度たりとも、子宮のサイズについて考えたことはなかった。まだ排卵も経験していない、幼い身体からだ。胸元は扁へん平ぺいだし、あばらが浮き上がっている。手足は棒切れのようで、風に吹かれただけで折れてしまいそう。自分の下腹に潜んでいる生殖器を自覚したこともなければ、その必要もなかった。昨年あたりから少しずつ丸みを帯びて、初潮を迎え、いよいよ羽化の兆きざしを垣かい間ま見みせるミシカの、かぐわしく匂におい立つような肢体とは、あまりにも対照的だった。


    



    　梨理は思う。いつからだろう……着替えや入浴の際、ミシカの透き通るような裸体を横目で見やるたび、自然と溜ため息いきが零こぼれ落ちるようになったのは。


    「ねぇ。どのくらいの大きさだと思う？」


    　ミシカは再び訊たずねると、梨理の生殖器を覗のぞき込むように、ゆらりと顔を近づけてきた。


    「そっ……そんなの、考えたこともないよ」


    　梨り理りは掛け布団を素早く引き上げると、カアッと熱を帯びた顔を半分ほど覆い隠した。何な故ぜだか恥ずかしくて、ミシカを正視することができず、くるりと壁のほうを向いてしまう。


    「ふふっ。リリちゃん可愛かわいい」


    「わたしは別に、可愛くなんてありません」


    　梨理はそっぽを向いたまま、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませる。ミシカはくすくすと忍び笑いを漏もらすと、梨理を背中から抱き締めた。


    「ひゃっ！　……ミシカちゃん？」


    　意固地になるあまり、なおも壁と睨にらめっこを続けていた梨理は、背中に淡い膨らみの感触を覚え、鼓動を高鳴らせた。


    　四角い天窓からは、月げつ華かが煌こう々こうと注そそぎ込んでいる。青みがかった銀色が滲にじむ闇やみの奥で、ミシカは梨理の耳たぶに唇くちびるを寄せると、そっと口づけるように囁ささやいた。


    「リリちゃんはもう少し、自己評価を上げたほうがいいかも」


    「……そんなの、無理に決まってるもん」


    　梨理が拗すねた口調で呟つぶやくと、ミシカは何も答えずに、すっと身体からだを離した。急にミシカが遠ざかったような不安に襲われて、梨理は身体ごとミシカのほうを向いた。


    　ミシカはそこにいた。ちゃっかりと枕まくらを並べ、そこに片かた頰ほほを埋うずめて、我が子を見守る慈母のように、淑しとやかに打ち笑えんでいる。冴さえ冴えとした寒かん月げつが照らすミシカの貌かおは、とても神秘めいて、その曇りなき膚はだの白さに、ぼんやりとした蒼あおさを添えていた。


    　梨理はそこに、月の女神ルナを視みた。


    　──なんて……美しいんだろう。


    　乾いた唇から、白く甘い溜ため息いきが零こぼれ落ちた。梨理が自己評価を下げざるを得ない理由の大半は、その実、ミシカが占めている。


    　ミシカが梨理に「美しい」を教えた──ただ傍そばに在るだけで。


    　そう、ミシカは美しい。梨理の知る誰だれよりも美しい。いっそあらゆる言葉を投げ棄すてて、恥も外聞もなく跪ひざまずいて、ひしと震い付きたくなるほどに。もしかしたら、それは世間一般で云いうところの美とは、多分に懸け離れたものかもしれない。それでも構わないと、梨理は思う。梨理にとって、美しいのはミシカだけであり、ミシカこそが美の象徴なのだから。


    　そんな梨理の複雑な胸中も知らず、あるいは無視しているだけなのか、ミシカは話題を振り出しに戻した。


    「ねぇ、リリちゃん。子し宮きゆうの大きさ、知りたいでしょ？」


    「……もし、知りたくないって云ったら？」


    　途端、ミシカは唇の端を吊つり上げた。なまじ美しい貌をしているだけに、ミシカがそのように嗤わらうと、さも酷薄そうな気配を醸し出すのだった。


    「リリちゃんの子宮をこの手で摑つかみ出して、じっくり見物させてあげる」


    　冗談とも本気ともつかぬ口調で、そんなことを平然と云いう。その、とろりとした流し目ときたら凄せい艶えんそのもので、梨り理りは畏い怖ふのあまり呼吸さえ忘れた。


    「お……教えて下さい」


    「それでいいのよ」


    　かくして、ミシカは今宵こよいも書物から得た知識を伝える。ふたり分の熱をムッと孕はらんだ掛け布団の奥で、ミシカの存在が粘液質を帯びたのを、梨理は確かに感じ取った。


    「ミシカ……ちゃん？」


    　梨理は震えた。ミシカの繊せん手しゆが睦むつ言ごとを囁ささやくように、ゆっくりと蠢うごめく。梨理の膝ひざ頭がしらに触れたかと思うと、寝しん衣いの裾すそをまくり上げ、剝むき出しとなった腹部に触れた。ひんやりとした指先を感じ、またしても梨理は震えた。ミシカの指先が、さわさわと、おろし立ての絵筆のように、柔らかな膚はだを滑り落ちて、ついには臍へその窪くぼみに達する。梨理がまだ胎児だった頃ころ、腹部から伸びる臍さい帯たいは、母の肉体と繫つながっていた。それが唯一の命綱だった。そんな母と胎児の絆きずなを思い出させるかのように、さわさわ、さわさわと、ミシカは梨理の臍を入念に、執しつ拗ようなまでに愛あい撫ぶする。やがて、鉤かぎ針ばりのように曲げた人差し指の尖せん端たんが、つぷり……と臍の窪みに潜り込んだ。梨理の臍は小ぶりで、縦長で、綺き麗れいな流線型を描いている。白魚のような繊せん指しを、ほんの少し拒んだあと、従順に受け容いれた。


    　その拍子、梨理の熱っぽい唇くちびるから零こぼれ落ちたのは、声ではなく、声にすらならない、熱と湿り気を孕はらんだ吐息。


    　ミシカが笑えんだ。


    「お臍、相変わらず弱いのね」


    「やっぱり駄目だよ、ミシカちゃん……」


    「どうして駄目なの？」


    「だ、だって……こんなの……」


    　梨理の声が消え入るのも待たず、ミシカは指先を艶なまめかしく蠢うごめかせ、真っ白なキャンバスに素描を始める。骨盤の中央下端、それは子宮の構図。その事実に思い至るや、先ほどとは比較にならぬ劇はげしい羞しゆう恥ちが、梨理の身を熱く焦がした。


    「これが子し宮きゆうよ」


    　ミシカは視みている。曝あばこうとしている。梨理のいちばん奥深い部分で、やがて来たる開花のときをひっそりと待ち受ける、淡うす桃もも色の臓器を。


    　それは教示か。


    　あるいは摘発か。


    　羞恥が限界に達し、反射的に跳ね起きようとした梨理を、しかし、ミシカは一瞬で呪じゆ縛ばくした。透とう徹てつした月光をすら切り裂さきそうな、その眼まな差ざしで。


    「ついでに云うとね。卵らん管かんはこんな風に、緩やかにカーブしているの」


    　あたかも卵らん管かんの湾わん曲きよく具合が実際に見えているかのように、あるいは、架空の卵子が辿たどる軌跡をなぞるように、ミシカは緩慢に、丹念に指を這はわせていく。


    　その指先が、柔らかな産うぶ毛げに包まれた下腹を静かに這う間、梨り理りは始終、背筋をぞわぞわと何かが這い上がるような感覚に翻ほん弄ろうされて、左右の太ふと腿ももをもじもじと擦こすり合わせた。今にも身体からだの何ど処こかが決壊して、何かが堰せきを切ったように溢あふれ出してしまうような、名状しがたい恐怖があった。その反面、心のどこかでは、決壊の瞬間を確かに期待していた。


    「リリちゃん可愛かわいい」


    　もう一度、ミシカが呟つぶやいた。


    　呪じゆ文もんのように。


    　確かにそれは呪のろいだった。


    　可愛いという名の呪い。梨理は生まれてこの方、自分を可愛いと思ったことは一度もなかった。それでもミシカは執しつ拗ようなまでに、夜な夜な囁ささやく。リリちゃん可愛い。リリちゃん可愛い。リリちゃん可愛い……。あたかも、臨月を間近に控えた妊婦が、その立派に膨ふくらんだ腹を優しく撫なでながら、我が子に語りかけるように。


    　いつしか、梨理は奇妙な錯覚に囚とらわれている。


    　まるで羊水に浸かっているような感覚。


    　こぽり、という水音を聞いた気がした。


    　息苦しくて。とても息苦しくて。云いうまでもなく、梨理はもう胎児ではない。このまま水に浸かっていたら、いずれ窒息死してしまう。うっすらと靄もやのかかった視界に、ミシカの貌かおが映った。同じ羊水に浸かっているなんて、まるで双子みたい……。息苦しさを覚えながらも、梨理はぼんやりとそんなことを思った。


    「リリちゃん、苦しいの？」


    　ミシカの問いかけに、梨理は藁わらをも摑つかむ思いで頷うなずいた。


    「お母さんのお腹なかの中で……溺おぼれているみたいなの」


    「だったら、今夜も臍さい帯たいが必要ね」


    　事も無げに、梨理はそんなことを云う。ミシカは髪を結っていた深しん紅くのリボンを、はらりと解ほどいた。息苦しさのあまり、意識が朦もう朧ろうとなった梨理の瞳ひとみには、蒼あお褪ざめた闇やみに鮮血の雫しずくが垂れたように映った。


    　ふと気づけば、梨理は左手の薬指を絡め取られていた。深紅のリボンでしっかりと結わえられている。


    「今だけは、あたしが胎たい盤ばんの代わりになってあげる」


    「え……？」


    「ほら。あたし達、繫つながってるよ」


    　いつの間にか、ミシカの薬指にもリボンの縛いましめがあった。不思議なことに、ミシカとの繫がりを意識した途端、梨り理りは息苦しさから解放された。耳元で断続的に鳴っていた、あの不気味な水音も消えた。


    　呼吸不全に陥っていた細胞のひとつひとつが、ミシカで満たされていく。不思議な感覚だった。先ほどまでは姉妹だったミシカが、今では母親のように思われた。深しん紅くの臍さい帯たいで固く結ばれた、唯一無二の存在。梨理は必死でミシカにしがみついた。必死で求めた。砂糖と蜂はち蜜みつとシロップをたっぷり溶かした、底無しに甘いミルクのような匂においがした。真冬の夜気に満たされた部屋の片隅で、互いの膚はだと膚の触れ合った部分だけが、無性に熱かった。


    　梨理がうわごとのように呟つぶやいた。


    「ミシカちゃん……好き。大好き」


    　それもまた、呪じゆ文もんだった。


    　梨理が唱えることのできる、ただひとつの呪文。


    



    　やがて。


    　月の輪が雲くも居いに差し掛かり、夜がその色彩を深くする。


    　とくん。


    　梨理の裡うちで、何かが脈動を始めた。


    　鼓動が嬰えい児じのように速まって、身体からだがカッと熱を帯びる。皮ひ膚ふがぴりっと粟あわ立だつ。劇はげしい飢き餓が感かんが身体の芯しんを突き抜けた。


    　足りない。ミシカちゃんが足りない。


    　そう、ミシカちゃんの──血が。


    「欲しいの？」


    　ミシカが艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


    　ごくり。梨理は生なま唾つばを[image: ]えん下かする音で、その問いかけに応じた。


    　それは物心ついた頃ころから、梨理を何度も何度も苦しめてきた衝動だった。そんな梨理を慈いつくしむように見つめると、ミシカはゆらりと身体を倒し、仰あお向むけになった。月明かりと同じ色を帯びた髪が、はらりと枕まくら元もとに広がって、鮮やかな舞まい扇おうぎを描く。


    「今度はリリちゃんの番ね」


    「ミシカちゃん……」


    　夜は決して、ミシカだけの所有物ではなかった。そう、羊の皮を被かぶった梨理もまた、夜を棲処すみかとする者に他ほかならないのだった。


    　もしかしたら、ミシカは最初から見抜いていたのかもしれない。梨理がこの施設に引き取られた当時、初めて視線を交わし合った、その瞬間に──。


    「ミシカちゃん……ミシカちゃん……！」


    　今ではもう、梨理は獣けものの眸めになっている。つい先ほど、素肌越しに子し宮きゆうを撫なでられて、切なげに喘あえぐばかりだった、あの可か憐れんな姿は影も形も失われている。それでもなお、梨り理りの裡うちでは劇はげしい葛かつ藤とうが繰り広げられていた。人としての理性と、獣けものとしての衝動。


    　だが結局は、獣が勝利の雄お叫たけびをあげるのだ。夜空の寒かん月げつと、寝床のミシカだけが、梨理の本性を知っている。


    「リリちゃんのしたいようにして。そうすれば、収まるのでしょ？」


    「でも、わたし……やっぱり……」


    　なおも逡しゆん巡じゆんを示す梨理に、ミシカはとどめを刺した。


    「あたしの血、リリちゃんに好きなだけあげる」


    　ミシカは自ら寝しん衣いの襟元をはだけ、なよやかな輪郭が玲れい瓏ろうと霞かすむような裸身を、惜しげもなく曝さらけ出した。薄ぼんやりと輝く雪せつ膚ぷの此こ処こ彼処かしこには、無惨な傷きず痕あとがいくつも刻み込まれている。今から数年前、その白銀に輝く新雪を、美を解さぬ獣のごとく、淫みだらに、乱暴に踏みにじったのは、外ほかならぬ梨理の牙きばだった。


    　もはや言葉は不要だった。


    　梨理は喰くらいついた。


    　嚙かみ千切った。


    　そして契ちぎった。

  


  
    　　壱　LÀ-BAS　彼方かなたを意味するもの


    



    　……互いに得え物ものを構えたまま、睨にらみ合う。


    　そんな両者の間に、はらり、はらりと降り注ぐ雪せつ華か。


    　闇やみ夜よの果ての雲くも居いには、蒼あお白じろき月げつ娥がが覗のぞく。年に一度、あるかないかの、神秘的な雪月夜であった。薄ぼんやりとした雪明かりに照らされて、甲きのえが歌うように告げた。


    「下郎の最期には、勿もつ体たいないほどの夜だわ」


    　冬とう梧ごは鉄剣を正せい眼がんに構えると、挑むように叫び放った。


    「お前に俺おれは倒せない。それが自然の摂理だからだ！」


    　冬梧が雪を蹴け散ちらすや、跳んだ。風が逆巻き剣つるぎが奔はしる。甲は刀を水平にかざし、左手で刀身を支えた。剣けん戟げきの響きがほとばしり、火花が散った。


    　横一文字による防御から、すかさず甲は応戦する。


    「摂理？　はっ！　笑わせんじゃないわ！」


    　流れるような剣捌さばき。舞い散る火花が蝶ちようのようだ。甲は嗜し虐ぎやく的に微笑ほほえんで、じりじりと冬梧を追い詰めていく。自分でも驚くほどに、今夜は軀からだが軽い……。


    　　　　　　　†


    　その夜、高台に位置する洋館「水み祭まつり城」を、森しん閑かんと静まり返った住宅街の路地にて、遠巻きに観測する車両があった。一見、黒塗りのバンに過ぎないが、専門知識のある者が見れば、装甲車両であることが解わかるだろう。座席の後部には各種機材が所狭しと並べられ、複数の小型ディスプレイが水祭城の遠景や、各種パラメーターを表示している。気温や湿度はもちろんのこと、周囲を飛び交う電波、磁場、熱源……等々。


    　厳密には、その車両は中継基地のようなものであった。


    　事実、車両の屋根には各種アンテナが林立している。現場付近でサンプリングした情報を、本部にリアルタイムで送信するのが役目だった。


    　運転席にどっかりと収まっている青年が、チューインガムをくちゃくちゃと嚙かみながら、視線を座席後部に移した。歌か舞ぶ伎き町のホストもかくやと思わせる派手な容姿は、観測機材をぎっしりと詰め込んだ車内には、あまりに不釣り合いであった。


    「なぁ、和泉いずみぃ。俺おれさ、あの屋敷を見上げるたび、いつも思うんだけど」


    　座席の後部では、四方の機材に囲まれて、和泉と呼ばれた青年が仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。さっぱりとした短髪で、縁無し眼鏡をかけている。運転席の青年がホストなら、こちらは学者、あるいは教師といったところか。


    「なんだ？」


    「見れば見るほど、ラブホみたいだよな」


    　その一言で、和泉は激げき昂こうした。


    「神こう賀がぁ！　お前はいつもいつも……建築家に謝れ！　明治時代に建てられた貴重な文化財だぞ！　無駄口ばっかり叩たたいてないで、仕事しろ、仕事！」


    「けっ！　俺は射撃専門だからな。ドンパチが始まるまでは動かねぇよ。つーかさ、なんで深夜の任務に俺とお前のふたりだけ？　なんで女性陣がいねーんだよ」


    「ったく、これだから〝イタリアン・クオリティ〟ってやつは……」


    「あっ、てめぇ！　イタリア人をバカにしたなっ！」


    　神賀のフルネームは「神賀ヴィタントニオ一寿かずとし」、イタリア人の血が半分混ざっている。その顔立ちは黄色人種の面おも差ざしを宿しつつも、白色人種に特有の彫りの深さを感じさせた。すらりと高い鼻び梁りようなどは、本人も自慢に思っている。


    　そんな調子で無駄口を叩いていた矢先、神賀の手て許もとで計器が異状を告げた。間断なく鳴り響くアラームを前に、さすがの神賀も表情を引き締めた。


    「どうした、和泉？」


    「なんだ、これは……！」


    　和泉は間近なディスプレイに視線を飛ばした。先ほどまでは水祭城の遠景が映し出されていた。付近に設置した監視カメラから、リアルタイムで送信されている映像だった。ところが、今では画面全体が暗黒と化している。和泉は一瞬、電源が落ちたのかと思ったが、そうではなかった。電源ＯＮを意味する青色ＬＥＤは点灯を続けている。


    　異状はそれだけではなかった。水み祭まつり邸をモニターしていた計器がことごとく沈黙し、もはやあらゆる観測が不能であることを暗に告げている。ただし、磁場の計測器は出で[image: ]たら目めとしか思えない挙動を示しているし、熱源探知機に至っては暴走したとしか思えなかった。和泉いずみは戦せん慄りつした。


    「なんだ……この反応は？」


    　あの高台の上、水祭家の敷地内で、とてつもなく巨大な熱源が発生している。


    　そのとき、敏びん捷しような動作で車外に飛び出した神こう賀がが叫んだ。


    「おい、和泉！　城が消えたぞっ！」


    「なんだとっ？」


    　和泉も車外に飛び降りて、頭上を仰ぎ見た。


    　果たして神賀が云いった通り、水祭城を含む高台の一帯が、夜とは明らかに異質な闇やみに覆われて、不気味な沈黙を保っていた。監視カメラが捉とらえていたのは、まさしく、その不可思議な闇に外ほかならなかった。


    　ずり落ちそうになった眼鏡を押し上げつつ、和泉は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    「これ見よがしに遺棄された姥うば皮かわ……そして、水祭甲きのえの帰還。いったい、この街で何が起ころうとしているんだ……？」


    　今しも車内では、放置された無線機越しに、本部の分析官が必死で呼びかけていた。


    『和泉さん！　この正体不明の熱源はなんですか？　応答してください！』


    



    　……その夜、水祭邸における異変を察知できた者は、ごく一部に限られた。


    　深夜の出来事だったこともあり、近隣に住む住民ですら、水祭邸を襲った異変には気づいてはいなかった。


    　高台をすっぽりと包み込んだ闇は、さながら結界じみていて、水祭家の敷地内で発生した現象の大半を遮断し、外部への漏出を防いだ。


    　あれから半月ほどが経過し、年が明けた。


    　後に、あの雪月夜における謎なぞめいた一部始終は、「Ｍ邸事案」と呼称されるようになる。


    　　　　　　　†


    「ったく、病室にシャンデリアはないよなぁ……」


    　御み室むろ咲さく弥やはひとり、退屈していた。無む闇やみに豪ごう奢しやな天井を、ぼんやりと見上げつつ。高級ホテルの客室にも紛まごう病室は、たとえば不祥事を起こした悪徳議員の避難所としてはよくできているものの、咲弥にとっては檻おりにも等しい。事実、医師も看護師も、咲弥に勝手な振る舞いをさせないようにと、釘くぎを刺されているように思われた。釘を刺したのは無論、咲弥の親族に決まっている。のみならず、何かと多忙な祖父や両親の代わりに、御室家の使用人が頻ひん繁ぱんに顔を見せるのも、はっきり云いって鬱うつ陶とうしい。二言目には「刑事なんて物騒な仕事は早くお辞めになって……」というフレーズが待っているのだ。冗談じゃない。


    　退屈凌しのぎに、手て許もとのリモコンを操作して、壁際に設置された液晶テレビの電源を入れる。これがなんと、受注生産でしか製造されていない七〇Ｖ型である。


    　警察の寮では一四インチのブラウン管に慣れ親しみ、画面右上の忌いま々いましい「アナログ」表示にもめげることなく、まだまだアナログ放送で充分だと考えていた咲さく弥やだが、今やすっかり、ハイビジョンの映像に慣れつつあった。もはやブラウン管には戻れない気さえする。


    　昼間にだらだらと垂れ流されているワイドショーなる番組を視聴するのも、初めての経験だった。画面上では、アナウンサーが地元のニュースを伝えている。なんでも、綾あや咲さく市内に住む小学五年生の女児が、今月の十五日、すなわち一昨日の放課後を境に、ぷっつりと消息を断ったという。


    　咲弥は身を乗り出して、画面を注視した。失しつ踪そうした深み栖す沢ざわ由ゆ絵えちゃんの写真が、画面一杯に映し出される。咲弥が思わずハッと息を呑のんだほど、可か憐れんな少女だった。西洋人形のような、という形容がこれほど似合う少女も珍しい。良家の息女らしく、服装は上品で、表情は楚そ々そとして、カメラを向けられて恥じらう様子が伝わってきた。


    　現在のところ、身代金の要求といった脅迫行為は見られないという。そもそも、その手の脅迫があった場合、警察は箝かん口こう令を敷くはずだ。何者かが身代金以外の目的で由絵ちゃんを連れ去った可能性が高いと、咲弥は睨にらんだ。綾咲署にしても、咲弥と同じ結論に達したからこそ、報道を許可したのだろう。


    　万が一、由絵ちゃんが死体となって発見されるようなことがあれば、咲弥が所属する綾咲署刑事課捜査第一係の出番となる。あいにく、今の咲弥には、そんな最悪の状況にだけはならないよう、祈ることしかできなかった。


    「くそっ！　いつになったら退院できるんだ……！」


    　咲弥はテレビの電源を落とすと、リモコンを無造作に放り投げた。自分の無力さが許せなくて、衝動的に唇くちびるを嚙かんだ。


    　地元では名高い御み室むろ家の令嬢として、輝かしい将来が約束された身でありながら、咲弥はあえて警察官という職業を選んだ。後悔はしていないし、自分の性しようにも合っていると確信している。その気持ちは、入院という憂うき目に遭った今でも、微み塵じんも揺らいではいない。


    　既に身体からだは回復している。一刻も早い職場復帰を望んでいた。久しぶりに道場で汗を流したい気分でもあった。拳銃の冷たい感触と、硝しよう煙えんの匂においが恋しくもあった。


    　先月中旬、御室咲弥はとある難事件の捜査に従事していた際、綾咲署の地下駐車場で遭遇した男に拉ら致ちされた挙げ句、山奥の廃寺に監禁された。発見されるのがもう少し遅れていたら、命はなかったかもしれない。衰弱死か凍死。あるいは餓が死し。咲弥にとっては、刑事と呼ばれる身分になって以来、初めての黒星であった。


    　その後、事件がどのような経緯を辿たどったのか、咲さく弥やを拉ら致ちした男がどうなったのか、そもそも、あの男は何者だったのか……咲弥に説明してくれる者はいない。


    　ただひとつ、確かなことがある。


    「あいつは……人間じゃなかった」


    　そう、あの男は自みずからを「ハカナシ」と呼称した。


    　──ハカナシ。


    　綾あや咲さく市の北部にそびえ立つ神狼かむろ山の秘境には、かつて果は敢か無なし村という村があったという。そこに棲すんでいたとされるのが、ハカナシと呼ばれる不死者である。


    　無論、ハカナシも吸血鬼や狼おおかみ男おとこと同様、空想の産物に過ぎない。不死者という自然の摂理に反する種族など、この世に実在するはずがないのだ。少なくとも、あの男に出会う前の咲弥は、そう思っていた。しかし、その確信は、今では滑こつ稽けいなくらいに揺らいでいる。


    「……そうだ。あいつは人間じゃなかった」


    　もう一度、咲弥は呟つぶやいた。相手が人間でさえあったなら、決して不覚は取らなかったのだと云いわんばかりに。


    「そうよ。彼──天あま城ぎ冬とう梧ごは、確かに人間じゃなかった」


    「うわっ！」


    　野太い声音で囁ささやかれ、咲弥は仰のけ反った。あわやベッドから転がり落ちるところだった。顔面蒼そう白はくとなって、パイプ椅い子すに悠然と腰掛けている中年男を睨にらみ据えた。


    「お、お前……何者だっ！」


    　人畜無害そうな、飄ひよう々ひようとした笑顔が印象的な男だった。もっさりとした印象の強い、黒縁眼鏡をかけている。年の頃ころは三十代前半といったところか。なよなよとして、女のように化粧を施ほどこしてはいるが、青々とした髭ひげの剃そり跡までは隠せていない。


    　いつの間に入室したのだろう。いくら病み上がりとはいえ、咲弥ほどの手て練だれを前に、ここまで完かん璧ぺきに気配を消していたとは、明らかにただ者ではない。そもそも、咲弥は御み室むろ家の計らいによって、厳重に警護されている身でもある。病室の周辺では、警備会社の人間が常に巡回を続けているはずだ。この病室は、云わばシェルターなのである。


    　にもかかわらず、この男は何食わぬ顔で侵入を果たした。


    　驚いたのも束つかの間ま、咲弥の嗅きゆう覚かくがある事実を捉とらえた。その男からは、確かに山の匂においが感じられた。神狼山に立ちこめる山さん気きが、その男から吹き付けてきたような気がしたのである。つい先月、拉ら致ち監禁された咲弥を取り巻いていた空気であった。咲弥にとっては、あまりにも忌いまわしき気配だった。


    「だ……誰だれかっ！」


    　枕まくら元もとにはナースコールのボタンがあるのだが、驚きよう愕がくのあまり、その存在すら忘れ果てた。辛うじて喉のどの奥から絞り出した声はあまりに細く、廊下に漏もれることはなかった。


    「あらあら。そこまで怖がられるなんて心外だわ」


    　震える咲さく弥やを愉たのしそうに眺めつつ、男はのんびりと呟つぶやいた。


    「あたしね、こういう者なのよ」


    　差し出された名刺を、咲弥はなかなか受け取ることができなかったが、男の笑顔にはなんの邪気も感じられない。どう見ても中年男の貌かおなのに、その口調や仕草はあまりに女じみていて、不思議な安心感を覚えさせた。


    　咲弥は恐る恐る手を差し伸べた。男は嬉き々きとして、咲弥の手に名刺を載せた。


    「民俗学者……羅ら臼うす恭きょう一いち郎ろう……？」


    「そう。よろしくね」


    　羅臼恭一郎はパイプ椅い子すに腰掛けたまま、ひらひらと両手を振ってみせた。


    「……もしかして、あの羅臼天てん膳ぜんの関係者なのか？」


    　咲弥がその名を出した途端、羅臼は歓喜の表情を浮かべた。


    「まぁ、ご存じとは光栄だわ。天膳は明治時代に活躍した民俗学者で、あたしの祖父に当たる人なのよ」


    「……その民俗学者が、あたしになんの用だ？」


    「実はね。あたしの上司が、咲弥ちゃんに興味津々なの」


    「上司？」


    　咲弥は眉まゆをひそめた。「ちゃん」付けで呼ばれたのも心外だが、それ以上に、この男の上司とやらの目的が気になった。


    「そうよ。咲弥ちゃんは、あの不死者に遭遇しながらも、見事に生き存ながらえた逸材なの。あなたには素質があるに違いないと、上司は云いってたわ。あの人は、何がなんでも咲弥ちゃんを自分の部下にしたいと、そう考えているのよ」


    「素質と云われてもな……どういうことだ？」


    「闇やみと対たい峙じする素質、とでも云うのかしら。むひょひょひょひょ」


    　あまりに奇きっ怪かいな笑い声を聞かされて、咲弥は反射的に仰のけ反った。


    「あらあら、ごめんなさいね。あたしの悪い癖くせなの」


    　咲弥は年とし甲が斐いもなく狼ろう狽ばいした恥ずかしさを紛まぎらわすように、こほん、と可か愛わいらしく咳せき払いをした。


    「それで、お前の上司ってのは誰だれなんだ？」


    「警察庁警備局公安課に連なる、ある特殊な捜査機関の関係者……とでも云っておくわ」


    「公安だと？」


    　途端、咲弥の眉まゆが吊つり上がった。警察官である以上、咲弥もその単語には敏感に反応せざるを得ない。はっきり云ってしまえば、あまりお近づきにはなりたく組織だというのが、本音であった。そもそも、どうして公安警察の関係者が民俗学者なんぞを雇っているのか、咲弥には見当もつかない。


    「公安警察というのは、あくまでも隠れ蓑みのに過ぎないんだけどね。彼が率いているのは、あくまでも非公式の捜査機関で、正式名称もないわ。とはいえ、それではあまりにも不便だから、コード・ネームならあるわよ」


    「……なんだ？」


    「ラ・バス。〝彼方かなた〟を意味するフランス語なの。あの人によれば、Ｊ‐Ｋ・ユイスマンスが書いた小説のタイトルに由来するそうよ」


    「……あんまり捜査機関らしくないな。だが、なんとなく解わかる気がする。つまり、お前達の捜査対象は、一般常識から懸け離れたところに存在する者達、ということだな？　あの男のように」


    「その通り。さすがは御み室むろ家の御令嬢だわ」


    「いや、ちょっと待て。LÀ-BASだろう？　フランス語だと〝ラ・バ〟が正しい発音なんじゃないのか？」


    　咲さく弥やの冷静な指摘に、羅ら臼うすは驚きも露あらわに、素すっ頓とん狂きような声を放った。


    「あらやだ！　そうなの？　みんなが〝ラ・バス〟って呼んでるから、あたしもてっきり、この呼び方に慣れ親しんじゃって──」


    　その捜査機関というのは本当に大丈夫なのかと、咲弥は一抹の不安を覚えた。そんな咲弥の心情を知ってか知らずか、羅臼は朗ほがらかに笑ってみせた。


    「……と云いっても、あたしも実は新米なのよ。あの捜査室に民俗学研究員として配属されたのは、年明けのこと。ラ・バスでの在籍期間は、せいぜい二週間といったところね」


    「そんな新米にリクルーターを任せるとは、お前の上司とやらは何を考えている？」


    「あら、あたしは別に、リクルーターなんかじゃないわよ。そもそも、咲弥ちゃんがラ・バスに配属されるのは、もはや決定事項だしね。リクルーターなんて必要ないのよ」


    「おい、そんな勝手に！」


    　うろたえる咲弥を諫いさめるように、羅臼の眼めが厳然とした光を帯びた。僅わずか一瞬で、咲弥は射い竦すくめられた気がした。


    「ねぇ、咲弥ちゃん？　幸か不幸か、あなたはハカナシが実在することを知ってしまった……そんなあなたを、再び刑事課に戻すわけにはいかないというのが、上層部の思おも惑わくなの。解るわね？」


    「つまりは、あたしを野放しにはできないってことか」


    「身も蓋ふたもない云い方をすれば、そういうことね。幸いなことに、咲弥ちゃんは優秀な刑事だし、射撃術や格闘技においても素晴らしい成績を残しているわ。ラ・バスの捜査官としての適性は、充分にあるわよ」


    「いや、しかしだな……そんなことを急に云われても」


    「決定事項と云いったでしょう？　選択肢はないのよ。どうしても嫌だと云うのなら、ハカナシにまつわる情報を決して口外しないという旨むねの宣誓書にサインすることね。下へ手たしたら、交通課あたりに飛ばされるかもしれないけど」


    「おいおい、随分と横暴じゃないか」


    「確かに、横暴には違いないわ。でもね、これは咲さく弥やちゃんにとっても、願ってもない好機だと思うけど？」


    「何な故ぜ、そう思う？」


    　羅ら臼うすは唇くちびるの端をにやりと吊つり上げた。


    「咲弥ちゃんほどの刑事が負けっ放しのまま、おめおめと引き下がるなんてあり得ない。あたしはそう信じているわ。入院している間だって、ずっとハカナシのことを考えていたんでしょう？」


    　初対面の相手に図星を指され、咲弥はハッと息を呑のんだ。そうだ、あのとき、自分はあまりにも無力だった。このまますべてを忘れて引き下がるなど、できるはずがない。


    　拳こぶしを握り締め、黙りこくった咲弥を尻しり目めに、羅臼はゆっくりと立ち上がった。


    「近いうちに迎えが来るはずよ。それまではゆっくり休んでてね」


    　　　　　　　†


    　羅臼恭きょう一いち郎ろうの来訪から三日が過ぎた。検査結果は良好で、担当医は「健康体そのものですよ」と、太鼓判を押してくれた。


    　咲弥は晴れて退院の日を迎えた。担当の看護師に頼んで設置させた姿見の前、純白の寝しん衣いをかなぐり捨てる。あたかも大理石のヴィーナス像に血を通わせたような、均整のとれた裸身が露あらわとなった。


    　浴室に入ると、熱いシャワーを浴びた。女としての成熟を充分に窺うかがわせる肉感と、俊敏な雌め豹ひようを思わせるしなやかさを兼ね備えた身体からだは、しかし、どこか青い果実のような硬さ、初々しさも残していて、硝子ガラス細工も同然の危うさを漂わせている。咲弥は浴室を出ると、そのアンバランスな肢体の本質を無理やり覆い隠すように、真新しい衣類をてきぱきと身に着けていった。


    　黒を基調としたランジェリーの上下。ベルベット生地を仕立てたブラウス。黒革のミニスカート。ベッドの縁に腰を下ろすと、すらりと伸びた悩ましい脚線を、こちらも黒のオーバーニーソックスでぴっちりと包み込んだ。スカートとソックスの狭間はざまでは、瑞みず々みずしい太ふと腿ももがいよいよ白く冴さえ渡る。足あし許もとを飾るのは、武骨なカウボーイ・ブーツである。


    　それからしばらく、咲弥は鏡の前でメイクを施ほどこした。化粧室にはヘアアイロンも備わっていたので、直毛に戻っていた髪を姫巻きにした。化粧室を出ると、死に神の上衣を思わせるトレンチコートを羽織った。そして、改めて姿見の前に立った。


    　そこにはもう、病室で鬱うつ々うつと燻くすぶっていた頃ころの面おも影かげは、微み塵じんも感じられなかった。眉まゆは濃く、マスカラを塗った睫まつ毛げはくるりと反り返り、膚はだは血色に充みちて、その表情は凜りんとして、グロスを塗った唇くちびるはきらきらと輝いている。綾あや咲さく署の刑事として、日々、凶悪犯を追っていた頃ころの御み室むろ咲さく弥やが、そこには確かに甦よみがえっていた。


    「世話になったな」


    　咲弥は戸口でくるりと振り返り、およそ一か月を過ごした病室に向けて礼を述べると、新たな一歩を踏み出した。


    



    　退院の手続きを済ませた咲弥は、医師や看護師による見送りを丁重に断り、花束も受け取ることなく、病院をあとにした。


    　コートのポケットに両手を突っ込むと、広大な中庭を歩き出す。途中ですれ違った看護師は、咲弥の美び貌ぼうを認めた途端、電撃に打たれたように硬直し、ぽうっと頰ほおを染めると、陶然とした面おも持もちで振り返った。もっとも、新たな賛美者を獲得した女神ときたら、「まずはコンビニで煙草タバコを買わねば……」などと考えている始末であった。


    　やがて、粉雪がはらはらと舞い落ちてきた。咲弥はほんの一瞬、眉まゆをひそめた。山奥での凍えるような監禁生活が脳のう裡りに甦ったのだ。幼女がいやいやをするように、頭を何度も左右に振って、嫌な記憶を追い出した。


    　舗装された通路に沿って、かつん、かつん、とブーツの踵かかとを鳴らしつつ、ようやく辿たどり着いた正門前には、何な故ぜだか流麗な外観のイタリア車が停とまっていた。咲弥はその車がマセラティ社のグラントゥーリズモＳであることを知っていたが、実物を拝むのは初めてだった。寒空の下もと、ぎらぎらと黒光りしているボンネットに、はらりと落ちた粉雪が、瞬時に溶けて水滴となる様を、咲弥の瞳ひとみは克明に捉とらえた。


    　車両の脇わきには、柔和な物腰の女が淑しとやかに佇たたずんでいた。和装である。生地は淡うす紅べに色の友禅であった。膚を撫なでる寒風に、左右の振り袖そでがはらりと揺れる。ただし、単なる和装ではなかった。和洋折衷の妙とばかりに、着物の各所にはレースの装飾が典てん雅がに映える。頭部には純白のヘッドドレス。その可か憐れんさとは対照的に、足あし許もとを飾るのは、下げ駄たや草履ぞうりではなく、見るからに武骨なブーツだった。


    「御室咲弥さんですね。お待ちしておりました」


    　眉み目め麗うるわしい女の、おっとりとした口調で紡つむぎ出された申し出に、咲弥は己の影を縫ぬい止められた心地がした。その柔らかな印象とは裏腹に、眼めの前の女には一分の隙すきも見当たらないのだ。一見、丸腰のようだが、咲弥は始終、喉のど元もとに刃物を突きつけられているような感覚に襲われていた。


    「ラ・バスか」


    　咲弥が訊たずねると、女は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。どうやら肯定の笑みらしい。


    「特別捜査官の天あま埜の瀬せ名なと申します。以後、よしなに」


    「いやいや。よしなに、などと云いわれてもな……」


    「瀬せ名な、と気軽にお呼び下さいまし」


    　そう云って、瀬名は綿菓子のようにふんわりと微笑ほほえんだ。


    「聞いちゃいないな……あたしはまだ、ラ・バスで働くと決めたわけではないぞ？」


    　瀬名は腰元まで伸ばした黒髪をさらりと搔かき上げると、さも不思議そうに小首を傾かしげた。


    「そう云われましても、仕方ありません。まずは、室長の話をお聞きになってはいかがでしょうか？」


    　瀬名はどこまでもマイペースを崩すことなく、ふんわりと微笑むばかりだった。半ば自や棄けっぱちになった咲さく弥やは、忌いま々いましげに舌打ちすると、瀬名の笑顔を真っ直すぐに睨にらみ据えた。


    「とりあえず、話だけは聞いてやる。車を出せ」


    「さすがは室長が見込んだお方ですわ。さ、どうぞ」


    　瀬名はわざわざ助手席側に回ると、咲弥をエスコートするように、ドアを開いた。レッドを基調とした革張りのシートが、咲弥の視界に飛び込んできた。


    　　　　　　　†


    　艶あでやかな着物姿で四・七リッターのＶ８エンジンを悠然と駆る瀬名の姿は、助手席の咲弥から見ても爽そう快かいであった。その身体からだからは、とある香りが匂におい立っている。白びやく檀だん香こう。まるで母の懐ふところに抱かれているかのような、そんな安心感を覚えさせた。
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    　駅前通りに面したオフィス街の一角に、そのビルはひっそりと佇たたずんでいた。


    「……ここが？」


    　傍はたから見る限りでは、なんの変哲もない、どこにでもあるような建物だった。外観の汚れ具合から判断するに、築二十年は経過しているように思われた。一階はフロア全面が職員専用駐車場となっていた。


    　瀬せ名なはエレベーターの入り口付近に駐車して、流れるような身のこなしで車を降りると、


    「オフィスは最上階ですわ。地下には射撃場と道場、そして資料室もありますから、遠慮無くお使い下さい」


    　そう云いって、しずしずと歩き出した。そんな瀬名の後ろ姿を見つめながら、咲さく弥やは「立てば[image: ]しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん」などというフレーズを思い浮かべた。つくづく、どこから見ても絵になる女だと感心してしまう。


    　エレベーターに乗り込むと、瀬名はなよやかな指先で、「９」のボタンを押した。操作パネルの脇わきには、各階層に入っている企業や行政組織の名を連ねたプレートがあった。九階の欄には人を喰くったように──「LÀ-BAS」。さも堂々と記されている。もっとも、それ以外の表記は何も無いので、一目見て警察組織だと解わかる者は皆無だろう。


    　エレベーターが上昇を続ける間、途中で誰だれかが乗り込んでくることもなく、ふたりは最上階に辿たどり着いた。扉が左右に開く。


    「ここが、綾あや咲さく捜査室ですわ」


    　咲弥は否いや応おうなく緊張し、ごくりと生なま唾つばを呑のみ込んだ。


    　エレベーター・ホールの向こうには、雑然としたオフィスがあった。雰囲気自体は、綾咲署の刑事課と区別がつかないほどであった。乱雑に積み上げられた捜査資料や、無遠慮に漂う煙草タバコの匂においに、咲弥は懐かしさを覚えた。


    　ざっとオフィスを見渡したところ、最初に眼めが合ったのは、捜査官らしきふたりの青年だった。


    　一方は茶ちや髪ぱつで肌を焼いたホスト風で、ニヤニヤと笑いつつ手を振ってきた。いかにも軽薄そうな優やさ男おとこである。当然、咲弥は黙殺した。


    　他方は生き真ま面じ目めそうな青年で、縁無し眼鏡がよく似合っている。研究者、あるいは教師といった印象が強く、あまり捜査官には見えない。咲弥の姿を認めると、軽く会釈をよこしはしたものの、さも不機嫌そうな表情を浮かべている。


    　次に眼が合ったのは、あの羅ら臼うす恭きょう一いち郎ろうだった。なよなよと腰のあたりをくねらせながら、わざとらしいウインクをよこしてきた。咲弥は露骨に顔をしかめた。


    「咲弥さん、こちらに」


    「あ、すまない」


    　ふと気がつけば、瀬名との距離が随分と離れていた。咲弥は早足で瀬名の後を追った。


    　瀬せ名なが案内したのは、室内最奥に位置する扉の前だった。瀬名は扉を軽くノックすると、ふんわりとした調子で告げた。


    「石動いするぎ室長。御み室むろ咲さく弥やさんをお連れしました」


    『おお、天あま埜の君か。入ってくれ』


    　扉越しに聞こえてきたのは、どっしりとした野太い声こわ音ねだった。


    「失礼しますわ」


    　瀬名が入室する。その残り香を追うように、咲弥も室内に足を踏み入れた。


    「ご苦労だった、天埜君。ついでに、館たち花ばな君を呼んで来てくれないか？」


    「リリちゃんはまだ、学校のようですね。なんでしたら、今からわたくしが迎えに行きましょうか？　そろそろ下校時刻ですし」


    「うむ、そうしてくれると助かる」


    「それでは咲弥さん。後ほど、またお会いしましょう」


    　瀬名は呆あつ気けなく踵きびすを返すと、咲弥を置き去りにした。白びやく檀だんの残り香が、咲弥の周囲をふんわりと包み込んだ。


    　咲弥は混乱した。リリとは誰だれだろう。捜査官の名前だろうか。しかし「学校」とは何を意味しているのか。まさか、ラ・バスは民俗学者のみならず、学生を雇っているとでも云いうのだろうか。


    　もっとも、今は疑念に囚とらわれている場合ではないと思い返し、咲弥は直立不動となった。そんな咲弥を前に、石動室長と呼ばれた男は、その野太い声に似合わず、人懐っこい微笑を浮かべた。


    「まあ、そう固くならずに。楽にしてくれたまえ」


    「はい」


    　咲弥は両足を肩幅程度に開くと、改めて室長の貌かおを眺めやった。


    　年の頃ころは四十代後半から五十代前半といったところか。肌は浅黒く、精せい悍かんな顔つきが印象的だった。年齢に似合わず、その体たい軀くはがっしりと引き締まっており、隙すきが感じられない。相当の手て練だれであるのは間違いないと、咲弥は瞬時に見抜いた。


    　ところが、その屈強な見た目とは裏腹に、石動室長の机に置かれているのは、何な故ぜかプリンなのである。その珍妙な組み合わせに、咲弥は眼めを点にした。ここはツッコんでおくべきなのか、あるいは黙殺して平静を保つべきなのか。


    　そんな咲弥の気も知らず、室長はおいしそうにプリンを食べながら、訊たずねてきた。


    「ラ・バスに入る決心はついたかね？」


    「決心も何も……あたしはまだ、ラ・バスがいかなる組織なのかも、ろくに知らないわけですが」


    「無論、その説明はさせてもらう。君が我々の一員になった後にな」


    　その強引さに、咲さく弥やは呆あきれる思いがした。しばらく押し黙っていると、石動いするぎはプリンを綺き麗れいにたいらげた。そして、底光りのするような眼まな差ざしで咲弥を見やった。


    「迷う必要があるのかね？　仮に我々のプロポーズを断ったとして、それで君の気持ちが収まるとも思えんが」


    　羅ら臼うすと同様、石動もまた、咲弥の痛いところを突いてきた。どうやら、咲弥の人物像について、ラ・バスはとっくの昔に分析済みらしい。間違いなく、石動は確信しているのだ。咲弥がラ・バスを選ぶという未来を。いや、所属するしかないと云いったほうが正しいのかもしれない。


    　小こ癪しやくではあった。首に鈴を付けられたような感覚が、咲弥にはどうしても気に入らない。だが、悪い申し出ではないのも事実だった。


    　そう、咲弥はあまりにも知りすぎてしまった。


    　──ハカナシ。


    　人類社会の裏に棲せい息そくする異類。


    　確かに一度は不覚をとった。瀕ひん死しの状態まで追い詰められた。綾あや咲さく署では、刑事に就任するなり次々と手柄を立て、周囲からは一目置かれていた。それなりに自負もあった。そんな自分が、ハカナシには手も足も出なかった。


    　いつしか、沸ふつ々ふつと沸き出る闘争心が、咲弥の頰ほおを薔ば薇ら色に染め上げた。


    「ここに入れば、あたしにもハカナシを倒せますか？」


    「倒せるかどうかは君次第だが」


    「それでは答えになって──」


    「ハカナシに対抗するための武器なら、用意している」


    　その言葉を耳にした途端、咲弥の唇くちびるから自然と笑えみが零こぼれ落ちた。まだ解わからないことが多すぎるとはいえ、今はその言葉だけで充分だった。


    　咲弥は腹を括くくった。


    「解りました。今後はラ・バスの捜査官として勤めます」


    　　　　　　　†


    「こちらへどうぞ」


    　退室した咲弥を出迎えたのは、小学生に紛まごうほど小柄な女だった。何な故ぜかレースとフリルで飾り立てたゴシック＆ロリータ風のドレスを纏まとっており、いやが上にも眼めを引いた。


    「綾咲捜査室所属、分析官の高牧たかまき小こ春はるです。専門は情報技術です。以前は京都府警に勤めていました。咲弥さんとは同期入庁ですから、なんでも気軽に相談して下さいね」


    「はぁ……よろしく」　


    　まるでお人形だ、と咲弥は思った。典型的な姫カットと、絢けん爛らんたるドレスが、その人形めいた雰囲気を際立たせている。童顔なので、映画館や遊園地では怪しまれることなく、子ども料金が適用されるだろう。とはいえ、咲弥の同期だということは、少なくとも二十代後半には差し掛かっているはずだ。どうして、こうも珍妙な連中が次から次へと出てくるのかと、咲さく弥やは頭を抱えたい気分になった。


    「こちらが咲弥さんのデスクです」


    　小こ春はるが指し示したのは、なんの変哲もない、スチール製のデスクだった。幸いにも、羅ら臼うすや神こう賀がとは離れた場所だったので、咲弥は安あん堵どした。ただし、机の上を占拠している段ボール箱が、どうしても気になった。


    「なあ、この段ボール箱はなんだ？」


    「あ、それは綾あや咲さく署の刑事課捜査第一係から送られてきた、咲弥さんの私物ですよ」


    「なんだって？」


    　咲弥は血相を変えた。慌ててガムテープを引っ剝ぱがしてみると、箱の中には確かに、咲弥が綾咲署のデスクとロッカーに溜ため込んでいた私物が、ぎっしりと詰まっていた。ノートパソコン、文房具、コーヒーカップ、化粧品、着替え用の衣類……等々。


    「人事異動の手続きはすべて完了しています。身分証は後ほど発行されますので、ご安心下さい。現在、咲弥さんがお住まいの警察寮ですが、三月末までには引き払って下さい。新しい住居につきましては、申請すればこちらで適当な物件を紹介しますし、咲弥さんがご自分でお探しになるのでも構いません。それとですね、ラ・バスへの異動に伴い、咲弥さんの階級は警視になりましたので、そのおつもりで」


    　にっこりと微笑ほほえんで、自分の席に戻った小春を尻しり目めに、咲弥は足あし許もとの地面がガラガラと音をたてて崩壊していくような感覚を味わった。


    「あたしが……警視だって？」


    　昇進試験を受けたわけでもないのに、警部補も警部も飛ばして、警視への昇進。あまりに異例すぎて、言葉が何も見つからない。本来、咲弥のようなノンキャリアが警視になろうと思ったら、どんなに早くとも、あと十五年は費やさねばならないところだろう。あるいは、殉職でもするしかない。


    　もともと、咲弥に出世欲などは皆無であった。刑事として捜査に従事することで、己の正義を貫けるのであれば、階級などどうでも良いとさえ考えていた。


    　それが突然、警視への昇進である。もはや夢としか思われない。


    　問い質ただしたいことはまだまだあったが、席に着いた小春はヘッドセットを装着し、液晶ディスプレイと睨にらめっこを始めている。別段、暇ひまだから咲弥に声をかけたわけではなかったらしい。先ほどとは打って変わって、その表情は真剣そのもので、気易く声をかけられるような雰囲気ではなかった。


    　咲弥は溜ため息いきを漏もらすと、とりあえず作業を始めた。あてがわれたデスクの抽斗ひきだしに、黙々と段ボール箱の中身を移動させていく。なんとなく物悲しい気分が漂ってしまう。これではまるで、厄介払いされたかのようだ。綾咲署の刑事課捜査第一係にとって、自分など居ても居なくても良かったということなのか……。


    「……ん？」


    　咲さく弥やはぴたりと動きを止めた。段ボール箱の底には、油紙に包まれた物体。不思議に思って持ち上げてみると、ずしりと重たい感触がした。包み紙を隔てているとはいえ、その感触には、確かに覚えがあった。


    　咲弥は蒼そう白はくとなった。


    「まさか……！」


    　油紙を引っ剝ぱがすと、咲弥が綾あや咲さく署で愛用していた拳銃、Ｓスミス・＆アンド・ＷウエツソンのＭ39であった。通常のＭ39ではなく、美しいフォルムとグリップ側面の小窓が特徴的な、デベル・カスタム。天あま城ぎ冬とう梧ごに襲撃を受けた際、紛失したとばかり思っていたのだが、無事だったらしい。


    　咲弥にとっては直属の上司に当たる、源げん藤どう達たつ郎ろう警部補の仕業であることは、容易に想像がついた。このデベル・カスタムにしても、かつては組織犯罪対策課に所属していた源藤がガサ入れの際、不正に入手した銃器だと聞いている。押収した密輸拳銃の中で、このデベル・カスタムがひときわ眼めを引いたため、適当に書類を改ざんし、私物化したというわけだ。存在自体が非合法な拳銃ではあるのだが、咲弥は源藤からこの銃を見せられた際、その流麗なデザインがいたく気に入ってしまった。かくして、デベル・カスタムは咲弥の愛銃となったのだ。


    　単純作業が終わった頃ころ、背後から声をかけられた。


    「お待たせいたしました」


    　その美声と柔らかな口調は、間違いなく瀬せ名なのものだった。背後を振り返った咲弥を待ち受けていたのは、しかし、瀬名だけではなかった。


    　瀬名の背後には、冷たい印象の少女が影のごとく寄り添っていた。


    「……そちらは？」


    　咲弥はまじまじと少女を見つめた。よく見れば可か憐れんな貌かおをしているのに、どこかしら物憂げで、陰気な印象が強い。何な故ぜか黒こく蒐しゆう院いん大学附ふ属ぞく高校の制服を着用している。飾り気は清すが々すがしいほどに皆無で、その髪型は一見、ボブに見えなくもないが、どちらかと云いうと、肩先で乱雑に断ち切っただけの感がある。


    　見れば見るほど、氷の彫刻さながらの少女だった。硝子ガラス細工よりもさらに脆もろく、儚はかない。ちょっと眼を離した隙すきに、刹せつ那なの美を溶かしてしまっている、無色透明な少女像……。


    「こちら、リリちゃんです。こう見えて、特別捜査官なんですよ」


    　瀬名の言葉に、咲弥は啞あ然ぜんとした。


    「いや、しかし……どう見ても学生じゃないか。お前達は、こんな子どもを危険な任務に就かせているのか？」


    「年齢なんて関係ありませんわ。重要なのは、闘えるか否いなか。その一点のみです。かくいうわたくしにしても、初うい陣じんを飾ったのは十代前半のみぎりでしたわ」　


    「バカな……！」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた咲さく弥やをよそに、瀬せ名なは梨り理りの頭を慈いつくしむように撫なでた。


    「さ、リリちゃん？　ちゃんと、ご挨あい拶さつなさい」


    　母親のような口調だった。


    「……やだ」


    　あいにく、梨理は瀬名の振り袖そでにすがったまま、仏ぶつ頂ちよう面づらを隠そうともしない。どうやら、かなり人見知りが劇はげしい性格のようだ。


    「あらあら、我がままはいけませんよ。今日からは、この咲弥さんがリリちゃんの相棒になるのですからね」


    「ちょっと待て！　相棒って……本気か？　あたしに、こんな子どもと組めと？」


    　血相を変えた咲弥とは対照的に、瀬名は憎たらしいくらいに平然としている。


    「その通りです。さ、リリちゃん。咲弥さんにご挨拶は？」


    　瀬名はさりげなく梨理の背後に回り込むと、華きや奢しやな肩をそっと押した。梨理はなおも不ふ貞て腐くされた様子ではあったが、ほんの少しだけ、上目遣いに咲弥を見上げると、


    「……オバサン」


    　ぼそりと、そう呟つぶやいた。咲弥は絶句した。その忌いまわしき単語が、外ほかならぬ自分を指しているのだと気づくのに、数秒を要した。なんという屈辱か。いくら子どもの戯ざれ言ごととはいえ、とても笑って済ますことはできなかった。


    「おい……今、なんて云いった？」


    　わなわなと拳こぶしを震わせながら、咲弥は一歩を踏み出した。辛うじて自制はしているものの、咲弥とて聖人君子ではない。むしろ、人並み以上に気性は劇しい。これほどの侮辱を受けて、黙っていられるはずがなかった。


    　噴火寸前の咲弥に対し、しかし、梨理は一歩も引く様子を見せなかった。


    「聞こえなかったの？　オバサンだから、耳が遠いのかしら」


    「……どうやら、本気であたしを怒らせたいようだな」


    　咲弥が活火山なら、梨理は永久凍土といったところか。咲弥がかっかとなればなるほど、梨理の温度は下がる一方であった。


    「あ、そうだわ」


    　突然、瀬名がぽんと手を叩たたいて、両者の間に割って入った。咲弥と梨理の顔を交互に見やると、にっこりと微笑ほほえんで、突拍子のない提案を告げた。


    「ふふっ。ここは互いの力量を知っておくためにも、道場で手合わせしてはいかが？」


    　　　　　　　†


    　何やら妙な事態に陥ってしまった。瀬名から借りた黒の剣道着と袴はかまを纏まとった咲弥は、こちらも借り物の剣道具を装着しつつ、後悔の念に苛さいなまれていた。


    　ここは道場に面した女子更衣室。先ほどエレベーターの中で瀬せ名なが説明してくれた通り、地下にはジム、道場、射撃場といった各種訓練施設が備わっていた。どれも所轄の警察官には望むべくもない、最新の設備ばかりであった。


    　梨り理りはとっくの昔に着替え終わり、道場で咲さく弥やを待ち受けている。咲弥とて、さっさと梨理を叩たたきのめしてやりたいのはやまやまなのだが、いかんせん、剣道具を装着するのは久しぶりであった。紐ひもの結び方にしても、あやふやな記憶を検索せねばならない。


    　厳格な祖父の教育方針もあって、咲弥は幼少時より、様々な武術を叩き込まれた。その中には剣道も含まれていたのだが、咲弥にとってそれほど優先順位の高いものではなかった。どちらかと云いうと、空手やテコンドーといった格闘技のほうが、咲弥の嗜し好こうには適していたのだ。そんな理由で剣道をサボっていたツケを、こんな形で払わされる羽目になろうとは、予想外もいいところだった。


    「あらあら、浮かないお顔ですわね」


    　瀬名が憎たらしいくらいに、のんびりと声をかけてきた。


    「お前のせいだろうが！　ところで、こいつはどうやって結ぶんだっけな？」


    　瀬名はころころと笑いつつ、そっと手を伸ばすと、面めん紐ひもを結んでくれた。


    「……面めん目ぼくない」


    「ふふっ、お安いご用ですわ。とはいえ、宮みや本もと武む蔵さしの兵法を実践されているのでしたら、余計なお世話かもしれませんわね」


    「いや、そういうわけではないんだ。命を賭とした果たし合いってわけでもないんだから、わざわざ相手を焦じらすつもりはない。それに、少々待たせたところで、どうにかなる相手とも思えんしな」


    　瀬名は感心したように、咲弥の横顔を見やった。


    「さすがですわ、咲弥さん。あれだけ激怒されていたにもかかわらず、リリちゃんの力量を推し量っていたなんて」


    「推し量るというか……ただの勘だけどな。単刀直入に訊きくが、実際のところ、あいつは強いのか？」


    　瀬名は大輪の花が咲き誇るように、会心の笑えみを漏もらした。


    「およそ剣にかけては、リリちゃんの右に出る者など、この世に何人いるのかしらね」


    　咲弥は呆あきれて、瀬名に胡う乱ろんげな眼まな差ざしを送った。


    「いくらなんでも、大おお袈げ裟さすぎやしないか？」


    「ふふ……油断していると、痛い目に遭いますわよ？　特に〝残月の構え〟には、気を付けて下さいまし」


    「残月？　聞いたこともないな」


    「いざ立ち合ってみれば、嫌でもお解わかりになります」


    「肝に銘じておくよ」


    　咲さく弥やは剣道具の装着を終えると、立ち上がった。その勇姿とは裏腹に、面りよう頰ほほが窮屈で仕方なかった。やはり剣道は苦手だ、との思いを強くした。とはいえ、すでに勝負は始まっているも同然だ。瀬せ名なが差し出した竹刀を手に取ると、道場に踏み込んだ。血が沸き立つような感覚は、決して嫌いではない。むしろ望むところだった。さすがに、退院したその日の裡うちに道場で一戦交えることになろうとは思ってもいなかったが。


    　白を基調とした防具に身を固めた梨り理りは、道場の中央、端然と座していた。ギャラリーは二名。神こう賀がと羅ら臼うすである。咲弥が道場に姿を現すなり、神賀は喝かつ[image: ]さいの声を放った。羅臼はくねくねとした腰つきで、無邪気に微笑ほほえんだ。


    　無論、咲弥はどちらも冷然と黙殺した。素足で床板のひんやりとした冷たさを感じつつ、ぴたぴたと歩を進めると、梨理の正面に端たん坐ざする。


    　ふと、咲弥は妙な違和感に囚とらわれた。その正体はすぐに判明した。梨理は身体からだの左側に竹刀を置いているのだが、それがなんと、二刀なのである。一方は標準的な竹刀だが、他方は脇わき差ざしと同程度といったところか。


    「二刀流なのか？」


    　返事は無かった。梨理はただ、黙然と座しているのみ。顔面を保護する面金めんかねの奥にて、その目ま蓋ぶたは固く閉ざされている。


    「それでは、始めましょうか。不肖ながら、わたくしが審判を務めさせて頂きます。時間は無制限。どちらかが一本を取るまで、続けて下さい」


    　瀬名が凜りんとして宣言するや、梨理は目蓋を開いた。左手のみで大刀と小刀を鷲わし摑づかみにすると、流水さながらの動作で立ち上がる。


    　咲弥もまた、左手に竹刀を提さげると、すっくと起立して、梨理と対たい峙じした。


    　互いに刀を抜く。梨理はまず小刀を右手で抜き、左手に持ち替えると、続けざま、右手で大刀を抜き、そのまま構えた。どうやら梨理が学んだ流派では、そういう決まりになっているらしい。


    　蹲そん踞きよの際、梨理は左右の竹刀を十字に構えた。ただそれだけで、咲弥は奇妙な圧迫感を覚えた。過去に咲弥が対戦してきた相手とは、明らかに勝手が違う。


    　両者、同時に立ち上がる。


    　咲弥は正せい眼がんの構え。


    　対して、梨理は異様な構えをとった。左手の小刀こそ正眼に構えたものの、右腕は頭上に振り上げたのだ。大刀の柄つかを天井に、切っ先は床に向けている。それが、更衣室で瀬名が云いっていた〝残月の構え〟であることを、咲弥は瞬時に悟った。


    　梨理は不動のまま、咲弥の様子を窺うかがっている。


    　──やりにくい！


    　咲さく弥やは焦った。梨り理りの構えは鉄壁の一言に尽きる。その二刀を以もつて、胴と面と小手を同時に防御しているのだ。せめて梨理のほうから攻撃してくれば、咲弥としても攻略の糸口を摑つかめるかもしれないのだが、梨理は決して仁に王おう立だちの体勢を崩さない。それが兵法なのか、あるいは咲弥を小こ馬ば鹿かにしているのかは定かでないが、梨理は決して自分から仕掛けようとはしないのだった。


    　どうやら、梨理のスタイルは「先せん後ごの先せん」らしいと、咲弥は悟った。まずは相手の出方を窺うかがい、待ちに徹する戦い方だ。咲弥とは真逆のスタイルと云いえた。相手の戦法や心理、周囲の状況にかかわらず、とにかく自分から仕掛けていく。それが咲弥のスタイルであり、「懸かかりの先せん」と呼称される。


    　ならばこそ、咲弥としては梨理の構えに動じることなく、機先を制することが重要なのだが、まるで金縛りにあったように、動くに動けないのだった。


    　何よりも、小刀が邪魔臭い。


    　下へ手たに打ちかかれば、小刀でこちらの得え物ものを封じられるのは必ひつ定じようだった。そうなれば、梨理の勝利は決まったも同然である。その右手には大刀が残されているのだから、咲弥の頭部に軽く振り下ろすだけでいい。


    　このまま睨にらみ合いを続けていれば、あっという間に時間切れになるのでは……そこまで考えて、咲弥は愕がく然ぜんとした。


    　そう、先ほど瀬せ名なが宣言したではないか。時間は無制限、と。


    「くっ……」


    　こうなると、もはや忍耐力の勝負となる。


    　咲弥は腹を括くくった。


    　ならば、徹底的に付き合ってやろうではないか。


    　どちらの精根が先に尽き果てるか、いざ尋常に──。


    　刹せつ那な、梨理が劇はげしく床を蹴けった。


    　地鳴りに匹敵する衝撃が突き抜けて、咲弥を揺さぶった。


    　咲弥は完全に虚を突かれた。梨理のスタイルを、単純に「先後の先」だと決めつけたのが災いした。と見る間に、こちらに猛進してきたはずの梨理が、忽こつ然ぜんと姿を消した。


    「なっ!?」


    　咲弥は眼めを剝むいた。虚こ空くうに放り出されたような気がした。恥も外聞もなく、横っ飛びに跳躍し、ゴロゴロと床を転がった。それは作戦でもなんでもなく、本能的な回避運動だった。


    　不ぶ様ざまに横転しながらも、梨理の姿を捜す。だが見当たらない。素早く片かた膝ひざを突いて立ち上がろうとした瞬間、横殴りの旋風を感じた。


    「──ぐっ！」


    　太鼓の革鳴りにも似た音が響いて、向こう脛ずねに凄せい絶ぜつな痛みが走った。上半身がゆらりと泳いだ。大刀で足を払われたのだ、と気づいたときにはもう、為なす術すべもなかった。現代剣道では禁じ手とされている足への攻撃を、咲さく弥やはまったく予想していなかったのだ。


    　ふわりと宙を泳ぐ咲弥の受難は、まだ終わらなかった。


    　梨り理りは間かん髪はつ容いれず、小刀を繰り出した。宙に浮いたまま、無防備と成り果てた咲弥の面めん頰ぼおを小刀の尖せん端たんに引っ掛けると、床に向けて豪快に振り下ろす。


    　それは、小刀による一撃というよりは、投げ技に等しい所業であった。相手の顔面を鷲わし摑づかみにし、後頭部を床に叩たたきつける荒技も同然だった。


    「いやぁっ！　咲弥ちゃぁんっ！」


    　女みたいな口調ながら、野太い悲鳴を発したのは、羅ら臼うす恭きよう一いち郎ろうだった。


    　劇震。そして鳴動。


    　咲弥の頭頂から爪つま先さきにかけて、迅じん雷らいにも匹敵する衝撃が貫いた。辛うじて防具に守られたとはいえ、咲弥の意識は瞬時に暗転した。

  


  
    　　弐　吸血鬼幻想


    



    　一月中旬、御み室むろ咲弥は正式に辞令を受けた。


    　階級は警視。


    　表向きの所属は警察庁警備局公安課。


    　肩書きは特別捜査官。


    　実際の勤務先は綾あや咲さく市内の捜査室。


    　捜査機関としてのコード・ネームはLÀ-BAS。


    　捜査対象はすなわち、闇やみを棲処すみかとする存在。


    　ラ・バスの捜査室は全国各地に点在しており、科学や常識では解明できない不可思議な事件や、迷宮入りとなった未解決事件を専門に担当している機関だという。ラ・バスとは決して、ハカナシの捜査にだけ特化した機関ではないのだ。とはいえ、咲弥が所属する捜査室については、綾咲市にオフィスを構えていることもあり、捜査対象の大半はハカナシが占めていると云いえた。


    　現在の咲弥は研修中の身であり、まだ確固たる戦力とは見なされていない。射撃や武術など、基本的な訓練を受ける一方で、それ以外の時間は資料室で過ごした。


    　最下層の地下三階にて、ラ・バスの捜査資料は厳重に保管されていた。ゲートのセキュリティ・システムも徹底していた。ゲート脇わきに設置されたセンサーに身分証と掌しよう紋もんを読み取らせることで、初めて扉は開くのだった。室内は空調が利いており、気温も湿度も低めに設定されている。咲さく弥やには肌寒いくらいだった。


    　瞠どう目もくすべきは、その規模であった。地下施設にもかかわらず、異様に天井が高い。例えるならば、咲弥の母校である黒こく蒐しゆう院いん大学附ふ属ぞく高校の講堂にも匹敵する。気易く「資料室」などと呼ぶのが憚はばかられるほどの地下施設であった。


    　保管された資料は紙媒体と電子情報に大別された。前者には例外なくＩＣタグが埋め込まれ、資料の持ち出しを防ぐ役割を果たしていた。


    　一方、電子情報については、資料室に設置された端末からデータベースにアクセスすることで、閲覧することができた。データベースは完全に独立しており、インターネットとは切り離されていた。ＩＴの専門家である高たか牧まき小こ春はる分析官ですら、電子化された捜査資料を閲覧しようと思ったら、わざわざ資料室に足を運ばねばならなかった。


    　最初の一週間は驚きの連続だった。捜査資料を読めば読むほど、過去の自分には想像もつかなかった闇やみが、その形を露あらわにして咲弥を出迎えた。ハカナシの歴史。生態。民俗学的な見解。不死のメカニズムに関する科学的推論……等々。


    　咲弥は文字通り、〝彼方かなた〟へと連れ去られた気分だった。ここまで深い闇に相対すると、射撃や格闘の訓練のほうが、よほど気楽に思えてしまう。


    　訓練と云いえば、梨り理りと初めて手合わせした際に受けたダメージは、今なおジンジンと余韻を奏かなでている。頭部の鈍痛は癒いえないし、向こう脛ずねには痣あざがくっきりと残った。


    　あの日、防具を装着していたおかげで、ほんの数分で意識は取り戻したものの、下へ手たをしたら病院送りだったろうし、最悪、命を落としていてもおかしくはなかった。それほどの衝撃だった。


    　咲弥はぼんやりと、梨理の姿を脳のう裡りに思い浮かべた。


    　あの華きや奢しやな身体からだのどこに、あれほどの膂りよ力りよくが備わっているというのか。


    「館たち花ばな梨理……いったい、何者なんだ？」


    　つい、呪じゆ詛そのような独り言が漏もれた。集中力が途切れてしまっている。


    　咲弥は資料を無造作に投げ出すと、顔をあげた。資料室を出ると、エレベーターで最上階に向かった。昼下がりのオフィスは閑散として、分析官の高牧小春と研究員の羅ら臼うす恭きょう一いち郎ろうの姿しか見当たらない。石動いするぎは室長室に籠こもりきりのようだし、神こう賀がと和泉いずみのコンビは外出中だった。天あま埜の瀬せ名なに至っては、この一週間、ほとんど姿を見せていない。


    　そして、咲弥とコンビを組むことになった館花梨理は、特別捜査官であると同時に高校生でもあるため、公務に就くのは放課後になってからだという。


    　咲弥の唇くちびるから、我知らず、重苦しい溜ため息いきが漏れた。


    　辞令を受けてから一週間が過ぎた今でも、咲さく弥やには館たち花ばな梨り理りが理解できない。自分より遥はるかに年下の先輩。残念なことに、梨理は咲弥を相棒とは認めていないようだ。咲弥が猫ねこ撫なで声で話し掛けても、無視するか辛しん辣らつな言葉を投げかけてくるかのどちらかであった。挙げ句の果てに、「オバサン」だの「煙草タバコ臭い」だのと言葉の暴力を振るってくるのだから、始末に負えない。


    　ただし、梨理の頑かたくなな態度は、決して咲弥にだけ向けられたものではなかった。他ほかの同僚の前でも、梨理は自らを殻の奥に閉じ込めてしまう。あの石動いするぎ室長ですら、梨理に対しては腫はれ物に触るような態度をとるのだ。


    　例外と云いえば、瀬せ名なだけだった。そう、瀬名の前では、梨理といえども従順な子犬と化すのだ。咲弥には本当にわけが解わからない。瀬名の柔和な物腰が安らぎを与えるからだろうか。それとも、他になんらかの理由があるのだろうか。


    　咲弥は重苦しい気分で立ち上がると、休憩室に向かった。


    「なぁ……ちょっと訊ききたいことがあるんだが」


    　ちょうどソファに腰掛けて、コーヒーを呑のんでいた高牧たかまき小こ春はるは、機敏に反応すると、くるりと振り返った。


    「はい、なんでしょう？」


    　小春は今日も変わらず、全身をゴシック＆ロリータのブランドで固めている。この職場では、有能であることを示しさえすれば、何を着用しても許されるのだという事実を、咲弥も既に理解していた。


    「ああ。実は、瀬名と梨理のことなんだが……どうしてあんなに仲がいいんだ？」


    　ダークな衣装とは裏腹に、小春は花が開くような笑みを浮かべた。どうやら、この手の噂うわさ話ばなしは大いに好むところらしい。


    「ああ、それはですねー。咲弥さんが配属される前は、瀬名さんと梨理さんがバディを組んでいたんです」


    「そうだったのか……」


    「ところが、瀬名さんは、その……少しばかり、厄介な事案を抱えてしまいまして。それについて語り出すと、少々長くなるのですが」


    「だったら、今はいい。つまり、瀬名は多忙になったあまり、梨理の面倒を見る暇ひまがなくなったというわけだな？」


    「はい。瀬名さんのほうから、梨理さんにコンビ解消を申し入れたのです。もちろん、ただ単に忙しいってだけではなくて、梨理さんを一人前と認めたからでもあるのですが……瀬名さんを心から慕っていた梨理さんにとっては、納得できる話ではなかったのでしょうね」


    「なるほど。本当は瀬名と一緒にいたいのに、あたしみたいな新人と組まされることになって、それで腹を立てているわけか。こいつは前途多難だな……」


    　もしかしたら、梨理は瀬名に対する怒りをも、咲弥にぶつけているのかもしれない。一方的にコンビを解消されたという理不尽な状況。それが原因で、梨り理りが咲さく弥やにつらくあたるというのは、決して解わからなくはない。ただし、理解と許容は根本的に異なるものだ。所しよ詮せん、梨理の態度は八つ当たり以外の何ものでもないのだから。


    　無論、現状維持を続けるわけにはいかない。このままハカナシの捜査を続けていれば、いつかは命がけの修羅場が待ち受けているだろう。つまらない人間関係に足をすくわれた挙げ句、命を落とすという笑えない末路だけは、ご免被こうむりたいところだった。


    　　　　　　　†


    　小こ春はると別れた咲弥はエレベーターに乗り、地下三階の資料室に戻った。再び捜査資料との格闘を始める。まだまだ咲弥の知らないことは山のようにあった。めぼしい資料をデスクに積み上げては、片っ端から眼めを通していく。


    　ハカナシ。綾あや咲さく市の北部、神狼かむろ山の秘境にあったという旧村、果は敢か無なし村に棲せい息そくしていたとされる異類。その歴史は一千年を超えるという。村の滅亡を機に、村民は全国各地に離散したが、綾咲市とその周辺地域に留とどまっているハカナシは決して少なくないと推定される。咲弥を拉ら致ちした天あま城ぎ冬とう梧ごなる人物もまた、そのひとりであった。


    　ハカナシは人並み外れた膂りよ力りよくを誇り、驚異の再生能力を獲得している。その生命力の強さは、首を斬きり落とされても再生を果たしたという記述からも明らかである。


    　一方、ハカナシには自分の「血族」を増やすという特性があった。ハカナシに嚙かまれ、その血を体内に注ぎ込まれた人間は、もはや人間には戻れない。ハカナシでも人間でもない半不死の存在として、生きていかねばならないという。


    　その記述を読んだとき、咲弥は先月、綾咲署の霊安室にて一戦交えた女のことを思い出した。あの女も確かに不死性を備えてはいたが、咲弥の格闘技はそれなりに通用した。少なくとも、天城冬梧ほどの威圧感を覚えることはなかった。ならば、あの女こそ、天城冬梧の血族だったのではあるまいか。　


    　そこで、咲弥はある重要な事実に気づいた。ハカナシと敵対する限り、咲弥自身もまた、血族にされる危険性と向き合わねばならないという事実だった。


    　咲弥はぶるると上半身を震わせた。普段、人前では毅き然ぜんとして振る舞っている咲弥だが、その実、妙に臆おく病びような一面があった。ホラー映画の類たぐいなどは、怖くてひとりでは鑑賞できないほどなのである。


    　咲弥は気を取り直し、新たな資料に眼を通し始めた。そこにはハカナシの弱点について、重要な記述があった。咲弥は身を乗り出すようにして、紙面をびっしりと埋め尽くす文字を追った。


    　ハカナシの弱点──それは銀。


    　銀製品とは、幸運や魔ま除よけの象徴である。例えば、手負いのハカナシに高濃度の硝酸銀水溶液を浴びせた場合、傷口の再生を阻はばむことが可能だという。


    　ただし、いくら銀製の武器を用いたとしても、ハカナシを殺すには至らない。ならばハカナシを始末する方法は無いのだろうか。あいにく、咲さく弥やが運んできた資料には、その方法は記されていなかった。


    「あら？　咲弥ちゃん、何か悩んでるみたいねぇ？」


    「うわっ！」


    　なんら気配を感じさせることなく、唐突に声をかけてきたのは、例によって羅ら臼うす恭きよう一いち郎ろうだった。


    「相変わらず心臓に悪いな、お前……」


    　咲弥は動どう悸きを覚えつつ、羅臼の顔をまじまじと眺めやった。正直、得体の知れない男だとは思うのだが、仮にも民俗学研究員としてラ・バスに雇われている人物でもある。案外、詳しい解説をしてくれるかもしれない。


    　そんな期待を胸に、咲弥は思い切って訊たずねてみた。


    「なあ、ハカナシは不死者だというが……絶対に死なない存在だったら、今いま頃ごろ、この地上はハカナシだらけになってしまう。だが、実際はそうでもないようだ。これはいったい、どういうわけだ？」


    　羅臼は出来の良い生徒を前にした教師さながら、相好を崩した。


    「良い質問だわ。まあ、あたしはあくまでも民俗学者だから、科学的な説明はできないんだけど」


    「構わない。そもそも、資料に書かれている内容自体が、あまりにも非科学的だ」


    「否定はしないわ。まあ、ハカナシだって歴れつきとした生物である以上、いつかそのメカニズムが科学的に解明される日は来るのは間違いないけどね。ところで、咲弥ちゃんはこんな言葉を聞いたことはある？　とある古こ文もん書じよの記述なんだけど──『ハカナシとは、大地に拒絶された存在である』」


    「どういう意味だ？」


    「そのままの意味よ。大地に嫌われているからこそ、たとえ心臓も呼吸も止まっている状態で土に埋めたとしても、すぐに甦よみがってしまうの。それがハカナシなのよ。ところが、あるフィルターを通すことで、ハカナシを土に還かえすことが可能となるのよねぇ」


    「本当か？　そのフィルターとはなんだ？」


    「消化器官よ」


    「……消火器？」


    　咲弥は眼めを点にした。


    「んもう、違うわよ！　消、化、器、官！　つまり、ハカナシはその肉体を喰くわれ、消化され、排はい泄せつされることによってのみ、大地に還元されるってわけ。つまり、晴れて死ぬことができるってこと」


    「そいつは……随分とハードルが高いな。いっそのこと、下へ手たな捜査官より、ハカナシを喰くらう猛獣と、その調教師でも雇ったほうが役に立つんじゃないか？」


    　咲さく弥やの軽口を受け、羅ら臼うすは底の見えない微笑を浮かべた。


    「あら、なかなか面白いことを云いうわね。そういえば、咲弥ちゃんは知ってる？　果は敢か無なし村では、ハカナシとヒトとの比率を一定に保っていたという、興味深い云い伝えがあるんだけど」


    「いや、そんな記述はまだ読んでいない。意図的に産み分けられるとも思えんがな……」


    　咲弥はここ数日の間に吸収した知識を、脳のう裡りで反はん芻すうした。


    　ハカナシが生まれてくる条件とは、非常に曖あい昧まいなものらしい。父母のどちらか、あるいは両親がハカナシだったとしても、その子が平々凡々たるヒトとして生まれてくることも、決して珍しくはないという。


    　逆に、ハカナシが生まれるために絶対に必要な条件は存在する。


    　──神狼かむろ山というフィールド。


    　そう、すべてのハカナシは故郷をひとつにしている。いったん山を下りたハカナシが、ハカナシの赤ん坊を授かることは不可能だというのだ。咲弥が読んだ資料には、「神狼山に特有の環境因子こそが、ハカナシという種しゆを生み出したのではないか」という推論が記されていた。ただし、その特異な環境因子とやらについては一切、言及が為なされていなかった。要するに、まだ解明されてはいないのだろう。


    「つまりは、果敢無村には余分に生まれてしまったハカナシを間引くシステムがあったのよ。いくらハカナシとはいえ、赤ん坊の状態では無抵抗だから……その赤ん坊を、村で飼っていた猛獣に喰わせていたのよ」


    「なんだとっ！」


    　あまりに凄せい惨さんな事実を突きつけられて、咲弥は声を呑のんだ。改めて、果敢無村に秘められた闇の深奥を垣間見た気分だった。


    　そのとき、咲弥の携帯電話が鳴った。


    「あらあら、もしかして彼氏ぃ？」


    「ここは地下三階だ。電波が届くはずないだろう？　先輩の下校時間に合わせて、あたしが設定したアラームだ。これから迎えに行く」


    　咲弥は憮ぶ然ぜんとして答えた。


    　先輩にして相棒でもある館たち花ばな梨り理りの送迎は、その実、石動いするぎ室長直じき々じきの命令なのであった。別段、運転手として雇われた覚えはないのだが、逆らうわけにはいかない。環境こそ大きく変わったとはいえ、ここが警察組織であることに変わりはない。そう、上司の命令は絶対なのである。


    「そういえば、梨理ちゃんとは上う手まくいってるの？」


    　羅臼の何気ない問いかけに、咲弥はきりりと眉まゆを吊つり上げた。


    「……上手くいっているように見えるか？」


    　じろりと睨にらまれて、羅ら臼うすは苦笑交じりに肩をすくめて見せた。


    「初顔合わせでの第一声が、よりにもよって〝オバ……〟だったもんねぇ。あのときの咲さく弥やちゃん、こめかみに漫画みたいな青筋が浮かんでたわよ」


    「思い出させるな！　あたしはまだ二十代なんだからな」


    　あいにく、羅臼は底意地の悪そうな笑えみを浮かべるばかりだった。


    「でも、こればっかりは仕方ないわよ。お肌に水滴を落としてみれば、一目瞭りよう然ぜんだしね」


    「お前って、結構……容赦ないな」


    　咲弥はがっくりとうなだれた。事実、十代の頃ころと比べれば、咲弥の肌も瑞みず々みずしさを失っていると云いわざるを得ない。追い打ちをかけるように、羅臼はさらに云う。


    「なんと云っても、梨り理りちゃんは現役女子高生だしね。肌の張り、それに瑞々しさが段違いだわ。あの子から見れば、あたしも咲弥ちゃんも立派なオバサンよ！」


    　何が自慢なのか、羅臼は得意満面に胸を反らした。


    「お前と一括くくりにされるのは心外だぞ……」


    「心は噓うそを吐つくけれど、皮ひ膚ふは決して噓を吐かないのよ。あ、そうそう！　駅前にエステサロンがオープンしたんだけど、今度、一緒に行ってみない？」


    「エステには是非とも行ってみたいが、お前と一緒に行く気はない！」


    　咲弥は憤然として立ち上がると、殊こと更さらにブーツの踵かかとをリノリウムの床に響かせつつ、エレベーターホールに向かった。


    　　　　　　　†


    　咲弥は黒こく蒐しゆう院いん通りに面したコンビニの駐車場に、愛車を滑り込ませた。


    　真しん紅くのポルシェ、９１１ターボ。９９７型である。先月の死闘では、綾あや咲さく署の地下駐車場で起きた大爆発の余波を被こうむったものの、ほとんど無傷で咲弥の手て許もとに帰ってきた。市内では滅多に見られないポルシェは早速、通行人の視線を一身に集めている。もっとも、ポルシェが注目を浴びていたのは、ほんの僅わずかな時間でしかなかった。咲弥が軽やかな仕草で車を降りて、その匂におい立つ髪を冬風に翻ひるがえらせた途端、視線の矛先は一転した。男女を問わず、咲弥の華やかな美び貌ぼうに釘くぎ付づけとなった。


    　咲弥は周囲の視線など意にも介さず、建物の壁に背中を預けると、上着のポケットから煙草タバコとライターを取り出した。銘柄はハイライト。入院中に禁煙を強制されていた影響か、ここしばらく、喫煙回数がいやが上にも増えている。


    　紫煙を燻くゆらせつつ、咲弥は歩道を眺めやった。キャッキャとはしゃぎながら歩道を行く女子高生のグループを眺めていると、なるほど、確かにあの子達たちから見れば、自分など「オバサン」に過ぎないのかもしれないと、痛感してしまう。そう、あの年代には特別な何かがあるのだ。十代後半の輝きは、咲き乱れる寸前の蕾つぼみを彷ほう彿ふつとさせた。


    　咲弥は考える。かつては自分も、あんな風に輝いていたのだろうか。咲弥自身、かつてはあの少女達と同じように、黒こく蒐しゆう院いん大学附ふ属ぞく高校の制服に身を包んでいた。あいにく、当時の自分に何か特別なエネルギーが秘められていたという自覚など、皆無だった。きっと、咲さく弥やの視線を奪った少女達にしても、今の自分達が特別だとは、微み塵じんも考えていないのだろう。云いうなれば、それは失って初めて自覚できる類たぐいの輝きなのだ……。


    　そんな取り留めのない思考を巡らせつつ、咲弥は館たち花ばな梨り理りを待ち構えた。さすがに校門前に停車すると無む闇やみに目立ってしまうため、気を利かせたのである。もっとも、当の梨理は咲弥の迎えに対し、礼を述べたことは一度もない。さも「室長の命令だから、仕方なく乗ってやっている」とでも云わんばかりに、仏ぶつ頂ちよう面づらを維持するばかりであった。


    　咲弥は未いまだ、梨理との距離間を摑つかみかねている。まだ言葉すらろくに交わしてはいない。これではとてもコンビなど組めるはずがないと、何度か室長に打診してはみたのだが、聞き入れてはもらえなかった……。


    　沈ちん鬱つうな面おも持もちで溜ため息いきを漏もらしたそのとき、咲弥は唐突に声をかけられた。


    「あれっ？　サク姉じゃん！」


    　世界広しといえども、咲弥をそんな風に呼ぶ相手は、この世にひとりしか存在しない。


    「ああ、輝てる美みか」


    　店舗の出入り口から飛び出して来るなり、御み鏡かがみ輝美は咲弥に詰め寄ってきた。紅あかく染めたエアリー・ボブの髪。オレンジ色のダウンジャケット。だらしなく着崩した制服。肉付きの良い太ふと腿ももにオーバーニーソックスのゴムが喰くい込んでいる様子などは、むっちりとして健康的であると同時に、どことなく艶なまめかしい。この元気な従妹いとこの成長ぶりもまた、咲弥には眩まぶしいものとして映った。


    「んもう、テルミンって呼んでって、いつも云ってるでしょ？」


    「いい加減、諦あきらめろ」


    「ひどーい！」


    　輝美は「テルミン」という愛称がやたらと気に入っているらしく、日々、布教に努めているのだが、咲弥にしてみれば、そんな恥ずかしい呼び方ができるはずもない。


    「それよりさー。いつの間に退院してたの？　週末にでも、またお見舞いに行こうって思ってたのに」


    「いや、すまん。急に配属先が変わって、バタバタしていたんだ」


    　咲弥は弁解がましく、そう答えた。一応、噓うそは吐ついていない。


    「えっ！　そうなんだ？　今度はどこ？」


    「……生活安全課」


    　今度こそ咲弥は噓を吐いた。いくらなんでも公安とは云えないし、ましてやラ・バスについて口外するわけにはいかない。


    「ええっ？　サク姉はそれでいいの？」


    「まあ……あたしが失態を犯したのは事実だからな。ド田舎の派出所に左遷されなかっただけでも、マシだと思うしかない」


    「うーん、なんだか釈然としないなぁ。サク姉さぁ、まさかとは思うけど、このテルミンに噓うそは吐ついてないよね？」


    　鋭い眼まな差ざしで、ぐっと身を乗り出して、突き刺さるような詰問口調。さすがの咲さく弥やもたじたじとなったが、ここは負けじとばかりに胸を張った。


    「噓を吐く必要なんて、どこにもないさ。そういや、お前はひとりなのか？　部活動はどうした？」


    　輝てる美みが会長を務める〈逢おう魔まの会〉は、正式名称を郷土史研究部と云いうらしく、主な活動内容は地元の歴史や土俗を研究することだという。試験期間中でもないのに、輝美が放課後をひとりで過ごしているのは、不自然だと思えた。


    「実はねぇ、これから新入部員の歓迎会をやるんだー。会場はテルミンちなんだけど。で、みんなで必要物資を買ってたとこなの」


    　そう云って、輝美は壁一面のガラス越しに、店内を振り返った。輝美の視線を追った咲弥は、見知った顔を見つけた。


    　ひとりは八や百お井い初はつ春はる。輝美の幼おさな馴な染じみであり、下僕的存在でもある。茶ちや髪ぱつにピアス、見た目こそ不良っぽい少年だが、根は小心者でマゾなのだと輝美が云っていたのを思い出す。


    　もうひとりは、水み祭まつり乙きのとである。少女のようにたおやかな少年だが、その実、一千年の永きにわたり、果は敢か無なし村に君臨してきた水祭家の当主である。先月に発生したＭ邸事案においても、その渦中に身を置いていた。


    　そういえば、歴代の水祭家当主は、あくまでもヒトの身であるらしい。ならば、水祭乙がラ・バスと敵対する可能性は低いかもしれない。だが、いかなる自然現象の為なせる業わざか、水祭家当主には例外なく、必ず双子の姉が存在する。その姉こそはハカナシであり、当主を守護する存在、すなわち血ち祭まつり御ご前ぜんと呼ばれる存在だという……。


    「そういえば、新入部員とか云っていたが、こんな時期にか？」


    「あ、うん。転校生なの。ほら、キノっちの傍そばに黒髪の女の子、いるでしょ？　髪の長いほうね」


    　乙の背後にはふたりの少女が控えていて、どちらとも黒髪であった。ただし、一方は見るからに煌きらびやかな少女であり、ただ静かに佇たたずんでいるだけでも、華があった。逆に、もうひとりの少女は、いかにも教室の窓際で小説でも読んでいそうな、ひどく地味なタイプだった。


    　輝美の云う「髪の長いほう」とは、前者の少女だった。今どき珍しいくらいの、艶つややかな光沢をまとった黒髪は、凜りんとした表情に相応ふさわしく、ぴんと伸びた背筋をまっすぐに伝っている。まるで平安時代の姫君を彷ほう彿ふつとさせた。ただし、制服の上には真っ赤なファー・コートを無造作に纏まとい、左手には竹刀袋に入った得え物ものを携たずさえている。剣道でも嗜たしなんでいるのだろうか。だが、それなら剣道部に入部するのが自然ではないか。どうして郷土史研究部などに所属したのだろうか。そもそも、入部の時期があまりに不自然すぎる……。


    「あの子が、お前の云いう新入部員か？」


    「うん、そうだよ。水み祭まつり甲きのえちゃんって云うの」


    「──！」


    　咲さく弥やは瞠どう目もくした。辛うじて驚きよう愕がくの叫びを漏もらすのだけは堪こらえた。唇くちびるを固く閉ざしたまま、流麗な少女の挙動を眼めで追った。


    　水祭甲。その名が意味するもの。


    　咲弥の脳のう裡りを、ラ・バスの資料室で得た情報が怒ど濤とうのごとく駆け巡った。


    「そうか。あの少女が……Ｍ邸事案を終息させた張本人というわけか」


    「へっ？　何か云った？」


    　思わず漏れた独り言を輝てる美みに聞き咎とがめられ、咲弥は慌てた。


    「あ、いや、なんでもないんだ」


    　うろたえる咲弥を前に、輝美はニヤニヤと頰ほおを緩めた。


    「ははーん。サク姉ったら、年とし甲が斐いもなく甲ちゃんに見み惚とれてたんだね？　まあ、気持ちは解わかるけど」


    「べ、別にそういうわけでは……あ、そうだ。お前、館たち花ばな梨り理りって知っているか？　黒こく大だい附ふ属ぞくの二年って云ってたから、お前とはタメのはずだが」


    「へっ、館花さん？」


    　輝美は一瞬、ぽかんと呆ほうけたような表情を浮かべた。


    「館花さんならテルミンと同じクラスだけど……でも、どうしてそんなことを訊きくの？　ああっ！　まさか、館花さんがなんらかの事件に絡んでるとか？」


    　輝美の突飛な想像に、咲弥は苦笑を漏らした。


    「いや、彼女が犯罪に絡んでいるとか、そういう話ではないんだが……まあ、ちょっと気になることがあってな。館花梨理について、少し教えてくれないか？」


    「うーん。教えろって云われてもなぁ……うーん、困った」


    　輝美は後頭部に両手を回すと、鉛色の寒空をぼんやりと眺めた。


    「何な故ぜだ？　もしかして、仲間外れにされていたりするのか？」


    　あの性格では、その可能性は充分にあると予想した咲弥だったが、輝美の答えは違った。


    「そういうんじゃないんだけどね。成績は優秀だし、話し掛けたら丁てい寧ねいに答えてくれるし、今年は学級委員だって務めてるの。完かん璧ぺきな優等生って感じだよ」


    　俄にわかには信じられない話だった。あの梨理が完璧な優等生？　てっきり、教室では孤立しているものだとばかり思っていたのだが……。


    「まあ、特定の友達がいないのは確かだね。館花さんが誰かと一緒に登下校したり、一緒にお昼ご飯を食べたりしてるとこ、見たことないし。そういえば、完かん璧ぺきすぎて逆に不自然って気もするなぁ……」


    　そのとき、ふたりの背後で扉が開く音がした。


    「テルミン先輩、捜しましたよ！」


    　第一声を放ったのは、八や百お井い初はつ春はるだった。ジャンケンで負けでもしたのか、両手一杯に大きなビニール袋を提さげているところは、いかにも初春らしい。


    　初春に続いて、水み祭まつり甲きのえと乙きのとの姉弟が顔を出し、最後に地味で小柄な少女が現れた。


    　乙は咲さく弥やの顔を見るなり、何な故ぜだか申し訳なさそうな顔をして、会釈をよこした。


    「ど、どうも……お久しぶりです」


    　いったい全体、乙は咲弥に対して、何を引け目に感じているのだろう。無論、ここで問い質ただすわけにはいかないが、想像することならできた。そう、乙からしてみれば、水祭家やハカナシといった問題に、所轄の刑事に過ぎなかった咲弥を巻き込んだと云いえなくもないのだ。


    　それにしても、あの水祭甲が堂々と黒こく蒐しゆう院いん大学附ふ属ぞく高校に通い始めたという事実は、果たして何を意味するのか……？


    　そんな咲弥の思考を寸断したのは、輝てる美みの陽気な声だった。


    「それじゃあ、ここでお別れだね。お仕事頑張ってね、サク姉！」


    「ああ……お前もあんまり羽目を外すんじゃないぞ？」


    「あははははっ！」


    　輝美は周囲がギョッとするほどの高笑いで咲弥の忠告を一いつ蹴しゆうすると、部員一同をぞろぞろと引き連れて立ち去った。


    　　　　　　　†


    　咲弥が三本目のハイライトに火を点つけた頃ころ、待ち人は現れた。


    　制服の上に地味なコートを重ね、やや猫背気味に、俯うつむき加減に歩く姿は、血の通った少女というよりも、精巧な自動人形を思わせた。自身を日陰に閉じ込めているようにも映る。つい先ほど、咲弥の視線を奪った少女達たちが三さん色しき菫すみれならば、館たち花ばな梨り理りはさしずめ、燻いぶし銀といったところか。もはや花の一種ですらない。いや、さすがにそれは失礼かと思い直しつつ、咲弥は一歩を踏み出した。


    「待ったぞ、梨理」


    　返事は無い。無論、梨理は咲弥の存在に気づいている。この一週間、咲弥は下校時刻が訪れるたび、このコンビニで梨理を待ち受けていたのだ。駐車場にはこれ見よがしに、真しん紅くのポルシェだって駐とめてある。梨理が気づいていないはずはない。にもかかわらず、梨理は咲弥を一顧だにすることなく、黙々と通過しようとする。能面さながらの無表情を保っている割りに、そういう意地っ張りな部分は、多分に子どもっぽいと云えた。


    　咲弥は素早く駐車場を横切ると、梨理の前方に立ちはだかった。


    「どうして無視する？　あたしは石動いするぎ室長の命令で、お前を迎えに来たんだ。何度云いわせるつもりだ？」


    「……誰だれも頼んでいないわ」


    　梨り理りは俯うつむきがちなまま、ぼそりと無愛想に答えた。視線を合わす気もないらしい。


    「確かにお前の気持ちは解わかる。瀬せ名なとのコンビを強引に解消させられた上に、あたしみたいな新米と組まされるんだ。理不尽に思っても無理はない。だがな、あたしらが所属しているのは、腐っても警察組織なんだ。お前のような子どもが、どういう事情で特別捜査官に任じられたのか、あたしは知らない。今はまだ訊きくつもりもない。あたしがお前に云えることは、その……なんだ、要するに……もう少し、愛想良くしたらどうなんだってことだ」


    　我ながら陳腐な台詞せりふだと、咲さく弥やは恥じる思いだった。かくいう咲弥自身、綾あや咲さく署で刑事をやっていた当時は、二人一組という原則をあえて破り、一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っていた。挙げ句の果てに拉ら致ち監禁の被害者となった。もっとも相手がハカナシでは、同僚の誰かと行動を共にしていたところで、結果は同じだったのだろうが。


    「ほら、さっさと乗るんだ。この一週間、あたしはお前に振られっぱなしだよ。ったく……室長が何を考えて、こんな命令をあたしに下すのか、お前は想像したことがあるか？　急きゆう拵ごしらえとはいえ、あたし達はコンビなんだ。行動を共にするのは当然だろう。Ｍ邸事案以来、大きな事件が起きていないからいいようなものの、いざというときはどうするんだ？」
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    「そんなの知らないわ。それに……」


    　梨り理りはようやく顔を上げると、咲さく弥やを真っ直すぐに見据えた。一介の女子高生が纏まとうにしては、あまりに剣けん呑のんな気き迫はくだった。ところが、その気配にはいっさいの熱が感じられない。あたかも森の奥に仕掛けられた金属製の罠わなのように、しぃん、と静まり返っている。


    　咲弥は戦せん慄りつした。


    　その冷たさがあれば、どんな生き物でも殺せるのではないか。


    　相手がヒトであろうとも。


    　ヒトにあらざる異類であろうとも。


    「わたし、あなたと仲良くする気はないから」


    　あまりに透とう徹てつした声音に、咲弥は身震いした。


    「……こいつはまた、随分と嫌われたもんだな」


    「自惚うぬぼれないで。あなたなんて、嫌われる価値もないわ」


    「じゃあ……お前にとって、あたしはどう映っているんだ？」


    「お化粧臭いオバサンってとこかしら」


    　にべもない返事に、咲弥は嘆たん息そくした。もはや怒る気にもなれない。


    「じゃあ……ひとつ教えてくれないか？　お前みたいな奴やつが、不思議と瀬せ名なにだけは懐なついている。瀬名にあってあたしに欠けているものとは、なんなんだ？」


    　今度は梨理が嘆息を漏らす番だった。


    「あなたは瀬名お姉ちゃんじゃないもの。これでいい？」


    「はぁ……全否定とはな。恐れ入ったよ。しかし、だ」


    　突如として、咲弥は自信たっぷりに笑えんだ。これにはさすがの梨理も面食らったらしく、眉まゆ根ねを寄せた。


    「……なんなのよ？」


    　それは大した一歩ではなかったが、少なくとも、あの憎たらしい能面にひびを入れることはできた。咲弥は確かな手て応ごたえを感じた。


    「お前は先ほど、あたしには興味が無いと云いった。だがな、それは噓うそだ」


    「……いい加減にして。何が云いたいの？」


    　咲弥はさりげなく、梨理の表情を窺うかがった。ますます手応えを感じた。間違いない。梨理は明らかに苛いらついている。冷涼とした気配の中にも、幽かすかな熱源が芽生えつつあった。


    「あたしがお前を迎えに来るようになってから、今日で一週間になる。抜き打ちだった初日はともかく、それ以降はあたしを避けることだってできたはずだ。多少は遠回りになるとしても、帰り道なら他ほかにいくらでもある。なのに、お前ときたら律儀なくらい、この黒こく蒐しゆう院いん通りを選ぶんだからな。今日だって、あたしが待ち受けていることくらい容易に想像できたはずだ」


    「ふざけないで。ここはわたしの通学路よ。あなたごときを避けるために、どうして遠回りしなくちゃいけないの？」


    「だが、ここで云いい争いをするより、ほんの少し道を変えたほうが、お前にとっては望ましいんじゃないか？　いい加減、認めたらどうなんだ？　本当は誰だれかに構って欲しいんじゃないのか？」


    「ちっ、違うわ！　バカじゃないの？」


    　梨り理りの反応に満足した咲さく弥やは、さらに追い打ちをかけることにした。


    「そういえば、あたしが配属されてから、瀬せ名なをほとんど見かけなくなったな。何せお前とのコンビをわざわざ解消したほどだ。かなりデリケートな任務に就いているようだが……瀬名に会えなくなって、そろそろ寂しくなってきたところなんじゃないのか？」


    「──！」


    　刹せつ那な、梨理の繊せん手しゆが颯さつ然ぜんと翻ひるがえり、咲弥の頰ほおに炸さく裂れつした。氷塊が砕け散るような、乾いた音が鳴った。かわそうと思えば、かわすことはできたのだが、咲弥はあえて微動だにしなかった。甘んじて、その頰を梨理に差し出した。


    　梨理はそんな事実さえ見透かせないほどに、感情を昂たかぶらせていた。今や爛らん々らんと燃え盛るような瞳ひとみで、咲弥を睥へい睨げいしている。それどころか、鋭く切れ上がった眦まなじりには、涙の粒さえ浮かんでいる。


    　咲弥はいささか面食らった。どうやら薬が効きすぎてしまったらしい。かくも感情的な一面を秘めていようとは、さすがに想像の外だった。ほんの少し揺さぶりをかけてやり、その冷たい仮面にヒビを入れてやれれば、今日のところはそれで充分だった。ところが、梨理があまりに頑かたくななので、つい匙さじ加減を失敗してしまったのだ。


    　咲弥はじんじんと痛む頰に、そっと触れた。ほんのりと熱を帯びている。


    「……すまない。云いすぎた」


    　梨理は答えない。刀を収めるべき鞘さやを失くしてしまったかのように、繊手を振り上げたまま、怒りに震えている。


    　そんな両者に救いの手を差し伸べるように、携帯電話が鳴った。咲弥は咄とつ嗟さに睨にらみ合いを中断すると、ポケットから携帯電話を取り出した。液晶ディスプレイに視線を走らせる。発信者名、高牧たかまき小こ春はる。


    「……あたしだ」


    『市内でＣｏｄｅ‐Ｌ２と思われる事案が発生した模様です。至急、梨理さんをピックアップした上で帰還して下さい』


    　聞き慣れぬ単語に違和感を覚えたのも一瞬のこと、咲弥は初日に手渡された資料の内容を思い起こした。


    　Ｃｏｄｅ‐Ｌとは、ラ・バスが調査すべきと思われる事案を指し示す隠語である。Ｌに続く数字については、事案のランクを示す。ランクは１～４まで存在する。例えば昨年、朱しゆ里り川の河川敷で「姥うば皮かわ」が発見された事案の場合は、なんと最高ランクのＬ４が適用されたという。その上、当時は所轄の刑事だった咲さく弥やにとっては、あまりに噴ふん飯ぱんものの対応だったのだが、あの姥皮を「精巧な人形」として世間に発表させた背景には、ラ・バスの思惑が絡んでいたという。ただし、あの姥皮が何者かによって、綾あや咲さく署の霊安室から盗まれた事案については、ラ・バスの捜査資料においても「犯人は不明」としか記されてはいなかった。


    　薄ら寒い気分を抱えつつ、咲弥は通話を切ると、梨り理りを振り返った。少しは落ち着いた様子だったが、醜態を晒さらしてしまったのを悔いているのか、ぶすっと不ふ貞て腐くされているようにも見える。


    「Ｃｏｄｅ‐Ｌ２が発令された。今は意地を張っている場合じゃない。解わかるな？」


    



    　梨理は渋々ながらも、助手席に身を預けた。咲弥とは眼めを合わせようともしない。声をかけてくることもない。それでも、咲弥は初めて梨理を愛車に乗せることができた。慣れない車のシートにちんまりと収まった梨理の姿は、まるで人形めいていた。


    　咲弥は愛車を発進させると、小こ春はるから告げられた内容を脳のう裡りで反はん芻すうした。


    　なんでも、今朝の八時頃ごろ、市内の住宅街で女児の遺体が発見されたという。遺体は排水溝に横たえられており、たまたま現場を通りがかった近隣住民が発見、通報に至った。


    　この情報だけを聞けば、綾咲署刑事課捜査第一係の仕事だと思われる。つい先月まで、咲弥が勤めていた職場だ。


    　ところが、遺体には奇妙な点が見られたという。だからこそ、ラ・バスはＣｏｄｅ‐Ｌ２を発令した。


    　咲弥は手て許もとのナビを操作して、現在地と現場の距離がさほど離れてはいないことを確認した。車なら五分とかからない距離だ。


    「ふむ……近いな」


    　咲弥が呟いた途端、そっぽを向いていた梨理がぴくりと反応した。


    「現場に行くつもり？」


    　突然、梨理が口を開いたので、咲弥はビクッと肩を震わせた。喋しやべるはずのない人形に、いきなり声をかけられた気分だった。


    「ああ、意外と近いんでな。刑事課の連中とは顔馴な染じみだし、何か情報を──」


    「ふざけないで」


    　ぴしゃりと言葉を遮さえぎられ、咲弥は狼ろう狽ばいした。


    「いつまで所轄の刑事気分でいるつもり？　わたし達たちはラ・バスなのよ？　今更、のこのこと現場に顔を出して、どうするのよ？　今の自分の立場を、どう説明するつもり？」


    　咲弥は言葉に詰まった。梨理の指摘は正せい鵠こくを射ている。天あま城ぎ冬とう梧ごに拉ら致ちされるという失態を犯した上に、突然の人事異動。しかも異動先は公安と来ている。いったい、どんな顔をして、かつての同僚達に会えば良いというのか。


    「そうだな……あたしが甘かった。まっすぐ帰るぞ」


    　咲さく弥やは粛しゆく然ぜんとした面おも持もちで、過去に訣けつ別べつするように、きっぱりと告げた。


    　　　　　　　†


    　梨り理りとふたり、職場に帰還してみると、咲弥は仰のけ反ぞらんばかりに狼ろう狽ばいした。


    「……源げん藤どうさん？」


    　つい先ほど、訣別したつもりだったはずの過去。その残り滓かすがにやにやと嗤わらいつつ、応接室で待ち受けていた。


    「おう、御み室むろ。まさか、お前がこんなとこに飛ばされてたとはなぁ」


    　咲弥にとっては、かつての上司にあたる源藤達たつ郎ろう警部補であった。定年まであと数年という、ベテラン刑事である。小男ではあるのだが、永年にわたり培つちかってきた貫かん禄ろくは本物で、その表情は苦み走っていて、独特の迫力を秘めている。


    「どうして、源藤さんがここに？」


    「いや、実はだな。お前にはずっと黙っていたんだが……まあ、なんだ。ちょっとしたアルバイトってとこだな」


    　咲弥が怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せると、ちょうど源藤の向かいに座っていた石動いするぎ室長が口を開いた。


    「まだ御室君には云いってなかったが、我々はあくまでも非公式の捜査機関だ。現場に直接、顔を出すのは憚はばかられる。ただでさえ、縄張り意識の強い刑事達が犇ひしめいている中に、我々のような者が顔を出したりしたら、どうなる？　刑事だった君なら解わかるだろう」


    「それは、まあ……解る気はします」


    　所轄の刑事と、公安の皮を被かぶった捜査官。想像するまでもなく、両者が現場で顔を合わせば、衝突する可能性は極めて高い。つい先ほど、現場に直行しなくて本当に良かったと、咲弥は胸を撫なで下ろした。


    「そんな状況を回避すべく、我々は所轄の刑事を情報提供者としてリクルートする道を選んだ。源藤警部補もまた、そのひとりだ」


    　あくまでも淡々と告げた石動とは対照的に、咲弥は愕がく然ぜんとした。


    「それは……本当ですか？」


    「噓うそを云っても仕方あるまい。源藤警部補がここにいるという事実こそ、その証拠だ」


    「そういうわけだ。これからもよろしくな、御室」


    　源藤はご機嫌な様子で笑うと、手て許もとの封筒をひらひらとさせた。おそらく、捜査資料のコピーなのだろう。相手が警察庁の関連組織とはいえ、捜査資料を外部に流出させるとは、随分と危ない橋を渡るものだ……そう考えて、咲弥は背筋にひやりとするものを覚えた。


    　思い起こせば、源藤警部補は不思議な刑事であった。捜査では二人一組が鉄則である警察組織において、咲さく弥やが一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っていられたのも、その実、源げん藤どうのおかげだった。本来ならば、咲弥は源藤とふたりで捜査に従事せねばならなかった。ところが、源藤は咲弥の単独行動をあっさりと許可してくれた。当時の咲弥は単純に、源藤を理解ある上司だと見なしていた。咲弥の性格が単独行動に向いていることを的確に見抜いた上で、許可を出してくれたのだと、そう考えていた。なんとおめでたい考えだったのだろう。


    　そう、秘密のアルバイトに従事していた源藤のほうこそ、咲弥と一緒では不都合だと思っていたのではないか。一匹狼を望んでいたのは、むしろ源藤のほうだったのではないか。


    「それなら、源藤さんは……ハカナ──っ！」


    　素朴な疑問を口に出そうとした刹せつ那な、咲弥の脇わき腹ばらに梨り理りの肘ひじが炸さく裂れつした。


    「なっ、何をするっ！」


    　梨理は返事をよこす代わりに、咲弥の腕をむんずと摑つかむと、応接室の外へ連れ出した。


    「おい、梨理！　どういうつもりだ？」


    　痛む脇腹を押さえつつ、咲弥は喰くってかかった。梨理は冷然と咲弥を見やると、さもバカにした口調で応じた。


    「余計なことを口にすれば、真っ先に我が身を滅ぼすわよ」


    　咲弥はようやく、己の失態を悟った。


    「まさか……源藤さんはハカナシについて、何も知らないのか？」


    「そうよ。あの刑事の役割はあくまでも、所轄の警察が摑んだ情報をわたし達に提供するだけ。彼はわたし達の本当の目的なんて、もちろん知らないわ」


    「そうだったのか……」


    　咲弥は納得すると、改まった顔で梨理に向き直った。


    「フォローしてくれて、ありがとう。下へ手たしたら、源藤さんに余計な情報を与えてしまうところだった」


    　咲弥の真っ直すぐな言葉に、梨理は仰のけ反ぞらんばかりに後退すると、


    「お、お礼なんて要らないわよ！」


    　頰ほおに薄紅を散らしつつ、駆け出してしまった。


    「ったく、素直じゃないな」


    「でも、そこがリリちゃんの可愛かわいらしいところですわ」


    　咲弥の背後、音も無く現れたのは、天あま埜の瀬せ名なだった。思い出したように、咲弥の鼻孔を白びやく檀だんの芳香が掠かすめた。


    「なんだ、瀬名か……一週間ぶりだな」


    「わたくしがいなくて、寂しくありませんでした？」


    「そっ、そんなわけないだろう！」


    　頰を染め、ぷいっと横を向いた咲弥に対し、瀬名は振り袖そでの軌跡も軽やかに、艶つややかな唇に繊せん指しを添えて、くすくすと忍び笑いを漏もらした。


    「咲さく弥やさんも、素直じゃありませんわね」


    



    　源げん藤どう達たつ郎ろう警部補は報酬をキャッシュで受け取ると、飄ひよう々ひようと立ち去った。その後、緊急会議が開かれた。


    　大型ディスプレイを備えた会議室には、室長の石動いするぎ十じゆう三ざを筆頭に、天あま埜の瀬せ名な、神こう賀がヴィタントニオ一寿かずとし、和泉いずみ貴たか顕あきら、館たち花ばな梨り理りの主力部隊に、分析官の高牧たかまき小こ春はる、民俗学研究員の羅ら臼うす恭きょう一いち郎ろう、そして新米捜査官の御み室むろ咲弥が顔を揃そろえた。


    　会議の進行役は、高牧小春が務めた。


    「それでは、事件のあらましをお伝えします。本日午前八時頃ごろ、綾あや咲さく市穂ほ邑むら町七丁目の住宅街にて、女児の遺体が発見されました。被害者マル害は深み栖す沢ざわ由ゆ絵えちゃん、十一歳。穂邑町在住の会社員、深栖沢一かず富とみ氏の長女で、穂邑小学校に通う五年生です」


    　咲弥は痛ましい気持ちで眼めを伏せた。その珍しい姓には、確かに聞き覚えがあった。咲弥が入院していた当時、真昼のワイドショーで放映されていた事件。可か憐れんな女児の面おも影かげが脳のう裡りに甦よみがえる。あの頃は失しつ踪そう事件という扱いであったが、結局、最悪の展開を迎えたのだ。


    「遺体は全裸で、排水溝に俯うつぶせの状態で放置されていました。衣服などの遺留品は発見されていません。マル害は今月十五日の放課後、友人と下校したのを最後に、消息が途絶えました。失踪した当日の夜、心配した両親が捜索願を出しています」


    　小春はそこで一いつ旦たん言葉を切ると、手て許もとのノートパソコンを操作して、源藤が横流しした画像を表示させた。凄せい惨さんな現場写真を前に、眼を背ける者はひとりもいない。誰だれもが冷徹な科学者にも匹敵する眼まな差ざしで、排水溝に横たわる遺体を見つめている。


    「死因は失血死と見られています。致命傷は頸けい部ぶの刺し[image: ]そうで、五・三センチにわたります。刺[image: ]の形状から、凶器は刃幅が二・五センチ程度のナイフだと推定。頸部の刺[image: ]以外に、特に目立った外傷はありませんでした。性的暴行を受けた形跡もありません。強しいて云いえば、両足首に残されていた索溝くらいですね。監禁していた際、マル被がマル害の逃亡を封じるために、両足首を束縛した可能性が考えられます。死亡推定時刻ですが、検視官の見立てによれば、死後一日は経たっているとのことです。詳細については、司法解剖の結果が判明するまで、しばらくお待ち下さい」


    「訊ききたいことがある」


    　突然、咲弥は周囲の視線にも構わず席を立つと、つかつかとディスプレイに歩み寄った。そして、表示されている画像の片隅を指差した。


    「マル害の左手薬指に、紅あかい紐ひものようなものが絡まっているように見えるんだが……こいつはなんだ？」


    「あ、それはですね」


    　小こ春はるは慌てて手て許もとの資料を引き寄せると、視線を走らせた。


    「科捜研の報告書によれば、装飾用のリボンだそうです。素材はポリエステル。ホームセンターや洋裁店などに行けば簡単に買える代物ですので、マル被がどこで購入したのかを特定するのは難しいかと……なお、マル害の母親によれば、娘の所持品ではないそうです」


    「何な故ぜ、左手の薬指なんだろうな？　そもそも、リボンを結びつけることになんの意味があるのか……左手の薬指と云いえば、やはりエンゲージ・リングが真っ先に思い浮かぶが……なぁ、お前はどう思う？」


    　咲さく弥やはなんとなく、最前列に腰掛けていた梨り理りに声をかけてみた。


    「……えっ？」


    　珍しく呆ほうけていたのか、梨理は声をかけられて初めて、我に返った様子だった。咲弥と視線がぶつかると、その場を取り繕つくろうように、ぼそぼそと返事をよこした。


    「そんなことを訊きかれても……今の段階では、何も云えないわ」


    「おいおい、少しは考えろ。こいつはマル被が結んだ可能性が高い。社会に向けたなんらかのメッセージかも──」


    　そこまで呟つぶやいたとき、咲弥は周囲の生温かい視線を感じ、ハッとして顔を上げた。いつの間にか、注目の的まとになってしまっている。


    「うおっほん！」


    　石動いするぎ室長に至っては、わざとらしく咳せき払ばらいをした。


    「あ、いや……その……すみません」


    　咲弥は慌てて自分の席に戻った。ラ・バスでは新米に過ぎない自分が、ついつい刑事時代の癖くせで出しゃばってしまった。もっとも、咲弥に牽けん制せい球を放った石動室長ときたら、会議の真っ最中にもかかわらず、好物のプリンをもぐもぐと食しているのだから、咲弥以上に非常識と云わざるを得ない。


    　椅い子すの上で縮こまる咲弥の脇わきから、さりげなく声をかけてきたのは瀬せ名なだった。


    「ふふっ。咲弥さんったら勇ましいのね。わたくし、見み惚とれてしまいましたわ」


    「からかわないでくれ……」


    「綾あや咲さく署での活躍ぶりが、眼めに浮かぶようです」


    　咲弥はますます小さくなって、俯うつむいた。そうだ、ここはもう綾咲署ではない。このまま所轄の刑事気分を保っていては、いつ、どこで足をすくわれるか知れたものではない。なんといっても、相手は人にあらざる種族なのだから……。


    　咲弥は改めて、自分を戒いましめた。


    　もっとも、源げん藤どうがもたらした捜査情報を聞く限り、この事案にハカナシが絡んでいる可能性は、あまり高くないように思われる。どう見ても、所轄の刑事が担当すべき事案だろう。果たして、この事案に秘められた何がＣｏｄｅ‐Ｌ２の発令に繫つながったのか、咲弥には見当もつかなかった。


    　意外にも、そんな咲さく弥やの疑問を代弁するかのように、最前列に腰掛けていた和泉いずみ貴たか顕あきらが挙手した。


    「この事案のどこが、Ｃｏｄｅ‐Ｌ２なんだ？」


    「ああ、それはですね──」


    「その件については、私から説明させてもらいます」


    　出入り口の扉を開け放ち、小こ春はるの言葉を遮さえぎったのは、見るからに艶あでやかな女であった。ドレス風の豪ごう奢しやな衣装の上に、何な故ぜか白衣を羽織っている。咄とつ嗟さに振り返った一同は、突然の闖ちん入にゆう者が堂々と立ちはだかる戸口から、何やら汚毒じみた黒い風が吹き付けてきたような気配を感じ取った。


    　咲弥は異様な闖ちん入にゆう者しやの容姿を認めるなり、血相を変えて立ち上がった。


    「海え老び沢さわっ!?　おっ、お前がどうしてここにっ!?」


    



    　──海老沢玲れ魅み。


    　黒こく蒐しゆう院いん大学医学部法医学教室の准教授にして、綾あや咲さく署から嘱託された警察医。なおかつ、司法解かい剖ぼうの際は鑑定人としてメスを握る。市内で最も死体と縁のある人物と云いえよう。死体と寝る女、などという陰口さえ叩たたかれているほどだ。無論、かつては捜査一係の刑事だった咲弥とは顔見知りである。


    「またこうして巡り合えるなんて、嬉うれしいわ。もしかしたら私達、運命の紅あかい糸で結ばれているのかしら？」


    「縁起でもないことを云うな！　それより、どうしてお前が──」


    「うおっほん！」


    　咲弥の言葉を強引に遮ったのは、またしても石動いするぎ室長の咳せき払ばらいだった。


    「御み室むろ君にはまだ説明していなかったが、海老沢先生もまた、我々の協力者なのだよ。何か異論でもあるのかね？」


    「いえ……ありません」


    「よろしくね、咲弥さん」


    　玲魅は悪びれる風もなく、右手を差し出してきた。その妖よう艶えんな笑顔からは、人を喰くうどころか、隙すきあらば丸まる呑のみしてきそうな迫力が秘められている。


    「お前にだけは、よろしくされたくないぞ……」


    　咲弥は玲魅の手を握ることなく、自分の席に座り直した。


    「それでは海老沢先生、解剖所見をお願いします」


    　小春が申し入れると、玲魅はディスプレイにつかつかと歩み寄った。白衣のポケットからＤＶＤと思おぼしきメディアを取り出すと、小春に手渡す。小春はきびきびと立ち回り、動画再生の準備を整えた。


    　ディスプレイに表示されたのは、解かい剖ぼう台に横たわる女児の遺体だった。


    　執刀医を務めるのは、もちろん玲れ魅みだ。傍かたわらには解剖補佐が二名、写真記録が一名、筆記が一名。警察関係者も多数、詰めかけている。刑事調査官、所轄の刑事、機動鑑識。すし詰め状態と云いっても過言ではない。ディスプレイ越しにもかかわらず、冷たい熱気が吹き付けてくるような光景だった。


    　玲魅は極めて機械的な動作でメスを握ると、正中切開を開始した。起点は喉のど元もとである。プリンの表面に、つぷりと差し込まれたデザートスプーンさながら、メスの尖せん端たんは皮ひ膚ふに沈み込んだ。喉から臍へその方角に向けて、白銀に輝く刃やいばは一ミリたりともブレることなく、静かに移動する。まるで機械で制御しているかのように、速度は一定を保っている。ほのかに膨ふくらみを帯びた胸元の中央を通過し、横おう隔かく膜まくを経由して、やがて臍の窪くぼみに辿たどり着く。そこで刃先はくるりと方向転換し、綺き麗れいな半円を描いた。器用に臍を迂う回かいすると、つるりとした下腹に向けて、再び静かに進み始める……。


    「うぷっ……す、すまねぇ！」


    「お、俺おれも……！」


    　その途端、神こう賀がと和泉いずみが同時に椅い子すを蹴けり倒し、足早に会議室を飛び出した。常つね日ひ頃ごろ、憎まれ口を叩たたき合っているふたりが同時に飛び出したので、一同は呆あつ気けに取られた。


    「あらあら、仕方ないわねぇ。小こ春はるさん、一時停止してくれる？」


    　玲魅の言葉を受け、小春は云いわれた通りに操作した。玲魅が正中切開を終えた場面で、映像はぴたりと停止した。


    「あのう……海え老び沢さわ先生？　まさかとは思いますが、数時間に及ぶ解剖の映像を、すべて我々に鑑賞させるつもりですかな？」


    　さすがに辟へき易えきしたのか、石動いするぎ室長が遠慮がちに口を挟んだ。好物のプリンは食べかけのまま放置して、スプーンを投げ出している。


    「いいえ。ここまでで結構ですわ。私も暇ひまではありませんので」


    「先生は何な故ぜ、こんな映像をわざわざ……？」


    　石動の問いかけに、玲魅は余裕たっぷりの笑えみで応じた。


    「もちろん、私の華麗なメス捌さばきをご覧にいれるため……ではなくて、ある重要な事実に気づいて頂きたかったからです」


    「そうか──血液だ！」


    　騒々しく立ち上がったのは、またしても咲さく弥やだった。


    「いくら失血性ショックで死亡したとはいえ、体内にはある程度の血液が残留しているはずだ。なのに、遺体はメスで切り裂さかれている最中、ほとんど出血していなかった！　さすがに不自然じゃないか？」


    　咲さく弥やの指摘に、玲れ魅みは艶えん然ぜんとして打ち笑えんだ。


    「大正解よ、咲弥さん。そう、この遺体にはね、血液がほとんど残留していなかったの。まるで、吸血鬼にでも吸われたかのようにね──」


    　その刹せつ那な、どさっ……と劇はげしい物音が室内に反響し、玲魅の言葉は尻しり切きれとなった。


    　一同が咄とつ嗟さに音源の方向に視線を走らせると、あろうことか、椅い子すにちんまりと腰掛けていたはずの梨り理りが、床に倒れ伏している。


    「梨理……？」


    　咲弥は倉そう皇こうとして、梨理の許もとへ駆け寄った。僅わずか一瞬のタイムラグを挟んで、瀬せ名なも席を立った。そのため、座席は瀬名のほうが近かったにもかかわらず、梨理を真っ先に抱き起こしたのは咲弥だった。


    「おい、梨理！　梨理！　しっかりしろ！」


    　返事は無い。まるで死体か人形のように、その身体からだはぐったりとして、無反応という反応だけを伝えてきた。その目ま蓋ぶたはふさと閉ざされて、長い睫まつ毛げが頰ほおに影を落としている。その頰にしても、ぞっとするほど冷え切っていて、つるりとした陶磁器のようだった。


    「梨理っ！」


    　いったい、梨理の身に何が起きたのか。咲弥には見当もつかない。頼みの綱とばかりに、背後の玲魅を猛然と振り返った。


    「海え老び沢さわぁ！　突っ立ってないで、医者なんだからなんとかしろ！」

  


  
    　　参　異類強制収容所


    



    「『ただ堅かたく慎んで、その血を食べないようにしなければならない。血は命だからである。その命を肉と一緒に食べてはならない──「申しん命めい記き」一二章二三節』。リリちゃんは、どういう意味だと思う？」


    「……どうして、今そんなことを訊きくの？」


    　月影が、闇やみ夜よを幽かすかに透かす中、今しも梨り理りは、ミシカの膚はだを嚙かもうとしていた。半開きにした唇くちびるから、上下左右、四本の犬歯を覗のぞかせて、吐息は荒く、荒々しく、寝床にミシカを押しつけるようにして、のし掛かっている。


    　普段に増して、強烈な衝動が梨理を突き動かしていた。ミシカが自分から寝しん衣いを脱ぐ時間すら、もどかしかった。ミシカが襟えり元もとのリボンに指をかけたときにはもう、梨理のほうから手を伸ばしていた。複雑に根を張る草を毟むしり取るように、ミシカを乱暴に剝むいた。


    　それでもミシカは恐おそれるどころか超然として、梨理の頭を優しく抱いて、その柔らかな胸元に導いた。そして、聖書の一節を朗々と引用してみせたのだった。


    「血は生命そのもの。だから、食べてはいけないって云いうんでしょ？　ミシカちゃん……本当は嫌なの？　わたしに、こんな風にされるの……嫌なの？　だから聖書なんかを持ち出して……」


    「違うわ、リリちゃん。むしろ、その逆」


    「えっ……？」


    「あたしの血はあたしの生命いのち。リリちゃんがあたしの血を吸えば吸うほど、あたしの命はリリちゃんの一部になるの。だからね、あたしはとっても嬉うれしいの。聖書が禁じているからと云って、あたし達が真ま似ねする必要なんて、どこにもないわ。いい？」


    　そう云って、ミシカは頰ほおを上気させた。梨理は心臓を跳ね上げた。あのミシカが恥じらっている。清さやかなる月の下もと、ぽぅ、と薄紅に染まった膚を前に、梨理は劇はげしい渇望を覚えた。膚の下を網目のように伝う蒼あおい血管から、もはや眸めが離せなくなっていた。


    「あたし達は、ふたりでひとつの命を共有しているの。解わかるでしょう？」


    「うん……解る。解るよ。わたし、バカだけど……ミシカちゃんの云いたいこと、ちゃんと伝わってるよ」


    「じゃあ、あたしがリリちゃんにどれほどの血を与えても、問題は無いわ。命を共有してるってことは、血だって共有してるってことなんだから」


    「ミシカちゃん……！」


    　そのときの梨理には、ミシカの言葉を詭き弁べんだとは思わなかった。むしろ、嬉き々きとして受け容いれた。血は命。ふたりでひとつの命。命の共有。血の共有。それらの言葉が、ミシカが梨理を許すために導き出した免罪符であることになど、気づきもしなかった。


    「あたしの命、たくさん吸ってね」


    　艶なまめかしい誘惑を前に、梨り理りの理性は弾はじけ飛んだ。まずは腕に嚙かみついた。象ぞう牙げさながら肌き理めが細かく、銀色の産うぶ毛げに包まれていて、青い血管が透けている。犬歯の先が、ぷつんと膚はだを突き破る。見る見るうちに血の玉が芽生え、雫しずくとなって、柔らかな膚の輪郭を伝い落ちる。その真しん紅くを舌先で絡め取り、転がすようにして味わう。


    　ミシカの味が、口一杯に広がった。


    　噎むせ返るような血の匂においに包まれて、梨理はただ一匹の獣と化して、ミシカの血を貪むさぼり喰くらうように吸い続けた。


    　　　　　　　†


    　……そこで夢は醒さめた。


    　真冬にもかかわらず、梨理は寝汗に塗まみれて跳ね起きた。


    「ここは……？」


    　八畳の洋室。調度品はベッドと机のみ。カーテンは無地の遮光タイプ。およそ人間の体臭や生活感といったものが欠如した部屋であった。ホテルの客室のほうが、まだ人間味を感じさせるだろう。


    　職場から宛あてがわれた賃貸マンションの一室。そこが梨理の棲処すみかだった。職場との距離は徒歩七分。建物は十二階建てで、築二年と真新しい。梨理の部屋は最上階に位置する。


    　今から約二年前、四月初旬のことだった。館たち花ばな梨理は私立黒こく蒐しゆう院いん大学附ふ属ぞく高校に入学すると同時に、このワンルームで暮らし始めた。


    　表向きは高校生として。


    　裏ではラ・バスの特別捜査官として。


    　当時の梨理は、決して人並みの生活を望んではいなかった。高校進学などという発想すら持たなかった。ところが、数年ぶりに再会を果たした天あま埜の瀬せ名なの一言で、あれよあれよと云いう間に、梨理は高校生としての身分を与えられた。


    　館花梨理の立場は、極めて微妙なものである。進学するともなれば、それ相応の複雑な手続きが必要となる。他ほかの誰だれよりもその事実を知ち悉しつしていたくせに、天埜瀬名は事も無げに、それらの手続きを笑顔で推し進めた。


    　──どうして、室長にあんな申請を出したの？　わたしは高校進学なんて、望んでいなかったのに！


    　入学式の前夜、詰問口調で訊たずねた梨理に、瀬名はふんわりと応じた。


    　──だって、リリちゃんの制服姿、とっても見たかったんですもの。


    　本当に、人を喰くった先輩だと思った。世界の果ての訓練施設にて、初めて顔を合わせた頃ころと、なんら変わってはいなかった。


    　小学五年生だったあの日、ふいに義務教育のレールから脱落した梨り理りは、世間の眼めの届かぬ場所で、不可解とも云いえる軍事訓練を義務付けられた。訓練が苛か烈れつを極めれば極めるほど、梨理は自らの裡うちに血への渇望を溜ため込んでいった。その飢き餓が感を少しでも抑えようと、自らの膚はだを傷つけ、滴したたり落ちる血を啜すすることさえした。


    　無駄だった。


    　自分の血液では、どんなに啜ろうが餓うえを満たすことはできなかった。


    　ある日、そんな梨理の前に臨時教官として現れたのが、天あま埜の瀬せ名なだった。梨理の内面を目め敏ざとく見抜いた瀬名は、なんら躊躇ためらうことなく、己おのれの膚を曝さらけ出し、血を与えた……。


    「くっ……！」


    　劇はげしい飢餓感に襲われて、梨理は我に返った。枕まくら元もとに置いてあるピルケースに手を伸ばそうとして、重要な事実を思い出した。そうだ、薬はもう切れていたはずでは……？


    　梨理は焦しよう燥そうに駆られた。ここ数日、学校も職場も休み、床に伏せっていた。血を失った女児の遺体。左手の薬指に結ばれていた紅あかいリボン。ふたつの事実を同時に突きつけられた梨理は、あたかも己の過去を摘発された気がして、意識のブレーカーを落としたのだった。


    　無論、いつまでも逃げているわけにはいかない。今朝からは学校にも職場にも復帰するつもりでいた。なのに、この劇はげしい吸血衝動はなんだろう。多少の飢餓感を我慢する術すべなら、心得ている。だが、今の衝動は違う。薬を服用しない限り、あるいは実際に吸血行為に至らぬ限り、とても収まるとは思えなかった。もしかしたら、あの夢が引き金になったのかもしれない。


    　ミシカと膚を重ね合わせ、至純の儀式にふけっていた頃ころの記憶……。


    「くっ……！」


    　身み悶もだえした拍子、枕元のピルケースに手が当たった。放物線を描いて落下したケースは、床に衝突すると同時に蓋ふたが開いてしまい、その中身を床にぶちまけた。


    「えっ……？」


    　どういうわけか、ピルケースには白い錠剤がたっぷりと補充されていた。昨日の時点では空っぽだったはずだ。無論、自分で補充した記憶はない。


    　刹せつ那な、更なる衝動が突き上げた。血が欲しい。血が欲しくてたまらない。考えるより先に手が動いた。床に散らばった錠剤を鷲わし摑づかみにすると、口の中に放ほうり込んだ。嚙かみ砕いた。水も無しに、無理やり[image: ]えん下かした。


    「はぁ、はぁ……はぁ……」


    　人心地がついた頃、今更のように、鼻先を甘い残り香が掠かすめた。紛れもなく、白びやく檀だんの香りだった。


    「瀬名お姉ちゃん……来てくれたんだ」


    　おそらく、瀬名は梨理が眠っている間に、こっそりと合い鍵かぎで部屋に入り、薬を補充してくれたのだろう。瀬名なりに気を遣ってくれたのは解わかっているが、できれば起こして欲しかった。ほんの少しでも構わないから、話を聞いて欲しかった。


    　そう、あの殺人事件と自分の過去との間には、密接な繫つながりがあるのかもしれない。石動いするぎ室長に報告する前に、まずは瀬せ名なに打ち明けておきたかった。


    　梨り理りは一抹の寂しさを覚えつつ、ゆらりと立ち上がった。半開きの瞳ひとみを置き時計に向けると、八時を過ぎていた。


    「学校……行かなくちゃ」


    　　　　　　　†


    　早朝、咲さく弥やは地下射撃場にて、自主訓練に勤いそしんでいた。


    　人型の標的に向け、Ｍ39デベル・カスタムを構える。無心で連射。あっという間に八発を撃ち尽くす。あいにく、一発たりとも十点のセンターには当たらなかった。


    「やっぱり、通常の九ミリ弾とは勝手が違うな」


    　咲弥は手て許もとの弾箱を眺めやった。ラ・バスに配属されて間もない頃ころ、銃器を専門とする神こう賀がからこの奇妙な弾薬を紹介されたとき、咲弥は面食らった。その形状を手っ取り早く例えるならば、薬剤を封入したアンプルといったところか。神賀は「AgNO[image: ]アンプル弾」と呼称していた。AgNO[image: ] ──硝酸銀である。銀を苦手とするハカナシの討伐に特化した弾薬と云いえた。神賀によれば、ヴァンパイアが登場するハリウッド映画から着想を得たらしい。


    　この弾がハカナシの体内に侵入すると、アンプルが自動的に破裂して、硝酸銀水溶液を撒まき散らす。なおかつ、金属部分はすべて銀製であるために、弾丸の破片もまた、ハカナシにとっては有害物質に外ほかならない。たとえ一時的とはいえ、ハカナシを弱体化させることが可能な弾丸、それがAgNO[image: ]アンプル弾であった。


    　問題なのは、咲弥が使い慣れている九ミリ弾と比べると、反動に若干の差異があるという事実である。内部に液体を充じゆう塡てんしているせいか、AgNO[image: ]アンプル弾には独特の癖くせが感じられた。格闘のみならず、射撃にも自信があっただけに、咲弥は意気消沈してしまった。


    「あら、浮かない顔ですわね」


    「──っ！」


    　なんの前触れもなく、唐突に声をかけられ、咲弥は飛び上がらんばかりに狼ろう狽ばいした。慌てて背後を振り返ると、天あま埜の瀬名がひっそりと佇たたずんでいた。咲弥を驚かせるため、完全に気配を絶っていたのだろう。


    「……趣味が悪いぞ、瀬名」


    「うふふ。まだまだ修行が足りませんね」


    「だからこそ、朝っぱらから訓練に励んでいるんだ」


    　咲弥は憮ぶ然ぜんとして、そっぽを向いた。


    「それは良い心がけですわ。とはいえ、あまり成果は出ていないようですわね」


    　瀬名は小こ手てをかざして、標的を遠目に眺めやると、苦笑を浮かべた。


    「どうもな……もう少し、この弾丸に慣れる必要があるようだ」


    「本当に、それだけかしら？」


    　瀬せ名なの口調が、急に鋭さを帯びた。咲さく弥やはハッと顔をあげた。


    「……どういう意味だ？」


    「本当は、梨り理りちゃんが心配で心配でたまらないのでは？」


    　たちまち、咲弥は頰ほおに血を昇らせた。


    「そ、そそっ、そんなわけないだろう！　あんな可愛かわいげの無い奴やつ、どうしてあたしが心配しなけりゃならないんだっ！」


    　三日前の午後、会議の真っ最中に倒れた梨理。咲弥に請こわれ、さも面倒臭そうに診察に当たった玲れ魅みは、「意識を失ってるだけね」と云いって、周囲を安心させた。とはいえ、夜になっても梨理は目覚めなかったので、瀬名が自分の車に乗せて、自宅まで送り届けたという。


    　あれ以来、梨理は一度も出勤していない。その後、ちゃんと覚かく醒せいしたのか、学校には通っているのか……そうした類たぐいの情報は、少なくとも咲弥には何も伝わっていなかった。


    　あれほど梨理を苦手としている咲弥ではあったが、本音を云いえば、梨理の容態にまつわる情報がほとんど伝わってこないのは、やはり気に食わない。梨理本人の希望はともかく、相棒は咲弥に決まったのである。ならば、咲弥こそが梨理の容態を真っ先に知らねばならないはずだ。


    　そんな咲弥の心情を見透かしたかのように、瀬名は微笑ほほえんだ。


    「梨理ちゃんなら、もう大丈夫ですわ。倒れた翌日には意識を取り戻しましたし、お薬も補充しておきました。今日からは学校にも職場にも顔を出すそうですわ」


    「そうか、それは良かった……いや、ちょっと待て。薬ってなんだ？　あいつ、何か持病でも抱えているのか？」


    　咲弥は戸惑いを露あらわにした。道場での戦いぶりを思い出すに、そのような雰囲気は微み塵じんも感じられなかった。


    　瀬名は無言で頷うなずくと、手近なベンチに腰を下ろした。咲弥も隣に腰掛けた。


    「実は、正確なことはまだ判わかっていないのですが……」


    「構わない」


    「梨理ちゃんは時折、衝動的に他人の血が欲しくなるのです」


    「どういうことだ？」


    「やや語ご弊へいはありますが、血液嗜し好こう症とでも云えば、解わかりやすいかもしれません。海え老び沢さわ先生が個人的に開発して下さった薬を服用することで、最近では発作を起こすこともなくなりましたけどね。もっとも、非常に向精神作用の強い薬剤ですので、正直、あんまり服用させたくはないのですが……」


    「まさか、あいつがそんな事情を抱えていたとは……。じゃあ、あいつが会議の真っ最中に倒れた理由というのは？」


    　咲さく弥やが鋭い一いち瞥べつをくれると、瀬せ名なにしては珍しく、真顔で頷うなずいた。


    「はい。報告にあった通り、女児の遺体には血液がほとんど残留していませんでした。まるで吸血鬼にでも吸い尽くされたかのように……。遺体の状況を聞かされた梨り理りちゃんが、劇はげしいショックを受けたのも無理はありません。ああ見えて、ものすごく繊せん細さいな子ですからね」


    「それにしても……解わからないな。どうして遺体には血が残されていなかったのか。まさか、本当に吸血鬼に襲われたわけでもあるまいが。実際、頸けい部ぶに残されていたのは怪しげな牙きばの跡ではなく、刺し[image: ]そうだったわけだしな」


    「吸血と云いえば、ハカナシと血族の間にも、似たような現象が認められますわね。ハカナシに血を与えられたヒトは、そのハカナシの血族となります。血族は、ハカナシともヒトとも異なる半不死の存在です。血族は定期的に、ハカナシから血を受けねばなりません。この場合は、吸血というより、供血といったほうが相応ふさわしい気もしますけど」


    「ふむ。可能性は低いが、ハカナシに関連した事件かもしれないというわけだな。だからこそ、Ｃｏｄｅ‐Ｌ２が発令された」


    「その通りですわ」


    「正直なところ、お前はどう考えている？　梨理と今回の遺体との間に、何か関連性があると思うか？」


    「女児の血液を梨理ちゃんが吸い尽くしたのか──そういう意味でしたら、完全に否定しますわ」


    「いや、決してそういう意味で訊きいたわけでは……」


    　うろたえる咲弥に構わず、瀬名はなおも言葉を続けた。


    「実はですね。梨理ちゃんは、自分が好意を抱いた相手の血液しか欲さないのです」


    「なんだと……？」


    　咲弥の身体からだを戦せん慄りつの波が駆け抜けた。追い打ちをかけるように、胸きよう裡りに自責の念が湧わき起こった。もしかしたら、自分は聞いてはいけないことを聞いてしまったのではないか。足を踏み入れてはならぬ領域に、踏み込んでしまったのではないか。


    「もしかして……お前も梨理に血を与えたことがあるのか？」


    　咲弥がわなわなと震えつつ、思い切って訊たずねると、瀬名は普段となんら変わらぬ笑顔で、事も無げに告げた。


    「否定はしません」


    　もはや啞あ然ぜんとして、言葉を失った咲弥を愉たのしげに見やると、瀬名は艶あでやかな振り袖そでを優雅に舞わせ、忍び笑いを漏らした。


    「ふふっ。お喋しやべりが過ぎましたわね。これ以上は、わたくしの口からは云えません。どうしても知りたければ、梨理ちゃんを口説いて下さいな」


    「いや、口説けと云われてもな」


    　戸惑う咲さく弥やの手を、突如、瀬せ名ながキュッと握り締めてきた。そのひんやりとした感触に、咲弥は何な故ぜだか、大だい蛇じやにでも睨にらまれた気がした。


    「なっ、なんのつもりだ？」


    　瀬名は咲弥の貌かおに自分の鼻先を近づけた。かぐわしく匂におい立つような、ほんのりと甘い吐息が、咲弥の鼻孔を刺激した。


    「ねぇ、咲弥さん？　わたくしと、お付き合い頂けないかしら」


    「えっ……そ、それは、どういう……？」


    　今この瞬間に限って、どういうわけか、瀬名の笑顔が酷ひどく妖よう艶えんなものに映った。鼓動が高鳴った。下半身の奥深い部分が、きゅっと収縮したような感覚に襲われた。うなじが、指先が、膝ひざ頭がしらが震えを帯びた。白びやく檀だんの匂いが濃密となり、咲弥の未熟な官能を劇はげしく揺さぶり始める。心なしか、瀬名は和服の襟えり元もとをやや深めに開いて、真白き胸元を覗のぞかせているようにも見えた。


    　──なんて綺き麗れいな……皮ひ膚ふなんだろう。


    　陶然と見み惚とれた。ただ見惚れることしかできなかった。それほどまでに、瀬名という女は美しかった。


    　そんな咲弥の夢見心地を打ち破るように、瀬名が何気ない口調で告げた。


    「実は、咲弥さんにお見せしたいモノがありますの」


    「はぁ？」


    　咲弥は眼めを点にして、瀬名の貌かおを穴が開あくほど見つめた。いつしか妖艶の霧は晴れ、ただただ天てん真しん爛らん漫まんな笑顔が咲いているのみ。


    「ですから、今日一日、わたくしに付き合って下さらない？　石動いするぎ室長の許可でしたら、既に取ってありますわ」


    「付き合うって……なんだ、そういう意味だったのか」


    　その瞬間、咲弥は安あん堵どと拍子抜けを同時に味わう羽目となった。


    「あら、どうかなさいました？」


    　瀬名が身を乗り出して、咲弥の貌を覗のぞき込んでくる。咲弥は咄とつ嗟さに立ち上がると、ぶんぶんと首を横に振った。


    「い、いや、なんでもない！　そう、なんでもないんだ！」


    「くすっ……おかしな咲弥さん」


    「そ、それよりも、あたしに見せたいモノっていうのはなんだ？　室長の許可を取ってあるなら、今すぐ案内してくれ」


    「はい、お安いご用ですわ」


    　瀬名は音も無く、ゆらりと立ち上がると、天衣無む縫ほうに微笑ほほえんだ。


    　　　　　　　†


    「随分と遠いんだな」


    　グラントゥーリズモＳの運転席にて、咲さく弥やはぽつんと呟つぶやいた。瀬せ名なの愛車なのだが、咲弥が殊勝な後輩よろしく「あたしが運転する」と申し出たところ、瀬名は笑顔で了承してくれた。実際のところは、この美しいイタリア車を運転してみたいという、単純極まる願望に駆られただけだったのだが。


    　かれこれ一時間、咲弥はぶっ通しで運転を続けている。なのに、目的地にはなかなか到着しない。そもそも、目的地がどこなのか、助手席に悠然と収まった瀬名は一向に明かそうとはしなかった。咲弥が何度訊たずねても、あのふんわりとした微笑を浮かべ、のらりくらりとかわすばかりである。


    　咲弥は次第に、不安に駆られてきた。


    　車は綾あや咲さく市の中心部をどんどん離れ、急きゆう峻しゆんな山道に差し掛かっている。そこはもう、地元出身の咲弥ですら訪れたことのない、まさしく辺境の地であった。前方にも後方にも、車両の姿は見えない。対向車とすれ違うこともない。山岳に囲まれた地域で生まれ育っただけに、山道での運転には慣れたつもりの咲弥だが、それでも途中、何度かひやりとさせられる場面があった。


    　こんな山奥になんの用があるのか、咲弥には見当もつかない。今やガードレールの向こう側は、見事なまでの絶壁である。


    　と、ナビゲーションに徹していた瀬名が、唐突に告げた。


    「見えましたわ」


    「あれが……目的地？」


    　車窓越し、咲弥は眼めを瞠みはった。幽かすかに雪を被かぶった木々の枝に覆われて、その白亜の建造物は、山腹からにょっきりと生えているように映った。


    



    　──国立生体反応工学研究所。


    　鉄格子の門の表札にはそう記されていた。


    　門の中には荒れ放題の敷地が横たわり、その最奥には西欧の医療施設を彷ほう彿ふつとさせる建造物が、ひっそりと佇たたずんでいた。


    　門前には、何をそんなに警戒しているのだろうか、腰のホルスターに拳けん銃じゆうを収めた警備員が四名、任務に従事している。瀬名に云いわれ、咲弥は運転席から身分証を提示した。警備員は「ご苦労様です」と短く告げると、開門してくれた。その物々しさに、咲弥は一抹の不安を覚えつつ、車を発進させた。


    　敷地の一角には、ぽつぽつと車両が駐とめられている。エコだエコだと騒がれている昨今だが、インプレッサやランサーエボリューションなど、馬力のある車種がやたらと多い。軽自動車の類たぐいなど、一台も見当たらない。おそらくは、どれも通勤車両なのだろう。こんな山奥に職場があっては、燃費よりも馬力を優先させざるを得ないのは明白だった。


    　例外と云いえば、駐車場の片隅にひっそりと駐とめられた、やたらと年季の入った感のあるクーパーＳだった。六十年代に生産されたモデルであろう。筋骨逞たくましい荒くれ者が犇ひしめく中、楚そ々そとした気品を放っているため、余計に目立っている。よくもまあ、あんな車でこの山道を登ってきたものだと、咲さく弥やは感心した。もっとも、羊に見えるのは外側だけで、案外、中身はカリカリにチューンナップされた野獣なのかもしれないが。


    「咲弥さんも、適当な場所に駐めて下さいな」


    　しばし迷った末、咲弥はクーパーＳの隣に駐車した。瀬せ名なは和装の堅苦しさをなんら感じさせぬ軽やかさで、ふわりと車外に降り立った。咲弥もエンジンを停止させると、颯さつ爽そうと車を降りた。地に片足を着けた瞬間、何な故ぜだか足首を底無し沼に突っ込んだ気がした。


    「どうかなさいましたか？」


    「い、いや……なんでもない」


    　咲弥は恐怖の糸を断ち切るように、運転席のドアを勢い良く閉ざすと、改めて周囲を見渡した。見れば見るほど、不気味な雰囲気が漂ただよっている。強制収容所さながらの、鉄条網を備えた塀。ここかしこに植えられた樹木の、縦横無尽に生い茂る枝。どんよりと湿り気を帯びた、膚はだにまとわりつくような大気……。


    　まだ午前中であるにもかかわらず、周囲は暗あん澹たんとした気配に満ちている。小鳥のさえずりさえもが、怪鳥の叫びに転じてしまう。生来、怖いものが苦手な咲弥にとっては、あまり長居したい場所ではなかった。その昔、従妹いとこに無理やり鑑賞させられたホラー映画に、これと似たような光景が映っていたのを思い出した。


    「なぁ……瀬名？　こんな研究所に、なんの用があるというんだ？」


    　蒼あお褪ざめた咲弥の様子を前に、瀬名は口くち許もとに指を添えると、くすくす笑いを漏もらした。


    「咲弥さんったら、怖いんですの？」


    「そっ、そんなはずないだろう！」


    　見事なまでに図星を指され、咲弥はうろたえた。瀬名はそんな咲弥の手をキュッと握り締めると、駄々をこねる幼児をあやすように、慈愛に満ちた笑えみを零こぼした。


    「ふふっ。これでもう、怖くはありませんわ」


    「バカにするな！　あたしは別に……」


    「さぁ、こちらですわ」


    　瀬名は笑顔を保ちながらも、有無を云わせぬ勢いで、咲弥の手を引いた。向かう先は、もちろん建物の入り口である。


    「いや……だから、手を繫つなぐ必要なんて……」


    「咲弥さんには、わたくし達の保護下にあるハカナシに対面して頂きます」


    　瀬名が後ろ向きのまま放った言葉に、咲弥はあらゆる言葉を剝はく奪だつされた。


    　　　　　　　†


    　瀬せ名なに導かれ、咲さく弥やはガラス張りの扉をくぐり抜けた。所内は築後何十年が経たっているのかも定かではない、古びた佇たたずまいを醸かもし出している。右手には受付のカウンター。妙齢の美しい女がひとり、剝はく製せいさながら微動だにせず、端然と座していた。


    　受付嬢から入場許可証を受け取ると、瀬名はエレベーター・ホールに向かった。いつの間にか、繫つないでいた手は離れてしまっている。あれほど恥ずかしがっていたくせに、いざ手を離されると、それはそれで心寂しく思う咲弥であった。


    　エレベーターに乗り込むなり、咲弥は矢継ぎ早に質問を繰り出した。


    「ここはどういう施設なんだ？　ハカナシを保護ってどういうことだ？　国立の研究所だと書いてあったが、国家がハカナシの保護に絡んでいるのか？」


    　瀬名は答えなかった。各階層の数字が表示されたボタンには眼めもくれず、操作パネルの脇わきに設置された装置に右手をかざした。


    「ラ・バスの資料室と似ているな」


    「はい。指紋及び掌紋を認証するためのスキャナーですわ。咲弥さんのデータも登録済みですから、今後はご自分で操作なさって下さい」


    　瀬名が云いい終えぬうちに、短い電子音が鳴った。認証完了。直後、咲弥は名状し難い浮遊感を覚えた。瞬時に足場を失ったかのような錯覚。エレベーターが急激に下降を始めたのだと、すぐに気づいた。足あし許もとが覚おぼ束つかなくて、思わず瀬名の振り袖そでにすがりつく。瀬名はそんな咲弥に妖よう艶えんな流し目をくれた。


    「ここは表札にも記されていた通り、国立生体反応工学研究所ですわ。とはいえ、名称は適当に付けられたものです。その実態とは、ハカナシという種しゆを専門的に研究するための機関なのです。無論、ラ・バスとは密接な繫つながりがあります」


    「俄にわかには信じがたい話だな」


    「無理もありません。咲弥さんとて、先月までは一般常識の枠内で生活してこられたのですから。ですが、これが現実なのです。境界を踏み越えたあなたは、今こうして〝彼方かなた〟に至るのです」


    　瀬名がそう宣告を下すと同時に、独特の浮遊感が咲弥の身体からだを襲った。エレベーターの扉がゆっくりと左右に開く。


    「なんなんだ、ここは……？」


    　咲弥は恐る恐る、周囲を見渡した。完全な一本道。やたらと薄暗いのが気になった。左右の壁はショーウィンドウとなっており、博物館さながらの様相を呈している。


    「参りましょう、咲弥さん」


    　瀬名が一歩を踏み出した途端、ブーツの踵かかとが甲高く鳴った。どうやら床面は金属素材で構築されているらしい。


    　瀬名を追いかけつつも、咲弥は何気なくガラスの向こうを覗のぞき込んだ。たちまち、後悔の念が押し寄せた。


    「ひっ！」


    　恐らくは、近隣の山岳地帯に棲せい息そくしている野獣や野鳥なのだろう。狐きつね、鼬鼠いたち、鹿しか、梟ふくろう……判別がついたのはその程度で、咲さく弥やの知らない動物のほうが圧倒的に多かった。今にも動き出しそうな躍動感を感じさせたが、どの個体も微動だにしない。剝はく製せいだった。場所柄と相まって、見れば見るほど陰性の迫力を醸かもし出している。


    「お、おい……これはなんだ？」


    「わたくしも詳しくは存じませんが、実験動物の類たぐいではないでしょうか」


    「……良い趣味だとは思えんな」


    　咲弥はなるべく左右に気を取られぬよう、瀬せ名なの背中に視点を定めた。刑事時代、殺人現場で初めて人間の死体を目まの当たりにしたときでさえ、動揺を覚えることのなかった咲弥だが、左右から自分を睨にらみ据えてくる剝はく製せいの数々には、ゾッとせざるを得なかった。


    　瀬名はなんら緊張を感じさせぬ面おも持もちで、悠然と咲弥を先導する。その足取りは軽やかで、ふわり、ふわりと、花から花へと舞い踊る胡こ蝶ちようのよう。咲弥は今にも幻惑されてしまいそうな、陶然とした面おも持もちで、あたふたと瀬名を追った。


    　やがて、一気に視界が開けた。


    　ドーム状の、広漠とした空間が瀬名と咲弥を包み込んだ。一本道の果てに待ち受けていたのは、巨大なゲートであった。


    　その威容を例えるならば、古代ローマの神殿か。現代科学の粋すいを尽くした外観にもかかわらず、そこから醸し出される雰囲気は、不思議と古代遺跡の類いに通じるのである。


    　あまりの物々しさに、咲弥は呼吸すら忘れ、棒立ちとなった。その結果、ゲートの両りよう脇わきに無言で佇たたずむ、二名の警備員に気づくのが遅れた。咲弥が呆ほうけている間にも、瀬名は警備員に歩み寄って、入場許可証を提示している。


    　一連のやり取りを遠巻きに眺めつつ、咲弥は驚きよう愕がくした。警備員が携たずさえている物騒な得え物ものに気づいたのだ。咲弥は眼めを凝らして、得物の正体を見極めようと躍起になった。職業柄、人並み以上に銃器には詳しい咲弥である。数秒と経たたぬ間まに、その正体は判明した。ベルギー製のアサルト・ライフル、ＦＡＬだった。銃身を切り詰め、折りたたみ可能なショルダー・ストックを装着した、アサルト・カービン仕様である。その直線的な形状の弾倉には、通常の弾薬ではなく、AgNO[image: ]アンプル弾が装そう塡てんされているのだろう。


    　既にＮＡＴＯ加盟国軍では、より貫通力を重視した五・五六ミリ口径のＳＳ１０９弾薬がスタンダードになっている。ＦＡＬにはＦＮＣという後継機が存在し、そちらは当然のようにＳＳ１０９弾薬を使用する。咲弥は妙な違和感を覚えた。時代の潮流に合わせるならば、ＦＡＬなど時代遅れも甚はなはだしいのではないか。だが、すぐに思い直した。


    　そう、あえて警備員に大口径のアサルト・ライフルを持たせているのは、少しでも貫通力を抑えるためなのだろう。標的の肉体にAgNO[image: ]アンプル弾が命中した際、あっさりと貫通してしまっては、アンプル内の硝酸銀水溶液を体内に浸透させるのが難しくなる。


    「ライフルまで用意しているとはな……」


    　咲さく弥やがぼそりと独り言を漏もらしたそのとき、警備員との話を終えた瀬せ名なが、ゲート脇わきの装置に向けて掌てのひらをかざした。直後、地鳴りにも似た轟ごう音おんが鳴り響き、劇はげしい震動が地下空間を襲った。咲弥は咄とつ嗟さに足を踏ん張ると、遥はるか頭上を仰ぎ見た。


    「ゲートが……！」


    　そそり立つ壁面の中央、そこに亀き裂れつが生じ、左右にゆっくりと移動を始める。あまりに現実離れした迫力を前に、咲弥はただただ、呆あつ気けにとられるばかりだった。


    　瀬名が咲弥を振り向いた。


    「参りましょう、咲弥さん」


    



    　瀬名に続いて、咲弥はゲートをくぐった。その隙すき間まは僅わずか一メートル足らずだが、大人がひとり通過するには充分な間隔だった。瀬名と咲弥の姿が呑のみ込まれるや、ゲートは自動的に閉ざされた。刹せつ那な、気温が一気に低下した。あたかも業務用の冷蔵庫に足を踏み入れた気分だった。唇くちびるから零こぼれ落ちた吐息すらも、瞬時に凍りつくように思われた。


    「おい、瀬名……やたらと寒くないか？」


    　咲弥は凍こごえそうになりながら、コートの前を素早く搔かき合わせた。


    「気温は摂氏零度に設定されていますから」


    　瀬名はあくまでも悠然と応じた。その神経の太さが、咲弥には理解できない。だが、瀬名の一挙一動に気を取られている場合ではなかった。


    　眼めの前の光景を認めるなり、咲弥は息を呑のんだ。


    　眼が痛くなるほどの、そこは真っ白な空間であった。床と壁、天井と壁の境界すら、一見しただけでは判別がつかない。どこまでも床が続いているようでもあるし、すぐ傍そばに壁が迫っているようにも感じる。照明灯の存在すら定かではないのに、何な故ぜか室内は煌こう々こうとして、明るすぎるほどに明るい。大気さえもが、白く塗られているのではないかと錯覚してしまうほどだ。自分という存在が、ただの汚い、一点の染みのようにさえ思われた。


    　やがて、咲弥は室内中央から眼を離すことができなくなった。


    　広漠とした白の空間にて、ただそれだけが、ひっそりと存在していた。


    「瀬名……あれはなんだ？」　


    　咲弥が最初に認めたのは、白銀に輝く意匠であった。室内中央の空間を埋うずめるように、細長い金属の群れが、精せい緻ちに、複雑に絡み合い、天井を目指して流麗な曲線を描いている。金属による網目模様に、咲弥は不覚にも見み惚とれた。その形状を例えるならば、巨大な鳥とり籠かごと云いったところだろうか。ただし、その鳥籠を構成しているのは、何も金属だけではなかった。よく見れば、細かな網目を縦横無尽に通過する、透明なガラス製のパイプが認められた。パイプの内側には、ところどころ、気泡が確認できた。どうやら、なんらかの液体を循環させているらしい。鳥籠に囚とらわれた存在の正体を思えば、液体の正体は自おのずと明らかであった。すなわち、硝酸銀水溶液に外ほかならない。


    　咲さく弥やはショルダー・ホルスターに収めた銃のグリップを握りつつ、その存在と対たい峙じした。


    　頭の先から足の先まで、すっぽりと拘束具に覆われているが、その体型から、どうやら女らしいと咲弥は見当をつけた。全身を幾重にも拘束されている。凄せい惨さん極まるその姿は、あたかも磔たつ刑けいに処されたイエスのようにも映った。摂氏零度の空間に延々と閉じ込められて、それでもなお、この女は死ぬことを許されないというのか。


    「こいつは……檻おりであるのは確かだが、あたしには棺かん桶おけに見える」


    「云いい得て妙ですわね」


    「彼女が例のハカナシなんだな？」


    「こちら、築つき宮みや那な由ゆ多たさんです。年齢は不詳。今から一年ほど前、わたくしが綾あや咲さく市内で偶然、保護しました」


    「偶然だと？」


    「はい。那由多さんはハカナシとして生まれたにもかかわらず、強い自殺願望を抱いておられます。あの日も、那由多さんは高層ビルの屋上から飛び降りたのです。さすがのわたくしも、びっくりしましたわ。眼めの前に人が降ってきて、一度はぐしゃりと潰つぶれたにもかかわらず、見る見るうちに再生を果たしたのですから」
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    「おいおい……ラ・バスの捜査官であるお前の前に、ハカナシが飛び降りてきただと？　なんだかできすぎた話にも聞こえるな」


    「確かに、できすぎた話に聞こえるのは否めませんが、事実なのです。その後、ラ・バスは那な由ゆ多たさんの保護をこの研究所に委託しました」


    「あの大おお仰ぎような拘束具を見る限り、とても保護だとは思えんが」


    「いいえ、保護ですわ。那由多さんは、放っておくと自分を殺そうとする。ですが、彼女にとって自殺行為とは、単なる自傷にしかならないのです。これは、そういった行為を阻はばむための拘束具なのですわ」


    　咲さく弥やは改めて、築つき宮みや那由多を見やった。厳重に拘束されていることもあり、こうして観察してみると、それほどの脅威は感じられない。ただし、瀬せ名なと咲弥が訪れたにもかかわらず、なんら反応を示さないのが、不気味ではあった。頭部も拘束具に覆われているため、表情を窺うかがい知ることもできない。


    「そういえば……お前が梨り理りとのコンビを解消した理由ってのは、このハカナシと何か関係があるのか？」


    　瀬名はあっさりと首肯した。


    「実はですね。那由多さんは、あるＳＮＳのプレミアム会員だったのです」


    「ＳＮＳ……確か、ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略だったか」


    「あら、お詳しいのね。もしかして、咲弥さんも利用されているのかしら？」


    　咲弥は微苦笑を浮かべると、首を横に振った。


    「いや、そういうのは苦手なんだ。顔の見えない相手と交流するっていうのが、どうにも性しように合わなくてな。単に、あたしが旧ふるいタイプの人間ってだけかもしれんが」


    「うふふ、咲弥さんらしいですわ。ところで、咲弥さんは『アルマ＝ガロ』というＳＮＳをご存じかしら？」


    「ご存じも何も、有名どころじゃないか。新聞や雑誌でも、頻ひん繁ぱんに見かけるようになったしな。最大手の業績が頭打ちになってきた中で、アルマ＝ガロ社だけが急速に会員数を伸ばしているとか……。確か、社長は蓮れん城じよう征せい志し郎ろうとかいう名前だったな」


    「ええ、その蓮城征志郎が運営しているＳＮＳなのですが、那由多さんがもたらした情報によりますと、『アルマ＝ガロ』にはプレミアム会員限定のコミュニティが用意されているのです。その特殊なコミュニティに、我々としては到底、見過ごせない問題がありまして」


    　咲弥は眉まゆ根ねを寄せた。蓮城征志郎。いわゆるＩＴ社長のひとりである。あれほど堂々と各種メディアに露出している人物のどこに、ラ・バスが喰くらいつかねばならぬ問題があるというのか。


    「実は、『アルマ＝ガロ』にプレミアム会員制度があるという事実は、公には伏せられています。このプレミアム会員の正体とは、果は敢か無なし村が滅亡した際、山を下りて全国各地に散らばったハカナシなのです」


    　あまりにさりげない口調だったため、咲さく弥やは一瞬、何を云いわれたのか理解しかねた。


    「……どういうことだ？」


    「まだ捜査中の段階ではありますが、『アルマ＝ガロ』のプレミアム・スペースが新時代の果敢無村であるというのが、ラ・バスの読みです」


    「そんなバカな！」


    　太陽よりは月、白昼よりは闇やみ夜よ、人類社会の裏側に寄生する種族であり、闇の深奥にて密ひそかに牙きばを研ぐ狩しゆ猟りよう者……咲弥はハカナシに対し、このようなイメージを抱いていた。ところが、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうときたらどうだろう。まさしく時代の寵ちよう児じとして、日々、脚光を浴びているではないか。


    「当面、最大の捜査対象は蓮城征志郎ということになりますわね。もっとも、あの御仁の捜査を命じられたのはわたくしですから、咲弥さんと梨り理りちゃんには、あくまでも綾あや咲さく市内での事案を担当して頂きます」


    「あたしに異存はないが、梨理としては不本意かもしれんな。できることなら、お前と一緒に蓮城の捜査をしたいと考えているんじゃないか？」


    「確かに、そうですわね。とはいえ、蓮城征志郎の捜査ともなれば、東京に出張する機会は否いや応おうなく増えます。他ほかの捜査室との連携も欠かせません。梨理ちゃんは高校生でもありますから、頻ひん繁ぱんに欠席させるわけにもまいりません。あんな性格ですから、他の捜査室の方々とも、仲良く付き合っていけるかどうか……」


    「なるほど、想像に難くないな。あたしがお前でも、梨理とのコンビは解消しただろう」


    「さすがは咲弥さん。これなら安心して、梨理ちゃんを託せますわね」


    「い、いや、それは……どうなんだろうな。少なくとも、あいつのほうはあたしを嫌っているみたいだし」


    「大丈夫ですわ。ああ見えて、梨理ちゃんは優しい子です。いつの日か、咲弥さんの真心が届く日はやって来ます。わたくしが保証しますわ」


    「……ったく、その自信はどこから来るんだ？」


    　咲弥が苦笑を浮かべた、まさにそのときだった。


    「私の眠りを妨げるのは……誰だれ？」


    　干からびた骸がい骨こつが発したとしか思えない声こわ音ねが、頭上から枯れ葉のごとく降り注いだ。咲弥はギョッとして、瀬せ名なの振り袖そでにすがった。


    「おはようございます、那な由ゆ多たさん」


    　瀬名の視線は、囚とらわれの那由多をまっすぐに見据えている。


    「……おはよう、瀬せ名な。ところで、そちらはどなた？　初めて感じる気配だわ」


    　那な由ゆ多たの問いを受け、瀬名は朗らかに微笑ほほえんだ。まるでパーティー会場で顔を合わせた旧友に、自分の妹でも紹介するような気安さを感じさせた。


    「こちらは期待の新人、御み室むろ咲さく弥やさんです。仲良くしてあげて下さいね」


    「本当にそう望むなら、まずはこの拘束を解いて欲しいものだわ。いくら彼女と仲良くしたくても、このザマではね」


    「残念ながら、それは無理な相談ですわ」


    「ふふっ……解わかっているわ。ただ云いってみたくなっただけ」


    「相変わらずですわね、那由多さんは」


    「そう云う瀬名こそ、変わらないわ。私と出会った、あの頃ころのまま……」


    　両者のやり取りを聞いているうちに、咲弥は混乱してきた。まるで年来の友人同士のように、瀬名と那由多の会話には淀よどみが無い。その話しぶりから察するに、随分と交流を重ねてきたようにも思われた。


    「ところで、咲弥とやら？」


    「えっ？」


    　名指しで呼ばれ、咲弥は膚はだが粟あわ立だつ思いがした。喋しやべっているうちに、喉のどが回復したのだろうか。いつしか、那由多の声音は深みのあるアルトに変へん貌ぼうを遂げていた。


    　咲弥は恐る恐る、囚とらわれの那由多を見上げた。その頭部を覆う拘束具に、光を透過するような素材は使用されていない。つまり、那由多の視界は確かに塞ふさがれているはずだった。なのに、咲弥は強烈な視線を感じている。心臓をまっすぐに射い貫ぬかれた気さえした。


    「私にあなたの姿は見えないけれど……ふふっ。あなたの皮膚は、さぞかし着心地が良さそうですこと」


    　咲弥は声を呑のんだ。


    　那由多の云う「皮膚」が、「姥うば皮かわ」を意味することは容易に想像がついた。


    　お伽とぎ噺ばなしの『蛇へびの聟むこ入いり』に登場する、老ろう婆ばの皮。転じて、果は敢か無なし村では死体の皮を素材とする装身具を、総じて姥皮と呼称していたという。あの天あま城ぎ冬とう梧ごもまた、先祖伝来の技術を継承した姥皮師であった。例えばＡという人物の姥皮をＢが纏まとえば、ＢはたちどころにＡに成り代わることができるのだ。のみならず、姥皮には生前の記憶さえもが宿っているという……つまり、ＢはＡの容姿のみならず、記憶をも継承するというわけだ。


    　それこそが、果敢無村において現代に受け継がれてきた姥皮の真実である。その忌いまわしき皮こそは、咲弥のキャリアに初めて泥を塗った事件の、紛れもなく嚆こう矢しであった。


    「あらあら、咲弥さんったら、お顔の色が悪いですわ。少し外の空気に当たってきたらどうかしら？　ここは、あまりにも寒いですしね」


    「……ああ。そうだな」


    　瀬せ名なの言葉に、咲さく弥やは大人しく従うことにした。正直なところ、那な由ゆ多たが口を開いてからというもの、咲弥は胃の辺りを劇はげしく締め付けられるような、とてつもない圧迫感を覚えていた。ましてや、姥うば皮かわを示唆するようなことを面と向かって云いわれたのだ。


    　那由多の指摘は否いや応おうなく、咲弥に過去の記憶と対たい峙じさせた。天あま城ぎ冬とう梧ごに監禁されていた当時の、忌いまわしき記憶である。そもそも、天城冬梧が咲弥を拉ら致ちした理由というのが、咲弥の皮を剝はいで、自分が纏まとうことであった。咲弥自身はさほど意識していないつもりではあったが、やはり天城冬梧に拉致された事件はトラウマになっているのかもしれない。


    「ああ……すまない。そうさせてもらう」


    　咲弥は大人しく退散することに決めた。下腹の辺りが異様に重たく感じられた。うなじから背筋にかけて、嫌な汗をかいているのが解わかる。ブラウスの生き地じが膚はだに貼はり付いて、酷ひどく不快だった。懐ふところに忍ばせた銃など、なんの気休めにもならないことを悟った。


    　咲弥は瀬名と那由多に背を向けると、ゲートの脇わきに佇たたずみ、操作パネルに手をかざした。セキュリティ・システムは「御み室むろ咲弥警視／特別捜査官」の情報をスムーズに読み取ると、ゲート・オープンのプロセスに移行した。


    　腹の底に響く轟ごう音おんとともに、ゲートが徐々に、左右に開き始める。


    「──！」


    　その刹せつ那なであった。


    　あたかも、冷たい炎が猛烈に吹き付けるような、異様な感覚を背中に覚え、咲弥は咄とつ嗟さに振り向きざま、銃を抜いた。だが、構えることはできなかった。ほとんど鼻先が触れ合わんばかりの位置に瀬名が佇み、咲弥の右手首をとんでもなく強い力で握り締めているのだ。


    「あらあら、どうしたの？　いきなり銃を抜くなんて……危ないですわよ？」


    「すまない。背後に殺気じみた感覚を覚えたもんで、つい……」


    　そう答えつつも、咲弥は戸惑っている。自分の背後には、瀬名と那由多しか存在しない。那由多は完全に拘束された身だ。とすれば、あの異様なまでの殺気は──瀬名なのか？　だが、瀬名が咲弥を襲う理由など、どこにもないはずだ。いったい、誰だれが……？


    「あらやだ、どうかしたぁ？」


    　間延びした声に、咲弥はビクッと震えた。口調こそ女だが、その声質は紛れもなくテノールだった。咲弥にとっては、もはや聞き慣れた感のある声でもあった。


    　那由多を閉じ込めている檻おりの背後、ひょっこりと姿を現したのは、なんと、あの羅ら臼うす恭きよう一いち郎ろうであった。


    「おっ、お前！　いつの間に？」


    「羅臼さん……？」


    　咲弥のみならず、瀬名でさえもが、羅臼の出現には驚きを隠せぬ様子であった。


    　転瞬、瀬名は袂たもとの底から短い棒状の物体を取り出した。カチリ。金属的な響きが鳴った。圧縮された空気がほとばしるような異音が炸さく裂れつし、周囲に白の濛もう気きが満ちた。朦もう々もうたる煙霧に巻かれつつ、瀬せ名なが構えた得え物ものは段階的に伸長し、最後に鋭利な刃やいばを覗のぞかせた。人の首なら一振りで三つは飛ぶであろう、巨大な鑓やり穂ほ。螻け蛄ら首くびの辺りには、諸もろ刃はの鎌かまが左右に突き出している。


    　機械仕掛けの十じゆう字じ槍そうであった。その独特な機構ゆえに、各部には結節点が備わっている。それでもなお、槍やりは独特の優美さをたたえている。咲さく弥やは我を忘れ、その形状に視線を奪われた。槍自体が美しいのか。あるいは、瀬名が構えているからこそ美しいのか。無論、部品の結節点が増えれば増えるほど、武器としての強度は下がるはずだが、瀬名は携帯性を重視して、あえて機械仕掛けの槍を選んだのだろう。


    　その鋭利な穂先は羅ら臼うすに向けて、ぴたりと定められている。


    「わたくし、あなたを警戒していました」


    「あぁら、失礼しちゃうわ」


    「Ｍ邸事案の直後という不自然なタイミングでラ・バスに配属されたことと云いい、今のように不審な行動が目立つことといい、目に余ります」


    「不審だなんて、滅相もないわ。あたしはここで、愛いとしの那な由ゆタンを観察していただけなんだから。警備員の皆様も、笑顔で私を通して下さったわ。うふっ。ここの警備員って、みんなイイ男ばっかり」


    「無駄口を叩たたかないでください。とにかく、そこに居るなら居るで、どうしてわたくし達に声をかけて下さらなかったのです？」


    　咲弥は珍しいものでも見たような心地で、瀬名の横顔を見やった。あの瀬名が、ほんの幽かすかとはいえ、憤怒の色を表情に滲にじませているのだ。もっとも、羅臼はそんな瀬名の態度などお構いなしに、ニヤニヤと嗤わらうのみであった。


    「ごめんなさいね。熱中すると、どうも周囲が見えなくなる質たちなの……うふふふふ。そもそも瀬名さんほどの使い手なら、あたしみたいな非戦闘員の気配なんて、入室以前からお見通しのはずよ？」


    　明らかに侮辱であり、挑発でもあった。瀬名も羅臼も、表面的には笑顔を浮かべているのだが、互いの双そう眸ぼうときたら、明らかに真剣そのものである。いつしか、一触即発の気配が漂い始めていた。


    「あ、あたしはちょっと、外の空気に当たってくる！」


    　血に飢えた猛獣から逃亡を図る野の兎うさぎのような心地で、咲弥はゲートの向こうに飛び出していた。なんとなく、あの両者の間に、自分などが入る余地など無いように思われた。


    　　　　　　　†


    　研究所の一階、ロビーの片隅には喫煙コーナーがあった。あの受付嬢を除き、職員の姿は皆無だった。咲弥は安あん堵どの気分でソファに腰を下ろすと、ハイライトに火を点つけた。


    「まさか、瀬名と羅臼があんなに険悪な間柄だったとはな……」


    　どちらも人当たりは極めて柔らかい部類だと云いえる。その両者が対たい峙じした途端、触れれば膚はだの切れそうな、剣けん呑のんな気配が辺りに充みち満ちた。その峻しゆん烈れつさに気を呑のまれ、咲さく弥やは逃げ出した。逃げ出すことしかできなかった。


    　もっとも、あの瀬せ名なとて怒りを露あらわにすることがあるという事実は、咲弥を少なからず安心させた。瀬名はいかなる状況であろうとも、あの読解不能な笑顔を崩すことはないのだとばかり思っていた。だが違った。数値で表わせば、ほんの一ミリ程度に過ぎぬのだろうが、羅ら臼うす恭きよう一いち郎ろうはあの飄ひよう々ひようとした態度をもって、瀬名の仮面をずらしてみせたのだ。一介の学者に過ぎぬ身でありながら、とんでもない奴やつだと云えた。咲弥がどんなに躍起になろうと、瀬名の仮面を剝はがせるとは思えない。


    「まあ、人の神経を逆さか撫なですることにかけて、羅臼の右に出る奴はいないかもなぁ」


    　そんなことを呟つぶやいて、咲弥は思わず忍び笑いを漏もらした。


    「それにしても……」


    　問題なのは、あの強烈な殺気である。咲弥が退室しようとした矢先、背中に吹き付けてきた異様な気配。鬼気迫るとは、まさにあのことではないか。無論、単なる気のせいだと云われれば、それまでだ。所しよ詮せん、殺気などは科学で解明できる現象ですらない。が、咲弥には幼少の頃ころより、妙に敏感な一面があった。武術において類たぐい希まれな才能を発揮することができたのも、その特異な感覚が少なからず影響している。その感覚を信ずるならば、先ほど咲弥の背中を襲った殺気は、紛れもなく存在した。文字通り、命の危機を覚えたのだ。反射的に銃を抜いてしまうほどに。


    　ならば、その殺気を放ったのは誰だれなのか。あのとき、最も咲弥の傍そばにいたのは、もちろん瀬名だ。事実、咲弥が銃を抜いて背後を振り返ったとき、瀬名はほとんど密着せんばかりに接近していた。瀬名に銃身を摑つかまれ、身動きを封じられた際、咲弥は確かな恐怖を覚えた。


    　だが、瀬名に咲弥を襲う理由は無い。むしろ、咲弥がいきなり銃を抜いたりしたため、瀬名も動物的な本能に従って、咄とつ嗟さに動いてしまったのではないか。そう考えるほうが、よほど自然に思えた。


    　では、羅臼恭一郎はどうだろう。驚くべきことに、瀬名と咲弥が入室した時点で、羅臼は室内に潜んでいた。あの巨大な檻おりの背後に隠れて、那な由ゆ多たを観察していたのだ。あまりに人を喰くった行為であり、不自然極まりないとも云える。怪しさという点では、羅臼に勝る者はいないだろう。しかし、だ。羅臼にも咲弥に殺気をぶつける理由が無い。それ以前に、羅臼の弛し緩かんした笑顔を思い浮かべてみるといい。どう考えても、他人に殺気をぶつけるなどという芸当ができるとは思えなかった。


    「とすれば……那由多か？」


    　微動すら許されぬ、あの苛か酷こく極まる拘束具を思い浮かべてみる。人権という概念を、遥はるかなる高みから嘲あざ笑わらうようなシステムだった。自身の体重よりも重い、イビツな鎧よろいを着せられたようなものだ。平凡なるヒトの身ならば、数時間と経たたぬ間に圧殺されてしまうのではないだろうか。極めつけは、摂氏零度に保たれた空間である。あの低温もまた、拘束具の一部なのは明白だった。


    「あの那な由ゆ多たが殺気を放つなんて、さすがに不可能な気もするな。いや、しかし……」　


    　咲さく弥やは先ほどの殺気を思い出し、我知らず身震いした。もしかしたら、背中の皮膚一面が粟あわ立だっているかもしれない。間違いない。あれは天あま城ぎ冬とう梧ごが漂わせていた濃密な気配を、さらに煮詰めたような鬼気だった。完全に拘束されていたとはいえ、那由多は人にあらざる異類。歴れつきとしたハカナシである。やはり、那由多こそが犯人に思えた。


    「どうも釈然としないが……」


    　咲弥は投げやりな気分で、煙草タバコの先端を灰皿に押しつけた。最も可能性の低そうな那由多説にこそ、最も納得できてしまうという不可解な状況。そもそも、瀬せ名なと羅ら臼うすは同じ職場の仲間でもある。ある種の不自然さは拭ぬぐえないにしても、那由多が犯人だと思ったほうが、咲弥にすれば遥はるかに望ましい。


    　そのとき、咲弥懐で携帯電話が震動を繰り返した。発信者名、高たか牧まき小こ春はる。


    「……どうした？」


    『あ、咲弥さん！　今どちらに？　何度かけても繫つながらないので、心配しました』


    「ああ……すまない。ずっと地下施設にいたんだ」


    『地下施設って、どういうことです？』


    「瀬名に連れられて、ハカナシを拘束している研究所に来たんだ。室長の許可は取ってあるはずだが」


    『ふぅん……そうだったのですか』


    　小春は妙に腑ふに落ちない様子であった。咲弥は自分でも不可解な胸騒ぎを覚えた。


    「何か問題でも？」


    『あ、いえいえ、失礼しました。道理でお姿が見えないはずです』


    　小春はすぐさま、明るい口調に戻った。どうやら咲弥の杞き憂ゆうだったらしい。


    『そんなことより、大変なのですよ！』


    「何があった？」


    『市内で、また女児の遺体が発見されました！』


    　咲弥は表情を強こわ張ばらせた。


    「ちょっと待て。ここ数日、市内で女児の失しつ踪そう事件は報じられていなかったはずだぞ？」


    『マル害は御み鏡かがみ町在住の新しん堂どう五い十す鈴ずちゃん、またしても小学五年生です。この子は日ひ頃ごろから友人宅を渡り歩いていて、近所では素行の悪い児童として知られていました。両親に至っては、捜索願すら出してはいなかったんです』


    「……なるほどな。それで？」


    『実はですね、五い十す鈴ずちゃんの遺体にも、血液がほとんど残留していませんでした。さらには、左手の薬指には例の紅あかいリボンも結ばれていたんです』


    「おいおい、それはつまり──」


    　咲さく弥やはマスコミの報道を思い起こした。深み栖す沢ざわ由ゆ絵えの遺体が発見された際は、血液の残留量についても、紅いリボンについても、マスコミはいっさいを報じなかった。つまり、模倣犯である可能性は極めて低いと云いわざるを得ない。


    　電話越し、咲弥の思考に応じるように、小こ春はるは冷静に告げた。


    『はい、これは間違いなく連続殺人です』

  


  
    　　肆　いとけなき聖女の開腹


    



    　小春の指示に従い、咲弥は借り物のマセラティを駆って、研究所を飛び出した。瀬せ名なを置いていくことになるが、小春によれば羅ら臼うすも自家用車で研究所に向かったはずだと云いう。瀬名をオフィスに送り届けるのは、羅臼に任せておけば大丈夫とのことだった。あれほど反目し合っていたふたりが、同じ車で帰還する構図を思い浮かべると、もはや御愁傷様とでも云うしかない。


    　咲弥はふと、駐車場の一角に駐とめてあったクーパーＳを思い出した。もしかしたら、あれが羅臼の愛車なのかもしれない。その想像は、いつしか咲弥の中で確信に変わっていた。そう、あの古色蒼そう然ぜんとしたクーパーＳこそが、羅臼には相応ふさわしい。


    「いや、今は羅臼のことなんて、どうでもいいか……」


    　咲弥は急きゆう峻しゆんな山道を下りつつ、ひとりごちた。三連続のＳ字コーナーを軽やかに駆け抜けると、脳のう裡りに小春の指示を思い浮かべた。


    　梨り理りを校門前で拾った上で、オフィスに帰還すること。瀬名も云っていたが、梨理は今朝から復帰したのだ。


    　現在、午前十一時三十七分。今から全速力で黒こく大だい附ふ属ぞくに向かった場合、遅くとも午後一時には辿たどり着くだろう。会議の開始時刻は二時ジャストなので、時間的には余裕がある。梨り理りにはギリギリまで授業を受けてもらうという、小こ春はるなりの気遣いが感じられた。


    　小春にしてみれば、今すぐ梨理に連絡を入れ、単独で帰還させるという選択肢もあったはずだ。むしろ、そちらのほうが手っ取り早いと云いえる。第二の事件の概要を、会議の前に予習させておくことだってできる。


    　無論、小春の気遣いを受け容いれたところで、梨理には早退を余儀なくさせることになる。午後の授業は全滅。咲さく弥やとしては釈然としないのも事実だが、梨理の本業はあくまでも特別捜査官なのである。恐らくは、任務ゆえの欠席や早退など、珍しくもないのだろう。


    　未成年の館たち花ばな梨理が、何な故ぜ、あれほどの戦闘能力を身に着け、公安警察の捜査機関に所属しているのか。


    　そして、梨理が抱える血液嗜し好こう症とは、いかなる症状なのか。一連の事件となんらかの関かかわりがあるのだろうか。それらの事情を、咲弥はまだ何も知らされてはいない。このままラ・バスでコンビを続けていれば、いつかは打ち明けてくれる日が来るのだろうか……？


    「……ったく、前途多難だなぁ」


    　溜ため息いき交じりに呟つぶやくと、咲弥は憂ゆう鬱うつな気分を吹き飛ばすように、アクセルを踏み込んだ。


    　そもそも、梨理は最初の会議で倒れている。小春によれば、二度目の事件は一度目とまったく同じ状況だったという。そんな会議に、再び梨理を出席させても良いものだろうか。梨理が再びなんらかのショックを受け、倒れるような事態にならなければ良いのだが……いつしか咲弥の胸きよう裡りでは、そんな心配がむくりと鎌かま首くびをもたげつつあった。


    　　　　　　　†


    　渋滞に巻き込まれることもなく、咲弥は綾あや咲さく市の中心部に辿たどり着いた。黒こく蒐しゆう院いん通りに差し掛かると、まっすぐに黒こく大だい附ふ属ぞく高校を目指す。いつもは近所のコンビニで待ち受ける咲弥だが、今日は直接、敷地内の来客用駐車場に車を駐とめた。


    　サイドブレーキを引き、腕時計をちらりと確認する。十二時五十三分。校内が賑にぎわっているところを見ると、まだ昼休みのようだ。既に梨理には小春から連絡が入っているだろう。このまま駐車場で待っていれば、梨理のほうからやって来るはずなのだが……一向にその気配は無い。そもそも、昼休みは三十分以上も前から始まっているはずだ。梨理がきちんと小春の指示に従っていれば、駐車場で待機していなければならない。だが、梨理の姿は影も形も見当たらない。


    「まさか、ひとりで職場に向かったんじゃ……」


    　咲弥は舌打ちすると、梨理の携帯番号を呼び出そうとした。あいにく、電話自体は繫つながったものの、いつまで経たっても梨理は出ない。やがて、留守番電話に切り替わった。


    　咲弥は仕方なく、小春に連絡を入れた。


    　梨理とは対照的に、小春はワンコールで応対した。


    『はい、なんでしょう？』


    「黒こく大だい附ふ属ぞくに到着したんだが、梨り理りがまだ現れない。携帯にかけても出ないし、連絡がつかないんだ」


    『了解しました。梨理ちゃんの座標を検索してみます……はい、出ました。えっとですね、梨理ちゃんはまだ校内にいるはずです。校舎内ではなく、中庭のほうですね。ただ、どういうわけか、一歩も動きませんね。携帯電話を落としたか、あるいは身動きが取れないような状況に陥おちいっているのか……』


    「解わかった。今すぐ確かめてくる」


    　咲さく弥やは一方的に通話を切ると、車を降りた。たちまち寒風に頰ほおを嬲なぶられ、ぶるっと身震いした。


    「くそっ……何をやっているんだ、あいつは！」


    　咲弥は背中を丸めて駆け出した。単に梨理の許もとに辿たどり着けば良いだけではない。人目も気にする必要があった。この御時世、部外者の咲弥が学校の敷地内をうろつくのは好ましいことではない。以前の咲弥なら、なんら気兼ねなく、身分証を提示することもできた。実際、先月などは刑事として、この高校を訪れた。水み祭まつり家の家政婦、御み園その生う初はつ美みの遺体が発見されたため、水祭家当主である水祭乙きのとを迎えに来たのだった。


    　だが、今の咲弥は公安警察の関係者である。一般市民相手に、みだりに身分証を出すのも憚はばかられた。万が一、教師や校務員に見み咎とがめられることがあったら、「ＯＧです」とでも云いって切り抜けるしかないな……などと考えつつ、咲弥は中庭を目指した。


    　校内の雰囲気は、咲弥が実際に通学していた当時となんら変わってはいない。道に迷うこともなく、中庭に出ることができた。春先になれば、花壇に植えられた花々が色取り取りに咲き誇る場所だが、冬場は灰色で統一されているかのような、うら寂しい風景でしかない。この寒さでは、さすがに昼食を摂とる生徒の姿は見当たらなかった。咲弥にとっては、好都合と云えた。


    「あれは……梨理か？」


    　中庭の中央、待ち人の姿はすぐに見つかった。既に小こ春はるからの帰還指令は受けているらしく、コートを羽織り、通学鞄かばんを提さげている。声をかけようとして、咲弥は思い留とどまった。


    　梨理は誰だれかと向かい合っている。


    　その相手の姿を認めるなり、咲弥は硬直した。


    「水祭……甲きのえじゃないか！」


    　黒水晶の明めい眸ぼうに、大理石の膚はだ。雅みやびに流れる黒髪に、凜りん々りんと冴さえ渡る横顔。たとえ制服に身を包んでも、一千年の旧家の血を継ぎし姫君である。その威厳は隠しようもなかった。


    　賑にぎやかな校舎内とは対照的に、およそ人ひと気けの絶えた中庭にて、梨理と甲は静かに対たい峙じしている。両者とも微動だにしない。歩幅にして十歩程度の間合いを挟み、爛らん々らんと睨にらみ合っている。羅ら臼うすと瀬せ名なのときと同様、一触即発の気配を感じさせた。


    　甲きのえのほうは得え物ものを携たずさえている。なんの変哲もない竹し刀ない袋に覆われた武具だが、ただの竹刀だとは思えなかった。捜査資料に記されていた「銀ぎん露ろ梅ばい」かもしれないと、咲さく弥やは思った。


    　対照的に、梨り理りは丸腰のままだ。瀬せ名なは伸縮式の十じゆう字じ槍そうを振り袖そでの袂たもとに潜ませていたが、梨理には得物を常時携帯する習慣は無いらしい。鞄かばんの中に短剣くらいは潜ませているかもしれないが、その程度の得物で太刀打ちできるとは思えなかった。


    　ふと、咲弥は梨理の剣捌さばきを思い出した。確かに梨理は強い。道場で立ち合ったとき、もし梨理が真剣を振るっていれば、咲弥は頭部と両足を瞬時に切断されていただろう。結果はどうあれ、咲弥は一度、梨理に殺されている。


    　だが、いくら梨理が強くても、果たして水み祭まつり甲に敵かなうのだろうか。いや、それ以前に、梨理と甲がどうして睨にらみ合わねばならないのか。そう、まずは理由を問い質たださねばならない。


    　咲弥は決断するやいなや、無鉄砲に飛び出した。


    「おい、何をしている！」


    　咲弥が乱入したことで、極めて高度な領域で保たれていた均衡は破れた。咲弥は啞あ然ぜんとして立ち止まった。今の今まで、両者の間に横たわっていた空気の密度、その濃さに否いや応おうなく気づかされたのである。空気の色さえもが、変転したかのように思われた。


    　そう、梨理と甲は単に睨み合っていただけではなかった。傍はたから見れば静的な構図でも、両者はずっと、互いに居合っていたのだ。


    「お前は確か……御み室むろ咲弥だったかしら。何か用？」


    　乱入した咲弥を前に、先に口を開いたのは甲のほうだった。どうやら、咲弥のことは覚えてくれていたようだ。


    「悪いが、お前に用は無い。梨理、さっさと行くぞ」


    　水祭甲。いろいろと訊ききたいことはあったが、今は任務を優先せねばならない。そんな咲弥の思考とは裏腹に、甲は痛烈な叱しつ咤たを浴びせてきた。


    「その女に用ですって？　まさか、お前……刑事課からラ・バスに転属したっていうの？」


    「──っ！　どうしてラ・バスを知っている？」


    　その言葉で、甲は咲弥が本当にラ・バスの一員になったのだと悟ったようだ。露骨なまでに溜ため息いきを漏らすと、肩をすくめてみせた。


    「はっ！　とんだバカね！　大バカよ！　あれだけ酷ひどい目に遭わされたっていうのに、今度はラ・バスでハカナシの捜査ですって？　そんなんだから、彼氏いない歴＝イコール年齢なのよ！」


    　予期せぬ暴言に、咲弥は頰ほおのみならず、耳たぶまで真っ赤に染め上げた。


    「なっ！　何な故ぜそれを知っているっ!?」


    　甲は悪びれる風もなく、あっけらかんと答えた。


    「輝てる美みから聞いた」


    「あ、あいつめ……今度会ったらぶん殴ってやる！」


    「見れば見るほど、お前って〝特別天然記念物〟よね。それだけ美人なのに、恋人のひとりもいないなんて」


    「あたしはオオサンショウウオか！　だいたい、そういうお前はどうなんだ？　そこまで云いうからには、さぞかし恋愛経験は豊富なんだろうな？」


    　咲さく弥やの切り返しは思わぬ効果を生んだ。甲きのえはさも不機嫌そうにそっぽを向くと、弁解がましく告げた。


    「あ、あたしにはねぇ、頼りない弟を護まもるっていう責務があるのよ！　恋愛ごときにうつつを抜かしている暇ひまはないわ！」


    「ふん。大方、そんなとこだろうと思った。当面は、弟が恋人ってわけか」


    　今度は甲が頰ほおに灼しやく熱ねつを上らせる番だった。


    「ななっ、何を云ってるのよ！　あの子があたしの恋人だなんて、百年、いいえ、千年は早いわよ！」


    「百年とか千年とか云う前に、血が繫つながっているわけだが……いや、バカ話はここまでだ」


    　咲弥は「こほん」と咳せき払ばらいを挟むと、あまりに不毛な話題を強引に打ち切った。


    「水み祭まつり甲、お前はラ・バスを知っているのか？　その様子だと、梨り理りとも因縁浅からぬようだが……」


    「別に、梨理との間には大した因縁なんて無いんだけどね。ただし、天あま埜の瀬せ名なにはいずれ、お礼参りしてやるわよ」


    「あなたなんかが瀬名お姉ちゃんに敵かなうわけないわ。その前に、わたしがあなたを叩たたき潰つぶしてやるんだから」


    　両者の舌戦から、咲弥はだいたいの事情を察した。


    　要するに、水祭甲と天埜瀬名の間にはなんらかの因縁があって、甲は虎こ視し眈たん々たんと報復の機会を窺うかがっている。だが、瀬名を心から慕っている梨理にとっては、それが気に食わない。そんなふたりが、たまたま校内で顔を合わせてしまった。一触即発の状況が芽生えてしまったのも、必然というわけだ。


    「まったく、不愉快だわ。弟の勧めでこの学校に編入したまでは良かったんだけど、こいつが通っていることをすっかり忘れていたの。頭に来るわ」


    「あら、嫌ならいつでも辞めたらどうかしら？　誰だれも止めやしないし」


    「どうやら、ここに骨を埋うずめたいらしいわね」


    　甲はそう呟つぶやくと、すっと両りよう眼めを細めた。


    「髪の毛一本まで、野犬の餌えさにしてあげるわ」


    　梨理は梨理で、口上でも気き魄はくでも、一歩たりとも退ひいてはいない。互角に渡り合っていると云っていい。咲弥は内心、舌を巻いた。梨理の新たな一面を垣かい間ま見みた気分だった。陰気で寡黙な少女だとばかり思っていたのだが、相手によっては弁舌を振るうことも厭いとわないらしい。何やら新鮮な気分だったが、そんな気分に浸っている場合ではない。


    「水み祭まつり甲きのえ！　ここは一いつ旦たん、退ひいてくれないか？　あたしと梨り理りには、これから大事な会議が待っている。こんなところで油を売っている場合じゃないんだ」


    「大事な会議？　ふぅん……面白そうだわ。久しぶりに、あたしもお前達の事務所に顔を出してあげる。個人的に、気になることもあるしね」


    「いやいや、連れて行けるわけがないだろう？」


    「そんなはずないわ。どうしても納得できないって云いうのなら、今から石動いするぎに電話して確認すれば？　瀬せ名なでもいいけど」


    　意外な申し出に、咲さく弥やは面食らった。わざわざ石動や瀬名の名前を出したということは、ラ・バスとそれなりに通じているのかもしれない。


    「……解わかった」


    　咲弥は思案の末、甲を連れていくことに決めた。さも険悪そうに、一足一刀の間合いを確保しようとする梨理と甲を引き連れて、来客用の駐車場に引き返す。午後の授業が始まる直前ということもあり、駐車場に辿たどり着くまでの間、誰だれかに見み咎とがめられることはなかった。


    　咲弥はグラントゥーリズモＳの脇わきに立つと、梨理と甲を促した。


    「さ、乗れ」


    　そこで再び、梨理と甲が真っ向から衝突した。ふたり同時に、助手席の扉に手をかけようとしたのだ。


    「どういうつもり？　お前には後ろがお似合いよ」


    「そこはわたしの指定席よ。あなたこそ、後ろに行けばいいじゃない」


    　咲弥は頭を抱えると同時に、意外な感に打たれた。


    　以前、咲弥が放課後を見計らい、コンビニまで迎えに来た際、あれほど車に乗るのを嫌がっていた梨理が、今では甲と助手席を奪い合っているのだ。梨理の奴やつ、そんなにあたしの隣に座りたいのか……そんなことを考え、ついつい頰ほおが緩んでしまいそうな咲弥だったが、すぐさま思い直した。


    　そう、この車が咲弥のポルシェではなく、瀬名のマセラティであることを鑑かんがみれば、一目瞭りよう然ぜんではないか。要は、瀬名の愛車だからこそ、梨理は助手席を占拠したがっているのだろう。重要なのは、梨理にとっての指定席とは、マセラティの助手席を指すのであって、咲弥の隣席を意味するわけではないのだ。その凜りん冽れつとした外がい貌ぼうの割りに、意外と複雑な乙女心を抱えているらしい。


    　とりあえず、まずは両者を黙らせるのが先決だった。咲弥は思いっきり息を吸い込むと、雷鳴のごとく一喝した。


    「そ、こ、ま、で、だ！　お前ら、ふたりとも後部座席！」


    　凄すさまじい剣幕に、このときばかりは、梨理も甲もたじたじとなった。


    　　　　　　　†


    　咲さく弥やは軽快にマセラティを発進させると、校門をくぐり抜けた。後部座席にて、梨り理りと甲きのえは滑こつ稽けいなくらいに距離を空け、互いにそっぽを向いている。


    　ふと、咲弥は気づいた。甲の身体からだからも、瀬せ名なと同じく、白びやく檀だん香こうの匂においがふんわりと立ち上っているのだ。今どきの女子高生が纏まとうにしては、いささか渋い選択に思えた。


    　黒こく蒐しゆう院いん通りを走らせつつ、咲弥は気になっていたことを訊たずねた。


    「おい、水み祭まつり甲」


    　斜め後ろに向けて呼びかけると、甲はよほどご機嫌斜めらしく、嚙かみついてきた。


    「あぁもう！　いちいちフルネームで呼ばれるのは鬱うつ陶とうしいわ！　甲でいいわよ、甲で」


    「そいつはすまない。ところで、瀬名とお前はどういう関係なんだ？　お礼参りだなんて、随分と物騒じゃないか」


    「昔の話よ」


    　甲は車窓の外をぼんやりと眺めつつ、ぽつんと呟つぶやいた。


    「あの頃ころ、あたしはまだ五つかそこらの幼児だった。故郷を焼き討ちにされたあたしは、山奥で人目を忍ぶように暮らしていたの」


    「山奥って……五歳の子どもが、ひとりでか？」


    「ううん。白びやく蓮れんっていう相棒と一緒にね」
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    「変わった名前だな」


    「野生の獣だけどね。今は弟の守護を任せているわ」


    　真ま面じ目めなのか冗談なのか、咲さく弥やは判断に苦しんだ。ただし、水み祭まつり家の現当主である弟の守護を任せられるのだから、白びやく蓮れんとはよほど信頼できる相手なのだろう、とも思った。


    「まあ、山奥での生活はそれなりに楽しかったわよ。でもね、あたしが七つか八つの頃ころ……瀬せ名なが現れたの。当時の瀬名は、あたしのように故郷を追われたハカナシを討伐、あるいは捕獲する任務に就いていたの」


    「あの瀬名が……？」


    　瀬名の柔和な雰囲気と、討伐や捕獲という物騒な単語は、咲弥の耳にはあまりにも不釣り合いに響いた。


    「もしかして、お前も捕獲されたのか？」


    　咲弥の問いに、甲きのえは不ま味ずいものでも食べたような表情を浮かべた。


    「うっ……まあ、そうよ。いくらあたしでも、当時は剣もろくに振るえないガキだったんだもの。仕方ないでしょ？」


    「よく解放されたもんだな」


    「身元引受人が現れて、交渉してくれたのよ」


    「そんなことが……」


    　咲弥は自分がラ・バスという組織について、まだろくに知らないことを痛感させられた。築つき宮みや那な由ゆ多たへの処置が苛か酷こくだったせいか、ハカナシに対してはいっさいの容赦をしない組織だと思っていたのだが、相手によっては放免しているらしい。現に、水祭甲はこうして自由に歩き回っている。


    「その身元引受人ってのは、何者なんだ？」


    「あたしの同類よ。ただし、あいつは一千年の時間を生き抜いた〝神仙〟だけどね。癪しやくではあるけど、あいつが身元引受人になってくれたおかげで、あたしは拘束を解かれたの。その後、あたしは白蓮と一緒に全国各地を行あん脚ぎやして、剣の腕を磨いたってわけ」


    「どんなに磨いたところで、あなたが瀬名お姉ちゃんには敵かなうはずがないわ」


    　突然、梨り理りが陰気な調子でぼそりと漏もらしたので、甲は血相を変えた。車内の空気が一変したのを、咲弥は鋭敏に察した。


    「いい加減にしろ。どうしても決着をつけたいのなら、事務所に着いてからだ。ほら、あそこには道場だってあるしな。それと梨理、お前もいたずらに挑発するんじゃない」


    「「……解わかったわよ」」


    　ふたりの返事が見事に重なったので、咲弥は苦笑を浮かべた。当のふたりときたら、不覚にもユニゾンしてしまったことで、露骨なまでに嫌悪を剝むき出しにしている。甲がペッと唾つばを吐く真ま似ねをすれば、梨理は梨理で、わざとらしくハンカチを取り出すと、口くち許もとを頻しきりに拭ぬぐっている。片や旧家の姫君にしてハカナシ、片や特別捜査官でありながら、そのメンタリティは互いに年齢相応だと思われた。バックミラーを通じ、そんなふたりを眺めていたら、咲さく弥やは不思議と安あん堵どの念を抱いてしまった。つい、口くち許もとから微笑が零こぼれ落ちてしまう。


    「ところで、会議ってなんなのよ？　何か事件でも起こったわけ？」


    　甲きのえが訊たずねてきたので、咲弥は咄とつ嗟さに表情を引き締めた。しばし迷ったものの、甲になら話しても良い気がした。もし駄目な場合は、梨り理りが止めてくれるだろう。


    「あたしもまだ詳しくは聞いていないんだが、また女児の遺体が見つかった。状況から察するに、連続殺人だ。模倣犯の可能性は極めて低い」


    「ふぅん……その状況ってのは？　ラ・バスが出で張ばっているからには、並みの事件ってわけじゃないんでしょ？」


    　咲弥はバックミラーに視線を飛ばし、梨理の表情をちらりと窺うかがった。梨理は完全にそっぽを向いている。口止めするつもりはないらしい。


    　それ以上に、梨理の前で遺体の状況について安易に語って良いものやら、咲弥は苦渋の決断を強しいられた。とはいえ、これから職場に行けば、否いや応おうなく第二の殺人についての報告を聞かされる。梨理とて、それくらいは察しているはずだ。


    　咲弥はあえて、この場で遺体の状況を説明することに決めた。つい先ほど、電話にて小こ春はるから聞いた内容を脳のう裡りで反はん芻すうする。


    「マル害は全裸で放置されていた。致命傷は頸けい部ぶの刺[image: ]。両足首には索溝が認められた。一番の問題は、マル害には血液がほとんど残っていなかったという事実だ」


    「ふぅん。まるで吸血鬼にでも襲われたって感じね」


    「ああ、その通りだ」


    「それ以外に、目立った特徴は？」


    「そうだな……左手の薬指には、紅あかいリボンが結ばれていた。それが何を意味するかは、まだ解わかっていない」


    　その事実を告げた刹せつ那な、咲弥は確かに見た。


    　バックミラー越し、ほんの一瞬ではあったが、梨理の眉まゆが跳ね上がったのだ。咲弥は妙な違和感を覚えた。最初の会議にて、梨理がショックを受けたのは、遺体に血液が残留していなかった事実と、自分の血液嗜し好こう症を重ね合わせたからではなかったのか。


    　ところが、今はどうだろう。梨理は血液の話にはなんの反応も見せなかったくせに、リボンの件について言及された途端、明らかな反応を示したのである。


    　妙な疑念に取り憑つかれた咲弥だったが、そのとき、甲が急に身を乗り出してきたので、我に返った。


    「とんだ吸血事件ね。もしかして、吸血行為とハカナシになんらかの関連性を見み出いだした結果、あんた達が出で張ばったってわけ？　まったく、お笑い種ぐさだわ」


    「今の話だけで、何か解わかったのか？」


    　甲きのえは再びシートに背中を預けると、さも得意げに腕組みをした。


    「いい？　そもそも、どうして遺体の足首に索溝が残っていたのか。お前達たちはどう考えているの？」


    「それは……まあ、常識的に考えれば、マル害に逃亡されたら困るからだろうな」


    「それは、お前達の常識でしょ？　あたしの常識とは違うわ」


    「お前の常識ってのは、なんなんだ？」


    「あたしと白びやく蓮れんが山奥で暮らしていた頃ころ、食料は自給自足だったわ。山に棲せい息そくしている小動物なんかは、貴重なタンパク源だった」


    「おいおい……話が見えてこないな」


    「獲物を狩った後、あたしがまず最初に行ったのが、血抜きよ。肉を切ったとき、血がドバドバと流れるのを防ぐためにね。獲物の血を抜くときは、頸けい部ぶを切って、足を縛りつけて、木の枝から吊つり下げるの。これで解ったでしょう？　犯人は吸血鬼を連想させるために血を抜いたんじゃないわ。女児の肉を喰らうために血抜きを施したのよ」


    「おいおい、これがカニバリズムに関連した事案だとでも？　そもそも、犯人が女児の肉を食した形跡など見当たらなかったんだぞ？　遺体には致命傷となった刺[image: ]以外、特に目立った外傷は見られなかったんだ」


    「途中でなんらかの事情が生じて、遺体を棄てざるを得なくなった──ってのはどうかしら」


    「一度ならともかく、マル被は二度もマル害を遺棄している。どちらの遺体も欠損は見られない。その可能性は低いと云いわざるを得ない」


    「むっ……」


    　言葉に詰まった甲の脇わきで、梨り理りがぼそりと呟つぶやいた。


    「あなた、バカじゃないの？」


    「なんですってぇ！」


    　案の定、甲は全身の毛を逆立てた仔こ猫ねこさながら、梨理に喰くってかかろうとした。


    「いや、待て」


    　咲さく弥やは信号が青に変わると同時にアクセルを踏み込むと、甲に制止の声を放った。


    「何よ？」


    「カニバリズムは見当外れだろうが、甲の云うことも、あながち間違ってはいないんじゃないか？　特に、血抜きの件については収穫だと思う。実際、足首を縛って逆さ吊りにしたんだとすれば、血液が残留していなかった理由にもなる。今までは、過度な失血と索溝の関係を誰だれもが見過ごしていたわけだが、お前がふたつの問題を結びつけたんだ。室長に報告する価値はあるだろう」


    　咲弥の言葉に、甲はさも感心した風に、微笑を零こぼした。


    「へぇ。なかなか鋭いじゃない。見直したわ」


    「おだてたって何も出ないぞ。ただし、マル被がなんのために、手間暇ひまかけて血を抜いたのかは、やはり謎なぞのままだな。例えば、マル被が遺体を隠いん匿とくすべく、手始めに解体するつもりだったとすれば、事前に血を抜いておく理由にもなるんだが」


    「確かにそうね。遺体を切断する前に、血抜きの作業は欠かせないわ」


    「だが実際には、マル被は遺体を切断するもことなく、ただ放置した。さも見つけてくれと云いわんばかりにな」


    　それっきり、車内には沈黙の帳とばりが降りた。


    　職場に到着するまでの数分間、咲さく弥やは頻しきりにバックミラーで梨り理りの表情を窺うかがってみたのだが、あいにく、その氷塊じみた無表情からはなんの情報も読み取れはしなかった。


    　　　　　　　†


    　咲弥がビル一階の駐車場に乗り入れ、壁際のスペースに駐車するやいなや、梨理と甲きのえは我先にと降り立った。


    　性格こそ真逆だが、案外、似た者同士なのかもしれないな、と咲弥は思った。異類を討伐する立場にある捜査官と、ハカナシの姫君。種族も立場も違えど、今は同じ高校に通う女の子同士。別に仲良くしても罰ばちは当たるまい。ふたりが歩み寄れるような、なんらかのきっかけがあれば良いのだが……そこまで考えて、咲弥は苦笑を漏もらした。これではまるで、梨理の保護者ではないか。だが、咲弥は決して梨理の保護者ではない。あくまでも相棒である。梨理と甲の友好関係を望む前に、まずは咲弥自身が、梨理との間に信頼関係を築かねばならなかった。


    「相棒……か」


    　そう呟つぶやくと、咲弥はシートベルトを外し、車外に降り立った。梨理と甲は既にエレベーター付近に移動していた。一足一刀の間合いをさりげなく保ちつつ、相も変わらず睨にらみ合っている。そのとき、咲弥の脳のう裡りには「若いっていいな」というフレーズが自然と浮かんだのだが、もちろん口には出さなかった。それを云ってしまったら、自分が年増だと認めてしまうようなものだ。


    「……ん？」


    　咲弥がエレベーターに向かおうとした矢先だった。駐車場の出入り口から、確かに見覚えのある車が滑り込んできたのである。あのクーパーＳだった。クーパーＳは無謀なまでのドリフト走行を披露して、壁沿いにぴたりと駐とめた。四方をコンクリートで閉ざされた空間に、けたたましいブレーキ音が反響する。車体と壁面の距離、実に数センチメートル。とんでもない運転技術と云えた。


    　時を同じくして、チンという音と同時に、エレベーターの扉が開いたのだが、梨理も甲も突然の事態に呆あつ気けに取られたらしく、クーパーＳを凝視している。


    　やがてエンジン音が収まり、左右の扉が同時に開いた。運転席から降り立ったのは天あま埜の瀬名せな、助手席から転がり落ちたのは羅ら臼うす恭きよう一いち郎ろうだった。


    　咲さく弥や、梨り理り、そして甲きのえの姿を認め、涼やかに微笑ほほえんだ瀬名とは対照的に、羅臼は地面に両手両りよう膝ひざを突いたまま、目を回している。研究所で侮辱された恨みを、そのドライビング・テクニックで返したと云いったところか。穏和なように見えて、瀬名もなかなかやるな……と、咲弥は感服した。


    「あらあら、皆さん。お揃そろいで──」


    「天あま埜の瀬名ぁああああっ！」


    　刹せつ那な、甲が跳んだ。竹し刀ない袋を振り捨てるや、華麗に舞い上がる。抜刀。そして滑空。ぎらりとほとばしる白刃の輝きを流りゆう星せいに変えて、美しい放物線の軌跡、その終着点には瀬名が婉えん然ぜんと佇たたずんでいる。


    　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、甲が白刃を振り下ろす。戞かつ然ぜん。天には甲、地には瀬名。その狭間はざまで火花が散った。瀬名は懐ふところから取り出した得え物ものを水平に構え、甲の斬ざん撃げきを真っ向から受け止めていた。と同時に、瀬名が得物を起動させた。ばしゅっ！　という異音とともに、圧縮されていた空気が噴射され、段階的に伸長を始める。数秒と経たたぬ間に、単なる棒でしかなかった得物は、剣けん呑のん極まる十じゆう字じ槍そうに変へん貌ぼうを遂げていた。


    　甲はすかさず大上段に振りかぶると、地を蹴けった。裂帛の気合いをほとばしらせる。瀬名は諸もろ手てで槍やりを構え、甲の気き魄はくに逆らうことなく、流麗に受け流した。烈火のごとき甲とは対照的に、瀬名は流水の涼やかさを保っている。


    　両者、瞬く間に十じゆう合ごうを打ち合って、再び間合いを保つ。互いに平然として、息ひとつ乱してはいない。


    「なんて連中だ……」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたところで、咲弥は我に返った。そう、こんな私闘を許して良いはずがない。道場での試合ならまだしも、文字通りの真剣勝負である。室長に知れたら、なんらかの処分が下されても文句は云いえない。このまま傍観しているわけにはいかなかった。


    　とはいえ、あんなふたりの間に割り込むほど、咲弥は無謀ではなかった。武術の経験を積んだ咲弥だからこそ、瞬時に察することができた。あれほどの剣風に巻き込まれれば、人体など瞬時に挽ひき肉にくと化してしまうだろう。


    「そうだ、梨理……！」


    　咲弥は咄とつ嗟さに、梨理の名前を呼んだ。自分よりも在籍期間の長い梨理なら、このような状況にも慣れているのではと期待したのだ。


    　ところが、梨理の姿は影も形も見当たらない。こんな大事に、どこへ行方をくらましたというのか。咲弥は忌いま々いましげに舌打ちすると、仕方なく羅臼の許もとに駆け寄った。羅臼はようやく車酔いから回復したらしく、クーパーＳの脇わきで立ち上がったところだった。


    「おい、羅臼！　どうやったら、あのふたりを止められる？」


    「そんなこと云いわれてもぉ……。ほら、前にも云ったでしょう？　あたしだって、ラ・バスじゃ咲さく弥やちゃんと同じく新米なんだから」


    「……そう云えば、そうだったな」


    　そうこうしているうちにも、甲きのえと瀬せ名なは丁ちよう々ちよう発はつ止しと打ち合っている。金属と金属が打ち鳴らされるたび、青い火花が蝶ちようのごとく舞った。瀬名が渾こん身しんの突きを繰り出す。甲はひらりと跳躍してかわすと、クーパーＳの屋根に着地した。劇はげしい衝撃を吸収した車体が震動する。


    「ちょっ！　あたしの車よぉ！」


    　羅ら臼うすがクレームをつけると同時に、瀬名は猛然と槍やりをしならせるや、その穂先を一気に跳ね上げた。風が逆巻いて、空気が爆はぜるような轟ごう音おんが鳴り響いた。甲は再び跳躍した。足あし許もとから迫り来る槍をひらりとかわし、軽やかに着地。その直後、クーパーＳが真っ二つに断ち切られ、不格好な残ざん骸がいと化した。


    「いやぁあん！　あたしの可愛かわいいクーパーちゃんがあっ！」


    　羅臼が悲ひ愴そうも露あらわに絶叫したが、誰だれも意に介さなかった。


    「ふん……あの天あま埜の瀬名が、この程度？　随分と腕がなまったもんね」


    　ゾッとするほど艶あでやかに、甲が笑んだ。


    　甲の意図を摑つかみかねた咲弥は、衝動的に訊たずねていた。


    「おい、甲！　お前は何か知っているのか？　だからこそ、ここまでノコノコと付いてきたんだな？」


    　咲弥の問いに、甲は得意満面に頷うなずいた。


    「実は昨日、あたしの家に妙な手紙が届いたの」


    　甲は懐ふところに手を突っ込むと、無造作に封筒を取り出した。白地のオーソドックスな封筒だった。甲は軽く手を振ると、投とう擲てき用のナイフよろしく、その封筒を咲弥の胸元目がけて投げ放ほうった。虚を突かれたものの、咲弥は一直線に飛んできた封筒を受け止めた。三つ折りにされた便せんを取り出す。こちらもまた、どこの文房具店でも売っているような、地味な便せんだった。宛名も、水み祭まつり家の住所も、差出人名も記されてはいない。何者かが水祭家の郵便受けに投げ込んだのだろう。


    「なんだ、これは……？」


    　活字が印刷された書面を一いち瞥べつするなり、咲弥は唸うなった。


    



    　天　埜　瀬　名　は　姥うば　皮かわ


    



    　文字はたったそれだけである。白地のほうが圧倒的に多い。


    　わなわなと震える咲弥を、甲は満足そうに眺めやった。


    「あまりに胡う散さん臭い手紙だけど、あたしには聞き捨てならない内容だった。瀬名を叩たたきのめすのは、このあたし以外にあり得ない。絶対に一泡吹かせてやらないと、気が済まない相手なのよ」


    　甲きのえは大気の分子をも破断しかねぬ勢いで愛刀を振り上げると、瀬せ名なに突きつけた。


    「だけど、手紙の内容が本当ならば、天あま埜の瀬名はもう、殺されていることになる──」


    「出で[image: ]たら目めを云いわないで！」


    　その峻しゆん烈れつな言葉に、誰だれもがエレベーターのほうを振り返った。ちょうど梨り理りがエレベーターを飛び出してきたところだった。腰には革ベルトを巻き、大小の二刀を提さげている。太刀は朱塗りの鞘さやに、小太刀は白塗りの鞘に納められていた。甲が手にした飾太刀ほどの絢けん爛らんさは皆無で、寧むしろ武骨な印象を与えるが、紅と白の鞘が為なす鮮烈な対比に、咲さく弥やは思わず眼めを奪われた。


    「あなたは、そんな胡う散さん臭い手紙を真に受けたって云うの？」


    　梨理の糾弾に、甲は何ら動ずることなく応じた。


    「別に、真に受けたわけじゃないわ。ただ、手間暇ひまかけてこんな手紙を送ってよこしたからには、何か意味があるはずだとは思った。だからこそ、試すことにしたのよ。十じゆう合ごうも打ち合えば解わかるわ。そいつは紛れもなく、天埜瀬名の皮を被かぶった偽物よ。いくら生前の記憶や能力を引き継いでいるとはいえ、あの瀬名を完かん璧ぺきに再現するのは、さすがに荷が重すぎたようね」


    「噓うそよ！　瀬名お姉ちゃんが殺されるはずないでしょうっ！」


    　梨理は駄々っ子のように叫ぶと、大地を蹴けった。一直線に疾駆しつつ、まずは太刀、続けて小太刀を抜く。十字に構え、甲との距離を一気に詰めた。道場ではあれほど冷静だった梨理が、今では我が武む者しや羅らに猛進している。自分を見失っているのは明らかだった。


    　一方、甲は逆に冷静を保っていた。唇くちびるには痛烈な嘲ちよう笑しようさえ浮かべている。梨理の二刀を見て取るや、腰に提げていた鞘を左手に構えた。梨理の二刀に対し、一刀と鞘で応戦するつもりなのだ。


    　梨理の小太刀は武器のようで、その実態は楯たてである。さらに云えば、熊くま手でに近い役割をも担っている。不用意に一刀で打ちかかった者の末路は、容易に想像がついた。唯一の得え物ものを左手の小太刀で防がれ、絡め取られた挙げ句、右手の太刀で一突き。それで勝負は決する。ならばこそ、甲は小太刀への対抗策として、鞘を握った。冷静な判断だと云えた。ハカナシならば己の不死性を頼りに、力押しで攻めることも可能なはずだが、甲にそんな意図は微み塵じんもないようだ。甲はヒトやハカナシといった種族に関係なく、あくまでもひとりの剣士として、梨理に対抗するつもりなのだろう。


    　鞘と小太刀が絡み合う。太刀と太刀が弾はじき合う。互いの刃先が描くは、どれも一撃必殺の軌跡。五合、十合、二十合……汗と火花を散らして打ち合うたびに、咲弥は両者の膚はだから鮮血が噴き上がる光景を幻視した。


    　三十合も過ぎた頃ころ、互いの力量差が少しずつ、眼めに見えるようになってきた。梨理と甲の間には、決定的な差があった。一撃の重さである。甲が放つ圧倒的な斬ざん撃げきの重量は、梨理に決定的な差を強しいていた。


    　事実、梨り理りは明らかに消耗している。息が上がる寸前なのは自明だった。動きも鈍っている。毛先や制服の裾すそなどを、すっぱりと斬きられる場面が増えている。


    　刹せつ那な、非常口の扉が開け放たれた。


    「水み祭まつり甲、そこまでだ！　刀を納めろ！」


    　漆しつ黒こくのタクティカル・スーツを纏まとった和泉いずみ貴たか顕あきらが、アサルト・ライフルを構えていた。警視庁の捜査一課出身という経歴に似合わず、草食動物的な風ふう貌ぼうの和泉だが、そうして銃器を構えてみると、意外と様になっている。得え物ものは研究所の警備員が装備していたのと同じく、ＦＡＬだった。無論、弾倉には七・六二ミリ口径のAgNO[image: ]アンプル弾がフル装そう塡てんされているのだろう。


    　咲さく弥やは安あん堵どした。どうやら、一階の騒ぎは九階の事務所にも届いているらしい。梨理が自分の刀を持ち出したことで、小こ春はるあたりが異変を察知してくれたのだろう。


    「……ったく、野暮な連中ね」


    　甲は下等動物でも見るような表情で呟つぶやくと、溜ため息いき交じりに納刀した。


    「これで満足？」


    「ああ。そのままじっとしていろ。館たち花ばなも退ひくんだ」


    　和泉の厳然とした言葉に、梨理は肩で息をしつつ、双刀を納めた。梨理としては、甲が瀬名に対する戦意を失えば良いのだから、異論は無いのだろう。


    「……あたしを拘束するつもり？　あの頃のように」


    　自じ嘲ちよう気味に訊たずねた甲に応じたのは、新たな声だった。


    「それは、甲さんの心がけ次第ですよ」


    　和泉に引き続き、非常口から現れたのは、なんと分析官の高たか牧まき小春だった。なまじゴシック・ロリータ調のドレスを着用しているだけに、違和感に満ち溢あふれている。その上、左手にはモバイルＰＣを携たずさえている。甲に語りかけながらも、怜れい悧りそうな眼まな差ざしは液晶ディスプレイに注そそがれている。


    　小春が現れると同時に、出入り口の防火シャッターが下りた。無論、水祭甲の逃亡を防ぐべく、小春が操作したのだろう。逃げ道を封鎖されたわけだが、甲が動揺を見せることはなかった。


    　出口の封鎖を見届けた小春の眼差しが、ふいに瀬せ名なを射い貫ぬいた。


    「甲さんから何か云いわれたようですが、何も気にしないで下さい。我々ラ・バス一同は、瀬名さんを仲間だと信じていますから」


    　小春の天真爛らん漫まんな言葉に、瀬名は安あん堵どの笑みを漏もらした。


    「ありがとうございます、小春さ──」


    　刹那、耳みみ許もとで大太鼓を打ち鳴らされたかのような、壮絶な音が響き渡った。銃声というよりは、砲声に匹敵する低音だった。ほんの一瞬ではあったが、咲弥は聴覚が麻ま痺ひしたような感覚を無理やり味わわされた。


    　そんな不愉快さも、次の瞬間には吹き飛んだ。


    「なっ……！」


    　咲さく弥やは信じがたい光景を目の当たりにした。


    　和泉いずみと小こ春はるの保護を受け、さも涼しげな表情で佇たたずんでいた瀬せ名なの左腕が、瞬時に弾はじけ飛んだのである。


    　宙に舞う鮮血の、繚りよう乱らんたる深しん紅くの花に導かれ、振り袖そでの切れ端を纏まとい付かせた生腕は、さながら蝶ちようのようにふわりと舞った。流麗とも幾何学的とも云いえる放物線を描いて、咲弥の足あし許もとに落下する。びちゃり、と生々しい音がした。呆ぼう然ぜんと立ちすくむ咲弥のブーツに向けて、紅あかい飛沫しぶきが撥はねた。


    「瀬名お姉ちゃん！」


    　梨り理りが顔面蒼そう白はくとなって絶叫した。苦く悶もんに喘あえぐ瀬名の許へ、ただちに駆け寄ろうとしたのだが、和泉が制止の声を放った。


    「動くな、館たち花ばな！　そいつはもう、瀬名さんじゃない！」


    「何を云いっているの？」


    　なおも戸惑う梨理に、新たな声がかかった。


    「ったく……いくら偽物とはいえ、瀬名さんの腕を吹き飛ばすことになるなんてなぁ。寝覚めが悪くてやってられんぜ」


    　壁際に駐車されているミニバンの陰から、のっそりと姿を現したのは、神こう賀がヴィタントニオ一かず寿としだった。和泉と同様、黒のタクティカル・スーツを着用している。その足許には、ハンガリー軍が制式採用とした遠距離狙そ撃げき銃、ゲパード社のモデル１パワー・スナイパー・ライフルが設置されていた。おそらく、梨理と甲きのえが劇はげしい攻防を繰り広げている間に設置したのだろう。驚くべき隠密行動と云えた。


    「お、お前達……いったい、どういうつもりなんだ？」


    　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた咲弥の背後、つかつかと歩み寄ってきた神賀が、瀬名の左手を無造作に拾い上げた。その切断面からはだらだらと血潮が垂れ落ちて、コンクリートの床面に深紅の池を象かたどった。


    「……見ろ。姥うば皮かわだ」


    　神賀は事も無げに、生腕を包み込む皮をぺろりと剝はぎ取った。


    「──っ！」


    　咲弥は喉のどの奥で悲鳴をあげるや、硬直した。あたかも、腕が二本に増えたような錯覚すら覚えた。それほどまでに、元の腕をぴったりと包み込んでいた姥皮は、高い精度を誇っていたのである。


    「瀬名さん、残念です」


    　小こ春はるが再び瀬せ名なに語りかけた。


    「……どうして、バレたのかしら？」


    　もはや観念したのか、瀬名の皮を被かぶりし者は、襦じゆ袢ばんの切れ端で左腕を縛り、止血をほどこしながら訊たずねた。


    「発端は、咲さく弥やさんと電話で話していた際、私が感じた違和感でした。咲弥さんは、瀬名さんが外出許可を取ったと云いってましたが、石動いするぎ室長に訊ねてみても、許可を出した覚えはないそうです。不審に思った私は、例の研究所のセキュリティ・システムにハッキングして、監視カメラの映像を入手したのですが、そこで思わぬ事実が判明しました。記録されていた映像が、どれも巧妙に偽装されていたのです。私よりも一足先に、何者かがハッキングを仕掛けていたようですね」


    「なんだって？　じゃあ、あたしと瀬名が地下施設に入ったときの映像も……？」


    　小春は真顔で頷いた。


    「ええ、過去の映像が上書きされていました。咲弥さんと瀬名さんのみならず、羅ら臼うすさんの姿さえ映ってはいなかったのです。私はさらに侵入を続け、上書きされる前の映像をゲットしました。瀬名さん？　あなたは咲弥さんが地下施設を出る寸前、背後から襲おうとしましたね？」


    　小春はモバイルＰＣの向きを横方向に反転させると、液晶ディスプレイの映像を一同に突きつけた。天井から撮影された映像だった。今しも室外に出ようとしていた咲弥の背後に、足音を忍ばせて歩み寄る瀬名。あろうことか、右手には銀色の懐剣が握られていた。咲弥はゾッとした。異様な殺気を感じたあのとき、瀬名は咲弥を刺すつもりだったというのか。


    「このとき、ふたつの偶然が発生しました。ひとつは咲弥さんが咄とつ嗟さに背後を振り返り、銃を突きつけてきたことです。瀬名さん、あなたは咲弥さんを侮あなどっていましたね。もうひとつは云うまでもなく、羅臼さんがひょっこりと姿を現したことです。羅臼さんは正式な外出許可を得た上で、あの研究所を訪れていました。当然、あの場で羅臼さんまで殺害してしまっては、足がつく可能性があります。そう考えたあなたは、咲弥さんの殺害も諦あきらめたのではないですか？」


    「瀬名……お前は本気で、あたしを殺すつもりだったのか？　だが何な故ぜだ？」


    　そのとき、咲弥の脳のう裡りでフラッシュバックしたのは、築つき宮みや那な由ゆ多たの言葉だった。


    　──あなたの皮膚は、さぞかし着心地が良さそうですこと。


    「……まさか！　お前はあたしを姥うば皮かわにするつもりだったのか？　ハカナシに対面させてやるとかなんとか、そんな口実であたしをおびき寄せておいて……」


    　咲弥は震える手で銃を抜くと、安全装置を解除して、瀬名の胸元に照準を定めた。瀬名は凄せい艶えんな妖よう笑しようを漏らすと、頰ほおに附ふ着ちやくした己の血をぺろりと嘗なめ上げた。


    「うふふふふ……どうやらわたくし、本当にあなたがたを侮っていたようですわ。では、ご機嫌よう」


    　瀬せ名なは泰たい然ぜん自じ若じやくとして答えると、防火シャッターの下りた出口に向けて駆け出した。あの十じゆう字じ槍そうを以もつて、シャッターを突き破るつもりなのだ。


    　そうはさせじと、甲きのえが抜刀して追いすがる。和泉いずみがＦＡＬを連射する。神こう賀がもサイドアームのコルト・ガバメントを抜いて、瀬名の足あし許もとを狙ねらい撃つ。


    　だが、瀬名は負傷のハンデをなんら感じさせなかった。夜や叉しやさながらに黒髪を振り乱し、猛進を続ける。まるで背中に眼めでもついているのか、ひらり、ひらりと弾雨をかわす。


    　数秒と経たたぬ間に、瀬名は防火シャッターの前に辿たどり着いた。刹せつ那な、その足がぴたりと止まった。


    「瀬名お姉ちゃん……噓うそでしょう？　お姉ちゃんは、お姉ちゃん……だよね？」


    　いつの間にか、梨り理りがシャッターの前に立ちはだかっていた。一応、双刀を構えてはいるものの、顔面蒼そう白はく、膝ひざ頭がしらはがくがくと震えている。左手の小太刀などは、今ではもう、ただの飾りにしか見えなかった。


    「バカっ！　何してるっ！」


    　咲さく弥やが血塊を吐き出すように叫んだ刹那、瀬名の十字槍が閃ひらめいた。


    「梨理ぃっ！」


    　時間が音をたてて凍りついた。


    　瀬名の突きに呼応して、梨理も咄とつ嗟さに右手の太刀を振るったのは、生物としての防衛本能だったのかもしれない。しかし、その太刀の切っ先は、虚むなしく空くうを切った。一方、瀬名が繰り出した十字槍は、梨理の脇わき腹ばらを鋭く抉えぐっていた。


    　瀬名は能面さながら、表情ひとつ変えはしなかった。土壌に突き刺した鍬くわを抜くような手つきで、あまりにも無造作に、槍やりの穂先を引き抜いた。


    　たちまち、梨理の腹部からどくどくと血潮が溢あふれた。梨理は苦く悶もんの相を浮かべ、太刀も小太刀も落とした。腹部を押さえつつ、がくりと両膝を突いた。額ひたいに脂汗を浮かべたまま、しかし、その視線は瀬名の貌かおを捉とらえたままであった。


    「どうして……瀬名お姉ちゃん……？」


    　どさりと倒れながらも、梨理は鮮血に染めた手を懸命に伸ばした。その震える指先が、瀬名の履いたブーツに触れた。


    　刹那、瀬名の腹部に異変が起きた。先ほど梨理の斬ざん撃げきを受けた和服が、今になって思い出したかのように、斜め一いつ閃せんの斬きり口を露あらわにしたのだ。斬り裂かれた帯がはらりと足あし許もとに落ちる。斬ざん撃げきの余波はなおも留とどまらず、着物の前が開く。内に着込んだ長襦じゆ袢ばんの前までもが、同様に開いた。


    　ぬめるような質感の、不自然なほどに白い膚はだが覗のぞいた。豊満な乳房の谷間から、艶なまめかしい下腹にかけて、まっすぐに縫ぬい付けられた金こん色じきの金属片が認められた。


    　その意匠を、一言で形容するならば──。


    「ファスナー……」


    　咲さく弥やは喘あえぐように、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    「あらあら。見苦しいものをお見せしたわね」


    　瀬せ名なは苦笑交じりに呟くと、十じゆう字じ槍そうを連続して振るった。灰色のシャッターが十文字に破断され、吹き飛んだ。


    「──また、会いましょう」


    　咲弥の耳には、瀬名がそう呟いたように聞こえた。我に返った神こう賀がと和泉いずみが銃撃を再開したときにはもう、瀬名の姿は霧消していた。


    「梨り理り！　梨理っ！」


    　咲弥は血ち溜だまりの中に横たわる梨理の許もとに駆け寄ると、何度も、何度も呼び続けた。


    　梨理は目ま蓋ぶたを閉ざしたまま、何も答えはしなかった。
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    　　伍　屋根裏の二處しよ女じよ


    



    「今日から館たち花ばなさんも、ここの家族の一員ですからね」


    　タクシーを降りると、でっぷり太った女はそう云いって、梨り理りの背を優しく押した。その柔らかな手が伝える温ぬくもりは、しかし、梨理には物理的な熱量でしかなかった。どこまでも灰色な寒空よりもなお、梨理の心は陰々と冷え切っていた。今から一時間ほど前、児童相談所を出てタクシーに乗り込む寸前、この太った女は確かに名のったはずだが、その名前すらとっくに忘れ果てていた。


    　梨理は物憂げに、眼めの前の門を見上げた。門には「埋もれ木の家」と刻まれたプレートが、今にも朽ち果てそうな風情で吊つるされていた。門の向こうには、様々な遊具が設置された庭があった。ぶらんこ。滑り台。ジャングルジム。砂場。さながら、児童公園の様相を呈していた。


    　そのさらに向こうには、三角屋根の洋館がひっそりと佇たたずんでいた。古い建物なのは一目瞭りよう然ぜんだった。今にも崩れ落ちそうな脆もろささえ感じさせた。こちらに向けて傾斜した屋根には、真四角の天窓が備わっていた。その天窓だけは、不思議と立派に映った。


    　梨理はそれらの光景から眼を離すと、女に手を伸ばした。


    「ん？　どうかした？」


    　女はお節介な性格らしく、梨理のランドセルをずっと提さげていた。本人は親切のつもりなのだろうが、梨理にとってはありがた迷惑以外の何ものでもなかった。


    「それ、わたしが持ちますから」


    「あらあら、気を遣ってくれているの？」


    「ママが買ってくれたランドセルだから、自分で持ちます」


    　梨理の断固とした言葉に、女は何かを悟ったように、慌ててランドセルを渡してきた。梨理は無言で、母の甘い残り香を宿したランドセルを背負った。


    　小学校に入学する直前、梨理は生まれて初めて、ママと一緒にデパートで買い物をした。ランドセル売り場では、定番の赤と黒だけではなく、色取りどりの製品が並んでいた。まるでお花畑のよう……と、梨理は感激で胸をいっぱいにした。


    　その反面、どの色を選ぶのかには、随分と時間を費やす羽目となった。鶴つるの一声を放ったのは、ママだった。優柔不断な梨理が、うんうんと唸うなって決めあぐねていた最中、突然、ママが「これ可愛かわいい！」と叫んだのだ。ママが指差したのはピンク色のランドセルだった。梨理も一目で気に入った。


    　まだ小学二年生で、なおかつ平均身長を随分と下回っている梨理にとって、そのランドセルは今でもなお、大きく感じられた。


    　──身体からだが大きくなったら、ちょうど良くなるから。それまでの辛抱よ。


    　ママはそう云いって、梨り理りを慰めてくれた。


    　あいにく、ママが梨理の成長ぶりを見届けることはなかった。


    　昨年のクリスマス。過労が祟たたり、帰宅途中に道端で倒れたママは、夜中に四時間ほど放置された。近隣住民は皆、家の中で過ごしていた。誰だれひとりとして、倒れたママに気づいてはくれなかった。ただ、それだけのことだった。


    　ママは真っ白な雪に埋もれた状態で、鼓動も呼吸も止めていた。


    　そんなママを発見したのは、外ほかならぬ梨理だった。ママの帰りがあまりにも遅いので、梨理は一度も破ったことのない門限を、あえて破ったのだ。牡ぼ丹た雪ゆきがひらひらと舞い落ちていた。この地方ではあまり雪は降らないと、ママが云っていたのを思い出した。ママは出勤する間際、笑顔で云った。一緒に雪だるまを作ろうね、と。


    　朝の時点では、梨理はママと一緒になってはしゃいでいた。なのに、夜となった今ではもう、それが遠い昔のように思えた。白い紗しやのかかったような視界といい、不安定な足あし許もとといい、膚はだを刺し貫くような冷たさといい……すべてが忌いま々いましく思えた。


    　厳格な門限を定められていた梨理にとって、夜の街は畏い怖ふの対象でしかなかった。それでも、ママを迎えに行きたいという気持ちが勝った。市営団地の敷地内から道路に飛び出す寸前、「引き返すなら今のうちよ」という声が脳のう裡りをよぎった。「ママとの約束を破るつもりなの？」という声もよぎった。


    　躊ちゆう躇ちよは一瞬だった。


    　ママを捜したい、ママに会いたい、一緒のお布団で眠りたい……そんな気持ちを胸に、梨理は出入り口の門をくぐり抜けた。


    　直後、梨理は砂袋のように重たげな物体に躓つまずいて、劇はげしく転倒した。その拍子、ずっと差していたビニール傘が手を離れ、路傍に転がった。傘は一陣の突風に煽あおられて、用水路の向こう側、積雪に覆われた畑のほうへ飛んでいった。


    「いたた……」


    　自分が何に蹴け躓いたのか、梨理は判断に苦しんだ。ここは通い慣れた通学路でもある。障害物の存在自体が、あまりに不可解だった。誰だれかがゴミ袋を置き去りにしたのだろうか……そんなことを思い、梨理はよろよろと起き上がった。忌々しげに背後を振り返った。


    　そして息を呑のんだ。


    「ひっ！」


    　誰かが俯うつぶせに倒れていた。半ば雪に埋もれて、微動だにしない。それが大好きなママなんだと気づくのに、数秒を要した。ママは右手を懸命に伸ばして、左の頰ほおを雪に埋もれさせていた。梨理は衝動的に、その手を諸もろ手てで握り締めた。ひんやりと固い、灰色の石像を思わせる右手だった……。


    



    「館たち花ばなさん？　どうかしたの？」


    　先導していた女に声をかけられ、梨り理りは我に返った。いつの間にか、洋館の玄関先に足を踏み入れている。女はやたらと背の高い扉を開け放つと、梨理を迎え入れた。


    　扉の向こう側では、ひとりの女の子が静かに佇たたずんでいた。後光にも紛まごう艶つややかな髪、凜り々りしく整った濃い眉まゆ、眦まなじりの切れ上がった双そう眸ぼう、彫りの深さを感じさせる鼻び梁りよう。背筋はぴんと伸びて、小こ脇わきには見るからに重たげなハードカバーを抱えている。


    　互いに視線を交わし合った刹せつ那な、梨理は奇妙な確信に射い貫ぬかれた。


    　そう、手を伸ばせば届く距離で対たい峙じして、さりげなく視線を交わし合った瞬間、梨理はなんの脈絡も無く、この人だ……そう思ったのだ。それは揺るぎない確信だった。未来を閉ざしていた灰色のヴェールに、銀色の光条が射し込んだかのような気がした。それは決して鮮烈な太陽の光ではなく、淑しとやかな月の光。


    　たった今まで、自分は世界で一番の不幸者だと思っていた。大好きなママを亡くし、頼れる親族も無く、天涯孤独と成り果てて、あれよあれよと云いう間に、こんな山奥の施設に連れて来られた。児童相談所では、何度か父親について訊たずねられたが、梨理が物心ついたときにはもう、父親の姿は無かった。ママも生前、父の話は一度たりともしなかった。父がママと自分を捨てたのか、あるいは、父も既に他界しているのか……児童相談所のほうでも、八方手を尽くして調べてくれたそうだが、結局、何も解わからずじまいだった。


    　これが不幸じゃなくてなんだというのだろう。これから先、どんな出会いがあるのかは、梨理には想像もつかなかった。だが、誰だれとも仲良くなれないのは確かだった。こんな自分に誰かと仲良くなるという資格なんて無いのだと、勝手に思い込んでいた。


    　そう、梨理はあんなにも大好きだったママを足あし蹴げにした挙げ句、ゴミ袋と間違えた。それ以前に、ママがあんな死に方をせざるを得なかったのは、外ほかならぬ自分のせいだという負い目があった。その負い目は傷となって、梨理の胸に深く、あまりに深く根付いていた。


    　なのに、今はどうだろう。


    　その女の子と邂かい逅こうを果たした時点で、梨理は自分が不幸という名の軛くびきから解放されたことを、直観的に理解したのだった。二度、三度と視線を交わせば交わすほど、「ああ、この人なんだ」という想おもいは強く、大きく膨ふくらんでいった。


    　教室では生来の気弱が祟たたって、常に周囲の顔色を窺うかがってばかりだった。今にも嫌われるかもしれない、仲間外れにされるかもしれない……梨理はそんな風に、怯おびえる日々を送ってきた。なのに、不思議と、その女の子に対しては、なんの恐れも抱かずに済んだ。あるいは、その子の圧倒的な存在感こそが、梨理の胸から余計な恐怖を取り除いたのかもしれなかった。


    「あらあら、小お椋ぐらさんじゃない。わざわざ出迎えに来てくれたのね」


    　小椋さんと呼ばれた女の子は、怜れい悧りな眼まな差ざしを梨理に向けた。


    「はい。わたしにとって、初めてのルームメイトですから」


    　淀よどみなく答えた女の子の言葉に、よほど感銘を受けたらしく、太った女は胸の前でポンと両手を打ち鳴らすと、満面に笑みを浮かべた。


    「じゃあ、この子をあなたのお部屋まで案内してくれる？　小お椋ぐらさんと相部屋なら、私も安心だわ」


    　女はさもご機嫌な様子で、太った身体からだを揺すりつつ、梨り理りの視界から姿を消した。


    「小椋ミシカよ」


    　女の子が梨理に向けて、そっと手を差し出した。釣られるように手を伸ばした梨理は、ミシカの後光に触れた気がした。


    　──小椋ミシカ。


    　その名は深く、どこまでも深く、梨理の胸に刻み込まれた。


    　　　　　　　†


    　天あま埜の瀬せ名なの槍やりに腹部を刺された梨理は、職場からほど近い市立病院で手術を受けた。名医による執刀と最新の医療設備を求めるなら、やはり黒こく大だい医学部附ふ属ぞく病院が最良の選択ではあったが、あいにく黒大のキャンパスは市の郊外に位置する。移動に余計な時間を費やすよりは、一刻も早く手術を受けさせるべきだと救急隊員は判断し、救急車は市立病院に乗り付けたのだった。


    　担当医によれば、夥おびただしい出血とは裏腹に、傷自体はそれほど深いものではなく、腸もほとんど傷ついていなかったという。命にも別状は無いらしい。咲さく弥やをはじめ、ラ・バスの面々は心から安あん堵どした。


    　手術を受けた翌日には、梨理の身柄は集中治療室ＩＣＵから個室に移された。診察に当たった医師は、術後の経過は良好だと太鼓判を捺おした。


    　咲弥は自ら室長に申し出て、梨理の傍そばに残った。扉の外では、神こう賀がと和泉いずみが交代制で警護の任に就いている。


    　窓は遮光カーテンに閉ざされて、薄暗い部屋の奥、梨理は昏こん々こんと眠り続けていた。


    　あまりに静せい謐ひつな寝顔だった。まるで納のう棺かんされたビスクドールのようだと、咲弥は思った。時折、本当に呼吸をしているのだろうかと、そんな不安に駆られた。そうした不安に襲われるたび、咲弥は梨理の唇くちびるに耳を近づけて、その幽かすかな息吹を感じ取った。


    　改めて、咲弥は梨理の寝顔をまじまじと見つめた。


    「……黙って寝ていれば、可愛かわいいんだけどな」


    　つい、そんな軽口を叩たたいてしまい、苦笑する。こうして笑うことができるのは、心に余裕が芽生えた証拠でもあった。昨日の時点では、咲弥は梨理の無事を祈るあまり、我を見失っていた。こうして平穏な朝を迎えられただけでも、僥ぎよう倖こうなのだと思う。


    　安心して気が緩んでしまったのか、突如、咲弥は劇はげしい眠気に襲われた。思い起こせば、昨夜は一睡もしていなかった。


    　咲さく弥やは糸を切られたマリオネットさながら、梨り理りの枕まくら元もとに突っ伏した。


    　そのまま、すやすやと寝息を立て始めた。


    　　　　　　　†


    　小お椋ぐらミシカに宛あてがわれていたのは、屋根裏部屋だった。


    　屋根の傾斜に沿って、天井は緩やかに傾かしいでいるものの、そこは梨理がそれまで抱いていた屋根裏部屋のイメージとは多分に懸け離れていた。予想以上の広さがあるし、蜘く蛛もの巣だって見当たらない。梨理が諸もろ手てを広げても足りないくらい大きな天窓のおかげで、採光だって充分すぎるほど確保されている。


    　梨理の新しい生活は、その屋根裏部屋から始まった。


    　ミシカは不思議な女の子だった。抗しがたい魅力、そして迫力を醸かもし出していた。意地悪なことで有名な、一部の上級生でさえ、ミシカにだけは友好的な笑顔を向けるのだった。


    　そんなミシカの翼よく下かから、梨理は一時たりとも離れることはなかった。施設ではもちろんのこと、転入したばかりの学校でも、ミシカの陰に隠れるようにして過ごした。


    　一方、ミシカもまた、常に梨理を手て許もとに置くように心がけた。まるで、それが当然であるかのように。


    　いつしか、梨理は周囲からミシカの腰こし巾ぎん着ちやく、あるいは金魚の糞ふんなどと呼ばれるようになった。その手の陰口を梨理は敏感に察していたが、なんとも思わなかった。ミシカさえ傍そばに居てくれれば、他ほかには何も要らなかった。


    



    　ミシカと梨理。ふたりの運命を決定づける出来事が起きたのは、梨理が三年生に進級し、母親のいない日常、施設における集団生活、新しい教室……それらに少しずつ順応しつつある矢先のことだった。


    　その夜もミシカは梨理のベッドに潜り込んできた。天窓から降り注ぐ月華を浴びたミシカの姿は、さながら夜空から舞い降りた天使のようだった。いつの頃ころからか、ミシカはこうして、梨理とベッドを共有するようになっていた。人一倍、寂しがり屋の梨理にとって、ミシカがすぐ隣に枕まくらを並べてくれることは、もちろん嬉うれしかった。もしかしたら、ミシカは梨理が胸に秘めていた願望を先読みしたのかもしれなかった。


    　ミシカは掛け布団の下で梨理の手を握ると、不思議な話を始めた。


    「ねぇ、リリちゃん？　もし、生まれて間もない仔こ猫ねこを縦たて縞じま模様の中で育てたなら、どうなると思う？」


    「うーん……解わかんない。どうなるの？」


    「少しは考えたらどう？」


    「だって、ミシカちゃんのお話、いつも難しいんだもん」


    　梨理は膨ふくれっ面を見せた。まだ小学三年生の身でありながら、様々な分野の書物を乱読しているミシカの博識ぶりは、学校でも施設でも有名だった。あいにく、ミシカが披露する知識の大半は、梨り理りには難しくて理解できないものばかりだった。


    「じゃあ、教えてあげる。縦の線しか表示されていない空間で育てられた仔こ猫ねこはね、横の線を認識できなくなるの」


    「ええっ？　なんだか可哀かわい想そう……」


    　見る見るうちに涙を浮かべた梨理を一いち瞥べつすると、ミシカは次の話題に移った。


    「じゃあ、ふたつ目の質問ね。生まれたての赤ん坊にミルクだけを与えて、人との接触を完全に禁じたなら、どうなると思う？」


    　梨理はしばらく考え込んだ。


    「ミルクは、ちゃんと飲ませてあげるんだよね？」


    「そうよ。ただし、人の膚はだには絶対に触らせないの」


    「どうなるんだろ？　想像もつかないよ……」


    　なんの答えも導き出せず、しょんぼりと眼めを伏せた梨理の横顔を、ミシカは酷薄な視線で刺し貫いた。


    「死んじゃうのよ」


    「えっ……どうして？」


    「どうしても、よ。赤ちゃんはね、たくさん触れられることによって、健すこやかに育つの。ついでに云いえば、皮膚接触にはオキシトシンを分泌する働きもあるのよ」


    「オキシト……何？」


    　梨理は思わず舌を嚙かみそうになった。


    「ホルモンの一種ね。例えば、赤ちゃんがお母さんのおっぱいに吸い付くと、このホルモンが分泌されて、お乳が出るの」


    「ふぅん……」


    　あいにく、梨理には「ホルモンが分泌される」という現象自体、ろくに理解できてはいなかった。


    「じゃあ、ここでもうひとつ質問ね。このオキシトシンを含む液体を人の顔にスプレーで吹き付けたら、どうなると思う？」


    「んもう、質問ばっかり！　ミシカちゃんったら、ずるい──」


    「しっ！　静かに」


    　ふいにミシカが手を伸ばし、梨理の唇くちびるを塞ふさいだ。かつん、かつん……耳を澄ませば、階下から足音が聞こえてくる。見回りの職員だった。消灯した振りをして、夜更かししている児童がいないか、各部屋をチェックしているのだ。


    　もっとも、この屋根裏部屋を職員が覗のぞきに来ることは滅多にない。ひとえにミシカが職員達から絶大な信頼を勝ち得ているからだ。それでもなお、ミシカは用心に用心を重ね、少しでも職員の気配を感じたら、こうして沈黙を保つのだった。


    　やがて、足音は遠ざかっていった。


    「もういいわよ」


    　ミシカの手が、梨り理りの口くち許もとから離れる。ずっと呼吸を止めていた梨理は、溜ため込んでいた息を吐き出した。ふと気づけば、先ほどまでなんの話をしていたのか、すっかり忘れてしまっている。


    「えっと……なんの話だっけ？」


    　きょとんとして訊たずねると、ミシカは苦笑した。苦笑ひとつにしても、不思議と優美な印象を与えるミシカの貌かおに、梨理は見み惚とれた。


    「オキシトシンを人の顔に吹き付けたら、どうなるか。それを訊ねたところよ」


    「あーん！　だからぁ、質問ばっかりずるいよ……降参します」


    「ふふっ……リリちゃん可愛かわいい。じゃあ、教えてあげる。オキシトシンにはね、他者への信頼感情を左右する効果があるの。とても重要なホルモンなのよ。これを顔に吹き付けられた人は、他人への信頼度を高めるっていう実験報告があるわ」


    　ろくに本を読まない梨理にとって、ミシカの話はあまりに途方もなく、現実離れしたものに聞こえた。とはいえ、それではあまりに情けないので、自分なりの解釈を披露することにした。


    「じゃあ、ミシカちゃんからも、いっぱい、いーっぱい、オキシトシン出てる？　だから、みんなミシカちゃんを好きになるんだね」


    　ミシカはほんの一瞬、きょとんとした表情を浮かべたが、次の瞬間には、ぷっと吹き出していた。


    「本当に、リリちゃんは可愛いわ」


    「どっ、どうしてそうなるの？」


    　梨理は頰ほおを紅潮させた。ミシカはなおもくすくすと笑い続けていたが、急に上半身を起こすと、天窓から覗のぞく満月を仰あおぎ見た。月の光が銀色の粒となって、ミシカの艶つややかな髪を、肌き理め細かな膚はだを、さらさらと滑り落ちているように見えた。


    「あたしにはね、なんとなく解わかるの。誰だれもが心になんらかの欠落を抱えている。だから、些さ細さいな言葉や態度で、その欠落をさりげなく埋めてあげるの。もちろん、完全に埋めてあげるのは無理よ。あくまでも、ほんの少しだけ。ちょっとした心理操作ってとこかしら。敵を作らない術すべなんてね、種を明かせば、意外と簡単な──」


    　その瞬間、梨理が衝動的に跳ね起きて、ミシカの言葉を遮さえぎった。


    「わたしは違うもん！」


    　梨理は驚くミシカの片手を諸もろ手てでギュッと握り締めると、自分の胸に導いた。


    「……リリちゃん？」


    「あの日、ミシカちゃんと初めて会った瞬間ね、確信したの。ああ、この人なんだなって。わたし、わたしは──」


    　今や目め尻じりに涙の粒をたたえて、必死の表情で訴える梨り理りの唇くちびるを、そのとき、ミシカの人差し指が塞ふさいだ。


    「解わかっているわ。だって、あたしも同じなんだもの」


    「えっ？」


    「本当はね、あたし……ルームメイトを歓迎する気なんてなかったの。だって、ひとりのほうがずっと気楽だし」


    「そうだったの？　でも、だったらどうして、出迎えに来てくれたの？」


    「もちろん、大人達が思い描いている小お椋ぐらミシカなら、あれくらいは当然の振る舞いだからよ。でもね、初めてリリちゃんを目まの当たりにした瞬間、気づいたの。ああ、あたしが求めていたのは、この子なんだって」


    「それって……わたしとおんなじ？」


    「ええ、同じよ」


    　その言葉が甘美な矢となって、心臓に突き立った一刹せつ那な、梨理は涙るい腺せんを決壊させた。ぼろぼろと溢あふれ出した大粒の涙に、梨理自身が戸惑った。ミシカは梨理の涙を自らの舌でぺろりと嘗なめ上げると、いつになく柔和な口調となった。


    「訊ききたいことがあるのなら、他ほかにも質問してもいいのよ。あたしばかり質問するのは、ずるいでしょ？」


    「えっ？　で、でも……わたしなんかがミシカちゃんに質問なんて……」


    　なおも零こぼれ落ちる涙を寝しん衣いの袖そでで拭ぬぐいつつ、梨理はあたふたと首を振った。


    「なんでもいいのよ」


    「えっと……じゃあ、訊くね」


    　梨理はもじもじと俯うつむいて、無性に恥ずかしそうな風情で、何度も視線を彷徨さまよわせた後、おずおずと上目遣いでミシカを見やった。


    「ミシカちゃん、わたしのこと……好き？」


    「もちろんよ」


    　ミシカは梨理の、涙に濡ぬれてぐしゃぐしゃな頰ほおを優しく両手で包み込み、月げつ娥がの雫しずくで洗い流すように、何度も愛いとおしげに撫なでると、少しずつ、ほんの少しずつ顔を寄せていき──そして梨理は、それが自然の摂理であるかのように、ふさと目ま蓋ぶたを閉ざした。


    「愛してる、リリちゃん」


    　生まれて初めての接くち吻づけは、月明かりとミシカの味がした。


    　　　　　　　†


    「おい、起きろ」


    　背後から軽く肩を揺さぶられ、咲さく弥やは目覚めた。ゆっくり視線を巡らすと、窓の外は夕ゆう闇やみに覆われつつあった。


    「──！」


    　愕がく然ぜんとして上半身を勢い良く起こした途端、後頭部が何か硬い物体に劇はげしく当たって、眼めから火花が出る思いがした。


    　もっとも、咲さく弥や以上に災難だったのは、顎あごに直撃を喰くらった和泉いずみ貴たか顕あきらだった。普段は無愛想で、自分の意見を述べることも滅多にない和泉が、わざわざ咲弥を起こしてやろうと親切心を抱いたというのに、この仕打ちである。理不尽に思われても仕方がなかった。


    「なんのつもりだ！」


    　眼鏡の奥、目め尻じりに涙を浮かべながら、和泉は劇しく抗議した。咲弥は慌てて椅い子すから立ち上がると、弁解の言葉を並べた。


    「ほっ、本当にすまない。ほら、外が暗かったもんで、つい動転してしまって……それより、梨り理りの容態はどうなんだ？　まだ目覚めないのか？」


    　咲弥は改めて、寝台に横たわる梨理の貌かおを眺めた。相変わらず昏こん々こんと眠り続けている。


    「ああ。麻酔は切れているはずなんだが……まだ目覚めてはいない」


    「大丈夫……なんだよな？」


    　不安げに訊たずねた咲弥を安心させるように、和泉は揺るぎの無い口調で告げた。


    「ああ。手術自体は成功しているし、後遺症が残る心配もない。見た目ほど深手じゃなかったのが幸いしたな」


    「そうか。梨理が本能的に、事前で致命傷を回避したのか……それとも、瀬せ名ながわざと外した可能性も考えられるな」


    「天あま埜のさんじゃなくて、彼女の皮を被かぶった奴やつだな」


    　和泉は生き真ま面じ目めに口を挟むと、わざわざ訂正した。


    「すまない。そうだったな。お前には、瀬名の皮を被るような奴に心当たりはないのか？」


    　さも「お手上げだ」とでも云いわんばかりに、和泉は肩をすくめてみせた。


    「もともと、天埜さんのプライベートは謎なぞに包まれていた。それ以前に、俺達が知る限り、天埜さんを倒して姥うば皮かわに加工できる奴なんて、とても想像がつかん。少なくとも、そいつが人間だとは思えないな」


    「つまり、相手はハカナシか」


    「ああ。しかも、かなりの長命種だろう。ハカナシってのは、いわば年功序列制でな。人間は長生きすればするほど老ろう醜しゆうを曝さらすことになるが、ハカナシは逆なんだ。長く生きれば生きるほど、その美び貌ぼうは冴さえ渡り、戦闘力も増すらしい。室長から聞いた話だが、天埜さんはヒトの身でありながら、二百年を生きたハカナシに引導を渡したことがあるそうだ。それほどの使い手なんだ」


    「いまいち、ぴんとこないな」


    「解わかりやすく云いえば、そうだな……お前が手も足も出なかった天あま城ぎ冬とう梧ごは、まだ二十代後半の青年だった。俺達が捜査した限りでは、奴やつの実年齢と戸籍上の年齢は一致していた」


    　和泉いずみが淡々と述べた事実に、咲さく弥やは蒼あお褪ざめた。


    「ちょっと待て。あの天城冬梧ですら……まだ二十代だと？　じゃあ、二百年を生きたハカナシなんて……あたしには、とても想像がつかない」


    「俺もだよ。ましてや一千年の永きを生き抜いた〝神仙〟級のハカナシなんて、とてもじゃないが勝てる気がしないな。で、あんたはこれからどうするんだ？」


    　咲弥は一瞬、和泉が何を問うているのか理解できなかった。


    「どうするとは？」


    「あんたの、これからの身の振り方だ。悪いことは云わん。今ならまだ引き返せる。誓約書にサインして、警察を辞めれば晴れて自由の身だ」


    「……何が云いたい？」


    「御み室むろ家の御令嬢なら、何不自由ない暮らしが待っているんだろう？　あんたにとっては、そちらのほうがよっぽど幸せのはずだ」


    　刹せつ那な、咲弥の手が素早く翻ひるがえり、和泉の胸ぐらを摑つかみ上げた。大人しそうな和泉とて、ラ・バスの特別捜査官である。然るべき訓練は受けているはずだが、かわすことはできなかった。棒立ちになったまま、壁に背中を叩たたきつけられる羽目となった。


    「ぐっ……なんのつもりだっ！」


    「なんのつもりだ、だと？　それはこっちの台詞せりふだ！　どんな人生が幸せかは、あたしが決めることだ！　お前に口出しされる謂いわれは無い！」


    　咲弥は和泉が震え上がるほどに睨にらみ据えると、あっさり手を離した。和泉はその場で崩れ落ちると、ごほごほと何度も咳せき込んだ。


    「……ちょっと頭を冷やしてくる」


    　咲弥はそう云い捨てるや、一陣の風のように立ち去った。


    　　　　　　　†


    　梨り理りの奥底で、しばらく鳴りを潜めていた吸血衝動がむくりと鎌かま首くびをもたげたのは、大好きだったママの死後、初めて迎えた夏休みの最中さなかであった。


    　物心ついた頃ころにはもう、梨理はママの血を啜すすらねば、精神的な安定が得られぬ身体からだになっていた。生前、ママは躊躇ためらうことなく、自分の生き血を梨理に与えた。貪どん欲よくに母乳を吸う赤児のように、梨理はママの膚はだを嚙かみ、生なま温あたたかな血を啜った。


    　ママはそんな梨理を咎とがめることもなければ、医師に診せようともしなかった。ママがどうして病院を頼らなかったのか、それは梨理にも解わからない。経済的な事情だったのかもしれないし、それ以外の理由があったのかもしれない。


    「ねぇ、リリちゃん。今日は皮ひ膚ふについて教えてあげる」


    　消灯時刻を虎こ視し眈たん々たんと待ち受けていたかのように、その夜もまた、ミシカは梨り理りのベッドに移ってきた。真夏の夜に浮かぶ月は、冴さえ冴えとして、ミシカの膚はだを皓こう然ぜんと浮かび上がらせた。


    　ふたりで一枚のタオルケットにくるまった。互いに向き合い、視線と視線を交わし合う。どちらからともなく、くすくすと笑い合った。


    　ふいに、ひんやりと冷たい掌てのひらが、梨理の額ひたいにぺたりと触れた。


    「わあ、気持ちいい」


    　至福の表情を浮かべた梨理とは対照的に、ミシカはあくまでも理知的な貌かおをして、秘密の授業を始めた。ミシカはここ最近、医学書に凝っているらしく、人体について語る機会が増えつつあった。


    　その夜のテーマは、ミシカが先ほど宣告した通り、「皮ひ膚ふ」であった。


    「リリちゃんは、もし皮膚を一言で定義しろって云いわれたら、なんて答える？」


    「えぇ？　皮膚は……皮膚でしょ？」


    　ミシカはにべもなく一いつ蹴しゆうした。


    「それじゃ駄目ね」


    「そんなぁ……じゃあ、ミシカちゃんならどう答えるの？」


    「そうね。実際に一言で定義しろって云われると、難しいのよね。肉体の表面を覆う臓器。自己と環境のインターフェイス。センサー。電波発信機。生命維持装置……まだまだ云い足りないわ。成人の皮膚は畳一枚分の面積……重さは約三キログラム。脳が一・四キロ程度だから、皮膚のほうが脳よりよっぽど重たい……。それに、火傷やけどなんかで皮膚の三分の一にダメージを負うと、それだけでもう、人は生きていられない……」


    「あのう……ミシカちゃん？」


    　梨理のおずおずとした声を受け、己の思考に没入していたミシカは我に返った。


    「あら、ごめんなさい。あたしったら、自分の世界に入り込んじゃってたみたい」


    　ミシカが我を忘れて物思いにふけるのは、別段、珍しいことではなかった。授業中でも食事中でも入浴中でも、ミシカは時折、こんな風になってしまうのだ。


    「でもでも、ミシカちゃんって凄すごいなぁ」


    「あたしだって、所しよ詮せんは本の受け売りなんだけどね。でもね、最近は……脳科学の解説書なんかを読んでいて、強く思うことがあるの」


    「何を思うの？」


    　ミシカは横向きの姿勢から一転、ごろんと仰あお向むけになって、天窓から覗のぞく満月と向かい合った。


    「きっとね、脳は全身に遍在しているのよ」


    「脳が……遍在？」


    　梨理はいかにも呆あつ気けに取られた顔をして、ぽかんと呟つぶやいた。


    「そうよ。厳密には、脳が一手に担っているとばかり思われている機能が、身体からだの至るところに存在するの。もちろん、皮ひ膚ふがそこに一枚嚙かんでいる可能性は高いわ」


    　そこまで呟つぶやくと、ミシカは梨り理りの頰ほおを愛いとおしげに撫なでた。その心地良さに、梨理は我を忘れそうになった。


    「どうして、こんなに気持ちいいのかなぁ？」


    「もしかしたら、リリちゃんの体内で、オキシトシンが分泌されてるのかもね」


    　梨理は思わず身を乗り出して、ミシカの貌かおを覗き込んだ。興奮のあまり、頰を上気させていた。


    「じゃあ……ふたりで触り合いっこすれば、オキシトシンたくさん出る？」


    「なんなら、試してみる？」


    　ミシカのとろんとした視線に、梨理はどきりとした。


    「えっ？　わたしなんかが……その、ミシカちゃんに触っても……いいの？」


    　思い起こせば、ミシカのほうから梨理の身体に触れることはあっても、梨理のほうから手を伸ばしたことなど、ほとんどなかった。たった今、梨理が放った言葉にしても、特に深い考えがあったわけではなかった。その場の思いつきでしかなかった。


    　戸惑う梨理の傍かたわらで、ミシカはむくりと上半身を起こした。釣り込まれるように、梨理も身体を起こして、ミシカの貌をじっと見つめた。


    　ミシカはいつになく、真剣な眼まな差ざしをしていた。静寂をたたえた瞳ひとみの奥で、青い炎が燃え盛っているようにも見えた。ミシカが何を告げようとしているのか、梨理には想像もつかなかった。否いや応おうなく劇はげしい緊張を覚えた。反射的に居住まいを正してしまう。


    「一度しか云いわないから、覚えていてね」


    　ミシカは梨理の耳みみ朶たぶに唇くちびるを寄せると、甘やかに、忍びやかに、歌うように告げた。


    「あたしの身体で、リリちゃんが触っちゃいけないところなんて、どこにも無いのよ」


    「えっ……本当に？」


    　ミシカは梨理の手を離すと、襟えり元もとのリボンを解ほどき、すとん、と寝しん衣いを落とした。惜しげもなく曝さらされた裸身が、大理石の彫像めいて、皓こう々こうと照り輝く。


    「リリちゃんがどうしても触りたいっていうのなら、この心臓だって触らせてあげる」


    　ミシカはそう断言すると、梨理が望めば本当に、自ら刃物を手に取って、その胸を真一文字に裂さいてしまいそうな、凄せい艶えんな一いち瞥べつをくれた。


    　梨理は震える指先で、ミシカの左胸に触れた。とくとくと、赤ん坊のように速い鼓動が伝わってきた。


    　梨理は溺おぼれた。ミシカという名の海に。自らももどかしげに寝衣を脱ぎ捨てると、ミシカを衝動的に抱き締めて、強引に押し倒した。膚はだと膚の隙すき間まを埋めるように、互いに抱き締め合った。不可能だと解わかってはいても、願わずにはいられなかった。この身体を覆う皮膚のすべてを、ミシカに密着させていられたら……と。


    「こうしていれば、リリちゃんも健すこやかに育つかもしれないわね。赤ちゃんを育てるには、ミルクだけじゃなくて、肌による接触が必要なんだもの」


    「……わたし、もう赤ちゃんじゃないもん」


    　拗すねた口調で返した梨り理りの、ふっくらとした膨ふくれっ面を見上げながら、ミシカは苦笑を浮かべた。


    「ふふっ……本当はね、あたしがもっと、リリちゃんの身体に触りたいの。だから、遠慮しなくていいのよ」


    「ミシカちゃん……！」


    　愛あい撫ぶという言葉すら知らぬ指先で、梨理はミシカの素肌を嘗なめるように、丹念に撫なで回した。ミシカは仰あお向むけに横たわったまま、時折、熱を孕はらんだ吐息を夜気に滲にじませて、じっと梨理に身を任せている。


    　愛いとおしくて、あまりに愛おしくて、梨理はミシカの身体を強く抱き締めた。


    「ねぇ、ミシカちゃん？　わたし達、親はいないけれど……こうしていれば、健やかに育つかな？」


    「そうね。きっと──」


    　夢見心地な貌かおで答えたミシカの言葉を、梨理は最後まで聞き取ることができなかった。


    　──どくん。


    「いや……駄目っ！」


    　梨理は絶叫した。ミシカを突き飛ばし、飛び離れると、ベッドの下に転がり落ちた。そのまま膝ひざを抱えて、ガタガタと震え始めた。


    「……リリちゃん？」


    　突然の事態に、さすがのミシカも戸惑いを露あらわに、ベッドを下りた。手にしたタオルケットを梨理の身体に羽織らせようとした。できなかった。梨理はミシカの存在自体をはね除のけるように、手を振った。乱暴な手つきに弾はじかれて、ミシカの手からタオルケットが落ちた。


    「リリちゃん？　気分でも悪い？　それとも……何か嫌なことでも思い出した？」


    　ミシカがそんなことを訊たずねたのには、それ相応の理由があった。児童福祉施設「埋もれ木の家」には、単に親と死に別れた児童や、経済的な事情から親と離れ離れになった児童ばかりが暮らしているわけではない。親から受けた不当な暴力から逃れた結果、この施設に安全を求めた児童も少なからず存在した。心身ともに深い傷を負った児童の中には、今の梨理のように、時折、急に発作じみた行動を起こす場合があった。


    　もっとも、梨理にとってママと血にまつわる記憶は、決して嫌なことではなかった。それどころか、その記憶は「甘美」と名づけられたフォルダに仕舞い込まれていた。ただし、甘美なのはあくまでも、行為の最中に限られた。そう、単に結果だけを抜き出せば、梨理がママを殺したようなものだった。あの吸血行為こそが、ママの身体からだに負担を強しいたのは明らかだった。


    　そのとき、絶望的な闇あん黒こくに一条の光をもたらすように、ミシカが梨り理りの身体を抱いて、訴えかけた。


    「大丈夫。大丈夫だから。リリちゃんがあたしにしたいこと、全部して？　あたし、絶対にリリちゃんを嫌ったりしない。リリちゃんを拒絶したりしない。リリちゃんを否定したりしない。だから安心していいの。ね？」


    「信じて……いいの？」


    「リリちゃんのすべてをあたしにぶつけて。ぶちまけて。たとえ殺されたって、受け止めてみせるから」


    　梨理は泣いた。泣いて、泣いて、泣きじゃくった。あの日、あの夜、ミシカと自分が同じ気持ちだったと思いがけず知らされて、感極まった瞬間と同じように、大粒の涙を零こぼした。


    「どうして、そんなに優しいの？　わたし……わたし、大好きなママを……殺したの。わたし、ミシカちゃんのおかげで幸せだったけど、本当は幸せになっちゃいけないの。このままじゃ……わたし、ミシカちゃんだって──」


    「云いったでしょう？　リリちゃんを愛してるって」


    　その言葉は、梨理の心の最奥に横たわる凍土を溶かし尽くすと同時に、地底の巣穴に潜む悪魔的な獣を解き放った。


    　今や梨理の視界には、ミシカの彫像めいた裸身しか映ってはいなかった。


    「ミシカちゃん……ミシカちゃん！」


    　梨理は白銀に輝く新雪を、美を解さぬ獣けもののごとく、否、もはや獣そのものの表情で、淫みだらに、乱暴に踏みにじった。犬歯に破られた皮膚から、じわり、と滲にじみ出た血潮を、執しつ拗ように嘗なめ、舌先で絡め取り、啜すすり上げた。


    　深しん紅くの筋が毒蛇の舌した尖さきさながら滲む、忌いまわしき行為の最中さなか、ミシカはただ静かに瞑めいしたまま、悲鳴や呻うめき声の類たぐいを発することは、一度としてなかった。


    　　　　　　　†


    　いったん市立病院をあとにした咲さく弥やは、捜査室に戻ることにした。渋滞気味の駅前通りを抜け、オフィス街へ。今や通い慣れた感のあるビルの一階部分、職員専用駐車場に乗り入れる。瀬せ名なと梨理が流した血潮は、秘密裏に洗い落とされていた。つい昨日、この駐車場で死闘が繰り広げられた痕こん跡せきなど、今やどこにも残ってはいなかった。


    　九階のオフィスはがらんとして、分析官の小こ春はるだけがパソコンに向かっていた。小春は咲弥の存在に気づくと、ヘッドセットを外して駆け寄ってきた。


    「咲弥さん、ちょうど良いところに！　実はお願いがあるんです」


    「なんだ？」


    「梨理さんの着替えを、病院に届けて欲しいのです。お願いできますか？」


    「それは構わんが、あいつの着替えはどこにあるんだ？」


    「もちろん、梨り理りさんの自宅に決まってるじゃないですか。私はしばらくオフィスを離れられそうにないですし、瀬せ名なさんがああいうことになった以上、こんなことを頼める人が他ほかにいなくて、困っていたんです」


    「了解だ。今すぐ出るから、あいつの部屋の合い鍵かぎと、自宅の住所を頼む」


    「はい！」


    　小こ春はるは意気揚々と答えるや、ぱたぱたと駆け出した。


    



    　梨理の住むマンションは、職場から徒歩七分の距離にあった。エレベーターで最上階の十二階まで一気に上がり、無人の通路を黙々と進む。詳しい話は聞いていないが、ラ・バスが梨理に宛あてがった寮であるのは、容易に想像がついた。


    　梨理の自宅は角部屋だった。見るからに頑丈そうな扉の前に立つ。鍵穴は三つ。生なま半はん可かなピッキング犯では、まず太刀打ちできまい。それ以前に攻略する気にもならないだろう。そんなことを考えつつ、小春から託された合い鍵を使い、玄関に踏み込んだ。灯あかりのスイッチを探ろうとした矢先、頭上の照明灯がオートで作動した。


    「まるでホテルだな……綾あや咲さく署の薄汚い寮とは大違いだ」


    　ひとりごちて、玄関でブーツを脱いだ。通路の右手には洗面所へと通じる扉が、左手には新品同然に輝くキッチンがあった。シンクの上部にはガラス戸の食器棚が備わっているが、食器と云いえばガラス製のコップがひとつ、ぽつんと置かれているのみ。自炊の経験は皆無なのだろう。キッチンの脇わきに置かれた冷蔵庫にしても、ホテルの備品並みに小さかった。


    　咲さく弥やは短い通路を進むと、突き当たりの扉に辿たどり着いた。何気なくドアノブに手をかけようとして、うなじの辺りにゾッとするような悪寒を覚えた。気温が数度、急激に低下したような感覚。咲弥は己の直観を信じ、咄とつ嗟さに銃を抜いて、扉を蹴け破やぶった。と同時に、咲弥の入室を感知したセンサーが、蛍光灯を作動させた。


    　皓こう々こうと照らされた室内に銃口を向けた咲弥は、寝台に横たわる生白い物体を前に、驚きよう愕がくの呻うめきを漏らした。


    「最悪だ……」


    　女児の遺体。年齢は十歳前後といったところか。一いつ糸し纏まとわぬ姿だった。その目ま蓋ぶたは閉ざされ、胎児のように身体からだを丸めている。頸けい部ぶには刺[image: ]が認められた。左手の薬指には、案の定、深しん紅くのリボンが固く結ばれていた。


    　フローリングの床には、生前の少女が身に着けていた思われる衣服が、乱雑に散らばっていた。のみならず、ソプラノ・リコーダーを差したランドセルと、体操着の入った手て提さげ袋も転がっている。


    　奇妙なのは、明らかに頸動脈を切断されているにもかかわらず、室内には血けつ痕こんが見当たらないという事実だった。咲さく弥やはマル害の足首に視線を飛ばした。予想通り、索溝が認められた。


    「……まさか！」


    　咲弥は部屋を出ると、浴室に駆け込んだ。扉を開け放った瞬間、鉄の臭においを感じた。あまりに濃密な臭いに、眩暈めまいを覚えそうになった。


    　天井と壁には血ち飛沫しぶきの跡。マル被がマル害の頸動脈を切断した際、飛び散ったものだと思われた。マル被はもはや、偽装工作の必要性すら感じなかったのだろうか。バスタブには血ち溜だまりが残されていた。


    　咲弥は吐き気を覚えた。中世のヨーロッパにて、血の伯はく爵しやく夫人と呼ばれ怖おそれられた、あのエリザベート・バートリーの故事を彷ほう彿ふつとさせるような、それは凄せい惨さんな光景だった。処女の生き血を湯船に集めて入浴したという、あの忌いまわしき鬼女である。


    　咲弥はおぞましい血溜まりから視線を離すと、壁際を睨にらんだ。シャワーを引っ掛ける金属部分にはロープが結わえられている。シャワーの先端は湯船の底に転がっていた。


    「間違いない。ここでマル害を逆さ吊づりにして、血を抜いたんだ……」


    　咲弥は唇くちびるを嚙かんだ。重傷を負った梨り理りに付き添っている間にも、第三の殺人を許してしまったのだ。


    　ただし、今回は第一、第二の殺人とは決定的な違いがあった。双方の事案において、マル害は野外に遺棄されていた。ところが、ここは館たち花ばな梨理の住居なのだ。何な故ぜ、梨理の自宅から第三の死体が発見されねばならないのか。


    「やはり、梨理とこの事件の間には関連性が──」


    　咲弥は懐ふところから携帯電話を取り出すと、小こ春はるを呼び出した。


    　　　　　　　†


    　小学三年の夏に端を発した、あの秘ひめやかな吸血儀式は、その後も連綿と続いた。


    　ミシカの膚はだを嚙み破り、その血を貪どん欲よくに啜すするとき、梨理は他ほかの何にも代え難い至福を覚えた。ところが、ひとたび吸血衝動が収まると、決まって劇はげしい後悔に苛さいなまれた。ミシカを傷つけることでしか安あん寧ねいを得られぬ自分を呪のろうあまり、あるときは剃かみ刀そりを手に自傷行為に走ろうとし、またあるときは床に額ひたいを擦こすりつけて慟どう哭こくした。


    　ミシカはそんな梨理を、慈母の寛容さを以もつて許した。受け容いれた。極めつけは、「血は生命そのもの」、「自分達はひとつの命をふたりで共有している」という、あの免罪符だった。ミシカが構築したその論理に、梨理は何度救われたことだろう。


    　そんなミシカに異変が見られるようになったのは、ふたりが小学五年生に進級して間もない時節、たった一夜にして土砂降りに晒さらされ、校庭の桜が散った矢先のことだった。


    　その頃ころ、ミシカと梨理の間では、ちょっとした遊びが流は行やっていた。


    　ミシカが過去に読んだことのある膨大な作品群の中から、印象的な言葉を引用する。その原典を、梨理が云いい当てるというものだった。


    　それはゴールデンウィークを目前とした土曜の、長閑のどかな昼下がりだった。開放した天窓からは、燦さん々さんとした陽光と、清涼な春風が注そそぎ込み、ベッドの上で戯たわむれ合うふたりを優しく包み込んでいた。


    　早速、ミシカが出題した。


    「どんな美しい兎うさぎも皮をはいでしまえば肉塊である」


    　たちまち、梨り理りは顔を輝かせた。


    「岡おか崎ざき京きよう子この『ヘルター・スケルター』！」


    「ふふっ、正解よ。リリちゃんって、漫画だと正答率が高いのよね」


    「だって……小説って苦手なんだもん」


    　梨理はぶすっとして、膨ふくれっ面を見せた。ミシカは人差し指をぴんと立てると、膨らんだ風船に針を突き刺すように、梨理の頰ほおをつんつんと突っついた。


    「リリちゃんの膨れたほっぺた、とっても可愛かわいい」


    「だからって、意地悪ばっかり云わないでね？　膨れすぎたら、破裂しちゃうんだから」


    　梨理は拗すねた口調で呟つぶやくと、ミシカの膝ひざにぽすんと頭を乗せた。


    「ふふっ……気をつけるわ。じゃあ、次に行くね」


    　ミシカは梨理の髪を慈いつくしむように撫なでながら、ほんの少し考えると、脳のう裡りに浮かんだ一文を朗ろう誦しようした。


    「美の特権とはすばらしいものである。美は美を認めないものにさえも働きかけるのだ」


    「ええ？　そんなの難しくて解わかんないよ……」


    「去年、貸したはずよ。もう忘れた？」


    「うーん……思い出せない。降参」


    「ジャン・コクトー『恐おそるべき子供たち』。思い出せた？」


    「駄目。全っ然、思い出せません」


    「お気に入りの作品なのに……残念だわ」


    　ミシカの表情が急に憂いを帯びたので、梨理は焦った。どこかしら懐かしさを感じさせる膝枕まくらに名残惜しさを覚えつつも、慌てて跳ね起きる。しゅんとした面おも持もちで正座した。


    「ごめんね、ミシカちゃん。わたし、今度はちゃんと読むから。だから……もう、そんな顔しないで？　ね？」


    「もはや、自分は、完全に、人間でなくなりました」


    「ええっ？　そんなことで人間やめちゃ駄目だよっ！」


    　半ばパニックに陥った梨理は、衝動的にミシカの腰にすがりついた。途端、ミシカは右手を口くち許もとに添えると、ぷっと吹き出した。


    「太だ宰ざい治おさむ『人間失格』。こちらは先週、貸してあげたばかりよ？」


    　ミシカはきょとんとして、顔を上げた。


    「今のも引用文だったの？　もう、本気で心配しちゃったよ！」


    「ふふっ。リリちゃん可愛かわいい」


    　赤ん坊をあやすように、ミシカは梨り理りの頭を抱き寄せた。ミシカの甘やかな匂においに包まれて、梨理は幸せそうに目ま蓋ぶたを閉ざした。


    「小お椋ぐらさーん！　ちょっと来てくれるー？」


    　そのとき、階下から聞き慣れた声が響いた。「埋もれ木の家」の職員であり、児童達にとっては母親的な存在でもある、竹たけ下したさんだった。以前、梨理が「埋もれ木の家」に引き取られた際、わざわざタクシーで迎えに来てくれた、あの太った女性である。「埋もれ木の家」での勤続歴は、実に二十年にも及ぶそうだ。


    「また雑用を押しつけられるんじゃない？」


    　梨理は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で訊たずねた。ミシカは苦笑した。


    「もう慣れたし、どうってことないわ。じゃ、ちょっと行ってくる。『人間失格』でも読みながら待っててね」


    「えー？」


    　またしても、梨理は膨ふくれっ面を見せた。


    



    　一時間が過ぎた頃ころ、ミシカは屋根裏部屋に戻ってきた。手際の良いミシカなら、たとえどんな雑用を頼まれようが、あっという間に片付けてしまうのに、その日に限っては一時間も待たされたので、梨理は不安げな顔で出迎えた。ミシカは小包を携たずさえていた。


    「遅いよ、ミシカちゃん。あれ？　その小包は……？」


    　ミシカは深刻そうな面持ちで、床にぺたんと座ると、ローテーブルの上に小包を置いた。そして、沈ちん鬱うつな溜ため息いきを漏らした。


    「ミシカちゃん……？」


    　梨理に呼びかけられて、ミシカはハッと顔を上げた。


    「あ、ごめんね。その……予想もしてなかったことが起きたから、びっくりして……」


    　梨理にしてみれば、ミシカがそんなことを切り出したこと自体が予想外だった。いつも他人の一歩先を読み、手際よく立ち回るミシカ。そんなミシカでさえ、予想できなかったこととは、果たしてなんなのか。


    「この小包なんだけどね……」


    　ミシカは遠慮がちに、小包を開いた。


    「うわぁ……可愛い！」


    　梨理は箱の中を覗のぞき込むなり、歓声を放った。


    　真っ先に視界に飛び込んできたのは、白地に黒のラインが入ったセーラーカラーだった。カラーの中央には漆しつ黒こくのリボン。胸元から腹部にかけては四つのボタンが配置され、正方形の頂点を為なしている。腰回りは、まるでミシカの体型に合わせたように、キュッと絞られている。対照的に、スカート部分はふわりと広がって、お姫様のドレスを彷ほう彿ふつとさせた。裾すそには二段フリルが備わっている。その柔らかな生地の触り心地ときたら、木綿やアクリルしか知らない梨り理りにとっては、未知のものだった。


    「このお洋服、どうしたの？」


    「今日、宅配便で送られてきたの。あたし宛あてにね」


    「誰だれが送ってきたの？」


    「綾あや咲さく花はな子こさんって人からよ」


    「……誰それ？」


    　ミシカは宅配便の伝票を梨理に示した。


    「明らかに偽名臭いわね。綾咲市の綾咲に、花子。地元の住民なら、誰だって偽名だと見抜けるわ。住所も電話番号も未記入だから、こちらからは連絡のしようがないわね」


    「ふぅん……あれ？　この宛名って……？」


    　梨理は眉まゆ根ねを寄せた。宛名の欄には「小お椋ぐら未ミ此シ華カ」と記されていた。


    「そう、この宛名が問題なのよ。竹たけ下したさんもびっくりしていたわ」


    「小椋……なんて読むの？」


    「ミシカよ。ごく限られた人しか知らない、漢字表記」


    　梨理は仰天した。


    「ええっ？　わたし、てっきり片仮名が本名だとばかり……」


    　ミシカはうろたえる梨理を尻しり目めに立ち上がると、簞笥たんすの前に歩み寄った。最上段の抽ひき斗だしの奥底から、雑ぞう巾きんにも紛まごう布きれを取り出して、再び梨理の許もとに戻ってきた。


    「それ、なぁに？」


    「施設の門前に置き去りにされたとき、あたしを包んでいた産うぶ着ぎ」


    　梨理は言葉を失った。ミシカにも両親がいないことは、それとなく聞いてはいたものの、いかなる経緯で「埋もれ木の家」に引き取られたのかを聞かされたのは、実に、これが初めてのことだった。


    　梨理にはママに育てられた記憶がある。傍はたから見れば貧相な暮らしではあっただろうが、梨理には掛け替えのない記憶だった。


    　ところが、ミシカは親の顔すら知らないのだという。自分が捨て子だったと知らされたとき、ミシカはどんな気持ちだったのだろう……梨理はミシカの肩を抱き締めたい衝動に駆られたが、あいにく、当のミシカは淡々と産着を床に広げている。


    「見て。これが、あたしの名前の由来よ」


    　薄汚れた生地の片隅には、流麗な毛筆体で次のように記されていた。


    　──未いまだ、此し岸がんの、華。


    「この言葉が何を意味するのかは解わからないわ。ただ、門の前に捨てられた赤ん坊を保護した職員達は、この言葉を見て、あたしに『未ミ此シ華カ』と名づけたの」


    「じゃあ……小お椋ぐらっていう姓は？」


    「『埋もれ木の家』の[image: ]立者が、小椋茉マ莉リ亜アさんっていう篤志家でね。そこから拝借したのよ。過去にも似たような事例はあったらしいわ。『埋もれ木の家』での風習ってとこね」


    「ふぅん……でも、どうして片仮名表記にしたの？」


    「職員一同が相談して決めたことなんだって、竹たけ下したさんが云いってたわ。いつか、あたしの親が名乗り出たとき、世間には公表しなかった漢字表記を云い当てることができれば、証拠のひとつになるからって。今となっては、当時よりも遺伝子鑑定の精度はずっと上がっているわけだし、そんな必要もなかったんだけど」


    「じゃあ……このお洋服を送って来たのって、ミシカちゃんの親ってこと？」


    「可能性はあるわね。もしかしたら……お母さんかも」


    　──お母さん。


    　ミシカがその言葉を呟つぶやいた瞬間、どういうわけか、梨り理りは無性に不安を覚えた。ミシカが一見、平静を装っているようで、その実、内心では相当に興奮しているであろうことは、容易に見て取れた。いつもミシカの傍そばで過ごしている梨理なればこそ、その冷静沈着に構えた皮ひ膚ふの裏で、今しも沸ふつ々ふつと滾たぎりつつある、血と肉の塊かたまりを感じ取ったのだった。


    



    　その後、綾あや咲さく花はな子こは一か月に一度のペースで、小椋未此華宛あてに様々な物を送りつけてきた。洋服、靴、鞄かばん、アクセサリー、化粧品、下着、ぬいぐるみ、食器、文房具……。度の過ぎた贈呈品を前に、梨理だけでなく、竹下さんも得体の知れぬ何かを感じ、警戒心を強めていったのだが、そんな周囲の反応とは対照的に、ミシカは喜びを嚙かみ締める一方だった。


    　教室では、突然の変へん貌ぼうを遂げたミシカに、誰もが眼めを瞠みはった。贈呈品の衣装は、ミシカの理知的な美び貌ぼうを最大限に引き立てて、舞踏会に現れたシンデレラさながらに輝かせた。


    　それまでのミシカは、どちらかと云いうと服装には無む頓とん着ちやくで、施設から支給された古着を文句も云わずに着用していた。どんなに地味で古ぼけた衣装でも、ミシカは美しく着こなして見せた。梨理はそんなミシカが好きだった。誇りにさえ思っていた。


    　だが、そんなミシカの態度もまた、周囲の期待に応じた結果、意図的に生み出されたものだったのかもしれない。ミシカとて、まだ小学生の女の子。心の底では、物語に登場するお姫様のような、煌きらびやかな衣装に憧あこがれ続けていたのかもしれない。決して誰だれにも窺うかがわせはしなかった、その儚はかない憧しよう憬けいこそが、ミシカを書物の世界に縛りつけていたのかもしれなかった。


    　その証拠に、ミシカは次第に読書から遠ざかっていった。夜半、月明かりが天窓から射し込んでも、梨理のベッドに潜りこまなくなった。それどころか、教室で最も派手な部類に属する女の子達に声をかけられたのがきっかけで、読書のみならず、梨理からも遠ざかりつつあった。


    「小お椋ぐらさんさぁ、その服、いつもどこで買ってんの？　超可愛かわいいよねー」


    「ああ、これ？　お母さんが買ってきてくれたの。どこのお店かは知らないわ」


    「ふーん。ていうかさぁ、小椋さんって、お母さんいたんだ？」


    「ええ。ちょっと事情があって、離れ離れになっていたんだけど。もしかしたら、一緒に住めるかもしれないの」


    　昼休みだった。窓際の座席にて、ただミシカだけを見つめて、じっと耳をそばだてていた梨り理りは、衝撃のあまり、彫刻刀のケースを床に落とした。五限目の図工で使うために、準備していたものだった。蓋ふたが開いてしまい、中身が床に散らばった。慌てて拾い集めた。


    　ミシカはいったい、何を云いっているのだろう……？


    　荷物を送りつけてきたのが母親だという証拠といえば、「未ミ此シ華カ」という宛あて名なだけ。その秘密とて、どこまで保持されていたのかは知れたものではない。事情を知る職員の誰かが、何かの拍子にうっかり漏もらした可能性だって考えられるのだ。


    　それ以上に、ミシカが何気なく放った「一緒に住めるかもしれないの」という、その言葉が気懸かりだった。それはすなわち、ミシカが「埋もれ木の家」での生活を捨てることを意味した。


    　梨理は拾い上げた彫刻刀を握り締めると、まっすぐ教室の中央に向かった。


    　小うるさい蠅はえさながらミシカの周囲に集たかり、洋服だの化粧品だのといった話題に余念のない、さも頭の悪そうな生き物。裕福な家庭に生まれ、なんの苦労もなく、日々をのうのうと生きているだけのウジ虫。わたしのミシカちゃんに汚い手で触れるな。わたしのミシカちゃんに汚い言葉で話し掛けるな。お前達は社会が生んだどうしようもない汚お濁だくだ。わたしのミシカちゃんを汚染するな。わたしからミシカちゃんを奪おうとするな。どうせお前達は何も知らないんだ。月明かりの雫しずくに濡ぬれて、ふたりが唇くちびるを重ねた夜を。互いに一いつ糸し纏まとわぬ姿となって、膚はだと膚を重ねた夜を。わたしに嚙かまれて生き血を啜すすられながらも、懸命に苦く悶もんの叫びを堪こらえる健けな気げな姿を。三日月のようにたおやかな裸身に刻まれた、わたしという刻印を。馥ふく郁いくたる鮮血の味わいを。そうだ、お前達は何ひとつ知らないくせに、ミシカちゃんの心に土足で踏み込もうとしている。赦ゆるせない。絶対に赦せない。消えて。今すぐ消えて。いっそ死に絶えて。


    　でないと、わたしは、わたしは、あなた達を──。


    　梨理は姦かしましく囀さえずる女子のグループに歩み寄った。右手に握り締めた彫刻刀の柄を、強く握り締めた。陰いん鬱うつな気配に気づいた少女達が、胡う乱ろんげに背後を見やった。ミシカまでもが、周囲と同じように、梨理を無造作に振り返った。


    　互いの視線が交錯した時点で、梨理は萎い縮しゆくした。自ら視線を斜め下に逸そらした。彫刻刀はポケットに隠した。言葉ひとつかけられないまま、華やかな少女達の脇わきを俯うつむきがちに通過した。そのまま、とぼとぼと歩き続けた。教室から廊下に出るなり駆け出して、女子トイレに飛び込んだ。個室に入り、鍵かぎをかけた途端にくずおれて、泣きじゃくった。今こ宵よいの舞踏会に備え、身支度に余念のない姉達から惨むごい仕打ちを受ける、可哀かわい想そうな灰かぶりシンデレラの気分だった。


    　梨り理りはポケットに仕舞い込んだ彫刻刀を取り出すと、右手に握り締め、左手首の内側に添えた。自傷に耽ふける少女達の気持ちを痛感した。自分を傷つけることでしか、もはや平安は得られないという焦燥。


    　だが、そこまでだった。あれほどミシカには血を流させたくせに、どうしても彫刻刀の尖せん端たんを滑らせることができなかった。臆おく病びようなあまり、リストカットも実行できない自分の情けなさに、梨理は絶望の涙を流した。


    



    　季節は巡り、秋の気配が山やま間あいに忍び寄って来た頃ころ、綾あや咲さく花はな子こにまつわる事情は急展開を迎えた。


    　消灯時刻を三十分後に控えた頃、珍しく竹たけ下したさんが屋根裏部屋にやって来た。酷ひどく興奮した様子だった。


    「小お椋ぐらさん！　あなたのお母さんが見つかったわよ！　先方から連絡を下さったの」


    　算数の宿題に取り組んでいたミシカは、愕がく然ぜんとして顔をあげた。綾咲花子の贈り物を機き縁えんに、まさかの変へん貌ぼうを遂げたミシカに業を煮やし、いつものように不ふ貞て寝ねしていた梨理でさえもが、反射的に跳ね起きた。


    　案の定、ミシカは期待と不安の交錯したような、複雑な表情を浮かべていた。だが、明らかに期待のほうが勝っているように見えた。


    「小椋先生の許もとにね、あなたの母親を名のる人が電話をよこしたの」


    　この小椋先生というのは、「埋もれ木の家」を設立した篤志家・小椋茉マ莉リ亜アの子息である。小椋万里亜の死後、自らの意思で「埋もれ木の家」を引き継いだ人物。元々は地元の小学校で教きよう鞭べんを振るっていたため、いつしか「小椋先生」という愛称が定着したという。もっとも、小椋先生自身は高齢者であり、「埋もれ木の家」に顔を見せることは滅多になかった。


    「小椋先生も、びっくりしていらしたわ」


    「その人は、綾咲花子さんと同一人物なんですか？」


    「ええ。偽名を使ってあなたにいろいろと送り付けたことも認めたわ。まずは、小椋先生と私が彼女に会って、詳しい話を聞いてくるわね」


    「あたしも行っては駄目ですか？」


    　あいにく、竹下さんは首を横に振った。


    「それは駄目よ。彼女が正真正銘、あなたの母親だと判明するまではね。それに、どうしてあなたを捨てたりしたのか、その理由も問い質たださなくちゃ。いかなる事情があれ、彼女が生後間もない赤ん坊を捨てたのは事実なの。それは決して、赦ゆるされることではないわ」


    「それは……そうかもしれませんが」


    　大人の前では「物分かりの良い子ども」を演じてきたミシカにしては、歯切れの悪い口調だった。そんなミシカの煮え切らぬ様子が、梨り理りにはますますもどかしく思えた。


    「慎重な審査の上、彼女があなたの親として相応ふさわしいと認められれば、一緒に住める可能性も出てくるけど、あまり期待はしないでね。正直、得体の知れない部分も感じられるから。それと当面、彼女のことは『花はな子こさん』と呼称します。信頼の置ける人物だと判明するまで、彼女の本名はあなたにも伏せることに決めたから」


    　そう締め括くくると、竹たけ下したさんは溜ため息いき交じりに、室内をぐるりと見渡した。


    　ミシカの母かもしれぬ花子さんが送り付けてきた小包は増える一方で、今や室内を埋め尽くす勢いで、山積みとなっていた。


    



    　その後、事態は梨理が胸の裡うちに秘めた儚はかない願望とは裏腹に、とんとん拍子に進んだ。花子さんと邂かい逅こうを果たした小椋先生は、ますます乗り気になった。多少の警戒心を抱いていた竹下さんでさえ、数度の邂逅を経た後には、花子さんを擁護するようになった。それほどまでに、花子さんとは魅力的な人物らしかった。小椋先生などは、遺伝子鑑定の結果を待つまでもなく、一目で花子さんがミシカの実母であると確信したらしい。なんでも、花子さんの眉み目め形かたちは、実の親子としか思われないほど、ミシカと似ているという。


    　十一月に差し掛かった頃ころには、小椋先生が老体に鞭むち打うって、わざわざ「埋もれ木の家」にやって来た。そして、ミシカに花子さんの個人情報を伝えた。


    　梨理はあえて耳を塞ふさいで、ミシカが嬉き々きとして報告したそれらの情報を遮断した。それでも、花子さんが都内のベンチャー企業に勤めていて、かなりの収入を得ている──などといった情報は、自然と飛び込んできた。「埋もれ木の家」で暮らす児童達たちの間でも、いつしか花子さんは噂うわさの的となっていたのだ。


    　その頃から、ミシカは綾あや咲さく市と東京を行き来するようになった。花子さんから送られてくる小包はぴたりと止まった。東京から戻ってきたミシカは、両手にいっぱいの袋を提さげて帰宅した。どの袋にも、有名ブランドのロゴマークがプリントされていた。ミシカはますますお洒しや落れになった。生来の美び貌ぼうと相まって、今まで以上に輝きを増した。そんなミシカに反感を抱きつつも、自ら炎に飛び込む蜻かげ蛉ろうさながら、梨理の視線はミシカだけを追い続けた。


    　梨理の知らないところで、書類上の手続きも着々と進められていった。ミシカが「埋もれ木の家」を出る日も正式に決まった。


    　十二月二十六日。母親のスケジュールに合わせた結果だという。しばらくして、毎年恒例のクリスマス・パーティーとミシカの送別会を同時に行うことが、児童達に通達された。


    



    　十二月二十四日、送別会を明日に控えた夜のことだった。


    　消灯時間が訪れて間もなく、ミシカが久しぶりに梨理のベッドにやってきた。梨理は妙な違和感を抱いた。今夜に限って、ミシカは地味な寝しん衣いを着用している。一年ほど前、竹下さんから支給された安物であり、以前のミシカが使っていたものだった。


    　最近のミシカは、寝しん衣いひとつを取っても、お洒しや落れに決めていた。寝衣だけでも十着は所有している。どれも絹地やベルベット地であり、英国製やフランス製の逸品ばかりであった。今更、ミシカが安物を身に着ける理由が、梨り理りにはさっぱり理解できなかった。


    　ミシカは自分の枕まくらを梨理の横に並べ、掛け布団の奥に身体からだを滑り込ませると、懐かしそうな表情を浮かべた。


    「ごめんね、リリちゃん。ずっと寂しい思いをさせてしまったね」


    　唐突に放たれた言葉に、梨理は眼めを瞠みはった。


    「……ミシカちゃん？」


    「あたし、ずっと舞い上がってたみたい。思い返すと恥ずかしいわ」


    　はにかむミシカの横顔を、梨理は不思議そうに眺めやった。


    「お母さんが生きていて、わざわざ名のり出てくれた。その上、あたしを引き取るとまで云いってくれた。正直、嬉うれしかった……でもね、この前、お母さんと一緒に原はら宿じゆくの街を歩いていたとき、なんて云うか……急に冷めちゃったの」


    「冷めた？　どういうこと？」


    「なんて云うのかな……あの人は決して、あたしを必要としているわけじゃないんだってことが、なんとなく解わかってしまったの。美人で凜り々りしくて、ＩＴ企業に勤めていて、そこら辺の会社員よりよっぽど稼いでる。あたしが〝これ欲しい〟って云えば、惜しげもなくカードで買ってくれる」


    「理想的なお母さんだと思うけど」


    「本当にそう思う？　じゃあ、リリちゃんのお母さんはどうだった？」


    「わたしのママ？　うーん……朝から夜まで働き通しで、いつも疲れた顔をしてた。あれだけ働き詰めだったのに、家計はいつも苦しかった。お小遣いなんて、ほとんどもらえなかったし。でもね、ママはとっても優しくて、温かい人だった。あの頃ころは気づけなかったけど、ママはいつも、わたしのことを第一に考えてくれてた気がする。わたしが何か間違ったことをすると、本気で叱しかってくれた」


    　ミシカは眩まぶしいものでも見やるように、すっと眼めを細めた。


    「そう、それこそが、あたしが理想とするお母さんなのよ。でもね、あの人は……あたしの理想とは懸け離れているみたい。仮に、あたしが何か悪いことをやらかしたとしても、あの人は本気で叱ってはくれない気がする……」


    「そうなの？」


    「もちろん、あの人と一緒に住みたいって思ったのも、事実よ。不思議よね。以前のあたしなら、たとえ自分を捨てた親が現れたとしても、絶対に赦ゆるしてやるものかって思っていたのに、今では自分でもびっくりするくらい、あの人を赦しているの。あたしを捨てた理由については、まだ聞けていないけど……きっと深い事情があったんだと思う。でも、やっぱり──」


    　ミシカはそこで一いつ旦たん言葉を切ると、梨り理りの顔を目で射い貫ぬいた。その真しん摯しな眼まな差ざしに、梨理は呼吸すら忘れ、胸の前で拳こぶしを握り締めた。無性に鼓動が高鳴った。


    「あたし、あの人の許もとには行かないわ」


    「えっ……！　今、なんて……？」


    「だから、あの人の許には行かない。あたし、ここに残る。誰だれよりもあたしを必要としてくれる、リリちゃんの傍そばにね。云いったでしょう？　あたし達は、ふたりでひとつの命を共有しているのよ」


    「ミシカちゃん……本当に、それでいいの？」


    　嬉うれしいはずなのに。何よりも嬉しいはずなのに。不思議と梨理は喜べなかった。自分がミシカの枷かせとなって、迷惑をかけているのではないか。そんな思考が重石おもしのように、胸にのしかかってきた。


    「なぁに？　もっと喜んでくれると思っていたのに……ショックだわ」


    　ミシカにしては珍しく、やたらと子どもっぽい、拗すねた表情を浮かべた。


    「だって……ミシカちゃん、教室では他ほかの子達とばっかり、お喋しやべりしてた……わたしがどんな気持ちだったか、想像できる？」


    　梨理の恨めしげな指摘に、ミシカは心底、すまなさそうな表情を浮かべた。


    「ごめんね、リリちゃん。確かに、あの子達との会話は、とても新鮮だったわ。あの子達はお洋服のブランドにとても詳しくて、あたしの知らない世界の扉を開いてくれた。お母さんが買ってくれたお洋服にしても、あの子達は一目でブランド名を云い当てたのよ。それが、とても嬉しかった……でもね、やっぱり、あの子達とあたしでは、根本的に違うんだってことに気づかされたの」


    「どういうこと？」


    「あの子達にとって、お洒しや落れはあくまでも他人のためにするものなの。男子の気を引くためのお洒落だったり、仲間内で張り合うためのお洒落だったり……」


    「じゃあ、ミシカちゃんのお洒落は違うの？」


    「もちろんよ。だって、お洒落っていうのは、自分のためにするものだから」


    　いっさいの迷いを捨てて、そう断言したミシカの面おも差ざしが、梨理には眩まぶしかった。誇らしくもあった。ミシカらしいとも思った。もはや限界だった。自然と涙が零こぼれ落ちた。どうしようもなく、次から次へと涙が溢あふれては、止まらなくなった。


    　ミシカはそんな梨理を労いたわるように、優しく抱き締めた。その包容力に、梨理はとても懐かしい気持ちを抱いた。あの優しいミシカが本当に帰ってきてくれたんだと、実感した。


    　ミシカが甘やかな声音で囁ささやいた。


    「今夜は、このまま寝よっか」


    「うんっ！」


    　ミシカの柔らな胸に鼻先を押し当てて、梨り理りは眼めを閉じた。興奮のあまり、眠気はなかなか訪れなかった。珍しく、ミシカのほうが先に寝息を立て始めた。これからは、こんな夜が毎日続くんだ……そう思ったとき、何な故ぜか梨理の胸に一点の波紋が生じた。その波紋は一晩中、梨理の胸きよう裡りに燻くすぶり続けた。おかげで、梨理がすとんと眠りに落ちたのは、天窓から覗のぞく真四角の空が、うっすらと白み始めた頃ころのことだった。


    



    　翌朝、ミシカは悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんで、梨理に計画を打ち明けた。あえて送別会兼クリスマス・パーティーが始まるまでは、ミシカの決意は伏せておく。表面上は、あくまでも当初の予定通りに事を運ぶのだという。そしてパーティーが終盤に差し掛かった頃、予定ではミシカが壇上に立ち、お別れの言葉を告げることになる。そうなったら、いよいよ計画は最終段階に移行する。ミシカの口から、その胸に秘めた決意を発表するのだ。


    　もちろん、小お椋ぐら先生や竹たけ下したさん、そしてお母さんには、後で丁重に謝らねばならないが、そんなことは大事の前の小事だと、ミシカはきっぱり断言した。梨理は素直に頷うなずいた。


    「小椋さんに贈る花束、館たち花ばなさんが選んでくれるかしら？」


    　午前中、竹下さんがおずおずと頼んできた際も、梨理はミシカの企たくらみを微み塵じんも漏もらすことなく、唯い々い諾だく々だくと従った。代金を受け取り、近所の花屋へ出かけた。


    　梨理が花束を買いに出かけている間、ミシカはあえて、お母さんが買ってくれた衣装に身を包んだ。うっすらと化粧を施ほどこし、髪をアップにして、煌きらめびやかなドレスを着こなすミシカの姿は、高校生と云いっても通用するほど大人びて、その膚はだは艶つや々つやと輝いていた。


    　梨理が帰宅すると、ミシカは待ってましたとばかりに、意気揚々と立ち回った。ドレスの一着を引っ張り出すと、梨理に着せようとした。当初は恥ずかしがって、頑かたくなに拒絶した梨理だったが、ミシカに身ぐるみを剝はがれそうになった時点で、渋々ながらも受け容いれた。もともとはミシカに贈られた衣装だけに、ややサイズが大きかったが、なんとか着ることはできた。ミシカの手で髪を結わえてもらい、生まれて初めてメイクも体験した。


    　ドレスアップを終え、姿見の前に立った梨理は、あまりに変へん貌ぼうを遂げた自身の姿を前に、絶句した。これが本当に自分なのか。陰気で、[image: ]やせぎすで、俯うつむきがちだった梨理。そんな過去とは懸け離れた少女が、あたかも妖よう精せいさながら、楚そ々そとして佇たたずんでいた。


    「リリちゃん可愛かわいい」


    　鏡と睨にらめっこを続ける梨理を、ミシカは背中から抱き締めた。自分達の姿をたっぷりと堪たん能のうすると、ふたりは手と手を取り合い、一階の食堂に向かった。飾り付けは終わっていて、質素な食堂はパーティー会場に一変していた。テーブルには、竹下さんが腕によりをかけて作った料理が並びつつあった。かぐわしい香草の匂においが、ふんわりと漂っていた。竹下さんの得意料理、ハーブフライドチキンが揚がったところだった。


    　児童や職員も大半が集まっていた。お洒しや落れをしたミシカと梨り理りが現れると、あちこちから嘆声が漏もれた。ミシカは周囲の反応を愉たのしむように一いち瞥べつすると、梨理の耳みみ許もとに唇くちびるを寄せた。


    「ふふっ。まるで、あたしとリリちゃんの結婚式みたいね」


    　梨理はたちまち、満面を朱に染めた。


    「しっ、心臓に悪いよ、ミシカちゃん……」　


    　やがて、開場時刻の七時が訪れた。ふらふらと危なっかしい足取りで壇上に立った小お椋ぐら先生の挨あい拶さつを皮切りに、ささやかなパーティーが始まった。


    　数年前に入所した梨理とは違い、赤ん坊の時点で「埋もれ木の家」に引き取られたミシカは、ほとんどの児童と顔馴な染じみだった。誰だれもがミシカを慕っていた。最年少の園児から最年長の高校生まで、ひとりずつミシカの許を訪れ、別れを惜しんだ。


    　やがて宴もたけなわとなり、ミシカがお別れの言葉を述べるべく壇上に立った。誰もが箸はしを止め、ミシカを見上げた。スポットライトを浴びたミシカの美び貌ぼうは、いやが上にも冴さえ渡り、一同の視線を奪い尽くした。ミシカはマイクの高さを調節し、切れ長の双そう眸ぼうで周囲を見渡すと、その唇を花のように綻ほころばせた。その笑顔の本当の意味を知っているのは、梨理だけだった。


    　梨理は決然とした面おも持もちで、気持ちを奮い立たせた。「ごめんなさい」と何度も囁ささやきながら、人ごみをすり抜けて、食器を片付けていた竹下さんに声をかけた。


    「わたしが買ってきたお花、どこですか？」　


    　竹下さんは食堂の奥に引っ込むと、すぐに丁寧にラッピングされたブーケを持ってきてくれた。梨理はブーケを受け取ると、再び人ごみを強引にすり抜けて、最前列の中央に移動した。ミシカはちょうど、適当な前置きを述べたところだった。いよいよ、「やはり東京には行かずに、ここに残る」と宣言するつもりなのだ。


    　昨夜、ミシカが自分の意志を打ち明けてくれたとき、梨理は心の底から喜んだ。もしかしたら、今まで生きてきた中で一番の幸せだったかもしれない。だが、極限まで昂たかぶった感情を夜気に冷まされた頃ころ、梨理が覚えたのは一抹の不安だった。ミシカの気持ちは確かに嬉うれしい。だが、それは同時に、ようやく名のり出てくれた母親に背を向けることでもある。今は歯車が嚙かみ合わなくとも、一緒に暮らしているうちに、解わかり合うことだってできるかもしれない。その可能性を自分なんかが奪ってしまうのは、どうしても間違っている気がした。その気持ちは、今も揺らいではいない。


    　梨理は意を決した。ミシカが本音をぶちまけようと口を開いたそのとき、ポケットに忍ばせていたクラッカーを盛大に鳴らした。誰もが呆あつ気けに取られ、騒音源となった梨理を見やった。食堂のあちこちからざわめきが漏もれた。梨理は周囲の視線を一身に纏まといつつ、壇上に立った。


    「リリちゃん……どうして？」


    　他ほかの誰よりも驚いたのは、ミシカだった。あれほど大人びて、きらきらと輝いていたミシカが、今では年齢相応の顔をして、狼ろう狽ばいを露あらわにしている。


    　梨り理りは涙を溜ためながらも、ミシカをまっすぐに見つめた。


    「やっぱり駄目だよ。ミシカちゃんはお母さんと一緒に過ごさなくちゃ。お母さんだって、やっぱりミシカちゃんを必要としてるはずだよ？　だからこそ、名のり出てくれたはずだよ？」


    「リリちゃん……」


    「ずっと考えていたの。このままミシカちゃんに甘え続けて、自分の許もとに繫つなぎ止めてしまったら……わたし、きっと自分のことが嫌いになるって」


    「そんなことないわ。リリちゃんが負い目に感じる必要なんて、どこにもないのよ。今回のことは、あたしが自分の意志で──」


    　梨理はさらに一歩を踏み込んで、断固として告げた。


    「今は違和感を覚えたとしても、大丈夫。一緒に暮らしていたら、きっと本当の意味でお母さんになってくれるよ。だって、ミシカちゃんのお母さんなんだから」


    「でも、それじゃあ……あたし、リリちゃんを置き去りにすることになるわ。そんなのは嫌よ。お母さんがあたしに対して犯した過ちを、今度はあたしがリリちゃんに……！」


    　ミシカは髪を振り乱し、梨理の肩にすがった。


    　ふたりの声はあまりにも小さく、食堂に集まった面々には、一言も届いてはいなかった。特別に仲良しだったふたりなのだから、最後に別れを惜しんでいるのだろうと、誰もがそう解釈し、壇上に温かな眼まな差ざしを向けていた。


    「それは違うよ、ミシカちゃん」


    　梨理は自分でも驚くほど落ち着いた声で、梨理の言葉を遮った。


    「わたし達は、ふたりでひとつの命を共有している。そう云いったのは、ミシカちゃんだよ。たとえ離れていても、わたし達はひとつのまま。きっと、また会えるよ。そのときは、一緒に暮らそうね。いっぱい、いっぱい愛してね」


    　ミシカは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。そんなミシカの胸元に、梨理は華やかなブーケを差し出した。今日の昼間、梨理が竹たけ下したさんから預かった大切なお金を懐ふところに、山さん麓ろくの商店街で買い求めた胡こ蝶ちよう蘭らんだった。淡うす紅べに色に色づいた花弁は、蝶ちようの舞う姿にも似て、ミシカの胸に楚そ々そとして収まった。


    「ミシカちゃんなら、この子の花言葉、知ってるよね？」


    「胡蝶蘭の花言葉は……〝幸せの飛来〟」


    　淀よどみなく応こたえたミシカに対し、しかし、梨理は悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんだ。


    「そうだね。胡蝶蘭全般に共通する花言葉は、確かに〝幸せが飛んでくる〟だよ。でもね、同じ花でも色によって花言葉は変化するんだって、花屋のお姉さんが教えてくれたの。だからこそ、わたしはピンク色を選んだんだよ」


    「じゃあ……この子の花言葉は？」


    「ピンク色の胡蝶蘭はね──」


    　梨り理りはほんのりと頰ほおを染めると、上目遣いでミシカの貌かおを見た。　


    「貴方あなたを愛しています」


    　一点の曇りも感じさせぬ、その純粋な告白を胸に受け、ミシカは心臓を射い貫ぬかれたように硬直すると、ついには泣き崩れた。堰せきを切ったように、その流麗な眦まなじりからは涙が溢あふれて、薄化粧に彩られた頰をぐしゃぐしゃに濡ぬらした。


    　それは、あのミシカが梨理の前で初めて見せた涙だった。


    



    　壇上から下りても涙が止まらず、せっかくのメイクが台無しとなったミシカを支えつつ、梨理は食堂の出口を目指した。


    　周囲からは、拍手がひとつ、またひとつと芽生え、ついには大喝かつ[image: ]さいと化した。


    　やがて、出口の扉が見えた。竹下さんが気を利かせ、極上の笑顔で扉を開けてくれた。扉をくぐり抜けた後、梨理はくるりと背後を振り返ると、一同にお辞儀した。ミシカは泣きじゃくるばかりで、そんな余裕もない様子だった。不思議な気分だった。いつもはミシカに導かれてばかりいた自分が、今では逆にミシカを導いている。


    　屋根裏部屋に戻ると、ようやくミシカは泣き止やんだ。恥も外聞もなく、大泣きしてしまったことがよほど恥ずかしいのか、なかなか梨理と視線を合わせようとしない。手て許もとの胡蝶蘭に視線を落とすばかりだった。


    　梨理はふと、天窓から幽かすかに射し込む月明かりに気づいた。珍しく、梨理の脳のう裡りにひとつの妙案が降って湧わいた。ぽんと両手を打ち鳴らすと、ミシカの横顔を眺めやった。


    「そうだ、屋根に上ってみない？」


    　唐突な提案に、ミシカはきょとんと小首を傾かしげた。


    　梨理は早速、ドレスの上からコートを纏まとった。ベッドの上に立つと天窓を開け放ち屋根に足を掛ける。


    「うわぁ……」


    　自然と歓声が漏もれた。たちまち、吐き出された息が朦もう々もうと白く曇った。


    　凜りん冽れつとした夜空には、下弦の月。透とう徹てつした夜気の冷たさが、火ほ照てった身体からだに心地良く染み渡った。梨理はその場に腰を下ろすと、天窓を覗のぞき込んだ。


    「ほら、ミシカちゃんもおいでよ」


    「今夜のリリちゃん、なんだか大胆……」


    　ミシカはようやく笑みを浮かべると、梨理に倣ならってコートを羽織った。のみならず、毛布を手に取り、屋根に上がると、梨理の隣に腰を落ち着けた。手にした毛布を広げ、ふたりでくるまった。そして、呆あきれたように苦笑した。


    「屋根に上るなんて、考えたこともなかった」


    「わたしもね、たった今、思いついたの」


    「竹たけ下したさんに見つかったら、雷が落ちるわね」


    「ふふっ……大丈夫だよ。まだパーティーは終わってないもん」


    　耳を澄ませば、夜風に交じり、子ども達が歌う聖歌が聞こえてきた。そこにオルガンの伴奏が重なった。ミシカが退場したことで、予定よりも一時間は早く送別会が幕を下ろしたため、今度はクリスマス・パーティーへと移行したのだ。このままパーティーが続いてくれれば、誰だれも屋根の上のふたりに気づくことはないだろう。


    　しばらくの間、ミシカも梨り理りも口を閉ざし、互いの温ぬくもりを確かめ合うように、夜空を見上げていた。やがて、ふたりの体温がほんのりと染み渡り、毛布の奥が少しずつ温まってきた。


    　ふいに、梨理がミシカの肩に、ぽすん、と頭を乗せた。


    「クリスマスって、ずっと嫌いだった。クリスマスが訪れるたび、ママを救えなかった自分の無力さを、痛感させられたから。でもね、今は不思議と……嫌いじゃないって思える。不思議だね。わたしね、ミシカちゃんを見送るって決めたことで、逆に、ミシカちゃんに近づけた気がするの」


    「でも……正直に云いうと、あたしは心配だわ。あたしがいないとき、血が欲しくなったらどうするの？」


    　梨理は顔を上げると、ミシカの貌かおを見つめた。


    「……そんなこと、考えもしなかった」


    　途端、ミシカは吹き出した。


    「考え無しにもほどがあるわよ、リリちゃん」


    「ごめんなさい……」


    　しゅんとしてうなだれた梨理を、しかし、ミシカは優しく抱き寄せた。


    「大丈夫よ」


    　ミシカの自信に満ち溢あふれた言葉に、梨理は胸を射い貫ぬかれた想いがした。


    「東京なんてね、リリちゃんが思っているほど遠いわけじゃないわ。電車を乗り継げば、ほんの数時間で辿たどり着けるの。あたし、東京に行ったらお母さんに携帯電話を買ってもらうわね。そうすれば、いつだって連絡が取れるもの。今までのようにはいかなくなるけど、リリちゃんが血を欲したときには、全力で駆けつけるから。それじゃ駄目？」


    「ミシカちゃん……うん、大丈夫だよ。わたし、ミシカちゃんが来てくれるまでは、ちゃんと我慢する。ミシカちゃん以外の血は、絶対に吸わないよ」


    「それでいいわ。これで、安心して……東京に……お母さんの許もとに……行け……」


    　語尾が怪しくなったかと思うと、ミシカの身体からだがぐらりと傾かしいだ。


    「ミシカちゃん……？」


    　その体重と体温を諸もろ手てで受け止めた梨理は、ふと、穏やかな寝息を聞いた。梨理の腕に抱かれて、ミシカはすやすやと寝息を立てていた。頰ほおには涙の縞しまがまだ残っている。珍しく大泣きしたことで、疲れてしまったのかもしれない。


    「こんなところで寝ちゃったら……風邪ひくよ？」


    　梨り理りは苦笑を滲にじませつつ、その無邪気な寝顔に語りかけた。ふと、胸にぽっかりと孔あなが開いたような寂せき寥りよう感が、胸を襲った。いつでも会えるとミシカは断言したけれど、今夜でお別れなのだという現実に変わりはない。


    「ミシカちゃん……」


    　喘あえぐように呼びかけた刹せつ那な、


    　──どくん。


    　梨理の奥底で、あの忌いまわしき獣けものが凄せい絶ぜつな咆ほう哮こうを放った。


    「ひっ！」


    　喉のどの奥底から悲鳴が漏もれた。あたかも視界がネガ反転したかのような、異様な感覚が生じた。ミシカの喉元を喰くい破り、嚙かみ千切り、そこから溢れて滴したたり落ちる血潮を啜すすりたい……そんな欲望が奔ほん流りゆうと化し、梨理の身体を突き抜けた。


    「何これ……今までとは違う……」


    　梨理は煩はん悶もんした。未いまだかつて体験したことのない衝動が、怒ど濤とうのごとく押し寄せてきた。劇はげしい頭痛。悪寒。飢餓感。自分が自分でなくなるような、名状しがたい絶望感。つい先ほど、ミシカに「我慢する」と宣言したばかりだった。そんな決意を嘲あざ笑わらうかのように、一匹の獣はミシカの精神を浸しん蝕しよくしていった。ふと気づけば、ミシカの真っ白なうなじから眼めが離せなくなっている。駄目だ。そこを喰くい千切ったが最後、すべては終わる。永遠にミシカを失ってしまう。


    　だが、獣は無慈悲にも囁ささやく。白はく皙せきのうなじに接くち吻づけを。喉のど笛ぶえには鋭利なる皓こう歯しの洗礼を。喰い破れ。喰い千切れ。月夜を深しん紅くに染める飛沫しぶきを頭から浴びよ。さぁ、祝福せよ。血の饗きよう宴えんを祝福せよ。踊れ。血を踊れ。鮮血を舞い踊れ──。


    「いやぁああああああああああっ！」


    　梨理は頭を抱えて絶叫した。その拍子、つるりと足を滑らせて、上半身が泳いだ。眼下には石畳の地面が広がっていた。


    　……ああ、そうか。


    　梨理は刹せつ那なの狭はざ間まで理解した。このままでは、わたしは確実にミシカちゃんの喉を嚙み千切ってしまう。わたしがミシカちゃんを殺してしまう。だったら、わたしが死ねばいい。そうすることでしか、ミシカちゃんを護まもれないというのなら、わたしはなんの躊躇ためらいもなく、この命を捨てることができる……。


    　そう、簡単なことだった。


    　この獣がどれほど貪どん欲よくだとしても、重力には逆らえない。


    「リリちゃん！」


    　刹那、異変を察知したミシカが叫んだ。素早く跳ね起きて、力の限り手を伸ばした。たった今、自分を殺そうとしていた梨り理りの命を繫つなぎ止めるべく。下弦の月が静かに見下ろす中、ふたりは屋根の縁で絡み合い、もつれ合い、横よこ様ざまに倒れた。落下だけは免まぬかれた。


    「駄目！　逃げて！　今すぐわたしから逃げて！」


    　ミシカの腕の中、梨理が必死の形相で叫んだ。


    「そんなこと、できるはずがないわ！　ほら、いつものようにあたしを求めて！」


    　ミシカは梨理を無理やり組み敷くと、羽織っていたコートをばさりと脱ぎ捨てた。ドレスの袖そでをまくり上げ、ほっそりとした腕を露あらわにした。この数年、何度も、何度も嚙んだことのある腕だった。ところが、梨理はミシカの腕に対し、なんの魅力も覚えはしなかった。


    「駄目……違うの。今までとは全然、違うんだよっ！」


    「何が違うの？」


    　梨理の異様な態度を前に、ミシカもようやく察した。梨理が必死で抵抗しているのは、これまでとは桁けた違いに強烈な衝動なのだ、と。


    　それでも、ミシカはうろたえなかった。平静を保ち続けた。今となっては遠いあの日、梨理が初めて秘密を打ち明けたあの夜と同じように。


    「大丈夫よ。あたしが付いてる。リリちゃんは、どうしたい？」


    「わたし……わたしは……」


    　梨理は強引に口を閉ざした。だが、その血走った双そう眸ぼうがどこを見つめているのか、ミシカは的確に汲くみ取った。襟えり元もとを飾っていた真しん紅くのリボンを解ほどいて、うなじから鎖骨にかけての膚はだを露あらわにした。のみならず、先ほど外したリボンの先端を口に銜くわえると、自分の左手薬指に結びつけた。もう一方の先端で、梨理の薬指も結わえた。


    　ミシカは自らの意志で、自分と梨理が離れ離れにならぬよう、互いの指を縛りつけた。そして、梨理の蒼あお褪ざめた唇くちびるが自分のうなじに触れるように、そっと抱き寄せた。その位置関係を築くことが、ミシカにとって自殺行為であることは明らかだった。


    　──どくん！


    　視界を埋める膚の白さと、その甘やかな匂においと、信じがたいほどの艶なまめかしさに、梨理の心臓がひときわ高く跳ね上がった。


    　ミシカは梨理の頭を右手で抱き寄せながら、左手で衣装の前をはだけた。ぶちぶちとボタンが弾はじけ飛んだ。ほのかに膨ふくらんだ胸元が露わとなった。そして、我が子に母乳を与える慈母のような微笑をすらたたえて、歌うように告げた。


    「リリちゃんのしたいようにして。そうすれば、収まるのでしょ？」


    「ミシカちゃん……！」


    　もはや獣けものの貌かおで、獣の瞳ひとみで、しかし、眦まなじりでは血涙を絞りつつ、梨理はミシカのうなじに嚙かみついた。喰くらいついた。その皮膚をぎりぎりと嚙み締めて、ついには嚙み破った。


    　深しん紅くの飛沫しぶきが噴き上がり、下弦の月を染めた。梨り理りの貌かおと掌てのひら、そして衣装を、禍まが々まがしいほどの深紅で彩った。


    　ミシカは糸が切れた操り人形さながら、ことん、と虚脱すると、背中から倒れた。手足をばらばらに切断された人形のようでもあった。あの強い意志に充ちた双そう眸ぼうからは、次第に光が失われていった。その眼がん窩かを満たすのは、もはや虚うつろな闇やみでしかなかった。


    　それでもなお、ミシカは言葉を紡つむいだ。


    「大丈夫だからね……リリちゃんは、あたしを……傷つけたわけじゃない……」


    　屍し体たいを貪むさぼるハイエナさながら、己のうなじに喰らいつき、そこから溢あふれ出した血潮を一心に啜すする獣を、ミシカはあくまでも、慈母の微笑を以もつて労いたわり続けた。


    「そう……リリちゃんは……あたしの命を吸っただけ。そうよ……ふたつに分かたれていた命が、ひとつに戻っただけなんだから──……」


    　語尾は冷たい夜風に埋もれ、霧散した。


    　ミシカの瞳はもう、何も映してはいなかった。


    　屋根裏部屋では、テーブルの上にひっそりと置かれた胡こ蝶ちよう蘭らんの清せい楚そな花冠が、夜風に煽あおられて、ゆらゆらと寂しげに揺れていた。
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    　　陸　バニシング・ツイン　‐序‐


    



    「──ミシカちゃん！」


    　梨り理りは凄せい絶ぜつな形相で叫ぶと、猛然と跳ね起きた。


    　ちょうどハンカチを手に、梨理の脂汗を拭ぬぐってやっていた咲さく弥やは、日ひ頃ごろの鍛錬も虚むなしく、完全に虚を突かれた。咄とつ嗟さにかわすこともできずに、互いの額ひたいが鈍い音をたてて衝突した。


    「あいたたた……何しやがる！」


    「あなたこそ、人の顔を覗のぞき込んだりして……何してたのよ？」


    　互いにおでこを押さえつつ、呻うめき声を漏もらしたのも束つかの間、ふたり同時に我に返った。


    「良かった、ようやく目覚めたんだな！」


    　喜色を露あらわにした咲弥とは対照的に、


    「ここは？　わたしは……！」


    　梨理は脇わき腹ばらを押さえると、苦く悶もんの形相を浮かべた。


    「傷が痛むのか？　今すぐ先生を──」


    「待って！」


    　枕まくら元もとに設置されたナースコールに手を伸ばそうとした咲弥だったが、梨理はぴしゃりと制した。


    「状況説明が先よ。わたしはいったい……？」


    　咲弥は梨理の表情をまじまじと見つめた。まだ記憶の一部が混濁しているらしい。そのくせ、梨理は真っ先に状況説明を求めた。咲弥は内心、舌を巻いた。仮に自分が梨理の立場だったら、目覚めるなり同じことが云いえるだろうか。


    　梨理の真剣な眼まな差ざしを受け、咲弥は仕方なく、状況説明を始めた。


    「ここは市立病院だ。お前は駐車場で、天あま埜の瀬せ名なの皮を被かぶった何者かに刺された。思い出せたか？」


    「……ええ」


    　一応、頷うなずきはしたものの、その複雑な表情を見れば、梨理が瀬名の死を未いまだに受け容いれていないのは明らかだった。


    「お前はこの病院で手術を受けた。傷自体はそれほど深くなかったし、手術も成功したんだが、なかなか目覚めなかった」


    　梨理は焦燥感も露わに、身を乗り出した。


    「わたし、どのくらい眠っていたの!?」


    「三日ってとこだな」


    　咲弥はきっぱり告げると、窓際に歩み寄った。閉ざされたカーテンを左右に開く。長閑のどかな田舎町を見下ろす空は黄昏たそがれて、茜あかね色に染まっていた。


    「じゃあ、瀬せ名なお姉ちゃんは？　お姉ちゃんは……？」


    　咲さく弥やは梨り理りを振り返ると、露骨に眉まゆ根ねを寄せた。あえて厳しい口調で、出来の悪い生徒を諭す教師のように告げた。


    「いい加減、〝お姉ちゃん〟はやめるんだ。あれが瀬名の皮を被かぶった偽物だということは、お前ももう、理解できているはずだ」


    「それは……」


    「いいか？　天あま埜の瀬名は人知れず殺害され、皮を剝はがれた。その皮は何者かによって、姥うば皮かわとして加工された。これはあたしの勘だが、お前とのコンビを解消しようと申し出たときにはもう、あいつの中身は入れ替わっていたんじゃないか？　瀬名と仲の良かったお前を、少しでも遠ざけたかったんだろう。いくら姥皮を被っているとはいえ、何かの拍子にボロを出す可能性だって、無いとは云いいきれない」


    「それは……」


    　なおも云い淀よどむ梨理に対し、咲弥は毅き然ぜんとした口調で訊たずねた。


    「瀬名を殺害した奴やつに心当たりは？」


    　梨理はしばらく思案に耽ふけったあと、首を横に振った。


    「解わからないわ。あの人を殺せる相手なんて……」


    　和泉いずみと同じく梨理もまた、瀬名を殺した犯人については想像もつかない様子だった。


    「とにかく、天埜瀬名の皮を被った奴は、駐車場でお前を刺した後、姿を消した。ラ・バスに来て、あたしは姥皮に関する資料を読み漁あさったが、姥皮ってのは、単に見た目だけではなく、声や記憶まで引き継ぐことが可能なんだってな。もし、天埜瀬名の卓越した能力も継承されているのなら、捜索は困難を極めるだろう。事実、奴は駐車場であれだけの戦闘力を発揮したんだ。それともうひとつ、お前に伝えねばならんことがある」


    　咲弥の改まった言葉を受け、梨理は怪け訝げんそうに顔を上げた。


    「お前が手術を受けた翌日のことだ。夕方だった。ラ・バスに顔を出したあたしは、小こ春はるからお前の着替えを病院に届けるよう頼まれたんだ。合い鍵かぎを受け取ったあたしは、お前の自宅に向かった。そこで待ち受けていたのは、第三の遺体だった。所持品から、身元は綾あや咲さく町在住の栞かん原ばら茉ま日ひ瑠るちゃんだと判明した。やはり小学五年生だ。例によって血を抜かれ、薬指には紅あかいリボンが結ばれていた。現場の状況から、マル被は下校中に拉ら致ちし、そのままお前の自宅に直行し、犯行に及んだと推定される」


    「わたしの部屋で……？」


    「ああ。風ふ呂ろ場ではマル被がマル害の血を抜いた形跡も確認できた。マル害は浴室で頸けい動どう脈みやくを切断されたあと、逆さに吊つられて血を抜かれたんだ。水み祭まつり甲きのえの推理も、あながち的外れではなかったというわけだ。問題なのは、何な故ぜ、敵が犯行現場にお前の自宅を選んだのか──その理由だな」


    「それは……」


    　梨り理りは見る見るうちに蒼あお褪ざめて、傍はた目めにも明らかなほどに震え始めた。


    「お前……さっき〝ミシカちゃん〟と叫んでいたな。もしかして、そのミシカちゃんとやらが、今回の事案に関かかわっているのか？」


    　梨理は答えない。俯うつむいたまま唇くちびるを嚙かみ締めている。咲さく弥やは身を乗り出して、梨理の顔を覗のぞき込んだ。


    「お前は隠し通しているつもりかもしれんが、あたしを嘗なめてもらっちゃ困る。第一の事案が発生した後の会議で、どうしてお前が倒れたのか？　あれは決して、お前が〝血を抜かれた遺体〟の状況を見て、自分が抱える血液嗜し好こう症と重ね合わせたから──というわけではなかったんだろう？　お前が衝撃を受けたのは、あの紅あかいリボンのほうだった。違うか？」


    「嫌……それ以上、云いわないで……」


    　梨理は急に頭を抱えると、目ま蓋ぶたを強く閉ざした。


    「梨理っ！」


    　咲弥は梨理の胸ぐらを無理やり摑つかみ上げると、互いの鼻先が触れ合わんばかりに、顔を接近させた。


    「眼めを逸そらすな！　既に三人もの女児が殺されているんだ！　あの子達にはなんの罪も無かった！　このままだと、第四の殺人が起きる可能性だってあるんだぞ！」


    　咲弥の怒号を真っ向から浴びせられた梨理は、ただカチカチと歯を嚙かみ鳴らし、全身を震わせるばかりだった。そのいたいけな姿を前に、しかし、咲弥はなんら容赦なく、沸ふつ々ふつと滾たぎる激情をぶつけた。


    「お前に何かを伝えるためじゃないのか？　あの遺体そのものが、お前に宛あてたメッセージじゃないのか？　そうなんだろう！　お前は何を抱えているというんだっ！」


    「そこまでだ、御み室むろ君！」


    　突如、病室に乱入して梨理を庇かばったのは、石動いするぎ室長だった。


    　　　　　　　†


    　背後に控えていた和泉いずみに梨理の警護を命じると、石動室長は咲弥を伴い一階のロビーを目指した。外来患者の診察時間は終わりに近づいていた。ソファには僅わずか数名が腰掛けて、順番を待ち受けていた。室長は立ち止まると、手招きした。壁際のソファは空っぽで、周囲には誰だれもいない。密談するには恰かつ好こうのスポットと云えた。ソファに腰を落ち着けると、咲弥は頭を下げた。


    「すみません。ついカッとなってしまって……」


    「それくらい元気なほうが、館たち花ばな君の相棒としては相応ふさわしいだろう。とはいえ、館花君も目覚めたばかりだ。天あま埜の君のことでショックを受けてもいる」


    「はい……」


    「実は天あま埜の君のことで、もうひとつ悪い知らせがあってな……」


    　咲さく弥やは石動いするぎ室長の横顔に鋭い一いち瞥べつをくれた。随分と疲れた様子だった。ここ数日、室長が偽装工作のために奔走していたことは、咲弥も聞き知っている。


    　現在、栞かん原ばら茉ま日ひ瑠るが殺害された事案については、世間ではまだ発生していないことになっている。綾あや咲さく署ですら、第三の事案は知らないのだ。


    　あの日、現場に居合わせた咲弥から電話連絡を受けた小こ春はるは、すぐさま室長の判断を仰いだ。室長の決断は迅じん速そくだった。ラ・バスに連なる清掃業者が秘密裏に出動し、栞原茉日瑠の遺体も所持品も運搬し、血けつ痕こんもすべて洗い流した。


    　遺体はいずれ、第一と第二の事件と同様、野外に放置する予定だという。捜査の攪かく乱らんもいいところだが、その根底には館たち花ばな梨り理りを護まもるという、室長の確固たる意志があった。


    　室長は疲労の色を滲にじませながらも、状況説明を始めた。


    「館花君が住むマンションのエントランスには、当然ながら防犯用の監視カメラが設置されていた。当初は不審者の姿など映ってはいなかったのだが、高たか牧まき君が映像を解析した結果、研究施設のときと同様、映像の一部に上書きが認められた。外部からのハッキングによるものだ」


    「元の映像は？」


    「高牧君のおかげで、元の映像は確かに復元されたのだが……犯行時刻だと推定される時間帯に、スーツケースを携たずさえた天埜君の姿が映っていた。おそらく、その中身は拉ら致ちしたばかりのマル害だったのだろう」


    　咲弥は瞠どう目もくした。


    「じゃあ、瀬せ名なの皮を被かぶった奴やつが、マル被だと？」


    「間違いあるまい。彼女は──もしかしたら彼かも解わからんが、部屋の合い鍵かぎも所持していたんだからな。ついでに云いえば、館花君の発作を抑えるための薬が、紛失していることも判明した。明らかに、館花君の吸血衝動をあげつらうための示威行動だな。現在、海え老び沢さわ先生に再処方を要請しているが、もう少し時間がかかるそうだ」


    「最悪な展開ですね……」


    　咲弥は悄しよう然ぜんとうなだれて、言葉を失った。


    　その沈黙を埋めるように、室長がぶっきらぼうに切り出した。


    「新米の君には、あえて黙っていたのだが……もはや限界だろう。私の知っている範囲で良ければ、質問に応じよう」


    　咲弥は顔を上げると、室長の横顔を眺めやった。その真しん摯しな表情を前に、訊たずねるなら今しかないと、直観的に悟った。


    「では、単刀直入にお訊ききします。館花梨理は何者なんですか？　どうして高校生の身でありながら、ラ・バスの捜査官として働いているんです？　今更ではありますが、あの子の存在自体が不自然に思えてなりません」


    「当然だな。いいかね、御み室むろ君？　これから私がする話を聞けば、君は間違いなく、この国が嫌いになるだろう。覚悟はできているか？」


    　咲さく弥やは唇くちびるの端を吊つり上げて、皮肉めいた笑えみを零こぼした。


    「別に、この国が好きというわけでもありませんから、大丈夫ですよ」


    　しれっとして答えた咲弥を、石いす動るぎは苦笑交じりに眺めやった。


    「警察官としては問題発言だが、いい度胸だ。ところで、君はÉCOLEエコールという言葉を聞いたことがあるかね？」


    「フランス語で、〝学校〟を意味する言葉ですね」


    「一般人にとっては、そうだ。だが、一部の日本人にとって、この言葉は重要な意味を孕はらんでいる。君には想像もつかんだろうな。厚労省、文科省、警察庁、防衛省。これらの省庁が結託し、秘密裏に運営する特殊な教育機関が、この国には確かに存在する。そのコードネームこそが──エコール」


    　あえて感情を抑制し、厳然とした口調で語る室長とは対照的に、咲弥は語気を荒らげた。


    「待って下さい。厚労省、文科省、そして警察庁に防衛省？　この四つが結託する理由が、あたしには理解しかねます」


    「単純なことだ。エコールとは、優秀かつ国家に忠実な人材を育てるためのための組織だからな。少子化が深刻な社会問題となっている昨今、政府はエコールの重要性を強く認識している。文科省は教育に関する専門機関であり、裏では苛か酷こくな育成プログラムを練り上げている。厚労省は全国各地の児童養護施設から、適性のある子どもをピックアップしている。と同時に、調達した児童達に様々な薬物を供与している。警察庁もまた、児童の調達に一役買っている。いわゆる『触法少年』の中から、適性のある者を選別しているのだよ。防衛省が提供するのは、戦闘訓練プログラムだ。エコール出身者の八割は文民だが、残る二割は戦闘要員としての道を歩む」


    「じゃあ……梨り理りもその戦闘訓練を受けたんですね？」


    「そうだ。あの子には才能があったようだ。二年前にエコールを優秀な成績で卒業し、ラ・バスに配属された。そして過去の経歴は抹消した上で、新たな戸籍を作り、黒こく大だい附ふ属ぞく高に入学した。ついでに云いえば、天あま埜の君もエコールの出身者だ」


    「梨理だけじゃなくて、瀬せ名なも……！」


    「なんにせよ、あのふたりがいかなる経緯でエコールに拾われたのかは、私にも解わからん。エコールに入学した児童達は、過去を漂白されてしまうからな。エコール以前の経歴が資料として残ることはない。どうしても知りたければ、館たち花ばな君の本人の口から聞くしか──」


    　石動室長が云い終えぬうちに、咲弥は決然とした面おも持もちで立ち上がった。


    「室長のおかげで、いろいろと解わかってきました。ですが、梨理と連続児童殺人との関係については、やはり本人から聞くしかないというわけですね」


    「憎まれ役になるかもしれんが、頼まれてくれるか？」


    「経緯はどうあれ、今はあたしが梨り理りの相棒ですから」


    　咲さく弥やは力強く答えると、室長をロビーに残したまま、颯さつ爽そうと歩き出した。


    　　　　　　　†


    　和泉いずみ貴たか顕あきらは病室の扉の脇わきにパイプ椅い子すを置いて、仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべていた。傍はたから見れば、患者の兄といったところだろうか。学者や教師といった印象の強い、その真ま面じ目めそうな風ふう貌ぼうからは、いかなる闇やみも感じ取ることはできない。ただし、その人畜無害そうな外見とは裏腹に、上着の内側には拳けん銃じゆうが秘められている。そう、和泉がここにいる理由はただひとつ、梨理の護衛なのだ。


    　咲弥が廊下に現れるなり、和泉は露骨に顔をしかめてみせた。　


    「また来たのか」


    　咲弥はそんな和泉の態度を意にも介さなかった。


    「梨理はどうしてる？」


    「だいぶん落ち着いたようだ」


    「そいつは好都合だ」


    「おい……まさかとは思うが、事情聴取を行うつもりか？」


    　咲弥は「何を今さら」とでも云いわんばかりに、あっさりと首しゆ肯こうした。


    「もちろんだ。事態は一刻を争う。マル被が野放しになっている以上、第四の殺人がいつ起きてもおかしくはない」


    「俺おれは反対だな。あの子は今、肉体的にも精神的にも最悪な状況だろう。せめて、あと数日は──」


    「意識があるなら問題はない」


    　咲弥は容赦なく遮さえぎった。このまま和泉が立ち塞ふさがるならば、力ずくでも入室するつもりだった。和泉はそんな咲弥の決意を敏感に感じ取ったらしく、ぼそりと呟つぶやいた。


    「鬼かよ……」


    　咲弥は自じ嘲ちよう気味に、唇くちびるの端を吊つり上げてみせた。


    「こんな事態だ。鬼にもなるさ」


    



    　咲弥が石動いするぎ室長と話している間に、病室は夕ゆう闇やみに閉ざされていた。窓の外では、随分と細くなった月が、夕空の片隅に浮かんでいた。


    　梨理は蛍光灯を点つけることもせず、ベッドの上で上半身を起こしたまま、ただ黙然と俯うつむいている。咲弥もあえて蛍光灯のスイッチを入れることなく、黙って歩み寄った。コートをハンガーに引っ掛け、見舞客用のパイプ椅い子すに腰掛けた。


    　そして、梨り理りの横顔をまっすぐに見据えた。


    　まるで幽鬼だ……と、咲さく弥やは思った。今や梨理の頰ほおは白はく蠟ろうさながらだった。あまりに白すぎて、膚はだがぼんやりと発光しているかのように映った。対照的に、双そう眸ぼうからはいっさいの光が途絶えている。硝子ガラス細工の義眼にも紛まごう、虚うつろな瞳ひとみをしていた。


    　それでも、咲弥は心を鬼にして切り出した。


    「エコールについては室長から聞いた。その是非については思うところもあるが、今はあえて云いわん。あたしが知りたいのは、エコール以前のお前についてだ」


    　咲弥はさりげなく手を伸ばすと、梨理の手の甲に触れた。冷たくも硬い、その甲殻じみた膚を溶かすように、そっと掌てのひらを重ねた。咲弥の手は成人女性の平均よりもずっと大きく、梨理の小さな手をすっぽりと覆い隠した。


    　手と手を重ね合わせたまま、咲弥は自じ嘲ちようした。先ほどは感情的に怒鳴ってしまった。その結果、梨理はますます心を閉ざした。ならば、今度は懐柔策に出ようというのか。これではまるで、取調室における尋問ではないか。所しよ詮せん、自分はどこまでも警察官に過ぎないのだろうか。偽いつわりの優しさを以もつて、梨理の心をこじ開けようとしている。最低だった。


    　だが、もし咲弥が警察官であることに徹しているというのなら、こんな嫌悪感を覚える必要はないはずだ。事実、咲弥は刑事時代に何度も尋問を行った。まずは気性の荒い刑事達がマル被を徹底的に締め上げる。怒鳴りつける。机を拳こぶしで叩たたく。椅い子すを蹴けり飛ばす。マル被が精神的に弱ったところで、咲弥の出番となる。偽りの笑顔。偽りの甘言。大抵のマル被はそこで落ちる。かくて尋問は終了する。咲弥が配属されて以来、それが綾あや咲さく署の定番となった。そして、咲弥は一度として、そんな自分の役割に疑問を抱いたことはなかった。


    　ところが、今の咲弥は違う。半ば無意識に一人二役を演じてみて、そんな自分に酷ひどい嫌悪感を覚えている。その理由とはなんなのか。


    　無論、答えはひとつしか思い浮かばない。


    　相手が梨理だから。


    　そう、それ以外に答えは存在しない……。


    「わたしは……」


    　ふいに、梨理が口を開いた。上目遣いで、すがるように咲弥を見た。やめろ。そんな眼めであたしを見るな。咲弥は心の底で叫んだ。あたしが差し伸べた手は、偽りの優しさを纏まとった手だ。そんなものにすがるな。お前はそんなにも弱い子だったのか。出会ったばかりのあの頃ころのように、あたしをなじってみろ。絶対零度の眼まな差ざしで射い貫ぬいてみろ。それとも、今やお前がすがれる対象といったら、あたしが差し伸べた欺ぎ瞞まんという名の釣針くらいだとでもいうのか。それでは、それでは……あまりにも寂しいじゃないか──。


    　その激情が最高潮に達した瞬間、ぽろりと、咲弥の眼から一ひと滴しずくの涙が零こぼれ落ちた。


    「──っ！」


    　咲さく弥やは狼ろう狽ばいのあまり梨り理りから手を離すと、慌てて涙を拭ぬぐった。そんな咲弥を不思議そうに眺めやると、梨理は抑揚に欠けた口調で呟つぶやいた。


    「どうして、あなたが泣くの？」


    「しっ、知るか！　お前を、お前を見ていたら……勝手に……くそっ！」


    　咲弥は鼻をすすり上げると、今まで座っていたパイプ椅い子すを蹴けり倒し、寝台の縁にどっかと腰掛けた。腕を伸ばして梨理の頭を無造作に摑つかむと、自分の膝ひざに導いた。


    　梨理は呆あつ気けなく横倒しとなり、咲弥に膝ひざ枕まくらをされる格好となった。


    　咲弥は梨理の髪を撫なでながら、不思議な満足感を覚えていた。そう、これは決して偽りの優しさではない。確かに突発的、衝動的な行為ではあるものの、咲弥が「こうしたい」と願った結果なのだから。


    　今度は自己嫌悪を覚えることなく、穏やかな気持ちで訊たずねることができた。


    「話してくれないか？」


    



    　途切れ途切れではあったが、梨理は少しずつ語り始めた。


    　物心ついたときにはもう、ママとふたりきりだったこと。貧しいながらも、優しいママの愛情に包まれて、幸せな日々を送っていたこと。梨理が血を欲したときは、ママが自分の血を与えてくれたこと。小学二年生のとき、貧血と過労が祟たたり、ママが死んだこと。父親は判明せず、天涯孤独の身となり、児童養護施設「埋もれ木の家」に引き取られたこと。


    　そして、小お椋ぐらミシカと運命的な出会いを果たしたこと。


    「ミシカちゃんに出会えたおかげで、自分が不幸だって思わずに済んだ。ううん、ミシカちゃんの傍そばにいられるだけで、幸せだった。ミシカちゃんはわたしの秘密を知っても怯ひるまなかった。わたしが望むままにさせてくれたの。わたしはそんなミシカちゃんに甘えて、甘え続けて……最終的に、わたしがミシカちゃんを殺したのよ」


    「どういうことだ？」


    「あの日……わたしはミシカちゃんを笑顔で送り出すつもりだった」


    「送り出す？　里親でも見つかったのか？」


    「実のお母さんが名のり出たの。本当なら、ミシカちゃんは今でも、東京でお母さんと一緒に暮らしているはずだった。なのに、わたしが……すべてを壊した」


    「何があった？」


    「送別会の後、とてつもない吸血衝動が込み上げたの。あんな衝動は、初めてだった。今思えば、あれはわたしの……心の声そのものだったのかもしれない。本当はミシカちゃんと離れたくなくて、ずっと自分の手て許もとに繫つなぎ止めておきたくて……それでも、わたしはミシカちゃんに云いったの。わたしから逃げてって。だけど……ミシカちゃんは逃げなかった。紅あかいリボンで互いの薬指を結びつけたの。わたしは衝動の赴おもむくままに……ミシカちゃんを──」


    　それ以降は、もはや言葉にならなかった。梨り理りは咲さく弥やの膝ひざ枕まくらにすがったまま、嗚咽おえつを漏もらすばかりだった。その華きや奢しやな肩を撫なでさすり、涙の雫しずくを指先で拭ぬぐってやりながらも、咲弥の思考は徐々に研ぎ澄まされていった。


    　梨理は小お椋ぐらミシカを殺害した。当時の梨理は小学五年生。年齢を考慮すれば、警察に補導された後、身柄は児童相談所に預けられたと考えるのが妥当である。無論、梨理は意図的にミシカを殺したわけではなかった。すべての元凶は吸血衝動の発作だし、法的に裁かれることはなかっただろう。


    　石動いするぎ室長の話によれば、エコールのリクルーターを担当しているのは警察庁だという。法に触れた館たち花ばな梨理は、警察関係者に目を付けられた結果、エコールに入学させられた。当然ながら、館花梨理の情報は外部に対し、完全にシャットアウトされたはず──。


    「……待てよ？」


    　そこまで考えて、咲弥は無意識に呟つぶやいた。


    　天あま埜の瀬せ名なの皮を被かぶった人物は、梨理が小学五年生のときに犯した罪を告発しようとしている。マル害は三人とも小学五年生だった。遺体の血を抜いたのは、梨理の吸血嗜し好こう症を連想させるためだろう。左手の薬指に結ばれたリボンにしても、梨理とミシカの関係を象徴するアイテムだった。


    　そして、改めて思い浮かべてみればいい。


    　殺害された児童達たちの名前を。


    　──深み栖す沢ざわ由ゆ絵え。新しん堂どう五い十す鈴ず。栞かん原ばら茉ま日ひ瑠る。


    　そう、姓の最初の一文字を繫つなぎ合わせてみれば──「みしか」。


    　これほどまでに小椋ミシカを殺害されたことを恨みに思う人物とは、何者なのか。今のところは、ひとりしか思い浮かばなかった。


    「小椋ミシカの母親……！　おい、梨理っ！」


    　咲弥は衝動的に一いつ喝かつすると、泣きじゃくる梨理の肩を無理やり抱き起こした。透き通るような薄うす闇やみに覆われた中、涙に濡ぬれた貌かおを向けられて、その白さと儚はかなげな佇たたずまいに心を奪われそうになったのも束の間、心を鬼にして肩を揺さぶる。


    「小椋ミシカの母親について教えろ！　どういう人物だったんだ？」


    　梨理は俯うつむきがちに答えた。


    「……解わからない。わたしは一度も会っていないし、名前も教えてはもらえなかった……」


    「小椋ミシカは？　彼女は何も云いっていなかったのか？」


    「お金持ちだとは云ってた。ミシカちゃんがおねだりしたら、なんでもカードで買ってくれたって……」


    　咲弥は眉まゆ根ねを寄せると、口くち許もとに指先を添えた。


    「一度は我が子を捨てざるを得なかったような女が、金持ちだと？」


    「東京のＩＴ企業に勤めてるって話なら、聞いたことがある……」


    　咲さく弥やは瞠どう目もくした。新たな扉をひとつ、開け放った気がした。


    「ＩＴ企業だと？　今回はハッキングによる捏ねつ造ぞう工作が二回も発生している。ＩＴ技術者とハッカーを結びつけるのは短絡的だが、その可能性が無いわけではないな。たとえ小お椋ぐらミシカの母親自身にハッキング能力がなかったとしても、その手の技術者に接触し、協力を要請することは可能かもしれない」


    　咲弥は確かな手て応ごたえを感じていた。思考を研ぎ澄ますにつれて、少しずつ真相に近づいているという感触。不謹慎だとは思うが、咲弥は軽い興奮を覚えた。刑事として凶悪事件の捜査に当たっていた頃ころの感覚が、確かに甦よみがえっていた。


    　咲弥は梨り理りの肩先から手を離すと、すっくと立ち上がった。


    「あたしはこれから小椋ミシカの母親について、捜査を始める。室長や小こ春はるにも報告しておく。お前はゆっくり休んでおけ。あとのことは、あたし達たちに任せておけばいい」


    　颯さつ爽そうと踵きびすを返そうとした咲弥だったが、突然、背後から物もの凄すごい力で引っ張られ、一歩も進めなくなった。


    「……梨理？」


    　咲弥は怪け訝げんそうに背後を振り向いた。梨理がベッドの上から身を乗り出して、咲弥の袖そでを握り締めていた。哀切さを帯びた双そう眸ぼうが、咲弥を見上げた。


    「お願い。ひとりに……しないで」


    「梨理……？」


    　咲弥は嘆たん息そくした。梨理がこんな風に甘えてくるとは、予想外だった。これがもっと別の状況であれば、咲弥は素直に喜んでいたかもしれない。過去、梨理が咲弥に放った数々の暴言と、つれない態度を思い出せば、これが喜ばずにいられようか。


    　だが、今は駄目だ。一刻も早く、小椋ミシカの母親について捜査せねばならない。マル害の姓が「ミシカ」という名前を浮き彫りにした以上、第四の殺人が起こる可能性は減ったかもしれないが、相手は女児の遺体をメッセージに仕立て上げるような輩やからである。常識を求めるのは端はなから間違っている。


    「離してくれないか、梨理」


    　梨理は劇はげしくかぶりを振って、咲弥の言葉を撥はね付けた。のみならず、袖口を摑つかむ手にますます力を込めた。


    　無論、咲弥が本気になれば、梨理を振り払うことなど造作もない。が、そんな風に梨理の気持ちを拒絶したら、自分はもう二度と、梨理と心を通わせることはできなくなるのではないか。そんな危き惧ぐが咲弥の胸をじわじわと這はい上がっていく。


    　いつしか梨理は頰ほおを上気させ、瞳ひとみはじっとりと潤うるませて、呼吸は熱病にでも浮かされたように、荒々しくなっている。空調によって適温に保たれていたはずの病室が、今やムッとした熱気を孕はらんでいるように感じられた。


    「……お前、熱でもあるんじゃないのか？」


    　咲さく弥やは心配のあまり、梨り理りの額ひたいに手を伸ばした。その熱さに愕がく然ぜんとした。やはり無理をさせてしまったのだろう。咲弥は自責の念に駆られた。


    「すまない、梨理。今、医者を呼んでやるからな──」


    　ナースコールのボタンに手を伸ばそうとした咲弥は、転瞬、横殴りの重力を覚えた。病み上がりの梨理がこれほどの膂りよ力りよくを保持しているとは、想像の外だった。いとも呆あつ気けなく横転し、ベッドに叩たたきつけられてしまう。と同時に、巨大な野獣にでものしかかられたような、凄せい絶ぜつな圧迫感を覚えた。


    「──！」


    　辛うじて悲鳴を漏もらすのは堪こらえたが、咲弥は梨理の変へん貌ぼうぶりを前に萎い縮しゆくした。


    「お、お前……？」


    　梨理は何も答えない。咲弥の両手首を万力のごとく握り締め、固定している。ぽたり、と咲弥の首筋に粘液じみた雫しずくが落ちた。梨理の唾だ液えきだった。口くち許もとから滴したたり落ちて、なおも糸を引いている。その生温かい感触に、咲弥は慄りつ然ぜんとした。


    　怖こわい。逃げたい。いっそ気を失ってしまいたい。ネガティブな感情が咲弥の胸を埋め尽くしていく。


    　恐怖に打ち震える咲弥に、梨理は酷薄な視線を浴びせた。


    「……あなたは生まれながらにして、幸せになれる条件をすべて手に入れていた。お金も、家柄も、美び貌ぼうも。なのに、どうして、わたしなんかと同じ場所にいるの？　バカなの？」


    　咲弥は答えない。答えられない。その獣けものじみた眼光に射い竦すくめられて、身動きひとつ取ることができない。日ひ頃ごろの冷静さは呆気なく失われ、思考がまとまらない。この状況を切り抜けるために、まず何を為なせば良いのかが思い浮かばない。そうこうしているうちに、梨理はさらに詰め寄って、無造作に片かた膝ひざを寄せた。咲弥はカッと頰ほおに朱を散らした。貝のごとく、ぴたりと閉じ合わせていた膝が強引に割られ、あえなく侵入を許していた。内うち腿ももに梨理の膝を感じた。咲弥が身じろぎするたび、その膝が内腿に擦こすれた。梨理の肢体が孕む熱が、生々しいほどに伝わってきた。


    「わたしはあなたが嫌い。あなたを見ていると苛いら々いらする……なのに、わたしは今……大嫌いなはずの……あなたの血が……欲しくて欲しくて……たまらないの」


    　その言葉で、咲弥は悟った。よりにもよって、こんなときに発作が始まったのだ。手て許もとに例の精神安定剤は無い。咲弥は唇くちびるを嚙かんだ。


    　梨理の手が閃ひらめいて、咲弥の襟えり元もとを摑つかんだ。ブラウスのボタンが弾け飛ぶ。羞しゆう恥ちのあまり、咲弥は奥歯を嚙み締めた。抜けるような素す膚はだが露あらわとなった。仰あお向むけに横たわってもなお、豊かに盛り上がる乳房を前にして、梨理が陶然と呟つぶやいた。


    「男勝りなくせに、身体からだのほうは……どこまでも女なのね」


    　梨り理りの手が無遠慮に、下着の上から胸を摑つかんだ。たっぷりと盛られたパン生地をこね回すように、その手が艶なまめかしく蠢うごめいて、咲さく弥やを責め苛さいなんだ。ねっとりとした密度を孕はらんだ熱に当てられて、脇わきの下からじっとりと汗ばんでいくのが解わかった。


    　意識が朦もう朧ろうと霞かすみ始めている。いつの間にか、下着のフロントホックを外されていた。


    　しどけない格好をまざまざと曝さらしつつ、しかし、咲弥はなんの抵抗もできなかった。身体が動かない。大声を張り上げることもできない。廊下では和泉いずみが警護に就いているはずだが、今や完全に気を呑のまれた咲弥に、異変を伝える術すべはなかった。たった一枚の扉が、室内と室外をあまりに遠ざけてしまっていた。


    「もう……我慢できない──」


    　梨理は夢見心地な口調で呟つぶやくと、唇くちびるをカッと開き、前歯を剝むき出しにした。大気が凍りついた。溶よう岩がんの中から突如として氷塊が浮き上がったような、そんな気配が辺りに充ちた。


    　梨理は普段、ぼそぼそと俯うつむきがちに喋しやべる。それゆえに、その犬歯が獣のごとく発達しているという事実に、咲弥は初めて気づいた。もはや牙きばと形容しても過言ではない、上下左右、計四本の犬歯が誇る鋭さに、畏い怖ふと恍こう惚こつを同時に覚えた。


    「ま、待ってくれ！」


    　なんとか声を振り絞ったものの、梨理がとっくに正気を失っているのは明らかだった。瞳どう孔こうは虚うつろに開かれているし、耳孔はあらゆる人語を拒絶しているかのようだ。


    　今しも喉のど笛ぶえに嚙かみつかれるのではないか。本能的な恐怖が、咲弥を辛うじて危険な誘惑から護まもっていた。


    「御み室むろ？」


    　そのとき、咲弥が放った叫びを鋭敏に聞きつけたのか、あるいは定時の状況確認だったのか、廊下に待機していた和泉が扉越しに呼びかけてきた。


    「だっ、大丈夫だ。何も問題は無い！」


    　咄とつ嗟さに放った一言に、咲弥自身が戸惑った。和泉の助力を得れば、この状況を切り抜けるなど容た易やすいはずだった。なのに、咲弥は自らの判断で和泉を拒んだ。自分で自分に呆あきれ果てる思いだったが、それと同じくらい、不思議と納得もしていた。


    　そう、和泉には申し訳ないが、ここで誰だれかの力を借りたところで、根本的な解決にはならない。梨理は自らの意志で手を伸ばし、咲弥を選んだ。咲弥を手て許もとに繫つなぎ止めようとした。そんな梨理に応じることができるのは、やはり咲弥以外にあり得ない。


    　咲弥は意を決し、呟いた。


    「そんなにあたしの血が欲しいのなら、好きにすればいい……」


    　梨理の犬歯が迫る。ピンク色の歯茎から透明な粘液がたらたらと滴したたり落ちる。


    　咲弥は固く目ま蓋ぶたを閉ざした。梨理の全身から放射される獣欲を、真っ向から受け止めるだけの覚悟を決めた。


    　小お椋ぐらミシカは小学生の時点で、これほどの重圧に晒さらされていたのか……と、そんな思いが胸をよぎった。それは果たして、どれほどの寛容さなのか。否、寛容などという言葉では、とても受け留められはしないだろう。そう、小椋ミシカは心の底から梨り理りを愛していた。自分達が同じ命を共有しているのだと、思い込んでしまうほどに。


    「……梨理？」


    　ふと、咲さく弥やは眼めを閉じたまま、妙な違和感を覚えた。どういうわけか、梨理の犬歯がなかなか迫ってこない。あの濃密な熱気も、怖おじ気けをもたらすほどの冷たさも、綺き麗れいに霧散している。今ではもう、ふたりの間に横たわるのは、互いの温ぬくもりだけであった。


    　咲弥は恐る恐る、ゆっくりと目ま蓋ぶたを開いた。


    　梨理は咲弥を組み敷いたまま、ぴたりと硬直していた。極限まで開かれた双そう眸ぼうからは、それが人の証あかしだと云いわんばかりに、ぽたり、ぽたりと、涙の雫しずくが零こぼれ落ちている。


    「嫌……わたしは……もう誰だれも…………もう二度と……………………」


    　語尾は掠かすれた。あたかも自らの意志で電源を落とした自動人形さながら、梨理は気を失った。かくんと崩れ落ちて、咲弥に全体重を預けたのだった。


    　咲弥は梨理のすべてを優しく包み込むように、そっと抱き締めた。


    　　　　　　　†


    「おい、御み室むろ！　御室っ！」


    　誰だれかに肩を劇はげしく揺さぶられ、咲弥は跳ね起きた。カーテンの隙すき間まから、幽かすかな朝あさ陽ひが射し込んでいるのが判わかった。あのまま、自分は梨理を抱き締めたまま眠りに落ちたのだと、ぼんやりと思い出した。寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりつつ、ゆっくりと上半身を起こす。その途端、身体からだを覆っていた毛布がするりと膝ひざ元もとに落ちた。


    「なっ、なんて格好をしてやがるっ！」


    　和泉いずみ貴たか顕あきらは満面を朱に染めると、顔を背けた。その反応が理解できず、咲弥はきょとんと小首を傾かしげた。と同時に、和泉に叩たたき起こされるのはこれで二度目だな……という、場違いな思考が胸をよぎった。


    「ん……？」


    　咲弥はまじまじと自分の上半身を見下ろした。直後、言葉にならぬ叫びを漏もらすと、露あらわとなった胸元を毛布で覆い隠した。その時点で、朧おぼろ気げに霞かすんでいた思考は一気に晴れた。


    「い、いや……これはだな」


    　咲弥はあたふたと弁解しようとしたが、適当な言葉が何も思い浮かばない。そんな咲弥をもどかしげに睨にらむと、和泉は一気に捲まくし立てた。


    「そんなことより、館たち花ばながっ！　館花が逃げたんだ！」


    「……なんだと？」


    　咲さく弥やは愕がく然ぜんとして、周囲を見渡した。


    　昨日、一度は咲弥の血を貪どん欲よくに求めたものの、梨り理りは辛うじて耐え抜いた。ヒトとしての理性が、劇はげしい衝動に打ち勝ったのだ。その後は咲弥の腕に護まもられて、静かな一夜を過ごしたはずだった。


    　ところが、今ではもう、ベッドの中にはひとり分の体温しか残っておらず、どこか寒々しい心地すら感じさせた。掌てのひらですくい取った砂粒が、指の隙すき間まからさらさらと零こぼれ落ちるように、梨理の姿は消え失せていた。


    　咲弥は改めて、室内を見渡した。梨理の自宅が使えなくなったため、ここ数日の間に、ベッドの脇わきには梨理の私物が運び込まれていた。通学鞄かばん。教科書やノート。洋服や下着類を収めた紙袋などである。咲弥はそれらが積まれた一角に駆け寄ると、紙袋の中身を漁あさった。確か新品の制服があったはずだが、消失している。私服ではなく、あえて制服を選んだあたりは、生き真ま面じ目めな梨理らしいと云いえた。制服のみならず、上着や靴も見当たらなかった。退院の日を見越して、手際よく準備していたのが、どうやら仇あだになったようだ。着替えさえなければ、梨理の身体からだを包むのは寝しん衣いのみ。行動は遥はるかに制限されたはずだった。


    　咲弥は梨理の私物から顔をあげると、和泉いずみを振り返った。


    「逃げたってのは、どういうことだ？　お前は制服を着込んだ梨理をみすみす見逃したというのか？　お前はなんのために警護に就いていた？」


    　そこまで捲まくし立てたところで、咲弥は今さらのように気づいた。和泉の眼鏡は、フレームが不自然に曲がっている箇所があった。のみならず、左のレンズにはひびが入っている。唇くちびるの端からは血が滲にじんでいるし、左の頰ほおなどは痛々しいほどに腫はれていた。


    「お前、まさか……梨理にやられたのか？」


    　和泉はぶっきらぼうに口くち許もとの血を拭ぬぐうと、そっぽを向いた。さも決まりが悪そうに、弁解がましく、ぼそりと呟つぶやいた。


    「不意を突かれたんだ」


    　和泉とてラ・バスの特別捜査官である。相当の訓練は受けているはずだが、対する梨理はエコールの出身者である。同年代の少年少女が数学や英語に取り組んでいる間、梨理は防衛省が開発した戦闘訓練プログラムを受けていた。そんな梨理にとってみれば、和泉を昏こん倒とうさせることなど、赤児の手を捻ひねるようなものだったのかもしれない。


    　和泉が不ふ貞て腐くされている合間にも、咲弥は素早くブラウスの前を閉じた。ベッドの下に転がっていたブーツを履はくと、素早く立ち上がる。


    　ふと、咲弥は奇妙な違和感を覚えた。眠りに落ちる前、カーテンは完全に閉ざされていたはずだ。ところが、今や全開になっている。窓の向こうには、二十メートルほどの距離を置いて、別の病棟が建っている。


    「このカーテン、お前が開けたのか？」


    　和泉いずみはムッとした顔で答えた。


    「素人じゃあるまいし、軽率にカーテンを開け放つわけがないだろう」


    「だとしたら……カーテンを開けたのは梨り理りということになる。もちろん、梨理だって素人ではないはずだがな」


    「つまり、館たち花ばなが我を忘れてカーテンを開け放つほどの何かが発生したというわけだな」


    「ああ。敵がどういう手段を使ったのかは解わからないが、梨理はまんまとおびき出された。それは間違いあるまい。梨理が部屋を飛び出したのはいつだ？」


    「それが……時刻を確認する間もなく、失神させられたからな。詳しくは判わからん。夜明け前だったのは確かだが。少なくとも、あれから三時間は経たっているだろう」


    　最悪の展開だった。もっとも、梨理がベッドを抜け出したことになんら気づくことなく、昏こん々こんと眠りこけていた咲さく弥やもまた、同罪には違いない。自分の失態を棚上げにして、和泉を一方的に責めるわけにはいかなかった。


    「捜査室に連絡は？」


    「もう済ませた。くそっ……何がどうなっているんだ？　お前は昨日、館花から何を聞き出した？　いったい、あの子の過去には何が──？」


    「今は梨理の身柄を確保することが先決だ。お前はお前の仕事をこなせ」


    　咲弥はハンガーに掛けていたコートを羽織ると、大おお鴉がらすの両翼さながら、その裾すそをばさりと翻ひるがえし、病室をあとにした。

  


  
    　　漆　バニシング・ツイン　‐破‐


    



    　咲さく弥やは駐車場に駐とめていた愛車に飛び乗ると、けたたましいエンジン音と共に、発進させた。病院の敷地を抜け出し、ほとんど交通量の無い市道に出る。片手で華麗にステアリングを切りながら、もう一方の手で携帯電話をホルダーにセットした。


    　捜査室に繫つなぐと、案の定、高たか牧まき小こ春はるが出た。


    「和泉いずみから事情は聞いたな？」


    『はい。今は梨り理りさんの捜索に専念しましょう』


    　小春はプロフェッショナルらしく、余計なことは何ひとつ漏もらすことなく、最優先すべき事項を明確に告げた。そんな小春の姿勢が、今の咲弥にはありがたかった。


    「あいつの現在位置を割り出すことは？」


    『無理です。梨理さんは今、携帯電話を所持していませんから』


    「それもそうだな」


    　梨理の携帯電話は今、咲弥が所持している。梨理と無事に合流できた際、手渡すつもりだった。


    「にしても……意外だな。お前達のことだから、てっきり梨理の身体からだに発信器でも埋め込んでいるのかと思っていたが」


    『確かに、そうした形でエコール出身者を支配下に置いている組織もあります。梨理さんがうちの捜査室に配属された際、そのような案が持ち上がったのも事実です。室長と瀬せ名なさんが反対したことで却下されましたが』


    　咲弥は納得した。結局、その判断が今回は仇あだとなったわけだが、室長と瀬名を責める気にはならなかった。寧むしろ、ふたりの英断には心から賛同できた。ただし、その時点の瀬名が本人だったのか、あるいは中身が入れ替わっていたのかは解わからないが。


    「……だとすれば、心当たりの場所に行ってみるしかないな」


    『心当たり、あるんですか？』


    「ああ。ひとつ頼まれてくれるか？　『埋もれ木の家』という児童養護施設について、今すぐ調べて欲しい」


    『了解しました』


    　小春は何も聞かずに、いったん通話を切った。信号待ちの間、咲弥は手て許もとのナビを操作して、検索キーワードの欄に「うもれぎのいえ」と入力した。検索開始。


    「……ん？」


    　検索結果は零れい件。眉まゆ根ねを寄せているうちに、信号が青になった。仕方なく、市街の中心部を目指して車を走らせる。こうなると、小春の情報だけが頼りだった。「埋もれ木の家」の住所さえ解わかれば、今度は住所をナビに入力すればいい。


    　所しよ詮せんは勘に過ぎないが、咲さく弥やの胸には確信が芽生えていた。梨り理りが過去に犯した過ちを告発しようとしている相手──それはおそらく、小お椋ぐらミシカの母親なのだろう。彼女がわざわざ梨理を呼び出したなら、その場所は「埋もれ木の家」である可能性が高い。


    「ったく……少しはあいつに近づけたかと思ったんだがな」


    　口くち惜おしい思いが胸きょう裡りを埋め尽くしていく。そう、あえて敵の誘いに応じるつもりだったのならば、素直に咲弥を頼れば良かったのだ。


    「いや、もしかして──」


    　ふと、咲弥はもうひとつの可能性に思い当たった。梨理は「捜査」のために姿を消したのではないのかもしれない。事実、携帯電話すら置いていったのだ。ならば、それはなんのためか？　よもや自らの罪を懺ざん悔げして、小椋ミシカの母親に命を差し出すつもりでは──？


    　最悪の想像が胸をよぎったそのとき、小こ春はるから連絡が入った。ちょうど黒こく蒐しゆう院いん通りに差し掛かっていた。咲弥はアクセルを緩めた。


    『お待たせしました。当該施設についてなのですが……』


    　そこまで告げると、どういうわけか、小春は云いい淀よどんだ。


    「……どうかしたのか？」


    『それがですね……今ではもう、運営されてはいないんです』


    「なんだと？　どういうことだ？」


    『今から五年前、火災で焼けてしまったんです。所轄による捜査の結果、放火だったことが判明しましたが、マル被は未いまだに捕まってはいません。出火したのは真夜中で、冬場だったこともあり、火の回りが早かったそうです。全焼は免まぬかれたようですが、職員と児童を合わせて四十二名が死亡。生存者はいませんでした』


    　咲弥は劇はげしい動どう悸きを覚えた。どういうことだ？　今から五年前の冬ということは、単純計算すれば、梨理がミシカを殺してから約一年後ということになる。


    「じゃあ、その火災の一年前、クリスマスの夜に、『埋もれ木の家』の児童がルームメイトを誤って殺すという事案が起こったはずなんだが……捜査記録や当時の記事を調べてくれないか？」


    　あいにく、小春は淡々と答えた。


    『当該施設に関する捜査記録及び報道記事は、先ほどすべて検索しました。ですが、そのような記録は一切ありませんでした』


    　咲弥は妙な胸騒ぎを覚えた。何な故ぜ、記事になっていないのだろう？　エコールの関係者が揉もみ消したのだろうか。


    『もしかして、その事件と梨理さんの過去に、何か関係が？』


    「梨理の身柄を確保できたら、ゆっくり話す。じゃあ、『埋もれ木の家』の関係者で、今も生存している人物はいないのか？」


    『それがですね……施設の代表を務めていた小お椋ぐら富とみ春はる氏という人物がいたのですが、二年前に癌がんで亡くなっています。地元ではかなり名の知られた人物で、全国紙の地方欄にも訃ふ報ほうが掲載されています』


    「……そうか」


    　咲さく弥やはステアリングを握る手に力を込めた。小椋富春氏。梨り理りから聞いた話にも登場した人物だった。周囲からは「小椋先生」と呼ばれ、親しまれていたそうだ。小椋ミシカの母親が名のり出た際は、いろいろと尽力したという。この小椋先生が生きてさえいれば、小椋ミシカの実母に関する情報を聞き出せたかもしれない。


    「とりあえず、あたしはこれから『埋もれ木の家』の跡地に行ってみようと思う」


    『それでは、咲弥さんの携帯に住所を送りましょうか？』


    「いや、その必要はない。あたしは一旦、捜査室に寄るつもりだ。そのときにでも教えてくれればいいさ」


    『それは構いませんが……何か忘れ物でも？』


    「ああ。あたしじゃなくて、梨理の忘れ物だがな」


    　その一言で、小こ春はるは鋭敏に察してくれた様子だった。


    『了解しました。私はＮシステムを利用して、市内の交通情報を集めておきます』


    　咲弥は再びアクセルを踏み込んだ。座席の後方に設置されたポルシェ・エンジンが、咲弥の意志に呼応して、凛りん冽れつと澄み渡る大気を切り裂さくように、獰どう猛もうな唸うなり声を発した。


    　　　　　　　†


    　梨理は病院の駐輪場で盗み出した原付を駆り、市街地を抜け出した。山岳方面に向かうにつれ、交通量は減る一方だった。


    　梨理は物寂しげな県道を北上しつつ、今朝のことを思い出していた……。


    



    　夜明け前、ふと眼めを覚ました梨理は、自分が咲弥の腕に抱かれて眠っていたことに気づくや、驚きよう愕がくのあまりベッドから転がり落ちた。それでも、ほとんど音をたてなかったのはさすがである。咲弥が眼を覚ますことはなかった。


    「そうだ、わたし……」


    　梨理は気を失う直前のことを思い出した。たちまち、頰ほおが熱を帯びた。梨理は恥も外聞もなく、咲弥の血を欲してしまったのだ。それでも吸血に及んだ記憶は無いし、口の中に血の味が残っているわけでもない。どうやら、自分はあの衝動を抑え込んだらしいと、梨理は判断した。不思議な気分だった。発作は、我慢すれば耐えられるケースから、ミシカを殺したときのように制御不能なケースまで、いくつかのレベルに分けられる。昨日、梨理が咲弥を前に覚えた衝動は、決して低レベルなものではなかった。ましてや、手て許もとには頼みの綱とも云いえる精神安定剤さえ無かったのだ。


    「わたし……耐えることができたの？」


    　理由は判わからない。だが、確かに梨り理りは耐え抜いたのだ。梨理の胸に、熱いものが込み上げた。と同時に、小学時代の自分に昨夜と同じくらいの忍耐力があれば……と、今となっては無意味な望みを抱いたりもした。


    　問題なのは、自分がこれから何をすべきかである。吸血衝動に負けた結果、梨理はミシカを殺してしまった。その後は一度として、自分の意志で何かを為なしたことはなかった。わけの解わからぬまま、エコールなる教育機関に入学させられ、戦闘訓練を積まされた。梨理の同期のうち、防衛省の戦闘訓練プログラムに回された生徒は二百人だったが、卒業の頃ころには八人にまで絞られていた。残る百九十二人のうち、二十四人は梨理が殺した。命のやり取りを繰り返させることで、生徒の経験値を着実に上げていく。それが戦闘訓練プログラムの基本骨子であった。どんなに理不尽な任務であっても、すべてはミシカを殺した罰なのだと自分に云いい聞かせ、梨理は黙々と遂行した。だが、どれほど訓練に励んでも、どれほど同期生を殺しても、自分は赦ゆるされたのだという感触を得ることはできなかった。


    　今いま頃ごろになって、そんな梨理を告発しようとする相手が現れた。罪無き児童を巻き込んだのは絶対に赦せないが、梨理はどうしても、その相手と対たい峙じする必要があると確信した。咲さく弥やの推理が正しければ、その相手はミシカの実母ということになる。ならば、余計に会わねばならない気がした。だが、どうやって会えば──。


    　刹せつ那な、梨理は首筋に悪寒を覚えた。例たとえるならば、狙そ撃げき銃のスコープに捕ほ捉そくされたような、そんな感覚であった。梨理がエコールでの苛か酷こくな訓練に生き延びることができた理由のひとつが、その人間離れした感覚機能であった。異変を察知する間際、こうして目覚めることができたのも、あるいは梨理の特異な感覚が働いたから、かもしれない。


    　梨理は咲弥に覆い被かぶさるような形で、咄とつ嗟さに伏せた。銃声は無かった。窓ガラスが割れ砕けることもなかった。その代わり、突如として、脳のう裡りで聞き覚えのある声が響いた。


    『埋もれ木の家で、待ってる……』


    　それは確かに瀬せ名なの声音だった。ただし、なんらかのフィルターを通したように、高域と低域が若干、削られている。指向性スピーカーを使ったのだと、梨理は瞬時に理解した。声に指向性を持たせることで、特定の人物にだけ自分の声を届けることができるスピーカー。見張り番の和泉いずみにさえ気づかれることなく、梨理の許もとにメッセージを伝達するには、格好のツールと云いえた。


    　梨理は身の危険すら忘れて、窓辺に駆け寄った。カーテンを颯さつと開け放つ。視界に飛び込んできたのは、向かいに建てられた病棟であった。あいにく、瀬名の姿は屋上にも窓辺にも見当たらない。メッセージを伝えた以上、用は済んだということなのだろう。


    　梨理は心を決めた。病院から支給された寝しん衣いを脱ぎ捨てると、着替え始めた。ベッドの脇わきには複数の紙袋が並べられている。中身はすべて、梨り理りの着替えだった。制服や靴、コートまで揃そろっていた。恐らくは室長の命を受け、小こ春はるか咲さく弥や、あるいは羅ら臼うすあたりが用意してくれたのだろう。恩を仇あだで返すことになるが、今は罪悪感に浸っている場合ではなかった。


    　最後に上着を羽織ると、梨理は寝台を振り返った。穏やかな寝息をたてている咲弥の横顔に向けて、ぼそりと呟つぶやいた。


    「……ありがとう」


    



    　いつしか、梨理は山道に差し掛かっていた。そこで予期せぬ事態に遭遇した。野良猫が一匹、急に道路を横切ったのだ。普段の梨理であれば、なんの苦もなくかわせていたかもしれない。が、やはり本調子ではなかった。ほんの一瞬、判断が遅れた。


    　横転すると判断した刹せつ那な、辛うじて車体から飛び離れたものの、それが限界だった。背中から地面に落下した。受け身は取ったものの、病み上がりの身体からだには重すぎる衝撃に襲われた。原付は呆あつ気けなく横転し、ガードレールに叩たたきつけられた。不幸中の幸いといえば、例の野良猫がなんら怪け我がを負うことなく、何食わぬ顔で通り過ぎたことくらいだろうか。


    「うぐっ……」


    　梨理は辛うじて上半身を起こすと、ガードレールに背中を預けた。ガードレールの向こうは断だん崖がい絶壁である。通行車両も人通りも皆無。怖こわいくらいに、今の梨理は孤独だった。膚はだを切るような寒さと、耳が痛いくらいの静寂に包まれた。


    　梨理は自分の身体を確かめた。手足は動く。骨にも異状は無さそうだ。どうやら軽い打撲だけで済んだらしい。だが、横転した原付については、一見しただけで、もはや乗るのは無理だろうと判わかった。


    　梨理は途方に暮れた。最悪だった。目的地を目指すにしても、引き返すにしても、徒歩では気の遠くなるような距離が待ち受けている。いや、ここまで来て引き返すわけにはいかない。自らの足で歩くか。あるいは、交通車両を待ち受けて──奪うか。


    　ごく平然とそんな選択肢を思い浮かべる自分に、梨理は劇はげしい嫌悪を覚えた。情けなさのあまり、涙が溢あふれた。思い出したように、腹部の傷がズキズキと痛み始めた。いっそ背後のガードレールを飛び越えて、断崖絶壁に身を躍らせることができたなら──。


    「うっ……ひっく……」


    　ミシカと出で逢あって間もない頃ころのように、梨理は泣いた。泣きじゃくった。声をあげ、しゃくり上げ、肩を震わせて泣いた。どうして自分は恵まれなかったのだろう。何かを多く望んだわけでは、決してなかった。ママとふたり、貧しくとも微笑ほほえみを絶やすことなく、穏やかに暮らすことができていれば、それで満足だった。父親の不在を引け目に思ったこともなかったし、父親を欲したこともなかった。


    　なのに、ママは死んだ。梨理が殺したようなものだった。梨理があんな症状を抱えていなければ、ママが慢性的な貧血に苦しむこともなかった。ましてや行き倒れになることもなかった。自宅まであと僅わずかの地点で倒れたママは、どんな気持ちだったのだろう。最期の瞬間に、梨り理りの名前を呼んでくれただろうか。


    　そのとき、大地を揺さぶるようなエキゾースト・ノートが高らかに鳴り響き、艶つややかな真しん紅くを纏まといし車両が、梨理の傍そばを通過した。かと思うと、耳をつんざくようなブレーキ音がほとばしった。車両は二十メートルほど向こうで、ぴたりと停止した。


    「えっ……？」


    　梨理は信じがたい思いで、遥はるか前方を見やった。確かに見覚えのあるポルシェだった。左側のドアが開き、颯さつ爽そうと地面に降り立ったのは、間違いなく──御み室むろ咲さく弥やだった。山さん嶺れいから山さん麓ろくに、颯さつと吹き下ろした山風を背に浴びて、艶つややかな髪をなびかせ、上着の裾すそを悠然と翻ひるがえし、かつん、かつん、ブーツの踵かかとで着実に時を刻むように、梨理の許もとに歩み寄ってきた。


    「どう……して？」


    　溢あふれる涙を隠そうともせず、梨理は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。刹せつ那な、咲弥の手が鋭く閃ひらめいて、梨理の頰ほおを軽く叩はたいた。


    「相棒を叱しかりに来た。病み上がりじゃなかったら、拳こぶしで殴っているところだ」


    　咲弥はぶっきらぼうに呟くと、手を差し伸べた。梨理は戸惑った。本当に、その手を摑つかんで良いのだろうか。ママも、ミシカも、そして瀬せ名なも──梨理に関かかわってしまったが最後、悲惨な末路を遂げた。今、自分が咲弥の手を取ってしまったら……結局は、また同じことの繰り返しになるのではないか。


    　と、さも不愉快そうに眉まゆをひそめると、咲弥は手を引っ込めてしまった。


    「おい。まさかとは思うが、自分のせいで、このあたしまでが死ぬんじゃないか……そんな風に考えているんじゃあ、あるまいな？」


    　図星を指され、梨理はみっともないほどに怯ひるんだ。そんな梨理の反応を前に、咲弥は忌いま々いましげに舌打ちをした。


    「昨日の夜、お前はあたしに訊きいたっけな。どうして、あたしがラ・バスにいるのかって。確かに、あたしは裕福な家に生まれた。家族の愛情に包まれて、何不自由のない暮らしをしてきた。お前から見れば、確かにあたしはバカだろうよ。他ほかにも選択肢はいくらでもあるのに、よりにもよって、ラ・バスなんかにやって来たんだからな」


    「そうよ。あなたはバカよ……」


    　ぼそりと呟いた梨理に、咲弥は強烈な一いち瞥べつをくれた。


    「ああ、そうだ。あたしはバカだ。大バカだ。だがな、あたしはバカであることを誇りに思っている。警察官になったのは、あたし自身の意志だ。間違っているとは思わない」


    　咲弥はガードレールに軽く腰掛けると、右手を伸ばし、梨理の頭に手を置いた。


    「なぁ、梨理。過去を捨てろとまでは云いわない。捨て切れない過去だってあるだろう。あたしもハカナシに出くわしたことで、消せない過去を背負っちまった。人生初の黒星だ。忘れようったって、忘れられるもんじゃない。でもな、だからこそ、あたしは徹底的にハカナシと向き合うことに決めたんだ」


    　咲さく弥やはすっくと立ち上がると、梨り理りの頭から手を離した。ブーツの踵かかとを鳴らし、愛車に向けて歩き出す。しばらく進んだところで、足を止めた。梨理を振り返りはしなかった。あえて背中を向けたまま、梨理だけではなく、自分自身にも云いい聞かせるように、断固たる口調で告げた。


    「過去をいちいち振り返るな。それが、どうしても棄すてられない過去ならば──背中だけで感じ続けろ」


    　咲弥は再び歩き出した。やがて愛車の脇わきに辿たどり着くと、今ではもう、完かん璧ぺきなまでに捜査官の顔をして、梨理に声をかけた。


    「ほら、さっさと乗れ。行きたい場所があるんだろう？」


    　梨理は両手の甲でぐしぐしと涙を拭ぬぐうと、立ち上がった。その瞳ひとみにはもう、先ほどとは打って変わって、強い意志が漲みなぎっていた。制服に付いた砂さ塵じんを払うと、新しい相棒の許もとへとまっすぐに駆け出した。


    　梨理が助手席に乗り込むなり、咲弥は後部座席を顎あごで差し示した。


    「忘れ物だ」


    　云われるがままに振り返ると、そこには梨理の愛刀──〝紅べに芙ふ蓉よう〟と〝白しろ芙ふ蓉よう〟が置かれていた。


    　　　　　　　†


    　朽くち果てた門の前で車を降りるなり、梨理は呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。


    「どうして……こんなことに……？」


    　それは、あちこちが焼け焦げて、辛うじて原形を留とどめているだけの廃はい墟きよだった。建て替えられることもなく、更地にされることもなく、あくまでも残ざん骸がいとして、ぽつんと放置されている。


    　梨理に続いて車を降りた咲弥もまた、予想を超える光景を前に、しばし絶句した。児童も職員も逃げ遅れ、あえなく全滅したのも頷うなずけるほどの惨状だった。炭化した木材の匂においに、屍し臭しゆうが混じっているような錯覚さえ覚えた。


    「どうする？　周囲の民家に聞き込みをするか？」


    　そうは訊たずねたものの、咲弥自身、聞き込みが功を奏するとは思えなかった。ただでさえ、施設は山奥に位置している。最寄りの民家を訪ねようと思ったら、山さん麓ろくまで引き返さねばならない。


    　あいにく、梨理は咲弥の言葉を聞いてはいなかった。半開きの門をくぐり抜け、黒焦げの建物に向かった。予想以上に、その足取りがしっかりしているので、咲弥は胸を撫なで下ろした。少なくとも、今の梨理は捜査官として動いている。一度は置き去りにした双刀を、今ではちゃんと腰に提さげている。咲さく弥やはあえて「大丈夫か？」といった質問は避けた。


    「お早いお着きね、おふたりさん」


    　刹せつ那な、咲弥と梨り理りの遥はるか頭上から、凜りん冽れつと澄み切った声こわ音ねが霰あられのごとく降り注いだ。


    「お前は──！」


    　咲弥は咄とつ嗟さに銃を抜き、銃口を頭上に向けた。一方、梨理は双刀の柄に手を添えて、油断無く身構えた。二対の視線の先には、今にも崩れ落ちそうに見える屋根の上、悠然と佇たたずむたおやかな影があった。


    　今、咲弥と梨理の視線は見事に一致していた。二対の視線の先には、今にも崩れ落ちそうに見える屋根の上、悠然と佇たたずむたおやかな影があった。


    「瀬せ名なっ！」


    　咲弥は反射的に、その名前を叫んだ。中身の正体が判明していない以上、今はそう呼ぶしかなかった。今の瀬名は、鮮血のように紅あかい生地にクロアゲハの模様を描いた振り袖そでを纏まとっているが、左腕の肘ひじから下を失ったままだ。


    　その事実から、咲弥はひとつの結論を導き出した。そう、中身の人物は決してハカナシではない。ハカナシであれば、手足の一本や二本を失ったところで、とっくに再生しているはずである。


    　油断は禁物だが、咲弥は神こう賀がの狙そ撃げきに感謝した。いくら瀬名の姥うば皮かわを着用しているとはいえ、相手も左腕を失ったばかりである。万全の態勢とは云いえないはずだ。そもそも、槍やりとは両手で持つことを前提にした武器でもある。その身でなお槍を取るとは、常識的に考えれば無謀としか云いようがなかった。無論、こうして梨理を待ち受けていた以上、勝つ自信はあるのだろうが。あるいは、梨理を倒す以外の目的でもあるのだろうか。


    「あなたは退ひいて、本部に連絡を。ここはわたしが喰くい止める」


    　ふいに、梨理が咲弥にだけ聞こえるように囁ささやいた。顔はあくまでも、遥はるか頭上の瀬名に向けたままである。


    「いや、しかし……」


    　なおも逡しゆん巡じゆんする咲弥を叱しつ咤たするように、梨理は双刀をすらりと抜き放った。


    「早く行って！」


    　その真しん摯しな声を受け、咲弥は頷うなずくしかなかった。一目散に駆け出す。と同時に、瀬名の手が素早く翻ひるがえった。懐ふところに隠し持っていた細身のダガーを四本、腕の一振りによって投とう擲てきしたのだ。凄すさまじい視線で射い貫ぬかれたのを自覚し、咲弥は膚はだが粟あわ立だつのを覚えた。それでもあえて梨理を信じ、まっすぐに敷地内を駆け抜けた。


    　大気を滑る四本のダガー。そのうち三本までを、梨理は払い落とした。残る一本のみ、咲弥の腕を掠かすめたものの、上着の生地を傷つけるに留とどまった。


    　咲弥は素早く門をくぐり抜けると、愛車の陰に飛び込んで、携帯電話を取り出した。


    『はい、高たか牧まきです』


    「『埋もれ木の家』の跡地で、瀬せ名なの皮を被かぶった奴やつに遭遇した。至急、援軍を頼む！」


    　我ながら滅茶苦茶な要求だとは思ったが、小こ春はるは特に動じた様子もなく、淡々と応じた。


    『了解しました。すぐに神こう賀がさんと和泉いずみさんを応援に向かわせます』


    　小春は即座に応じると、通話を切った。沈黙した携帯電話をポケットに押し込むと、咲さく弥やは再び拳けん銃じゆうを構えて、愛車の陰から飛び出した。


    



    　梨り理りは地を蹴けると、屋敷の外壁を伝うように、段階的に跳躍を繰り返し、屋根の上にすとんと着地した。すかさず双刀を構える。


    　紅べに芙ふ蓉ようこと太刀は頭上、白しろ芙ふ蓉ようこと小太刀は正眼。〝残月の構え〟であった。


    　梨理が冷静に自分の流儀を貫いているのを見て、咲弥は安あん堵どした。


    　膠こう着ちやく状態が続くと思われたのも束つかの間ま、先に痺しびれを切らしたのは瀬名のほうだった。右腕一本であの十じゆう字じ槍そうを旋回させるや、肉迫した。その十字槍は、相手の命を根こそぎ奪うためだけに生み出された、残酷極まる鉄塊であった。穂先を紙一重でかわしても、両りよう脇わきから突き出た鎌かままでは避よけられない。


    　幸い、今の梨理は落ち着いている。穂先のみに視線を奪われることなく、左右の鎌の軌跡も完全に見切っていた。


    「いいぞ、梨理！」


    　屋根の上の立ち合いを眺めつつ、咲弥は興奮気味に呟つぶやいたものの、掩えん護ごができないのがもどかしかった。無論、ここから銃撃をすること自体は可能だが、両者の立ち合いがあまりに速すぎて、タイミングが計れない。下へ手たをすれば梨理に当たる可能性もあった。


    　もどかしい気持ちを抱きつつ、咲弥は考える。そもそも、誰だれが瀬名の皮を被っているのだろう。ミシカの実母から依頼を受けた人物だろうか。だとしたら、依頼を受けた動機はなんだろう。単純に金銭だろうか。なんらかの共感が芽生えたのだろうか。あるいは、母親自身が瀬名の内側に潜んでいる可能性も、考えられないわけではないが。


    　やがて、両者は再び間合いを保った。梨理は再び〝残月の構え〟をとった。他方、瀬名は何を思ったか、婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


    「今までとは、まるで別人ですわね。その強さは何に由来するのかしら？　もしかして、咲弥さんとの間に何かありました？」


    「……いい加減、瀬名お姉ちゃんの口調で話すのはやめて」


    　刀を取って以来、梨理は初めて口を開いた。


    「うふふ……これはこれで、割りと気に入っていますの。天あま埜の瀬名……本当に、面白い人ですのねぇ。その末路は悲惨でしたけど」


    　瀬名の言葉は梨理だけでなく、咲弥の耳にも届いた。


    「相手にするな！　ただの挑発だ！」


    　咲さく弥やが呼びかけるまでもなく、梨り理りは冷静沈着に構えている。傍はたから見守る咲弥までもが怖おじ気けを振るうほど、今の梨理は深い眼めをしていた。森閑と静まり返った湖の、深い、深い底のように。


    「不ぶ様ざまね。少なくとも、瀬せ名なお姉ちゃんは絶対に、そんな姑こ息そくな手段は使わなかった。あなたなんかに、瀬名お姉ちゃんを演じる資格は無いわ」


    「──強くなったね、リリちゃん」


    　確固たる口調で宣言した梨理に対し、どういうわけか、瀬名は慈いつくしむような笑顔を浮かべた。それは慈母を思わせる笑えみであると同時に、そこはかとない寂しさを孕はらんだ笑みでもあった。のみならず、声も口調もがらりと変わっていた。十代の少女を思わせる、可か憐れんな声こわ音ねであった。その声質と口調こそが、瀬名の皮を被かぶった人物の地声であり、普段の口調なのだろう。


    　冷静に判断を下した咲弥とは対照的に、梨理は愕がく然ぜんと眼めを瞠みはり、硬直した。辛うじて〝残月の構え〟こそ保ってはいるが、膝ひざ頭がしらががくがくと震えを帯びているのは、咲弥の眼にも明らかだった。梨理の唇くちびるから、畏い怖ふと絶望を孕んだ呟つぶやきが零こぼれ落ちた。


    「噓うそ……その声は……！」


    　瀬名の皮を被った人物は、今度は悪戯いたずら好きな子どものように、ニッと唇くちびるの両端を吊つり上げて嗤わらった。


    「さあ、どうしたの？　あの頃ころのように、あたしの名前を呼んでくれないの？　ほら、早く呼んでよ──〝ミシカちゃん〟って」


    



    　梨理は今にも奈落の底に吸い込まれてしまいそうな気分に陥っていた。瀬名の唇から零れ落ちたその声は、やや大人びたとはいえ、記憶の中にあるミシカの声そのものだった。


    「──うあああああああっ！」


    　もはや流儀も何も忘れ、梨理は左手の白しろ芙ふ蓉ようを捨てた。白芙蓉は屋根の斜面を滑り、庭先の土壌に突き立った。


    　梨理は紅べに芙ふ蓉ようを諸もろ手てで構えると、大上段に振りかぶり、足場を蹴けった。瞬時に相手との間合いを詰め、渾こん身しんの斬ざん撃げきを放つ。


    　瀬名の皮を被ったミシカの亡霊は、何を思ったか、槍やりを手放した。のみならず、磔たつ刑けいに処されたキリストさながら両手を広げ、梨理の斬撃を真っ向から受け止めた。その剣けん尖さきが宙に三日月を描いた直後、瀬名の姥うば皮かわは脳天から股こ間かんにかけて、ぱっくりと爆はぜ割れた。振り袖そでの残ざん骸がいが、あたかも紅葉もみじのごとく、はらり、はらりと舞い落ちた。


    　今まさに、散華した姥皮はその機能を停止した。


    　真っ二つに斬きり裂かれた姥皮の裡うちから這はい出したのは、純白の蛹さなぎだった。事実、それは巨大な蛹のように思えた。と見る間に、蛹から這いだした蝶ちようが、濡ぬれた翅し翼よくをゆっくりと広げるように、純白の生地がふわりと広がった。ぴたりと折り畳まれていた布地が次々と展開する。あまりに幻惑的な光景の果て、白の乱舞から産み落とされたのは、あろうことか、たおやかな花嫁であった。純白の蛹さなぎは、絢けん爛らんたるウエディング・ドレスに変へん貌ぼうしたのだった。


    　梨り理りの手から、紅べに芙ふ蓉ようがぽろりと零こぼれ落ちた。


    「本当に……ミシカちゃん……なの？」


    「ふふっ。やっと、名前を呼んでくれたね」


    　姥うば皮かわという名の子宮から生み出された、世にも可か憐れんな花嫁。その佇たたずまいは紛れもなく、十代後半に差し掛かった小お椋ぐらミシカに相違なかった。くっきりと際立つ柳りゆう眉びも、理知的な光をたたえた双そう眸ぼうも、まっすぐに通った鼻び梁りようも、悪いた戯ずらっぽい微笑を刻む唇くちびるも、綺き麗れいな逆三角を描く顎あごも、紛れもなく、ミシカのものだった。


    　ただし、その左腕は無惨にも失われ、左肩から傷口にかけては、痛々しいほどに包帯が巻かれている。一方、無事だった右手には、薄紅に色づいた胡こ蝶ちよう蘭らんのブーケを携たずさえていた。


    「噓うそ……噓だよ……。だって、ミシカちゃんは、わたしが──」


    「そう、殺した。でもね、あたしは甦よみがえったの。真っ暗で何も聞こえない、棺かん桶おけの底でね。ねぇ、リリちゃん。あたしの物語、聞いてくれる？」


    



    　梨理に鋭利な一いち瞥べつをくれると、ミシカは滔とう々とうと語り始めた。
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    　あの夜、梨り理りのために命を投げ出す覚悟を決めたこと。頸けい動どう脈みやくを嚙かみ千切られた結果、出血多量で確かに死んだこと。


    　本来ならば警察に通報すべき事態だったが、小お椋ぐら先生と竹たけ下したさんは近隣地域に対する体面を保つため、そして他ほかの児童への精神的な影響を危き惧ぐしたため、事態を秘密裏に処理しようと図はかった。


    　ミシカの屍し体たいは即席の柩ひつぎに納められ、適当な埋葬場所が見つかるまでの間、屋根裏部屋に安置された。一方、梨理の身柄は小椋先生の知人に預けられた。厚労省の関係者であり、「埋もれ木の家」の運営にも協力していた人物であった。その知人こそはエコールに連なる人物であった。


    　職員一同による隠いん蔽ぺい工作は順調に進んだものの、ミシカの母親という障害が残っていた。小椋先生は「不慮の事故」として通達した。そうこうしているうちに、ミシカは棺桶の底で息を吹き返した。ミシカは直ただちに、自分が置かれている状況を把握した。下へ手たに職員や児童の前に姿を現せば、「死者が甦よみがえった」と大騒ぎになるだろう。それより何より、梨理の行方が気になった。ミシカが目覚めたとき、梨理の気配は跡形もなく失われていた。洋服、ランドセル、教科書、雑貨……信じがたいことに、梨理の私物はことごとく処分されていた。その徹底ぶりに、ミシカは大人達の悪意すら覚えた。


    　常識的に考えれば、梨理は児童相談所に保護されているはずだった。法律用語で云いうところの「触法少年」として扱われるのが妥当なところだろう。だが、ミシカの屍体が隠蔽されそうになっていた事実から察するに、常識が通用するとも思えなかった。いくら博識なミシカとはいえ、もはや単独ではどうしようもなかった。


    　柩から這はい出た日の深夜、ミシカは事務室に忍び込み、僅わずかな小銭をくすねて、外へ飛び出した。極寒の中、一晩を費やして、山道をひたすら下り、明け方には山さん麓ろくの商店街に辿たどり着いた。不思議と疲労は覚えなかった。道端で公衆電話を見つけると、実母の携帯電話に連絡を入れた。ミシカが「不慮の死」を遂げたと知らされていた実母は、既に綾あや咲さく市に到着していた。すぐさまミシカを保護し、東京に連れ帰った。あえて「埋もれ木の家」にはなんの連絡も入れなかった。


    　ミシカは母親との生活を送り始めた──。


    　そこまで語り終えると、ミシカはあの頃ころと同じように、悪いた戯ずらっぽい笑顔で訊たずねてきた。


    「ねぇ、リリちゃん？　あたしが何な故ぜ、奈落の底から甦ったか解わかる？」


    「……解らない。少なくとも、ミシカちゃんがハカナシだとは思えないし」


    　梨理はミシカの左腕に視線を向けた。ミシカの肉体は、あくまでも自然の摂理に従っている。肘ひじから下が完全に失われ、再生の兆しはなんら感じられない。いくら大口径のAgNO[image: ]アンプル弾で吹き飛ばされたとはいえ、あれから数日が経過している。ハカナシであれば、硝酸銀による阻害など一晩で克服し、とっくに再生を果たしていることだろう。つまり、ミシカは決してハカナシではないのだ。


    「そう、確かにあたしはハカナシじゃない。でもね、ハカナシと無関係ってわけでもないのよ。あたしのお母さんは、実はハカナシだった。そして、父親の名は──」


    　ミシカは昂こう然ぜんと顎あごを上げると、その忌いまわしき名を告げた。


    「──蓮れん城じよう征せい志し郎ろう」


    　意想外の名前を告げられて、完全に言葉を失った梨り理りと咲さく弥やの反応を愉たのしむように眺めやると、ミシカはさらに語り続けた。


    　かつて、蓮城征志郎はある実験にのめり込んでいた。それは、あの血ち祭まつり御ご前ぜんに相当するハカナシを人工的に生み出すための実験であった。そのための母胎を提供した女のひとりが、ミシカの実母であった。彼女は果は敢か無なし村の出身者であり、表社会では蓮城の部下であった。実験には蓮城の精子が使用された。


    　あいにく、生まれてきた女児は、蓮城が待ち望んだ子どもではなかった。ハカナシともヒトともつかない、中途半端な生き物であった。それが実の娘であっても、蓮城は冷酷な眼まな差ざしで、女児の「廃棄」を命令した。母胎を提供した女は、蓮城の部下であるがゆえに、一いつ旦たんは従わざるを得なかった……。


    　その結果、ミシカは「未いまだ此し岸がんの華はな」と記された産うぶ着ぎにくるまれて、「埋もれ木の家」の門前に捨て置かれた。実母が記したその言葉は、「彼岸」の存在にはなれなかった娘の境遇を表現したものであった。淡泊な蓮城とは違い、実母はミシカに未練を残していたという。そんな実母がミシカを迎えに行く決意を固めるまでには、およそ十年もの歳月を要したのだった……。


    「お母さんはね、今でも蓮城征志郎──お父さんのために働いているの。お父さんの障害になるかもしれないラ・バスに潜入し、必要とあらば内部から瓦が解かいさせる。それが、お母さんが受けた命令だった。お母さんの庇ひ護ごを受けたあたしは、自然とお手伝いを始めるようになった。もちろん、リリちゃんのことは片時も忘れなかったわ。だからね、お母さんにお願いして、リリちゃんの行方を調べてもらったの。調査は難航したわ。結局、お父さんの力を借りることになった。おかげで、あたしはリリちゃんの〝その後〟を知ることができた……」


    　ミシカはそこで、切なげな溜ため息いきを漏もらした。


    「まさか、あの可愛かわいいリリちゃんが……国家の犬として純粋培養された挙げ句、捜査官として働いていただなんて、ゾッとしたわ。そんな矢先、お母さんが天あま埜の瀬せ名なを討ち取ることに成功した。天埜瀬名の姥うば皮かわを誰だれが被かぶるか、その問題が立ち上がったとき、あたしは真っ先に志願したの。だって、天埜瀬名としてラ・バスに潜り込めば、リリちゃんと一緒に過ごせるんだもの。それに……本音を云いえば、リリちゃんに優しく接する天埜瀬名が、疎うとましくもあった」


    「そんな……変だよ！　ミシカちゃんはいつも、大人達を掌てのひらの上で操っていた！　そんなミシカちゃんが、どうして……今では大人の云いなりになっているの？　そんなの、ミシカちゃんらしくない！」


    「大人の云いいなりになっているのは、お互い様だわ。所しよ詮せん、あたし達は無力な子どもに過ぎないのだから。ねぇ、リリちゃん？　悪いことは云わないわ。あたしと一緒に来るのよ。そして、お父さんとお母さんのお手伝いをしながら、一緒に過ごすの。素敵でしょ？」


    「ふざけないで！　わたしだって、ミシカちゃんを片時も忘れたことはなかった！　だけど……こんな再会を望んではいなかった！　ミシカちゃんは自分が何をしてきたのか、ちゃんと解わかってるの？　蓮れん城じようはミシカちゃんを捨てたんだよ？　なのに、蓮城に加担するなんて……おかしいよ！　その上、罪の無い女の子を三人も殺して──」


    　そこまで糾弾したところで、梨り理りはさらなる可能性に思い至った。


    「もしかして……この施設を焼き払ったのも、ミシカちゃんなの？」


    　ミシカはあくまでも平然として、ニコリと打ち笑えんだ。


    「そうよ。傍はたから見れば、さも善良を装っていた『埋もれ木の家』だけど、その実態はエコールに入学させる児童の審査機関でもあったのよ。もちろん、大半の児童は〝適性無し〟と見なされて、ごく平凡な人生を歩むんだけどね。さ、お喋しやべりの時間は、もうおしまい。あたしと一緒に来てくれる？」


    　ミシカは右手にずっと携たずさえていたブーケを掲げると、梨理の胸元に突きつけた。


    「送別会のとき、リリちゃん、あたしに胡こ蝶ちよう蘭らんのブーケをくれたよね。ピンク色の胡蝶蘭の花言葉、教えてくれたよね。嬉うれしかった。とっても嬉しかった。だから、今度はあたしがリリちゃんにプロポーズする番よ」


    　ミシカはブーケを梨理の胸に押しつけた状態で、そっと身体からだを寄せてきた。今のミシカは、母が我が子の顔を覗のぞき込むように、優しい眼めをしていた。幽かすかに濡ぬれた眼まな差ざしに、梨理は下半身を震わせた。身動きひとつとることができなくなった。同じ部屋で過ごしていた頃ころの皮膚感覚が、まざまざと甦よみがえりつつあった。懐かしい古里に帰った気分でもあった。遠く離れてはいても、梨理の身体はミシカを覚えていた。貪どん欲よくなまでに覚えていた。甘やかな匂においも、滑なめらかな膚はだの手触りも。思考が麻ま痺ひを始めていた。海かい嘯しように呑のみ込まれ、そのまま流されてしまいそうな気分だった。


    「ほら……来て。リリちゃんが国家の犬にならざるを得なくなったのは、あたしを殺したからなのでしょ？　その負い目こそが、リリちゃんを組織に繫つなぎ止めていたのでしょ？　だけど、あたしは甦ったわ。もう、負い目を感じる必要なんてないの。リリちゃんがラ・バスのために働く理由なんて、どこにも──」


    　刹せつ那な、一発の銃声がほとばしり、鉛色の曇天に響き渡った。


    「惑わされるな、梨理！　そいつらが瀬せ名なと罪無き女児を殺した事実を忘れるな！」


    　いつの間にか、咲さく弥やが建物の外壁を伝って、屋根の縁に上がっていた。右手には拳けん銃じゆう。硝煙を燻くすぶらせる銃口は、あくまでも空を向いていた。


    　梨り理りは我に返ると、ミシカの手を振りほどいた。素早く後退すると同時に、足あし許もとに転がっていた紅べに芙ふ蓉ようを拾い上げ、正せい眼がんに構えた。


    「……駄目だよ。ミシカちゃんと同じ道には、進めない」


    　その言葉を受けて、ミシカの瞳ひとみが寂しげに揺らめいた。


    「そう……やっぱり、屋根裏部屋で過ごしたあの頃にはもう、戻れないのね」


    　何故だろう。


    　そう呟つぶやいたミシカの表情は、不思議と晴れやかであった。


    「ミシカちゃん？」


    「安心したわ」


    「えっ……？」


    「それでこそ、あたしが愛したリリちゃんだもの」


    　刹那、ミシカは何を思ったか、右手に摑つかんでいたブーケを梨理に向けた。


    　梨理は戦せん慄りつした。確かに見た。麗しき花冠が楚そ々そとして揺れるブーケの奥底には、漆しつ黒こくの鉄塊が潜んでいた。ミシカの人差し指がさりげなく動いた。あたかも、銃のトリガーを引くように。事実、その人差し指がラッピングの外側から触れていたのは、仕込み銃のトリガーだった。ミシカはブーケの奥底に、かくも物騒な得え物ものを仕込んでいたのだ。


    　乾いた銃声が、山やま間あいに隠々と谺こだました。


    



    「ミシカ……ちゃん？」　


    　梨理は紅芙蓉を取り落とすと、ミシカの傍そばに膝ひざを突いた。ただし、倒れはしなかった。


    　がくりと崩れ落ちたのは、ミシカのほうだった。


    　あろうことか、ミシカはトリガーを引く寸前、ブーケの花冠を自分の胸に押し当てると、なんら躊躇ためらうことなく、トリガーを引いたのだった。


    　ミシカはウエディング・ドレスの絹地を深しん紅くに染めながら、梨理の貌かおをぼんやりと見上げた。そして、血ち塗まみれの右手をそっと伸ばしてきた。梨理はやっとの思いで、その手を握り返した。


    　そのとき、咲さく弥やが銃を構えたまま、今にも崩れ落ちそうな足場を意にも介さず、必死の形相で駆け寄ってきた。


    「どういうことだ……？」


    　応こたえをよこしたのは、意外にもミシカのほうだった。


    「……しばらく、ふたりきりにしてくれない？」


    　咲弥は唇くちびるを嚙かみ締めると、あえて捜査官として答えた。


    「そうはいかん。お前も不死者の一味だ。お前自身も……」


    「あたしはもう……甦よみがえらないわ。自分の身体からだだもの……なんとなくだけど……解わかるの。あたしの肉体は……限りなくヒトに近い。お母さんからも注意されていたわ。次に死んだら、甦ることができるかどうかは保証しないって──」


    　ふいに言葉を途切れさせると、ミシカは劇はげしい咳せきとともに、血の塊を吐いた。その言葉通り、確かにミシカは瀕ひん死し状態にしか見えなかった。咲さく弥やは梨り理りの表情を窺うかがった。梨理は真しん摯しな眼まな差ざしで、黙って頷うなずいた。


    「……了解だ。ただし条件がある」


    　溜ため息いき交じりに呟つぶやくと、咲弥は懐ふところから携帯電話を取り出した。梨理が病院を抜け出した際、置き去りにした端末だった。


    「会話の内容は、こいつでモニターさせてもらうぞ」


    「解ったわ」


    　素直に了承した梨理に端末を手渡すと、咲弥はもはや躊躇ためらうことなく、屋根の縁に向けて歩き出した。


    



    　遠ざかる咲弥の背に視線だけで謝意を送ると、ミシカは呟いた。


    「本当に……強くなったね。もう……あたしなんか、要らないくらい……」


    　梨理はミシカの肩を抱き寄せると、劇はげしくかぶりを振った。


    「わたし、強くなんかない。今だって、臆おく病びようだし、泣き虫だし……ミシカちゃんと出で逢あった頃ころと全然、変わってないんだよ？」


    　その言葉を裏付けるかのように、梨理はたちまち涙を溢あふれさせた。


    「ごめんね、本当に……ごめんね。わたしが、わたしがこんな症状を抱えていなければ……ミシカちゃんを酷ひどい目に遭わせることもなかった。わたし、どうして生きてたんだろう。いっそママが死んだとき、一緒に寄り添えば良かった。あのまま、道端でママと一緒に抱き合って、死んでいれば……本当に良かった。そしたら、わたし達たちが出逢うこともなかったし、ミシカちゃんがこんな目に遭うことも──」


    「それは違うわ」


    　ふいに、ミシカの声が確固たる重力を帯びた。


    「あたし達は、出逢うべくして出逢った。そうでしょ？　あたしは今でも信じているわ。あたしとリリちゃんは、同じ命を共有しているんだって。あたしはいつも、他人の前では仮面を被かぶっていた。他人に嫌われるのが怖こわくて、仕方なかった。もう二度と、誰だれにも捨てられたくはなかったから……」


    　ミシカは口くち許もとから血の泡を零こぼしつつ、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。


    「本当に臆病なのは、あたしのほうよ。あたしは周囲が理想とする小お椋ぐらミシカを、ずっと演じ続けるしかなかった……。だけど、リリちゃんの前では……あたしはいつも、本当の自分でいられたの──」


    　その瞬間、再び劇はげしい咳せきがミシカを襲った。喉のどから溢あふれた血が飛沫しぶきとなって、梨り理りの頰ほおを真っ赤に染めた。


    「ミシカちゃん！」


    　梨理はハンカチを取り出すと、ミシカの口許を拭ぬぐった。白地のハンカチは、見る見るうちに深しん紅くと化した。


    「リリちゃんと、ラ・バスの人達に……伝えなければいけないことが……あるわ。あたしの……お母さんのことよ。あたしの、お母さんの……名前は──」


    　梨理は瞬時にミシカの意図を察した。


    　ミシカを引き取った母親はハカナシであり、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの配下でもある。ミシカは今際いまわの際に、ラ・バスが今後も敵対する相手の情報を伝えようとしているのだ。


    　だが、今の梨理は捜査官としてミシカに接しているわけではない。「埋もれ木の家」で過ごした当時の、臆おく病びようで泣き虫で、そしてミシカを誰だれよりも愛していたひとりの少女として、ミシカに寄り添っていた。


    「そんな話、今は聞きたくないよっ！」


    「今じゃなければ、いつ云いうの？　お願いだから……聞いて……」


    　今しも消え入りそうなほど、その声は繊かぼそくて、ミシカの声ではないみたいだった。梨理は涙で顔をぐしゃぐしゃにしながらも、ミシカの意志を無駄にしてはならないと悟った。ミシカの肩を抱いたまま、震える唇くちびるにそっと耳を寄せた。ミシカの一言一句を聞き漏もらすまいと、覚悟を決めた。


    「あたしの……お母さんの名前はね……つきみ……や……なゆ……た──」


    　途切れ途切れの文字を脳のう裡りで繫つなぎ合わせ、漢字に変換した瞬間、梨理の脳裡に閃せん光こうが走った。築つき宮みや那な由ゆ多た。天あま埜の瀬せ名なの前に現れ、保護されたハカナシ。精神を病んでおり、何度も自殺未遂を繰り返したと聞いている。梨理自身、瀬名に連れられて、あの研究所で何度か面会したことがあった。那由多の境遇は苛か酷こくの一言に尽きた。相手がハカナシとはいえ、同情を禁じ得ないほどの、それは保護とは名ばかりの監禁だった。あれほど厳重に束縛された身でありながら、那由多は瀬名の殺害に成功したというのか。


    「すべては……天埜瀬名を殺害して、その姥うば皮かわを得るために……お母さんが仕組んだ罠わなだったのよ。お母さんは病人の振りをして、天埜瀬名を欺あざむいた。お人好しの天埜瀬名は……本気で……お母さんの身を案じていた……。そこに付け込んで、お母さんは……天埜瀬名を殺すことに成功したの……」


    「そんな……」


    「いい？　あの研究所には、もう……人間ヒトは残っていないわ。お母さんはね、ほんの僅わずかな隙すきを突いて、ひとり、またひとりと……職員を血族に仕立て上げて……あの研究所を浸しん蝕しよくしていった──っ！」


    　さらなる咳せきがミシカを襲った。鮮血が飛び散った。と同時に、徐々に熱を失っていく肉体が、劇はげしい痙けい攣れんを起こし始めた。今ではもう、あの純白だったウエディング・ドレスは、白地が見当たらないほど深しん紅くに染まっている。


    「ミシカちゃん！　もう喋しやべっちゃ──」


    　しかし、ミシカは梨り理りの懸命な訴えを退しりぞけるように、断固として告げた。


    「リリちゃんに……最後のお願いよ。聞いてくれる？」


    「……何？　わたしにできることなら、なんでも聞くよ？」


    　梨理は再び、ミシカの口くち許もとに耳を寄せた。


    「あたしのことは──もう、忘れて」


    「えっ……？」


    「そのほうが、きっと、リリちゃんのためだから……」


    「そんなこと……できるわけない！」


    　今度は梨理がミシカの言葉を遮さえぎった。そしてキスした。涙に濡ぬれた唇くちびるで、血に濡れた唇を塞ふさいだ。自分の命を分け与えるような、それは劇しくも狂おしい接くち吻づけだった。


    　梨理がゆっくり唇を離すと、ミシカは放心状態に陥ったような表情を浮かべた。


    「リリ……ちゃん？」


    　今や涙と血に濡れた唇を拭ぬぐうこともせずに、梨理は泣き笑いを浮かべた。


    「過去は背中で感じ続けろ。そう云いってくれた人がいるの。だから、わたしはミシカちゃんを忘れたりはしないよ。絶対に、絶対に忘れないから」


    「それって……さっきの女の人？」


    　梨理は無言で頷うなずいた。


    「そう……じゃあ、あたしは……まるで背後霊みたいだけど……リリちゃんの背中に、ずっと寄り添っているね。リリちゃんが、少しでも……振り返ろうとしたら…………ちゃんと……本気で………………叱しかってあげる…………」


    「……ミシカちゃん？」


    　あまりに穏やかで、満ち足りた表情を前に、梨理は一瞬、何が起きたのか理解できなかった。それほどまでに、ミシカの笑顔は至純を極めていた。赤ん坊が母親の胸に抱かれて眠るような、そんな温かさすら感じられた。


    　静かに寄り添うふたり。


    　その傍かたわらには、半開きとなった天窓が、ひび割れたガラスを寂しげに晒さらしていた。奇くしくもそこは、かつて梨理とミシカが別離を余儀なくされた場所であった。


    　梨理はミシカの亡なき骸がらを横抱きにすると、天窓から屋根裏部屋へと飛び降りた。ミシカとおよそ三年間、起居を共にした部屋だった。壁も床も焼け焦げてはいたものの、ベッドは奇跡的に無事だった。あたかも、そこがミシカの柩ひつぎであるかのように、シーツの白さが梨理の網膜を灼やいた。


    「ミシカちゃん……」


    　梨り理りはベッドにミシカを横たえた。そして、ブーケのラッピングを開くと、掌てのひらにすっぽりと収まるサイズの拳けん銃じゆうを取り除き、改めて包装した。忌いまわしき凶器を除去されたブーケは今、ただの純粋無む垢くなブーケに戻ることを許された。


    　梨理はミシカの胸元にブーケを置くと、両手で握らせた。


    　ピンク色の胡こ蝶ちよう蘭らん──その花言葉を胸に刻みつつ。

  


  
    　　捌　バニシング・ツイン　‐急‐


    



    　屋根を下りた咲さく弥やは、荒涼とした敷地から門前に移動していた。愛車のボンネットにもたれつつ、屋根の上で寄り添うふたりを遠巻きに眺めている。耳には携帯電話を押し当てている。端末越しに流れてくるのは、梨理とミシカの会話だった。


    　今現在、咲弥と梨理の携帯電話は通話状態にあった。ミシカの口から「築つき宮みや那な由ゆ多た」の名が明確に告げられたとき、咲弥は世界が暗転したような気分に陥った。


    「まさか……あの築宮那由多が……！」


    　もはや一刻の猶ゆう予よも許されぬとばかりに、咲弥は通話を打ち切った。小こ春はるを呼び出そうとした矢先、眼下の坂道をこちらに向けて上ってくる、黒塗りのバンに気づいた。


    「あれは……！」


    　バンは急勾こう配ばいの坂道をものともせず、見る見るうちに接近し、門前で停車した。助手席からは神こう賀がが、運転席からは和泉いずみが下りてきた。神賀はアサルト・ライフルを携たずさえていた。


    「いよぅ、咲弥ちゃん。助けに来たぜ！　……って、こんなとこで何してんの？　援軍が必要だって聞いたから、急いで飛んで来たってのに」


    「飛んで来ただと？　遅すぎなんだよ、お前達は！」


    「そんなこと云いっても……なぁ、和泉いずみ？」


    「所しよ詮せんは車だからな。ヘリでもあれば、機動力も格段に上がるんだろうが──」


    　珍しく意気投合したふたりを前に、咲さく弥やは眉まゆを吊つり上げた。


    「悠長なことを云ってる場合じゃない！　例の研究所が大変なことになっていることが判明したんだ！」


    　咲弥は状況説明を始めた。瀬せ名なの中に潜んでいた小お椋ぐらミシカについて。ミシカと梨り理りの関係について。そして、築つき宮みや那な由ゆ多たの謀略について……。


    　神こう賀がの顔から軽薄そうな笑えみが消えるのに、さほど時間を要さなかった。和泉に至っては顔面蒼そう白はくと化している。


    「おいおい、咲弥ちゃん……そいつはマジか？　俺達を攪かく乱らんするための噓うそって可能性はないのかよ？」


    「今さら小椋ミシカがそんな噓を吐つく理由が見当たらん。今すぐ小こ春はるに連絡を──」


    　勢い込んで携帯電話を操作しようとした咲弥だったが、その途端、妙に間延びした電子音とともに、バッテリーが切れた。ずっと梨理とミシカの会話をモニターしていたため、バッテリーの消耗を早めてしまったのだろう。


    「くそっ……こんなときに！」


    「落ち着け、御み室むろ」


    　苛いら立だたしげに吐き捨てた咲弥をなだめたのは、和泉だった。


    「捜査室には俺達のほうから連絡しておく。それと、俺は神賀と研究所に直行する。小椋ミシカの話を信じるならば、今が唯一絶対の好機だということは解わかるな？」


    　和泉の指摘に、咲弥はハッと胸を打たれた思いがした。


    「今ならまだ、築宮那由多は事実が露呈したとは知らない……！　確かに、あたし達が連中の虚を突くには、今しかあり得んな」


    「そういうことだ。行くぞ、神賀」


    「了解だ、相棒！　……と云いたいところだが、咲弥ちゃんはどうする？」


    「あたしは梨理に付き合うよ。ミシカとの別れを終えたら、あいつはきっと、築宮那由多の許もとを目指すだろう。そのとき、足が無いと困るだろうしな」


    　咲弥は柔和な微笑を浮かべると、愛車のボンネットにそっと触れた。


    「おやおや、いつの間に心が通じ合うようになったんだろうねぇ、おふたりは──」


    「茶化してないで、さっさと行くぞ！」


    　和泉は神賀の襟えり首くびを背後から引っ摑つかむと、無理やりバンのほうへ連れて行った。


    　荒々しいエンジン音とともに、見る見るうちに遠ざかるバンを見送ると、咲弥は廃はい墟きよのほうを眺めやった。


    　梨理が単身、こちらに向かってくるところだった。腰には紅べに芙ふ蓉ようと白しろ芙ふ蓉ようを提さげている。咲さく弥やの予想通り、梨理が戦意を喪失した様子は皆無だった。泣き腫はらした跡こそ痛々しいものの、最後まで戦うつもりでいるのだ。


    　それでも、やはり訊たずねずにはいられなかった。


    「大丈夫か？」


    　返事はなかった。突如、梨理はふらりとよろめいて、前のめりとなった。


    「梨理っ！」


    　咲弥は咄とつ嗟さに、梨理の身体からだを抱き留めた。と同時に、妙な違和感を覚えた。まるで炎の塊を抱いているかのような気がした。


    「お前……熱があるのか？」


    　思い起こすまでもなく、梨理は病み上がりの身だった。手術を受けてから、まだ数日しか経たっていない。もしかしたら、傷口が開きかけているのかもしれない。


    　梨理の身体を思えば、ここは病院に戻るべきだった。だが、梨理の心を思えば、納得できるはずもなかった。案の定、梨理は咲弥の腕を振りほどくと、断固として告げた。


    「問題ないわ。早く研究所に……」


    　言葉とは裏腹に、梨理の顔は真っ青で、吐息も荒い。にもかかわらず、前髪の下から覗のぞく双そう眸ぼうだけは、爛らん々らんと光っている。その瞳ひとみだけが、あたかも別の生き物であるかのように。


    「……解わかった。さっさと乗れ」


    　咲弥は愛車のロックを解除すると、梨理を促した。ふたり同時に乗り込む。咲弥はシートベルトを装着しつつ、助手席に収まった梨理を見やった。


    「ここからだと、目一杯飛ばしても一時間以上はかかる。身体を休めておけ」


    　あいにく、梨理は咲弥の忠告に応ずることなく、ぼそりと独り言のように漏らした。


    「たとえ母親とはいえ、ミシカちゃんをあんな風に利用した築つき宮みや那な由ゆ多たを、わたしは絶対に赦ゆるさない……」


    　咲弥は溜ため息いき交じりにエンジンを始動させると、車を発進させた。


    「それは、あたしも同じ気持ちだ」


    　　　　　　　†


    　和泉いずみが駆るバンは、山道を時速百キロ超のスピードで驀ばく進しんしていた。車載スピーカー越しに流れてくる声は、珍しく石動いするぎ室長のものだった。


    『小お椋ぐらミシカの話が事実だとすれば、今や研究所は血族の巣そう窟くつということになる。あの研究所の主な職員は、研究者、事務員、システム管理員、そして警備員だ。特に警備員までもが血族と化していた場合、半不死である上に、銃器で武装している。最も厄介な相手となるだろう』


    「室長。お言葉ですが、敵は総勢百名に達している可能性があります。瀬せ名なさんがあんなことになった今、戦力不足は否めません。新宿捜査室にでも応援を要請──」


    　和泉の要求は理に適かなったものではあったが、室長はあっさりと遮さえぎった。


    『その点については、抜かりはない。新宿の連中なんぞより、よっぽど強力な助っ人を手配したからな。間もなく合流できるはずだ。諸君の健闘を祈る』


    　最後はいかにも上司らしく締め括くくると、室長は通話を打ち切った。


    「ったく、人使いの荒いオッサンだぜ！」


    「無駄口はそこまでだ。見えてきたぞ──」


    　和泉いずみの云いう通り、遥はるか前方には研究所のゲートが迫りつつあった。門の周囲には四名の警備員。近隣地区の住民の眼めを考慮して、自動小銃こそ携帯はしていないが、腰のホルスターには拳けん銃じゆうを収めている。果たして血族なのか。あるいは、まだ人間であることを許されているのか。無論、遠目には見分けなどつくはずもない。


    　文字通り、第一の関門と云えた。和泉は非致死性兵器を使うことにした。


    「長距離音響装置ＬＲＡＤを使うぞ！」


    「了解だ、相棒」


    　神こう賀がは反論も愚ぐ痴ちも零こぼすことなく、素早く動いた。助手席の前方に設置された操作パネルに手を伸ばすと、ＬＲＡＤを起動。バンの屋根に収納されていた装置が稼働を始める。折り畳まれていた部分が傘のように開くや、直径五十メートルの音波照射器が、その全ぜん貌ぼうを露あらわにした。防衛省が開発した試作品であった。ここまで小型化されたＬＲＡＤは、一般にはまだ実用化されていない。


    「これでも喰くらいな！」


    　神賀は得意満面に叫ぶや、手て許もとのボタンを押した。不快極まる音波を真っ向から浴びせられた警備員達たちは、我を忘れ、のたうち回った挙げ句、次々と失神した。その様子を見届けると、和泉はさらにアクセルを踏み込んだ。車はぐんぐんと加速して、一気にゲートに飛び込む。前方に立ち塞ふさがるバーを叩たたき折り、ついには敷地内への侵入を果たした。


    「このまま入り口に突っ込むぞ！」


    　和泉にしては珍しく、熱を孕はらんだ口調で叫んだのも束つかの間ま、神賀が猟りよう犬けんさながら異変を察知した。


    「……いや、ちょっと待て。様子が変だ。いくら研究所と云っても、あまりに静かすぎる気が──」


    　その刹せつ那な、バンの横っ腹に連射を浴びせられ、車体が大きくよろめいた。弾着点は右の扉、左の扉、そしてフロント。明らかに、狙そ撃げきは三方向から行われている。ゲートをくぐり抜けてから、まだ三十秒と経たってはいないというのに、この周到さは何を意味しているのか。


    「くそっ！　どこから撃ちやがった？」


    　焦る和泉とは対照的に、神賀は冷静に応じた。


    「屋上だな」


    「どういうことだっ！」


    　和泉いずみはハンドルを小刻みに切りながら叫んだ。運転手という役目がなければ、頭を抱えていたところだ。いくらなんでも、スナイパーが配置に着くのが早すぎる。


    　続けざま、フロント・ガラスにも直撃を喰くらった。辛うじて貫通は免まぬかれたが、蜘く蛛もの巣状のヒビが次々と生じた。無論、すべての窓ガラスには防弾処理が施されている。通常の窓ガラスであれば、確実に仕留められていただろう。


    「妙だな……連中がぶっ放しているのは、明らかに通常弾薬だ」


    　神こう賀がが告げた事実が意味するところを、和泉は即座に察した。そう、警備兵に支給されている弾薬は、AgNO[image: ]アンプル弾に限られる。ハカナシ及び血族には有効だが、車両を撃つには適していない弾薬だ。ところが、今現在、スナイパーが使っている弾薬は、装甲車両を揺さぶるほどの威力を秘めている。


    「いったい、どうなっているんだっ！」


    　弾雨をかいくぐり、ひたすらに研究棟を目指しつつ、和泉は自や棄け気味に叫んだ。


    「一定の時間以内に小お椋ぐらミシカから連絡が来なければ、臨戦態勢を整える──そういう取り決めになっていたんじゃないか？　小椋ミシカの目的は、あくまでも梨り理りちゃんを仲間に引き入れることだった。無論、小椋ミシカにとっては命がけの交渉だったはずだ。失敗は即座に死を意味する。事実、小椋ミシカは自ら命を断った。敵さんもバカじゃないってことだ」


    　神賀の冷静な指摘を受け、和泉はハンドルを握る手に力を込めた。


    「だとすれば、俺達にはもう何のアドバンテージも無いぞ？　もともと、不意打ちこそが俺達の強みだったはずだ！」


    「まあ、そう云いうな」


    　神賀は助手席から右足を伸ばすと、和泉の足の上からアクセル・ペダルを踏み込んだ。


    「てめぇっ！　何しやがるっ！」


    「防弾ガラスとはいえ、ちんたら走ってたら、いずれは撃ち抜かれるっつーの！　ほら、もっと飛ばしやがれ！」


    「くそっ！」


    　和泉は腹を括くくると、アクセル・ペダルを踏み込んだ。研究棟のエントランスが見る見るうちに迫る。スナイパーに狙ねらわれている以上、エントランスの前方で車を降りるわけにはいかなかった。降車時を狙われたらひとたまりもない。


    「このまま突っ込むぞ！」


    　和泉の言葉に、神賀はにやりとほくそ笑んだ。


    「当然！」


    　バンはガラス張りのエントランスを突き破ると、ロビーの中央、辛うじて停車した。和泉は朦もう朧ろうとした意識を無理やり奮い立たせると、助手席を見やった。


    「おい、神こう賀が……生きてるか？」


    「お前と心中なんて、真っ平ごめんだぜ！」


    　神こう賀がはAgNO[image: ]アンプル弾をフル装そう塡てんしたＦＡＬを構えると、すかさず車から飛び出した。今しもこちらに拳けん銃じゆうを向けていた受付嬢に向けて、二発をお見舞いする。受付嬢は胸と腹に一発ずつ喰くらうと、呆あつ気けなく倒れ伏した。また甦よみがえるにしても、AgNO[image: ]アンプル弾を二発も喰らったのだ。しばらくは戦闘不能だろう。


    「あーあ。あの受付嬢、今度一緒に食事でもって思ってたのになぁ」


    「ぼやいている場合か！」


    　和泉いずみも神賀と同じ種類のアサルト・ライフルを携たずさえて、ロビーに降り立った。神賀の左ひだり脇わきに移動すると、ロビーの奥をキッと睨にらみ据えた。


    　あろうことか、ロビーには老若男女を問わず、異様な群衆がひしめいていた。


    　ざっと見て、総勢五十名といったところか。老人の比率が高いように見えるが、少年や少女の姿もちらほらと混ざっている。どの顔も表情は虚うつろで、正気には見えない。


    　神賀が愉たのしげに、ひゅっと口笛を吹いた。


    「おいおい……どう見ても、ここの職員じゃないよなぁ？」


    「おそらくは、近隣地域に住んでいる住民だろう」


    「そこら辺に住んでるってだけの善良な市民に手を出すたぁ……見境なしってことかよ」


    　そうこうしているうちに、群衆が怒ど濤とうのごとく押し寄せてきた。個々がばらばらに動いているようでいて、神の見えざる手によって統率されているようにも見えた。五十余名の群衆が、あたかも一個の生命体のように思われた。


    「こ、こいつはやべぇっ！　さっさと逃げ──くそっ、こっちもかよ！」


    　神賀が忌いま々いましげに叫んだ。和泉のバンが突入したことで、大破したばかりのエントランスにも、いつの間にか群衆が押し寄せてきた。こちらも五十人はいるだろう。


    「撃て！　撃ちまくれ！」


    　互いに背中合わせになりながら、ふたりはライフルを撃ちまくった。


    　弾幕のおかげで、多少は群衆の前進を阻はばむことができたが、いかんせん、敵の数が多すぎる。予備のAgNO[image: ]アンプル弾も限られている。少しずつ、人波が前後から迫る。あの人波に呑のみ込まれたが最後、文字通り八つ裂きにされるだろう。


    　いつしか神賀の顔からニヒルな笑みが消えているのを見て、和泉は蒼そう白はくとなった。銃器をこよなく愛する神賀は、撃てば撃つほど愉悦の笑みを漏もらす男だ。その神賀が、今は笑う余裕すら無いというのか。


    　和泉はいよいよ命の危機を覚えた。と見る間に、弾が切れた。早くマガジンを交換しなければ。駄目だ。交換の暇ひまが無い。殺やられる。このままでは確実に殺られる。


    「くそっ！　このままじゃ──」


    　和泉が焦燥感を露あらわに吐き捨てたそのときだった。


    　……しゃらん。


    　淀よどんだ空気を浄化するような、いとも涼しげな音色が響いた。


    「鈍どん臭くさいわよ、お前達」


    　続けざま、凜りん然ぜんと降り注そそぐ声があった。和泉いずみにとって、その声音は天使の歌声にも、悪魔の囁ささやきにも聞こえた。と同時に、文字通り大気が爆はぜた。


    　一瞬、何が起きたのか解わからなかった。エントランスからロビーに向かっていた群衆が、一網打尽、瞬時にして血煙を噴き上げ、頭部と四肢と内臓を撒まき散らした挙げ句、屍しかばねの山と化したのだ。


    　血煙が晴れた後には、あの水み祭まつり甲きのえの姿があった。黒こく大だい附ふ属ぞくの制服に真しん紅くのコートを重ね、凜りんとして立ちはだかっている。右手に提さげた飾太刀、銀ぎん露ろ梅ばいの柄つかからは、銀色の鈴が吊つるされて、幽かすかに揺れていた。


    「うはっ！　キノエちゃんじゃないか！　助けに来てくれたのかい？」


    　神こう賀がはすかさず、絢けん爛らんたる姫君の背後に後退した。和泉も慌てて駆け寄った。室長が云いっていた「助っ人」というキーワードが、和泉の脳のう裡りをよぎった。なるほど、助っ人とは水祭甲のことだったのだ。


    「お前達はついでよ。あたしは水祭家の掟おきてに従い、人類社会に仇あだ為なすハカナシを討伐しに来ただけ」


    　甲はつっけんどんに応じると、ロビーの奥から迫り来る集団に向け、一歩を踏み出した。劇はげしく床を蹴ける。斬ざん撃げきは神速を極めた。背後のふたりに掩えん護ご射撃の暇いとますら与えなかった。


    　その白刃が振るわれるところ、次々と真空地帯が生まれ、少しでも触れた者を容赦なく破砕した。首が飛ぶ。腕が飛ぶ。足が飛ぶ。神賀と和泉があれほど手こずっていた血族どもに対し、甲は十秒と経たたぬ間に決着をつけた。死し屍し累るい々るい。研究施設らしく、清潔感のあったロビーは、今や百体に及ぶ屍で埋め尽くされていた。


    　ロビーを横切った三人は、エレベーターホールの前で足を止めた。


    「さて、と」


    　ビュッと血振りをすると、甲は銀露梅を鞘さやに納めた。


    「問題なのは、築つき宮みや那な由ゆ多たがどこに潜んでいるのかってことよ。大人しく地下施設に囚とらわれているとも思えないけど」


    　空からになった弾倉を交換しつつ、和泉が頷うなずいた。


    「確かにな。そもそも、ハカナシってのは血族に対して、定期的に自分の血を与えねばならんのだろう？」


    「そうだけど」


    「だが、築宮那由多はこれだけの数を血族にした。どう考えても、こいつらは使い捨ての駒でしかないのだろう。そう考えると、奴やつが今も研究所に残っているのかどうかさえ、怪しくなってきたな……」


    　そのとき、和泉いずみの携帯電話が鳴った。


    「俺おれだ」


    『高たか牧まきです。先ほど研究所の全システムを掌握しましたので、お知らせします。以後、私にできることがありましたら、なんなりと云いって下さい』


    　その報告を聞いて、和泉は表情を明るくした。


    「そいつは助かる。早速だが、館内の監視カメラの映像から、築つき宮みや那な由ゆ多たの居場所を割り出してくれないか？　もう撤退しているかもしれんが」


    『それにつきましては、既に判明しています』


    　小こ春はるがもたらした返答は、意外なものだった。


    『実はですね……彼女、まだ地下施設にいるんですよ。しかも、例の拘束具に束縛されたままの状態です。なんらかの行動に及ぶような気配はなんら感じられません』


    　和泉は露骨に顔をしかめてみせた。


    「さっぱり意味が解わからんな。また過去の映像を再利用しているんじゃないのか？」


    『それはあり得ません。私だって何度も検証したんですから。考え得るあらゆる手段を使って、築宮那由多をスキャンしてみましたが、あれは紛れもなく本人です」


    「そうか……了解だ。また何かあったら、よろしく頼む」


    　和泉は通話を切ると、小春の報告内容を甲きのえと神こう賀がに説明した。


    「小春ちゃんがそう云うなら、俺達が目指すべき場所はひとつだな」


    「そうね。築宮那由多が何を考えているのかは解らないけど、こうなれば、直接会って問い質ただすしかないわ」


    　甲と神賀の意気揚々とした言葉に、慎重派の和泉も同調した。


    「そうと決まれば、前進あるのみだな」


    　和泉の言葉を皮切りに、三人はエレベーターに乗り込もうとした。


    　そのとき、背後で新たな気配がした。甲の斬ざん撃げきを受けてもなお、甦よみがえることに成功した血族どもが、ひとり、またひとりと、こちらに肉迫してきたのだ。その上、エントランスのほうからは、新手が次々と押し寄せてきた。白衣姿の一団だった。かつては研究者として勤めていた職員なのは明白だった。


    「ちっ……どんだけ血族を生み出してんのよ！」


    「おい、早く乗れ！」


    　エレベーターに乗り込んだ和泉が急せかした。しかし、甲は何な故ぜか乗り込もうとはしない。


    「お前達は先に行って。ここはあたしが喰くい止めるわ」


    「いや、しかし……」


    「了解だ、キノエちゃん。恩に着るぜ」


    　云いい淀よどむ和泉いずみを制し、神こう賀がが決然と答えた。素早くエレベーターの扉を閉ざす。


    「ったく、貧乏くじだわ」


    　自分から云い出したくせに、甲きのえは憮ぶ然ぜんとして呟つぶやくと、迫り来る血族達に凄すさまじい一いち瞥べつをくれた。


    　　　　　　　†


    『現在、甲さんと神賀さんと和泉さんの三名が、地下施設に向かっている最中です』


    　充電を終えたばかりの携帯端末に向けて、咲さく弥やは頷うなずいた。


    「了解した。築つき宮みや那な由ゆ多たが動いていないのは気になるが……」


    『はい。あたしも随時、所内の動向をモニターしていますので、何かあればすぐにお知らせします。それと、敷地内にはスナイパーが配置されているそうです。ゲートから研究棟に至るまでの間、狙そ撃げきには充分に気をつけて下さい』


    「了解だ」


    　そこで通話は終了した。そのとき、咲弥と小こ春はるの会話を聞きつけたのだろう、助手席で仮眠をとっていた梨り理りが眼めを覚ました。相変わらず蒼あお白じろい頰ほおをしているが、多少は回復したようにも見える。


    「小春さん、なんて？」


    「築宮那由多はまだ、例の地下施設にいるそうだ。行くぞ」


    　咲弥は前方のゲートを睨にらみ据えた。既に研究所は目前まで迫っていた。通常ならば車で一時間以上は要する距離を、咲弥のポルシェ──９１１ターボとしては六世代目となる９９７型は、実に四十分足らずで走破したのであった。


    　ゲートの脇わきには、四人の警備員が倒れ伏していた。和泉と神賀の仕業だろう。ゲートのバーにしても、悪い冗談のように叩たたき折られている。なんの苦もなく、ポルシェは敷地内への進入を果たした。


    　咲弥は小春の忠告を思い出し、警戒心を強めた。刹せつ那な、梨理が持ち前の防衛本能を発揮して、「来る……！」と叫んだ。咲弥は咄とつ嗟さにステアリングを切った。と同時に、弾がボンネットを掠かすめた。梨理の一声がなければ、ボンネットに風穴を穿うがたれていただろう。和泉と神賀が乗っていたバンと違い、こちらのポルシェは咲弥の私物である。無論、防弾処理など施ほどこされてはいない。ただし、こちらにはポルシェが誇るターボ・エンジンがある。


    「このまま突っ切るぞ！」


    　ひとつ誤れば制御不能になりそうなほど、アクセルを限界まで踏み込んだ。シフト・レバーは六速へ。レーシング・カーそのものの咆ほう哮こうを轟とどろかせると、ポルシェは猛然と研究棟を目指した。見る見るうちにエントランスが迫る。ブレーキングのタイミングを間違えれば、衝突と大破は免まぬかれまい。


    　──今だ！


    　咲さく弥やは心の裡うちで叫ぶや、アクセル・ペダルからブレーキ・ペダルに踏み換えた。強烈なＧが発生する。すかさずハンドルを切ると、タイヤをスライドさせた。ドリフト走行さながら車体が横滑りする。減速はできたものの、それでも車は停まらない。横っ腹からガラス張りのエントランスに突っ込んでしまう。つい先ほど、和泉いずみのバンがぶち破ったのとは別の、無事だったガラス面に衝突した。ガラスは木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、水晶の雨と化した。そのまま車体は大きな弧を描くと、ロビーの片隅にて停止した。


    「くそっ……まだローンが五年は残ってるってのに……」


    　咲弥は呪のろわしげに呻うめいた。今や愛車のエクステリアは汚れ、あちこちが凹くぼみ、もはや見る影も無い。


    「お嬢様なんだから、一括払いじゃないの？」


    「趣味の車だからな。親の財産をあてにはしないさ」


    「ふーん。偉いんだ」


    　何やら場違いな会話を交わしつつ、ふたりは車を降りた。


    「こいつは酷ひどいな……」


    　咲弥が顔をしかめた。ロビーは噎むせ返るような血の臭においに満ちていた。床には老若男女を問わず、大量の屍し体たいが積み上がっている。大量虐殺の現場に出くわした気分だった。


    「遅いわよ」


    　ふいに、聞き覚えのある声がした。咲弥と梨り理りが振り返ると、あたかも屍し山ざんの頂上に君臨する姫君さながら、水み祭まつり甲きのえが婉えん然ぜんと嗤わらっていた。


    「お前……こんなところで、何をしているんだ？」


    　咲弥がとぼけた質問を発すると、案の定、甲はくわっと牙きばを剝むいた。


    「お前達たちのために、活路を開いてやってたのよ！　ほら、さっさと行くわよ！」


    　甲に促され、咲弥と梨理はエレベーターホールを目指した。今度は甲自身もエレベーターに乗り込んだ。


    　　　　　　　†


    　地下施設の通路にて、神こう賀がと和泉は苦戦を余儀なくされていた。案の定、通路にも血族どもは集結していた。こちらはアサルト・ライフルを装備した警備兵が主体だった。不死に加えて武装しているだけに、厄介な相手と云いえた。


    「くそっ、……次から次へと……」


    　神賀は舌打ちすると、腰に提さげていた手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜き、投とう擲てきした。数秒後、爆発音が轟とどろいた。だが、大した打撃は与えられなかったようだ。朦もう々もうたる黒煙を突き破り、敵の一団が射撃を再開する。


    「神賀っ！　こっちは弾切れだ！」


    　和泉が絶望的な叫びを放った。


    「こっちもだ！」


    　神こう賀がも真顔で応じた。ふたりの攻撃が滞とどこおったと見るや、敵勢力は徐々に前進を開始した。


    「逃げるぞ、和泉いずみ！」


    「せめて撤退と云いえっ！」


    　痛烈に答えたものの、異論はなかった。神賀が二発目の手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきした隙すきに、和泉はエレベーターホールに向けて駆け出した。神賀もすかさずあとに続く。ふたりの背後で再び爆音が轟とどろいた。


    　そのとき、和泉の鼻先でエレベーターの扉が開くや、甲きのえ、梨り理り、咲さく弥やの三人が飛び出してきた。和泉はあわや甲と衝突するところだったが、寸前で甲のほうが華麗にかわした。


    「ちょっと！　勝手に逃げてんじゃないわよ！」


    「無茶云うな！　こっちはふたり揃そろって弾切れだ！」


    「ったく、情けないわねぇ」


    『甲さん、気をつけて下さい。敵はライフルで武装しています』


    　小こ春はるが館内放送を通じて状況を説明した。甲は粉ふん塵じんが渦巻く彼方を一いち瞥べつするや、ふふん、と鼻先で笑い、駆け出した。二刀を提げた梨理と、拳けん銃じゆうを構えた咲弥も続いた。神賀と和泉も追いかけようとしたのだが、小春が制止の声を放った。


    『神賀さんと和泉さんは車両に戻って、一階のエレベーター入り口を護まもって下さい。ＬＲＡＤがあれば、血族程度なら問題なく対処できるでしょう』


    　神賀は不服そうな表情を浮かべたが、和泉は大人しく従うことに決めた。ＬＲＡＤを装備したバンは、今や弾薬を使い切った神賀と和泉にとって、唯一のシェルターと云えた。と同時に、神賀と和泉が一階のエレベーターホールを制圧しておけば、少なくとも敵勢力が一階から地下施設に援軍を送り込むのは不可能となる。建物の構造上、地下施設に至る経路はエレベーターに限られるのだ。


    　神賀と和泉は小春の判断に従うことを決め、エレベーターに乗り込んだ。


    　　　　　　　†


    　甲は猛進した。通路を一直線に駆けながらも、その飾太刀を振るい、迫り来る銃弾の嵐あらしを次々と叩たたき落とす。一方、梨理もまた、胸の前で双刀を十字に構え、甲と肩を並べている。不死者の甲に先陣を任せるという発想は無いらしい。そんな梨理に「無茶をするな」と警告しようとした咲弥だが、口をつぐまざるを得なかった。梨理もまた、飛来した銃弾をことごとく叩き落としながらも、平然としている。ふたりの背中を追いかけながら、咲弥は自分の無力さを痛感していた。事実、今の咲弥は甲と梨理を楯たてにしているも同然だった。


    　と、甲が梨理に向けて叫び放った。


    「ここはあたしに任せて、築つき宮みや那な由ゆ多たの許もとに向かいなさい！」


    「いいの？」


    　梨り理りは意外そうな面おも持もちで、横目で甲きのえの表情を窺うかがった。甲は露骨に視線を逸そらすと、きりりと眉まゆを吊つり上げた。


    「こんな場所で足止めを喰くってる場合じゃないんでしょ？　これは貸しよ！」


    「……ありがとう」


    「お、お前にそんな言葉、似合わないわよっ！」


    　甲はさも不機嫌そうに叫び放つや、銀ぎん露ろ梅ばいを大上段に振りかぶった。そのまま、敵陣の一角を崩しにかかる。次々と真空地帯が生まれ、血族達の体たい軀くを吹き飛ばしていった。血族達が甲の暴れっぷりに気を取られている間に、梨理は一直線にゲートを目指した。そんな梨理の背を追いかけながら、咲さく弥やはふと、疑問に囚とらわれた。このまま、自分なんかが梨理に付いていっても良いのだろうか。梨理と那由多の間に、自分が入る余地などあるのだろうか。下へ手たをすれば、足手まといになるだけかもしれない。いっそ通路に残り、甲の掩えん護ご射撃に徹したほうが、まだマシなのではないか。


    　そんなことを考えていたせいか、ふと気づけば、梨理との距離が開いてしまっていた。


    　咲弥は思いきって口を開いた。


    「梨理！　あたしはここに──」


    　あいにく、「残る」という言葉は、即座に振り返った梨理に遮さえぎられた。


    「咲弥はわたしと一緒に来て！　早く！」
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    「梨り理り……」


    　咲さく弥やは驚くと同時に、胸の奥から熱いものが込み上げてくるのを自覚した。梨理のまっすぐな言葉は、咲弥の逡しゆん巡じゆんを瞬時に、そして見事に両断してみせた。


    　のみならず、あの梨理が、いつも咲弥を「あなた」と他人行儀に呼んでいた梨理が、初めて名前を呼んでくれた。もはや迷いはなかった。咲弥は梨理の背中を追いかけた。


    『ゲートを開きます』


    　梨理と咲弥がゲートに辿たどり着くと同時に、小こ春はるが館内放送を通じて告げた。


    　本来ならば、梨理か咲弥の生体情報をスキャンさせなければ解かい錠じようはできないのだが、今は館内の全システムを小春が掌握している。館内に設置されたすべての監視カメラは小春の眼めだし、コンピューターに繫つながっているすべての設備は、小春の手足も同然だった。


    　巨大な壁面としか見えないゲートの中央部分に、亀き裂れつが生じる。亀裂は徐々に広がり、人がひとり通れる程度の隙すき間まとなる。白い光が幽かすかに漏もれた。膚はだを刺すような冷気が吹き付けてきた。


    　無言で眼めと眼を見交わすや、梨理と咲弥はゲートの奥へと駆け出した。


    　　　　　　　†


    　内部は相変わらず人工的な白で埋め尽くされ、壁や天井の見分けがつかないほど空漠としていた。あまりの寒さに、咲弥は膚を震わせた。ふと、瀬せ名なの言葉を思い出した。この部屋は摂氏零度に設定されているのだ。


    　やがて、ふたりは室内中央に辿り着いた。銀細工の鳥とり籠かごじみた、あまりに巨大なオブジェの裡うちにて、築つき宮みや那な由ゆ多たは今なお囚とらわれていた。研究所の職員、警備員、そして被検体……そのすべてを己の血族とし、配下に従えていた那由多。その気になれば、いつでも抜け出せたにもかかわらず、那由多はここに留とどまり続けた。その理由が、咲弥には見当もつかない。


    「来たわね」


    　那由多は拘束された状態のまま、冷ややかに呟つぶやいた。咲弥は奇妙な錯覚を覚えた。現状、明らかに梨理と咲弥のほうが圧倒的有利なはずなのに、こうして向かい合っていると、遥はるかなる高みから見下ろされているような気がするのだった。


    「ミシカちゃんは……亡くなったわ」


    　梨理が感情を押し殺した口調で告げた。


    「ええ、解わかっているわ。あの子からの定時連絡が途絶えた時点でね。本当に、使えない子だったわね」


    「あなたは……最初から、ミシカちゃんを利用するつもりだったの？　ミシカちゃんの母親として、もう一度やり直したいと思ったんじゃなかったの？」


    　その口調こそ湖面のように静かながら、梨理が今にも双刀を抜き放たんばかりに激げき昂こうしているのは、咲弥にもひしひしと伝わってきた。咲弥は梨理の前に踏み出すと、築宮那由多の全ぜん貌ぼうを見上げた。今はただ、梨り理りに冷静さを取り戻して欲しかった。


    「ひとつ、訊ききたいことがある。お前は何な故ぜ、今もこの場に留とどまり続けている？　お前はとっくの昔に、この研究所を掌握していた。おそらくは……瀬せ名なを殺した場所も、ここだったのだろう。お前が先陣を切ることも、撤退することも、思いのままだったはずだ」


    「ふふっ……私ね、縛られるのが好きなの」


    「なんだって？」


    　咲さく弥やは啞あ然ぜんとして、ぽかんと口を開いた。咲弥の反応がよほど面白かったのか、那由多はくすくすと微笑ほほえんだ。


    「冗談よ。半分は本当だけど。いいわ、教えてあげる。私がここにいる理由……それはね、あなたを待ち受けていたからよ──館たち花ばな梨理さん」


    「……どういうこと？」


    　梨理が怪け訝げんそうに顔をあげた。咲弥が間に入ったことで、少しは冷静さを取り戻した様子だった。


    「その昔、未此華ミシカからこんなことを頼まれたわ。あなたの消息について調べて欲しい──とね」


    「その話から、ミシカちゃんから聞いたわ。結局、あなたの手には負えなくて、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの力を借りたのでしょう？」


    「その通りと云いいたいところだけど、今はどうでもいい話よ。私が気になったのは、館花という姓について。正直、驚いたわ。まさか……あなたが、あの館花真ま尋ひろに育てられた女の子だったとはね」


    　梨理は極限まで眼めを剝むいた。


    「どうして……どうして、あなたがママの名前を知っているのっ!?」


    　大好きだったママ。いつも梨理のことを一番に考えていてくれていたママ。梨理の吸血衝動を否定するどころか、自らの生き血を差し出したママ。小学二年生だった梨理を遺のこし、路傍で亡くなったママ……。梨理の胸きよう裡りに走そう馬ま灯とうのごとく、ママの記憶が甦よみがえった。


    「どうしても何も、あの女は我が家の小間使いだったのよ。あの女はね……私が産み落とし、蓮城征志郎が廃棄処分を命じた双子を、自分の手で育てようとしたの」


    「ちょっと待て！　話が見えてこないんだが……双子とはどういうことだ？　小お椋ぐらミシカは双子の片割れだったのか？」


    　咲弥が口を挟むと、那由多はさも可お笑かしそうに、けらけらと嗤わらった。


    「あらあら、まだ気づいていないの？　蓮城が目もく論ろんだ実験は、血ち祭まつり御ご前ぜんと水み祭まつり家当主に相当する双子を人工的に生み出すというものだった。もっとも、血祭御前の代替品はハカナシですらなかったし、水祭家当主の代替品に至っては、弟ではなく妹だった。その時点で、実験の失敗は明らかだった」


    「じゃあ、その妹というのは……!?」


    「そう。梨り理り、あなたよ」


    　那な由ゆ多たは事も無げに答えた。


    「未此華ミシカは血ち祭まつり御ご前ぜんの出来損ないで、梨理は水み祭まつり家当主の出来損ないというわけ。つまり、未此華と梨理は正真正銘、双子の姉妹なのよ。もちろん、蓮れん城じようはあなた達を失敗作だと見なした。彼から姉妹の廃棄処分を命じられた私は、すべての処理を館たち花ばな真ま尋ひろに任せた。あの女は何も云いわずに、双子を抱えて私の許もとを去ったわ」


    「ちょっと待て。だったら、どうしてミシカは『埋もれ木の家』の門前に捨てられ、梨理は館花真尋の許で育てられたんだ？」


    「無力な女がひとりで双子を育てるのが無理だということは、愚かな真尋にも解わかっていたのでしょう。その結果、真尋はどちらか一方を捨てることを決意した。未此華は血祭御前の代替品で、健康優良児。失敗作とはいえ、珠たまのような赤ん坊だったわ。対照的に、梨理は水祭家当主の代替品。こちらは未熟児だった。どうして真尋が未此華を捨て、梨理を手許に残したのか、今となっては想像するしかないけれど、梨理のような赤ん坊が路傍に捨てられた場合、誰だれかに見つけてもらうまでに死んでしまう可能性がある……真尋はそう考えたのかもしれないわ」


    　咲さく弥やは梨理の様子をさりげなく、横目で窺うかがった。案の定、梨理は膝ひざ頭がしらをがくがくと震わせている。梨理の周囲を巡る時間も空間も、凍りついたかのように思われた。


    　とても信じられぬ話ではあった。那由多の話が真実であるならば、梨理が心から愛していたママは養母であり、実母は築つき宮みや那由多ということになる。のみならず、実父は蓮城征せい志し郎ろうということになるのだ。


    「梨理が……蓮城征志郎の娘だと？」


    「ええ。そういうことになるわね。信じる信じないは、あなた達の勝手だけど」


    　確かに那由多の妄言だという可能性は残されていた。だが、ただ無意味な妄言を吐くためだけに、那由多が梨理を待ち受けていたとも思えない。


    「じゃあ、ミシカは？　ミシカはその事実を知っていたのか？　あの子は自分の死を悟ってもなお、梨理が実の妹だとは語らなかった」


    「もちろん、伝えたわよ。だけど、あの子が梨理には真実を打ち明けないだろう、ということも予想はしていたわ。だって、あの子ってば……せっかく梨理が実の妹だと教えてやったのに、これっぽっちも喜ばなかったんだもの」


    　那由多が子どものように拗すねた口調でぼやいた直後、梨理が烈火のごとく叫び放った。


    「当たり前よ！　わたしだって、今さら……今さら、実の姉妹でしたなんて云いわれたって、嬉うれしくもなんともない！　ミシカちゃんがあえて血縁のことを云わなかった理由が、わたしにはよく解わかる……！」


    　梨理ははらはらと紅涙を流しつつ、胸の前で拳こぶしを握り締めた。


    「ミシカちゃんとわたしにとって、血縁なんて無意味だわ。ミシカちゃんはわたしの前に現れたとき、ウエディング・ドレスを着てた……。実験なんて理由で子どもを産めるようなあなたに、ミシカちゃんの、ミシカちゃんの気持ちなんて──たとえ千年を生きたって理解できないわ！」


    　凄せい絶ぜつに叫び放つや、梨り理りが二刀を抜いた。閃せん光こうと颶ぐ風ふうが同時に生じた。少なくとも、咲さく弥やの瞳ひとみにはそう映った。


    　直後、館内放送用のスピーカーから女の声が流れ、梨理の攻撃を寸前で制止した。


    『私はラ・バス綾あや咲さく捜査室の分析官、高たか牧まき小こ春はるです。築つき宮みや那な由ゆ多たさん……あなたのお話の一部始終はモニターさせて頂きました。大体の事情は把握しましたが、まだどうしても解げせない点があります』


    「あら、何かしら？」


    『あなたは蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの下で働いているそうですが……ならば何な故ぜ、蓮城が処分を命じた姉妹に興味を抱いたのみならず、小お椋ぐらミシカを引き取ったのです？』


    　那由多はスピーカーが設置された天井を仰ぎ見ると、不敵に嗤わらった。


    「ふふ……そうね、その通りよ。確かに、かつての私は蓮城征志郎の配下に過ぎなかった。でもね、彼に対する忠誠が長続きすることはなかったわ。あくまでも果は敢か無なし村と血ち祭まつり御ご前ぜんにこだわる彼の理想に、私は次第に付いて行けなくなったのよ。わたしは蓮城の指示に従う振りをしながらも、彼と袂たもとを分かつ計画を立てていた。そんな矢先、私は館たち花ばな真ま尋ひろの訃ふ報ほうをきっかけに、あの姉妹が無事に生きていることを知った。よもや梨理が引き取られた施設で、未ミ此シ華カが暮らしていようとは予想外だったけどね。私はすぐさま、新たな計画を練り始めた。もしかしたら、親の愛情に飢えたあの姉妹を、私の手足として使えるかもしれない……とね。私はまず、見るからに聡明な未此華に眼めを付けた。わたしは今、あくまでも自分の意志で動いている。あわよくば、かつて蓮城が失敗作だと見なした姉妹を駒として再利用し、彼に反旗を翻ひるがえすための足がかりにできたらと思っていたんだけど……期待外れもいいところだったわね」


    　そこまで語ると、那由多は蔑べつ視しの表情も露あらわに、わざとらしく溜ため息いきを漏もらしてみせた。


    「血祭御前の代替品として生み出されたはずの未此華は、天あま埜の瀬せ名なの姥うば皮かわを着用しない限り、戦力としては使えなかった。一度は死の淵ふちから甦よみがえったものの、あの子の不死性は血族にすら劣っていた。一方、冴さえない梨理は、意外にもエコールで訓練を受けた結果、剣の才能を開花させたようだけど、忌いまわしき実験の後遺症なのでしょうね。深刻な吸血衝動を抱えていた。それでも私に平伏するなら使ってやろうと思って、未此華にリクルートを任せたのだけど、すべては無駄だったようね。ほんと、使えない子達だこと……」


    　那由多の回答に対し、小春はあえて感情を押し出すことなく、淡々と言葉を続けた。


    『それでは、あなたに質問します。築宮那由多さん……あなたの目的はなんですか？　正直、あなたが今もなお、この研究所に留とどまっている理由が、私には見えてこないのです』


    「ふふっ。その質問を待っていたわ」


    　那な由ゆ多たはどういうわけか、さも愉たのしげに嗤わらった。そして、意気揚々と、その願いを口にしたのである。


    「私こと築つき宮みや那由多は、蓮れん城じよう征せい志し郎ろうが理想とする〝ムラ社会〟から、あなた達の社会に亡命することを求めます」


    　誰だれもが言葉を失った。


    　咲さく弥やも。梨り理りも。端末の向こうにいる、小こ春はるでさえも。


    　白々しさを孕はらんだ沈黙を破り、真っ先に叫んだのは咲弥だった。


    「バカを云いうな！　あれだけの罪を犯しておきながら、云うにことかいて……我々の社会に亡命だと？　どういう思考経路を辿たどったら、そうなるんだ！」


    　那由多はなんら悪びれる様子もなく、いけしゃあしゃあと答えた。


    「あら、私は本気よ。あれだけのことができるのだという事実を、私は証明してみせた。罪は罪でも、あれは実績を伴う罪というわけね」


    「バカな……」


    「もっとも、こんな私ですら、まだ百歳にも達してはいないの。当然、かれこれ一千年を生きた〝神仙〟こと蓮城征志郎に、敵かなうはずもないわ。ならばこそ、私はこれから蓮城征志郎と敵対するであろうあなた達に、この身柄を預けるのよ。もちろん、私が知っている情報は洗いざらい話す。あなた達にとっても、これは決して悪い話ではないはずよ。私があえて拘束具を外さずにいた理由が、これでお解わかり頂け──」


    「巫ふ、山ざ、戯け、る、な！」


    　那由多の意気揚々とした言葉を遮さえぎったのは、突如として現れた水み祭まつり甲きのえの大だい音おん声じようであった。通路の敵を一掃したあと、加勢すべくゲートをくぐり抜けたのだろう。


    「たとえラ・バスがお前の要求を呑のんだとしても、このあたしは認めない」


    　甲の瞳ひとみは激げき昂こうのあまり爛らん々らんと燃え盛っている。だが、完全に理性を失ったわけではないらしく、ふと、梨理のほうを眺めやった。


    「梨理、お前はどうなの？　たとえ実の母親だとしても、こいつを赦ゆるすことができる？　もし、お前の動機が水祭家の掟おきてよりも重いと云うのなら、この場はお前に譲るのも吝やぶさかじゃないけどね。ほら、なんとか云ったらどうなの？」


    　甲の劇はげしい詰問に対し、しかし、梨理は答えられない。左右の太刀こそ抜き身だが、その切っ先は床を向いたまま、ぶるぶると震えを帯びている。


    「わたし……わたしは……」


    　自らの過ちでミシカを失って以来、梨理はただ流されるがままに生きてきた。否、それは生きているとは云えなかった。ただ単に生かされていた。エコールに入学後、苛か酷こくな訓練を受けさせられた。ことあるごとに、得体の知れぬ薬物を投与された。命じられるがままに戦い、命じられるがままに殺した。訓練の果てに配属されたのが、ラ・バスの捜査室だった。訓練施設で交流のあった天あま埜の瀬せ名なと再会した。瀬名の優しさに触れ、ほんの少し光明が見えた気がした。それでも、生かされていることに変わりはなかった。無論、与えられた任務に対し、疑問を抱いたことなど一度もなかった。ところが、ここしばらくの間に、あまりに多くのことが起こりすぎた。


    　梨り理りは今、選択を迫られている。


    　自らの意志で幕を下ろすのか。


    　あるいは今まで通り、あくまでも組織の一員として、無感情に振る舞うのか。


    「わたし……解わからない。もう……何も……解らない……何も……信じられない……」


    　止め処どなく涙が溢あふれ、頰ほおから顎あごに向けて伝い落ち、制服の胸元を濡ぬらした。左右の手から得え物ものが零こぼれ落ちた。そのまま、梨理は崩れ落ちるように、がくんと両りよう膝ひざを地面に突いた。地面に突っ伏して泣いた。人目も憚はばからずに、声をあげて泣いた。肩を震わせて泣いた。


    　咲さく弥やは、そんな梨理の背中を撫なでてやることしかできなかった。


    　一方、甲きのえは深々と溜ため息いきを吐つくと、すらりと白刃を抜いた。


    「見損なったわ、梨理。だったら水み祭まつり家の掟に従い、人類に仇あだ為なした築つき宮みや那な由ゆ多たは、このあたしが誅ちゆう戮りくする！」


    　甲は猛然と駆け出した。


    『待ちたまえ！』


    　刹せつ那な、天井のスピーカーから厳粛な声こわ音ねがほとばしり、甲の足を止めた。ずっと沈黙を守っていた、石動いするぎ室長の声だった。事態がここまで及んだのを機に、ついに小こ春はるからマイクを受け取ったのだろう。


    『築宮那由多君の要求についてだが、綾あや咲さく捜査室の一存では決めかねる問題だ。まずは上層部の意向を仰ぐ必要がある。よって、この問題はしばし保留とさせて欲しい──』

  


  
    　　結　ワンルーム・ディスコ


    



    　築つき宮みや那な由ゆ多たが太ふて々ぶてしくも要求した「亡命」については、上層部の判断を仰ぐまで保留──それが、石動いするぎ室長の為なした決断であった。年が明けて以来、綾あや咲さく市内で発生した数々の怪事件は、意外な形で幕を下ろすこととなった。


    　二月も中旬に差し掛かった頃ころ、築宮那由多の身柄の移送が極秘裏に決定した。新しん宿じゆく捜査室が管轄する施設へと移送されるのだと、綾咲捜査室のメンバー達に通達があった。


    　結局、上層部は築宮那由多の「亡命」を受け容いれることを決定したのだ。事実、ラ・バスは既に蓮れん城じよう征せい志し郎ろうの活動内容に眼めを付けていた。蓮城の配下であったという築宮那由多の証言が、今後の捜査にどれほど役立つのかは計り知れないと思われた。


    　新宿捜査室が手配した護送車は、綾咲市内の研究所で築宮那由多を乗せると、山道を下り始めた。警護は厳重を極めた。新宿捜査室が誇る精鋭達が護送車の周囲を固め、鼠ねずみ一匹逃がさぬ態勢を整えていた。


    　那由多を乗せた護送車が、八台の護衛車と共にトンネル道に差し掛かった際、異変は起きた。先頭車両がなんの前触れもなく横転し、後続車両の走行を強引に阻はばんだ。わけも解わからず立ち往生を余儀なくされた後続車両からは、次々と重武装の兵士達が降り立った。漆しつ黒こくの風が凍て付いた大気を薙ないだと見る間に、兵士達の胴体が次々と真っ二つに両断された。銃弾が滅茶苦茶な方向に飛び交っては、劇はげしく跳弾した。死の間際に、兵士達は猛獣が唸うなるような声を聞いた気がしたが、その正体を知ることなく息を引き取った。


    　精鋭ばかりを集めた護衛部隊は、僅わずか数分の間に全滅した。と同時に、凄すさまじい風圧が護送車を襲い、その装甲をめりめりと引き剝はがした。あたかも、鋼鉄が粘土と化したかのような光景だった。


    　相も変わらず、あの仰々しい拘束具に全身を覆われた築宮那由多を笑顔で出迎えたのは、護送車よりも遥はるかに巨大な獣であった。漆黒の毛並みも艶つややかな猛もう虎こである。その体格といい、護衛部隊を全滅させた戦闘能力といい、護送車の装甲を易々と剝はいだ膂りよ力りよくといい、あまりに現実離れした生き物であった。


    　猛虎の傍かたわら、ひょっこりと顔を出した人物がいた。漆黒のスーツを神経質なまでにきちんと着こなした、[image: ]そう身しんの中年男であった。


    「久しぶりだな、築宮那由多。いや、ここはあえて〝那由タン〟と呼んだほうがいいか？」


    「あなたは……まさか！」


    　さすがの那由多も、余裕を失っていた。


    「そのまさかだ」


    「そう……ようやく得心が行ったわ。蓮城征志郎と烏から丸すまに次ぐ長命種にして、この世界に三人しか存在しないと云いわれる〝神仙〟級のハカナシ──羅ら臼うす天てん膳ぜん。民俗学研究に没頭するあまり、その研究成果を不用意に出版した結果、果は敢か無なし村を追われた無頼の徒……」


    　男は溜ため息いき交じりに苦笑を漏もらした。


    「無頼の徒とは、心外だな。せめて学究の徒と呼んで欲しいものだ」


    「まさか、天膳本人が、その孫に成り済ましていたとは……盲点だったわ。それにしても、あのオカマ言葉はどうしたの？　あれも演技だったと云うわけ？」


    「いや、あれはあれで愉たのしいのだがね。オカマというキャラクター設定を導入するだけで、不思議と女性達が打ち解けてくれるのだよ。とはいえ、どちらが素すなんだと訊きかれれば、やはり今の私こそが素だな」


    「不本意だわ……私もまた、不用意に打ち解けたひとりだったというわけね」


    「そういうことだ。ついでに紹介しておくと、こちらは黒こく曜よう石せきだ。水み祭まつり甲きのえを育てた白びやく蓮れんと同様、永年にわたりハカナシの肉を喰くらってきたがゆえに、今や聖獣の領域に入っている。もっとも、征せい志し郎ろうの側そばに仕えていた君なら、今さら紹介するまでもないか」


    　羅臼天膳の紹介に呼応したのか、黒曜石は獰どう猛もうな唸うなりを発した。


    「そんなバカな……！　あの蓮れん城じようが、お気に入りの黒曜石をあなたに貸したと云うの？　あり得ないわ」


    「それがあり得るのだよ」


    「まさか……蓮城が、あたしの裏切りに気づいていたとでも云うの？」


    「ふっ……ラ・バス相手にあれほど図々しい要求を突きつけて、しかも承諾させたほどの君が、その可能性については考えたことがなかったのか？　肝心なところで抜けてるのだな。バレてはいないと思ってる不倫に限って、実はバレているものだ」


    「じゃあ、水祭邸に手紙を投げ入れて、天あま埜の瀬せ名なが姥うば皮かわに加工されていることを知らせたのは、あなただったというわけね」


    「くくっ、そういうことだ」


    「そう……解わかったわ。そこで相談だけど、私と取引しない？」


    　ここに至ってなお、那な由ゆ多たは希望を失ってはいなかった。体重の何倍にも匹敵する拘束具の内側で、様々な打算を巡らせているのだろうと、容易に想像できた。


    「ふむ……大人しく観念するかと踏んでいたのだが、こいつは傑作だ。鬼女の代表格といったところか」


    「どうかしら？　決して、あなたの悪いようにはしないわ。まずは、この拘束具を外してくれない？　〝神仙〟のあなたなら、なんとかできるのではなくて？」


    「それは可能だが──ただし、ひとつだけ問題がある」


    「あら、何かしら？」


    「私はね、君という女が、それはもう、絶望的なまでに嫌いなのだ。知的生命体としても、男としても、そして、オカマとしてもね」


    「なっ──！」


    　ヘルメット状の拘束具で頭部を覆い尽くされるとはいえ、その瞬間、那な由ゆ多たが初めて顔色を失ったのは傍はた目めにも明らかだった。


    「さぁ、黒こく曜よう石せき。もう面倒臭いから、拘束具ごと喰くらっていいぞ」


    　黒曜石の口こう腔くうがカッと開かれ、鋭利な牙きばと淡うす紅べに色の歯茎を剝むき出しにした。


    　あいにく、拘束具で視界を塞ふさがれた那由多には、これから自身を喰らう獣の姿を見ることすらできなかった。


    　　　　　　　†


    　時はやや遡さかのぼる。


    　築つき宮みや那由多を乗せた護送車が研究所を出発した頃ころ、御み室むろ咲さく弥やはそれまで住んでいた寮を引き払うことに決めた。もともと、綾あや咲さく署に勤務する警察官のための寮であり、三月末までには引き払っておけと云いわれていたのを、一か月半ほど早めたのである。


    　予定を早めた原因は、高たか牧まき小こ春はるの一声であった。


    「ラ・バスの審査基準をパスした物件が見つかりましたので、確保しておきました。基本的な家具は備わっていますし、いつでも引っ越し可能ですよ」


    　両親や祖父の意向に逆らい、あえて自分の理想を求めて警察官となった咲弥にとって、実家に舞い戻るという選択肢はあり得なかった。咲弥は小春の申し出をありがたく受け、その日は有休を取った。ここしばらく、職場も学校も休んでいる梨り理りの身を案じつつ、咲弥は寮の私物を整理すると、大学卒業以来、ずっと住んでいた部屋と別れを告げた。


    　新たな居住先は、駅前にある高層マンションの最上階とのことだった。


    　小春の口ぶりでは、かなりの優良物件らしいと推測できた。昨今、綾咲駅の周辺は活性化を続けており、高層ビルが次々と建てられている。実家と寮以外では生活したことのない咲弥にとって、高層ビルの最上階というのは初めての体験だった。やたらと傷だらけな愛車を運転しつつ、まるで遠足を明日に控えた少女さながら、咲弥はいつになくうきうきと心を弾ませていた。


    　やがて、目的のマンションに辿たどり着いた。広大な地下駐車場に愛車を滑り込ませると、私物を詰め込んだトランクを提さげ、エレベーターに乗り込んだ。


    　地下二階から地上一階に到達するや、エレベーターがぴたりと静止した。誰だれかが乗り込んでくるらしい。このマンションの住民だろうか。こういうとき、引っ越しの挨あい拶さつはすべきなのだろうか。都会のマンションでは、隣人の顔すら知らないというのが当たり前らしいが──などと、世間知らずなお嬢様らしく、あれこれと思考を巡らせた咲弥は、眼前の扉が左右に開くなり、「あっ！」と叫んだ。


    　それは相手も同様で、咲弥の姿を認めるなり、眠たげな双そう眸ぼうを一気に見開いた。


    「どっ、どうして、あなたがここにいるの？」


    　私服姿の梨り理りだった。年明け以降、肉体的にも精神的にも過負荷な日々が続いたこともあり、まだ憔しよう悴すいの色が残ってはいるものの、多少は回復したようにも見えた。咲さく弥やは安あん堵どの溜ため息いきを漏もらすと同時に、梨理がどうしてここにいるのか、その理由を訊たずねてみた。


    「お前は何な故ぜ、ここにいる？」


    「小こ春はるさんから聞いてないの？　以前の部屋は、例の事件のせいで使えなくなったから……先日、このマンションに引っ越してきたのよ」


    「そいつは奇遇だな。実はあたしも、小春に云いわれて、このマンションに住むことに決まったんだ。お前は何階だ？」


    「最上階よ」


    「これまた奇遇だな。あたしも最上階だ。案外、お隣同士だったりしてな」


    「冗談でしょ？」


    　梨理は露骨に眉まゆをしかめてみせたが、初めて職場で顔を合わせたときのような刺とげ々とげしさは感じられなかったので、咲弥は安心した。


    　それにしても、小春も人が悪いと思った。梨理と同じマンションなら、あらかじめ教えておいてくれても良さそうなものだが。


    　やがて、エレベーターが最上階に辿たどり着いた。各部屋の扉が等間隔に並ぶ通路を、梨理と肩を並べて歩く。新築のマンションだけあって、通路は清潔感に溢あふれていた。デザイン的にも優れており、あたかもパリの美術館を巡っているような、そんな錯覚さえ覚えた。好奇心丸出しで、きょろきょろと辺りを見渡していたら、梨理が急に足を止めた。


    「あたし、ここだから」


    　梨理が指し示したのは、三五〇七号室の扉だった。


    「そうか。じゃあ、ここで一いつ旦たん、お別れだな」


    　梨理はこくんと頷うなずくと、扉の向こうへと姿を消した。


    「あたしの部屋は何号室だっけな……？」


    　咲弥はひとりごちて、小春から受け取ったカードキーを財布から取り出した。スタイリッシュなカードの表面に記された番号を見て、一瞬、我が眼めを疑った。


    「どういうことだ？　三五○七って……梨理の部屋番号じゃないか」


    　咲弥は慌てて携帯電話を手に取ると、小春に連絡を入れた。


    『はい、高たか牧まきです。そろそろ、お電話がある頃ころだと思っていましたよ』


    「お前、間違って梨理の部屋の合い鍵かぎをあたしに渡したんじゃないか？」


    　あいにく、小春はけろりとして答えた。


    『いいえ。私は間違っていませんよ。今日からそのマンションの三五○七号室が、梨理さんと咲弥さんの新居です』


    「ちょっと待て！　相部屋だなんて聞いていないぞ！」


    『実はですね……ラ・バスも予算の削減などで、いろいろと厳しいのです。それに、ひとりよりはふたりのほうが、安全度も高まるでしょう？』


    「いや、しかしだな……お前、確かこの物件はワンルームだと云いってなかったか？　２ＬＤＫならともかく、ワンルームにふたりで住めと？」


    『はい。女の子同士なんですから、問題ありませんでしょ？』


    　それだけを告げると、小こ春はるはあっさりと通話を切った。咲さく弥やは途方に暮れた。とはいえ、もはや他ほかに選択肢は考えられない。先ほど警察の寮は引き払ったばかりだ。今さら、のこのこと戻るわけにもいかない。


    　咲弥は意を決し、三五〇七号室の呼び鈴を押した。案の定、インターホンから眠たげな声が聞こえてきた。


    『……何か用？』


    　梨り理りは相手が咲弥だと知ってなお、扉を開く気は無いらしい。咲弥はあえて何も云わず、インターホンのカメラに向けて、カードキーの番号を提示して見せた。途端、怖こわいくらいの沈黙が訪れた。咲弥は不安に駆られるあまり、インターホンにすがりついた。


    「あ、あの……梨理？」


    『……小春さんの仕業ね？』


    　とりあえず返事があったので、咲弥は胸を撫なで下ろした。


    「どうやら、そうらしい。なあ、とりあえず……ここを開けてくれないか？　自慢じゃないが、今夜のあたしには泊まるあても無いんだ。ポルシェの修理代が祟たたって、貯金も底を突きそうなんだ……」


    　切々と訴えかけているうちに、咲弥は自分がとてつもなく惨みじめな生き物に思えてきた。やがて、梨理のぼそぼそとした返事が伝わってきた。


    『そんなの……駄目だよ。一緒には住めない。だって……あたしなんかと一緒に住んだりしたら、命の保証はないわ。海え老び沢さわ先生が処方してくれた薬だって、万能じゃないのよ。衝動に負けて、あなたの首筋に歯を立てないとも限らない……』


    「なんだ、そんなことを気にしていたのか。それなら大丈夫だろう。あの夜、お前はちゃんと耐えてみせたじゃないか」


    　勢いで口走ってから、咲弥は赤面した。あの夜の自分が晒さらしたしどけない姿を思い出してしまったのだ。


    『あれは偶然よ。それに……』


    「それに？」


    『あ、あなたの膚はだを眼めの前にして……また耐えられる自信なんて、ないわ』


    　梨理が恥ずかしげに告げたその言葉に、咲弥は噴き出した。予想もしない言葉だった。どちらかと云いうと、自分は梨り理りに嫌われているのだと思っていた。それでも仕方がないと思っていた。だが、そうでもないらしい。


    　──梨理ちゃんは、自分が好意を抱いた相手の血液しか欲さないのです。


    　咲さく弥やは瀬せ名なが告げた言葉を思い浮かべると、思わず相そう好ごうを崩した。


    「お前、意外と可愛かわいいよな」


    『なっ、何よそれっ！』


    　扉の向こう、梨理は面白いくらいにうろたえている。「可愛い」──その単純明快な言葉は、まるで魔法の呪じゆ文もんのように、梨理の心に働きかけたようだった。


    「お前が心配している問題については、一緒に考えよう。それじゃ駄目か？」


    　またしても、怖こわいくらいの沈黙が訪れた。


    　最悪、このまま放置されるのではないかという可能性が胸をよぎったそのとき、扉がほんの少しだけ開いた。僅わずか数センチの隙すき間まから、梨理が顔を覗のぞかせる。表情こそムスッとしてはいるものの、その仕草はどことなく、小動物的な可愛らしさを感じさせた。


    「……室内は禁煙。守れる？」


    「もちろんだ」


    　自信のほどはともかくとして、咲弥は満面の笑顔で頷うなずいた。
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    　　あとがき


    



    　ガガガ文庫ではご無沙汰しております。瑞智士記です。


    　本作は、今年の二月に発売された『リビングデッド・ファスナー・ロック』の第二弾となります。続篇という位置づけながらも、がらりと趣向を変えた内容となっています。本作からお読みになっても、もちろん問題はありませんが、やはり前作のネタバレを多分に含んでおりますので、前作とセットでお楽しみ頂ければ幸いです。


    　さて、あとがきからお読みの方（私自身、あとがきから読むタイプです）のために、簡単な説明をさせて頂きます。


    　本作『バニシング・ツイン』のヒロインは、前作にて活躍した美貌の刑事、御み室むろ咲さく弥やです。紆う余よ曲きよく折せつの末、彼女が綾あや咲さく署を去り、ある非公式の捜査機関に所属するところから、物語は始まります。新しい職場に案内された咲弥は、女子高生でありながら捜査官を務める館たち花ばな梨り理りに出逢います。梨理こそは、本作のもうひとりのヒロインです。残念ながら、梨理はいつもムスッとしていて、年上の後輩である咲弥に対し、なかなか心を開こうとはしません。


    　そんな折、市内で凄惨な殺人事件が発生します。その死体の特徴とは──。以上が、本作の導入部です。続きは是非、本文にてお楽しみ下さい。前作のヒロイン、水み祭まつり甲きのえももちろん登場します。ただし、前作で主人公を務めた水祭家当主、乙きのと君には平謝りするしかありません。


    　なお、本作の章タイトルには、作者が愛好する作品の題名をお借りしたものがありますので、この場を借りて紹介させて頂きます。


    



    『サロメティック・ルナティック』　ALI PROJECTの楽曲


    『屋根裏の二處女』吉屋信子の小説


    『ワンルーム・ディスコ』Perfumeの楽曲


    



    　紙幅が尽きてきましたので、そろそろ謝辞を。ご多忙な中、美術面を担当して頂いた安倍[image: ]俊様。いつもマニアックな衣装のデザインをお願いしてしまい、恐縮です。口絵におけるミシカと梨理が、特にお気に入りです。厚く御礼申し上げます。担当のＨ野様をはじめ、本作の出版に際し、ご尽力を賜った全ての皆様。誠にありがとうございました。


    　そして、最後までお付き合い頂いた読者の皆様へ。


    　琵び琶わ湖このほとりから、尽きせぬ感謝の気持ちを捧げます。
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